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取扱説明書 


ご使用の前に本書の r ま全上のごま意」 （《^ p . 4〜 P . 巨） 

を必ずお読みください。 

この製品には本書のほかに 
r 簡易接続•操作ガイド」び付属しています。 
はじめに「簡易接続•操作ガイド」をご覧ください。 

本書の「簡易ガイド」表記は、 
「簡易接続-操作ガイド」への参照を表します。 

本書および r 簡易接続-操作ガイド」は 
下記の URL から PDF 版をダウン□ー ドでさます。 
http://www.yamaha.co.jp/manual/japan/ 


ヤマ八製品をお買い上げいたださまして、まことに 
ありびとラございます。 

■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年 
支障なくお使いいただくために、ご使用前にこの取 
扱説明書と保証書をよくお読みください。お読みに 
なったあとは、保証書と共に大切に保管し、必要に 
応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入を 
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。 


保証書別添付 
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ちを上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。 


ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を未然に防止ずるためのものです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用されるちびいつでち見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意昧びあります。 



「ごを意ください」というを意喚起を示します。 


「〜しないでください」といラ「禁止」を示します。 

〇を 

「必ず実行してください」という強制を示します。 


■ r 警告 J と「注意 J について 

下、誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するために、「警告」と「を意」に区分して掲載しています。 


A この表示の欄は、「死 t する可能性または重傷を負う可能 

ZIa 5 口性び想定される」内容です。 


A この表示の欄は、「傷害を負ラ可能性または物的損 

/!\ 害び発生する可能性び想定される」内容です。 


A 警告 



電源/電源 コード 


〇 電源プラグは、見える位置で、手び届く範囲のコンセ 
ントに接続する。 

万一の場合、電源プラグを容易に引さ抜<ためです。 

化ず実巧 


下記の場台には、すぐに電源を切り、電源プラグをコ 
ンセントか5巧く。 

• 異常なにおいや音がする。 • 煙が出る。 

プラグを巧く • 内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 


Q 電源コードを傷つけない。 

• 重いものを上に載せない。 

• ステープルで止めない。 • 加工をしない。 

禁止 • 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

お線びむさ出しのまま使用すると、火災や感電の原因にな 
ります。 


〇 必ず AC 100 V (已 0/60 HZ ) の電源電圧で使用する。 

それ政外の電源電圧で使用すると、乂災や感電の原因にな 
ります。 

化ず実行 
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電池 


設置 


Q 電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれにより、火災やけびの原因になります。 

禁止 


0 電池からもれ出た液には直接触れない。 

液び目や□に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐに 
水で洗い流し、医師に相談して<ださい。 

禁止 


分解禁止 


分解禁止 


分解*改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼<ださい。 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

• お室-台所-海岸-水辺 
• 加湿器を過度にさかせた部屋 
•雨や雪、水がかかるところ 

水の混入により、火災や感電の原因になります。 


Q 放熱のため本機を設置する際には： 

• なやテーブルク□スをかけない。 

• じゅうたん-カーぺットの上には設置しない。 

禁止 • 仰向けや横倒しには設置しない。 

• 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

(本機の周囲に左ち 20 cm 、 上 30 cm 、 背面 20 cmJ ^ ソ上の 
スペースを確保する。） 

本機の内部に熱びこわり、火災の原因になります。 


使用上のご注意 


Q 放熱用の通風孔、パネルのすさ間か5金属や紙片など 
異物を入れない。 

火災や感電の原因になります。 

禁止 


〇 本機を落としたり、本機び破損した場ちには、必ず版 
売店に点検や修理を依頼する。 

そのまま使用すると、义災や感電の原因になります。 

化ず実巧 


接触禁止 


雷び鳴りはじめた!5、電源プラグには触れない。 

感電の原因になります。 


Q 本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
薬品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火災や感電の原因になります。 
®it 接触面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因に 

なります。 


お手入れ 


〇 電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除く。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、プラグびショート 
して义災や感電の原因になります。 

化ず実巧 


A 注意 



電源/電源コード 


長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセン 
卜か!5巧く。 

火災や感電の原因になります。 

プラグを巧く 


(§) 

めれ手禁止 


めれた手で電源プラグを巧き差ししない。 

感電の原因になります。 


Q 電源プラグを巧くときは、電源コードをひっぱ5 
ない。 

コードび傷つさ、火災や感電の原因になります。 

禁止 


〇 電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し込 

む、。 

差し込みび不充分のまま使用すると感電したり、プラグに 
jgl ず実行 ほこりび堆積して発熱や火災の原因になります。 


電源プラグを差し込んだとき、ゆるみびあるコンセン 
【 X1 卜は使用しなし、。 

V 斗 感電や発熱および火災の原因になります。 

禁止 
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電池 

〇 

化ず実巧 

電池は極性表示ヴラス+とマイナスー)に従って、正 
しく入れる。 

間違えると破裂や液われにより、火災やけびの原因になり 
ます。 

S ) 

指定切がの電池は使用しない。また、種類の異なる電 
池や、新しい電池とちい電池を混ぜて使用しない。 

破裂や液ちれにより、火災やけびの原因になります。 

〇 

電池と金属片をいっしよにポケットやバッグなどに入 
れて携帯、保管しない。 

電池びショートし、破裂や液われにより、火災やけびの原 
因になります。 

〇 

電池を加熱•分解したり、义や水の中へ入れない。 

破裂や液われにより、火災やけびの原因になります。 

〇 

使い切った電池は、すぐに電池ケースから取りがす。 

破裂や液われにより、火災やけびの原因になります。 

化ず実巧 


〇 

使い切った電池は、自治体の条例または取りミ夫めに 
従って廃棄する。 

化ず実巧 


設置 


Q 不ま定な場所や振動する場所には設置しなし、。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 

禁止 


〇 必ず2人切上で開姻ゃ持ち運びをする。 

重いので、けびの原因になります。 

化ず実巧 


S ) 

直が日光のあたる場所や、温度び異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装び変形したり内部回路に悪影響び生じて、 

火災の原因になります。 


ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因にな 
ります。 

〇 

化ず実行 

他の電気製品とはできるだけ離して設置する。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害をあ 
たえるおそれびあります。 

S ) 

他の電気製品を本機の上に置かない。 

本機の上部は高温になります。他の電気製品に障害をあた 
えるおそれびあります。 

〇 

屋外アンテナエ事は販売店に依頼する。 

工事には、技術と経験び必要です。 

化ず実巧 


移動 

を 

プラグを巧く 

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての接 
続をがす。 

接続機器び落下や転倒して、けびの原因になります。 
コードび傷つさ、火災や感電の原因になります。 

使用上のご注意 

〇 

化ず実行 

再生を始める前には、アンプの音量(ボリューム)を最 
ルにする。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因になります。 


音び歪んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因になります。 


S) 

大きな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴覚障害の原因になります。 

A 

を意 

環境温度び急激に変化したとさ、本機に結露び発生す 
ることびあります。 

正常に動作しないとさには、電源を入れない状態でしばら 
く放置してください。 

S) 

業務用機器とは接続しない。 

デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と業 
務用では異なります。本機は民生用のデジタルオーディオ 
インターフェースに接続する目的で設計されています。業 
務用のデジタルオーディオインターフェース機器との接続 
は、本機の故障の原因となるばかりでなく、スピーカーを 
傷める原因になります。 

お手入れ 

〇 

手入れをするときには、怒ず電源プラグを巧く。 

感電の原因になります。 

化ず実巧 


S) 

薬物厳禁 

ベンジン-シンナー-台成洗剤等で外装をふかない。 
また接点復活剤を使用しない。 

外装び傷んだり、部品び溶解することびあります。 

A 

年に一度く 5 いは内部の掃除を,眼売店に依頼する。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、火災や故障の原因 
になります。 

ま意 

本機はりに C 6] 日00-3-2」適合品です。 

J に C 目]日00 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁 
両立性第 3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値 （1 
相当たりの入力電流び 20 A 1；(下の機器)」に基づさ、 

商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計- 
製造した製品です。 
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• さまざまなソース向けの内蔵サウンド 
プ□グラムとサラウンド デコーダー 

-音場効果で立体的に再生する（シネマ DSP ) 
-音場効果をかけずに再生する 

(ストレートデコード） . 

-原音に忠実に再生する（ピュアダイレクト）. 
-圧縮音源の再生音質を高める 

(コンプレストミュージックエン八ンサ ー)... 


♦見やすいオンスクリーンディスプレイで手軽に 
操作 

-入カソース、シーン、サウンドプ□グラムを選択 


• USB メモリ内の音楽を再生する . 64 


• ネットワーク経由で再生する 

-パソコンや DLNA サーバーの音楽を再生する . 64 

-インターネットラジオを聴く . 67 

-ネットワーク経由で本機を操作する 

(ウェブコント□-ルセンター) . 76 


FM / AM 放送を聴く . 61 


-選択中の入カソースを表示する（コンテンツ画面） ..... 60 

-本機の設定をする (ON SCREEN メニュー） . 78 

-各入カソースの設定をする（オプションメニュー） ..... 已6 


• カスタマイスでさるリモコン 

-外部機器操作用の IJ モコンコードを設定する . 106 

-他の機器の IJ モコンから機能を学習する . 108 

-一連の操作についてマク□をプ□グラムする . 110 


• 複数の部屋で音楽を楽しむ 
(ゾーン2、ゾーン3、ゾーン 4) 


• 高音質八イパワー7チャンネルアンプを内蔵 

• マルチチャンネルスピーカー構成に対応 

-2-7.1 チヤンネルでスピーカーを 

構成する . 18、簡易ガイド 

-フ□ントプレゼンススピーカーを接続して 

より豊かな音場効果を得る . 簡易ガイド 

-バイアンプ接続で高品質な音声で再生する . 18 

-外部アンプを接続して高品質な音声で再生する/ 

チャンネルを拡張する . 21 

♦ HDMI 対応 

- 3 D 映像入力信号に対応の HDMI 入力端テ8つ 

( IJ ア； 7つ、フ□ント；]つ）を搭載 . 32 

-オーディオ IJ ターンチャンネル機能および 3 D 映像信号 

対応の HDMI 出力端子2つを搭載 . 27 

-映像/音声を出力する HDMI 出力端子を選択する... . 47 

• スピーカー設定の自動調整び可能 

( YPA 0 — Yamaha Parametric Room 
Acoustic Optimizer ).39 

♦ いろいろな再生機器のための入力端子 
(最大13入力） 

- 目 D / DVD / CD プレーヤーを接続する . 32 

-ゲーム機やビデオカメラを接続する . 35 

-マルチチャンネル出力びある機器を接続する . 35 

- iPod / iPhone を有線接続する . 70 

- iPod / iPhone をワイヤレス接続する . 72 

- 巨 luetooth 機器を接続する . 74 

♦ボタン1つで入カソース/サウンドプ□グラム/ 
設定を切り替え可能（シーン機能） . 48 
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本機では多くの機能について、テレビ画面のメニューか5 
操作び行えまず。 

テレビに表示される画面で行える操作について、詳しくは 
次ページの「テレビに表示される画面（オンスクリーンディ 
スプレイ）か5操作ずる」をご覧ください。 


本機の特長 



本機の特長とでまること 


本書について 

. 本書は製品の生産に先びけて作成されています。製品改 
良などの理由で、実際の製品と仕様び一部異なる場合び 
あります。また、仕様は予告なく変更されることびあり 
ます。ご了承ください。 

• 「圓 ON SCREEN 」 （例）などの表記は、 IJ モコンキー 
の名称を表しています。それぞれのキーの場所について 
は、本書の 「リモコン」 Op .14) をご覧ください。 

• 「を1」などの表示は参考情報の参照を表します。対応す 
る番号の説明をご覧ください。 

• 「^」は、関連情報び記載されているページを表します。 

• 「簡易ガイド」は、簡易接続•操作ガイドへの参照を表し 
ます。 


9 〇1 
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テレビに表示される画面【オンスクリーンディスプレイ）か S 操作ずる 


本機はオンスク U —ンディスプレイをテレビ画面に表示します。オンスク U —ンディスプレイを使うことでシンプルで直感的な操作び行えます。 

オンスクリーンディスプレイは、そのとさ選んでいる入カソースについて表示するコンテンツ画面と、さまざまな設定などを行う日 N SCREEN (オンスク U —ン）、オプションとい 
ラ2つのメニューから構成されています。 

ここではオンスク U —ンディスプレイから行えるさまざまな操作について紹介します。 


ON SCREEN メニューの基本操作 

•入カソース、シーン、サウンドプ□グラムを選ぶ 


-入カ ソースを 選ぶ . 54 

-シーンを選ぶ . 己4 

-サウンドプ□グラムを選ぶ . 已已 

• 言語を選ぶ 

-オンスク IJ ーンディスプレイに表示させる言語を 

選ぶ . 103 


選んでいる入カソースを表巧、変更ずる 
(コンテンツ画面） 


• AM / FM チューナーを操作する 

-プ IJ セット局を表示する . 63 

-現在受信している放送局の情報を表示する . 62 

-テレビ画面から放送局の検索や登録を行ラ . 63 

• インターネットラジオを操作する 

-現在受信している放送局の情報を表示する . 67 

-コンテンツを再生する . 67 

-お気に入りの放送局を登録する . 68 

• iPod を操作する 

- iPod の曲/映像を U スト表示する . 71 

-テレビ画面から再生、停止などを操作する 

(メニュー表示モード） . 71 


本機のさまざまな設定を行う 
(ON SCREEN メニュ ー) 


• 入カソースを設定する 

-入カソース名を変更する 

(入力名変更/アイコン選択） . 79 

-デジタル音声のデコードフオーマットを設定する 

(デコードモード） . 79 

-圧縮オーディオフオーマットの音質を高める 

(エン八ンサ ー). 80 

-マルチチャンネルオーディオ再生時に他の入カソース 

の映像を鑑賞する（映像選択) . 80 

-本機のスタンバイ時に iPod / iPhone を充電する 

(スタンバイ時充電） . 80 

-外部からパソコン上の音楽を再生する 

( DMC からの操作） . 80 

• シーンを設定する 

-お好みのシーンを登録する、消去する 

(登録）（呼出）（リセット） . 81、82 

-シーンを選んだとさに接続しているヤマ八製目 D/DVD 
プレーヤー（レコーダー）の電源をオンにする 

(シーン IJ モコン連動） . 81 

-シーン名とアイコンを変更する 

(シーン名変更/アイコン選択） . 82 

•音場効果を調節する（サウンドプ□グラム） 

-サウンドプ□グラムのパラメーターを調節する . 83 


• 本機の設定についての情報を表示する 

-音声信号の情報を表示する（音声信号） . 104 

-映像信号の情報を表示する（ビデオ信号） . 104 

- HDMI 信号の情報を表示する （HDMI モニタ） ........ 104 

-ネットワーク情報を表示する（ネットワーク） . 104 

-システム情報を表示する（システム） . 105 

-ゾーン情報を表示する（ゾーン） .] 日已 


• スピーカーと視聴環境に合わせて音響特性を調 
整する 

-スピーカー設定を自動で最適化する 

(YPA0 — Yamaha Parametric Room Acoustic 

Optimizer). 39、および簡易ガイド 

-スピーカー構成を簡単に設定する（パワーアンプ割り当て） 


. 88 

-スピーカーごとに詳細設定を行ラ（構成） . 89 

-スピーカーごとに音量を調節する（音量） . 91 

-スピーカーと IJ スニングポジシヨンの設置距離を補正設 

定する（距離） . 91 

-イコライヴーを使って音色を調整する 

(パラメ hU ック EQ ). 92 

-スピーカー調整用のテスト!-ーンを出力する 

(テスト!ン） . 93 

• 本機か！5出力する音芦信号を調節する 

-映像/音声のずれを調整する （ U ップシンク設定） ..... 93 
- Dolby Digital や DTS 再生時のダイナミックレンジ調 

節について選ぶ（ダイナミックレンジ） . 93 

-最大音量を設定する（音量の上限） . 93 

-電源オン直後の音量を設定する（音量の初期値） ........ 93 

-ピュアダイレクトモード中に映像信号を制限する ....... 93 

-ル音量でを聴さとりやすい音量に自動調整する 

(Adaptive DSP Level ). 93 
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テレビに表示される画面（オンスクリーンディスプレイ）か!5操作する 


• 本機か5出力する映像信号を調節する 

-アナ□グ端テ間のビデオコンバージョン機能を設定する 


(アナ□グ端テ間変換） . 94 

-映像信号の解像度と縦横比（アスペクト）を設定し、 
画質を調整する . 94 

• ネットワーク設定 

-本機の IP アドレスを設定する （IP アドレス） . 97 

-電源のスタンバイ中に LAN ネットワーク経由でコマンド 

を受ける（ネットワークスタンバイ） . 97 

- MAC アドレスフィルターを設定する 

(MAC アドレスフィルター) . 97 

♦複数の部屋で視聴する（マルチゾーン機能） 

-ゾーン2、ゾーン3の音量を調節する 

(ゾーン2、ゾーン3設定） . 98 

-テレビ画面にゾーン2、ゾーン3、ゾーン4 

メニューを表示する（モニター出力割り当て） . 98 

-ゾーンまたはシーンごとに名前をつける 

(ゾーン2、ゾーン3、ゾーン 4). 99 

• その他の機能 

-長時間操作しなかったとさに自動で電源を落とす 

(オートパワーダウン） . 100 

-入カソースに別の入力を割り当てる 

(入力端テ割り当て） . 101 

-フ□ントパネルディスプレイの明るさを調整する 

(本体表示器設定） . 102 

-オンスク IJ ーンディスプレイの背景を変える 

(壁紙設定） . 102 

-外部機器への卜 U ガー出力を設定する 

(卜 IJ ガー出力 1/2). 102 

-本機の設定変更を禁止する（設定保護） . 102 


入カソースごとに調節ずる（オプション 
メニュ ー) 


-高音/低音を調節する （ I-ーンコント□ール） . 己8 

-ル音量でを聴さとりやすい音量に自動調整する 

(Adaptive DRC). 己8 

-より立体的な音場効果を楽しむ 

(シネマ DSP 3D モード') . 已8 

-セ IJ フの音の位置を調整する（セ U フ位置調整） . 已8 

-サラウンドバックスピーカー使用時に 5.1 チャンネル 
フォーマットの再生方法を設定する 

(拡張サラウンド） . 已9 

-入カソース同±の音量バランスを調整する 

(再生レベル補正） . 已9 

-画質調整のプ IJ セットを選択する 

(ビデオ画質調整） . 己9 

-音声入力端テを選択する（音声入力選択） . 己9 

-曲をシャッフルまたは IJ ピートする 

(シャッフル/ IJ ピート） . 已9 

-目 luetooth 機器を接続する/取り外す 

(接続/切断） . 59 

-巨 luetooth 機器と本機をペア IJ ングする 

(ペアリング） . 已9 


塞—加 
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る部のち茄 


フロントパネル 


① MAIN ZONE の（電源）キー 

電源のオン/スタンバイを切り替えます。 

② HDMI スルー/ iPod チャージインジケーター 

本機びスタンバイのとさ、下記のいずれかの動作をすると点 
なします。 

• スタンバイスルー機能（防 P.9 目）をオンにしている場合。 

• iP 日 d スタンバイ時充電機能（防 P.80) をオンにして、ヤ 
マ八製 iPod 用ユニバーサルドックにセットした iPod/ 
iPhone を充電している場合。 

ヤマ八製 iPod 用ワイヤレスシステムび接続されている場 
合は常に点なします Kp.72)o 
• ネットワークスタンバイ（防 P.97) をオンにしている場合 

③ フ□ントパネルディスプレイ 

本機の各種情報び表示されます （^p. 1 3) 。 


④ PURE DIRECT (ピュアダイレクト）キー 

本機をピュアダイレクトモードに切り替えます（防 P. 己1)。 

⑥ INPUT (インプット） セレクター 

再生する入カソースを選びます。セレクターを回すたびに入 
カソースび順番に変わります。 

⑥ VOLUME (ボリューム） 

音量を調節します。 


• フ□ントパネルのカバーを開閉する 

フ□ントパネル内部のボタンや端テを使用するには、フ□ン 
トパみレ下部をそつと押してノ（ネルを開いてください。使用 
しないとさは、パネルを閉じておいてください。 
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各部の名称 


フロントパネル（カバーオープン時） 

⑦ ON SCREEN (オンスクリーン）キー 

ON SCREEN メニューのオン/オフを切り替えます。 

⑧ OPTION (オプション）キー 

オプションメニューのオン/オフを切り替えます。（防 P . 日日） 

⑨ TONE/BALANCE ( I -- ン/バランス）キー 

をゾーンのスピーカー/へッドホン出力の高音/低音を調節 
します。 

へッドホンを接続している場合はへッドホンの高音/低音調 
節、へッドホンを接続していない場合はスピーカーの高音/ 
低音を調節でさます （^ p .47)。 

ゾーン2、3、4で、左ちチヤンネルの音量バランスを調整 
します。 （防 P .1 ]7) 

⑩ STRAIGHT (ストレート）キー 

サウン ドプ□グラムをストレートデコードモードに切り替え 
ます （防 P . 己 0)。 

⑩ PROGRAM </> (プ□グラム）キー 

使用する音場効果（サウンドプ□グラム）を切り替えます 
Kp .49) o 左ちキーを押すたびに、サウンドプ□グラムび順 
蚕に変わります。 

⑩ SCENE 1-4 (シーン 1-4) キー 

ボタン]つで登録した入カソース、サウンドプ□グラム、 
HDMI 出力端子などの設定に切り替えます（防 P .48、 P .81)。 
電源びスタンバイのとさは、このキーを押して電源オン、入 
カソース選択、ヴウンドプ□グラム切り替えまでを一括操作 
でさます。 


⑩ MULTI ZONE (マルチゾーン）キー 

Z 0 NE 2、 Z 0 NE 3、 Z 0 NE 4 (ゾーン2、ゾーン3、 
ゾーン 4) キー 

ゾーン2、3、4への音声-映像出カオン/オフを切り替え 

ます（防 P .] 16)。 

ZONE CONTROLS (ゾーンコントロール）キー 

ゾーン2、3、4への出力びオンのとき、本機をゾーン2、3、 
4び操作でさる状態に切り替えます。本機またはリモコンで 
別の部屋の入カソース選択や音量調整び行えます 

(腐1目)。 

® INFO (インフォ）キー 

フ□ントパネルディスプレイに表示する情報を切り替えます 
(隐 U 13)。 

⑩ MEMORY (メモリー）キー 

FM / AM 放送局をプ U セット局として登録します （^ p . 目])。 

⑩ FM キー 

FM / AM チューナーのバンドを FM に切り替えます 

(惚^ P . 日])。 

⑩ AM キー 

FM / AM チューナーのバンドを AM に切り替えます 

(腐^ P . 目])。 

⑩ PRESET く/> (プリセット）キー 

プ U セットした FM / AM 放送局を選びます（心 P . 目2)。 


⑩力ーソルキ ー A / V / O / 杉、 

ENTER (エンター）キ ー 、 RETURN (リターン）キー 
力ー ソルキー A / V / <] / > 

設定メニューなどを表示した際に、メニュー項目を選択した 
り、設定値を変更します。 

ENTER (エンター）キー 

選択された項目を決定します。 

RETURN (リターン）キー 

設定メニューを表示した際、]つ手前の表示に戻したり、メ 
ニュー表示を終了します。 

® USB ポート 

USB メモ U や USB 携帯音楽プレーヤーを接続します 
(防 P .38)。 

⑩ DISPLAY (ディスプレイ）キー 

再生画面とブラウズ画面を切り替えます。 

⑩ YPA 0 M に （ YPA 0 マイク）端子 

付属の YPA 日マイクを接続して、スピーカー設定を自動で最 
適化します（^口.39、簡易ガイド）。 

® PHONES (フォーンズ）端子 

へッドホンを接続します。音場効果をかけて再生していると 
さは、へッドホンの音声にを音場効果びかかります。 

® VIDEO AUX (ビデオ AUX ) 端子 

ゲーム機などを一時的に接続でさます。 

透） TUNING/CH « / » (チューニング/チヤンネル） 

キー 

FM / AM チューナーの周波数を増減させます （^ p . 目1)。 
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各部の名称 


リアパネル 


① PHONO (フオノ）端子 

レコードプレーヤーを接続します（防 P .33)。 

② DOCK (ドック）端子 

別売のヤマ八製 iPod 用ユニバーサルドック （ YDS -1 2など） 
や iPod 用ワイヤレスシステム （ YID - W 10)、 Bluetooth ワ 
イヤレスオーディオレシーバー ( YBA -10) を接続します 
(防 P .70、 P .72、 P .74)。 

③ NETWORK (ネットヮーク）ポート 

ネットワーク接続用のポートです（防 P .37)。 

④ HDMI OUT 1-2 (HDMI アウト 1-2) 端子 

HDMI 入力対応のテレビと接続し、映像/音声を出力します 
(防 P .27、 簡易ガイド ）。 Audio Return Channel 機能 
Kp .29) を使用したとさは、この端子からテレビの音声び 
入力されます。 

⑥ MON . OUT / ZONEOUT (モニターアウト/ゾーンア 
ウト）端子 （ S ビデオ/ビデオ端子） 

S ビデオ/ビデオ入力対応のテレビと接続し、映像を出力し 
ます（防 P .28)。 

⑥ D 4 VIDEO ( D 4 ビデオ）端子 

D 端子のある外部機器を接続し、映像を入力します。 


⑦ COMPONENT VIDEO (コンポーネントビデオ）端 
子 

コンポーネントビデオ出力を持つ外部機器を接続し、映像を 
入力します（腐 1 D .28)。 

⑧ HDMI 入力端子 

HDMI 出力対応の外部機器を接続し、映像/音声を入力しま 
す（防 P .32、 簡易ガイド）。 

⑨ MONITOR OUT/ZONE OUT (モニターアウト/ 
ゾーンアウト）端モ（コンポーネントビデオ端子） 

コンポーネントビデオ入力対応のテレビと接続し、映像を出 
力します（防 P .28)。 

⑩ REMOTE IN /0 UTl -2( iJ モートイン/アウト 1-2) 
端子 

U モート機能に対応する外部機器を接続します （^ p .3 目)。 

⑩ TRIGGER 0 UT 1-2 ( トリガーアウト 1-2) 端子 

本機と連動して動作する卜 U ガー接続機能を搭載した外部機 
器を接続します （^ p .3 目）。 

⑩ RS -232 C 端子 

サービス用の端子です。通常は使用しません。 

⑩ AV 1-4 端子 


⑩ AV OUT ( AV アウト）端子 

本機に入力された映像/音声を外部へ出力します （^ p .37)。 

⑩ AUDIO 1-4 (才ーディオ 1-4) 端子 

音声出力を持つ外部機器と接続し、音声を入力します 
(防 P .33)。 

⑩ MULTI CH INPUT (マルチチャンネルインプット） 
端子 

マルチチャンネル出力を持つ再生機器と接続します 
(防 P . 3己）。 

⑩ ZONE OUT (ゾーンアウト）端子 

別の部屋に設置した外部アンプへ本機の音声信号を出力しま 

す（防 P .]] 目）。 

⑩ PRE OUT (プリアウト）端子 

アンプ内蔵のサブウーファーを接続したり 0®^ 簡易ガイド） 
外部パワーアンプなどを接続します （^ p .2 己）。 

@ SPEAKERS (スピーカー）端子 

フ□ント、センター、サラウンド、サラウンドバックの各ス 
ピーカーを接続します（防簡易ガイド）。 

フ□ント / IJ アプレゼンススピーカー ( b ^ p .17) やゾーン2、 
ゾーン3に設置するスピーカー (防 P .20) は EXTRA SP 端 
子に接続します。 

⑩ AC IN ( AC イン）端テ 

電源コードを接続します簡易ガイド)。 


入出力端子の見分け方 

映像/音声出力端子の周辺は、誤接続を防ぐ 
ために白くマークされています。テレビや外 
部機器への映像/音声出力はこれらの端テ 
をご使用ください。 



出力端子 


映像/音声出力を持つ外部機器を接続し、映像/音声を入力 
します（防 P .32)。 

® ANTENNA (アンテナ）端子 

FM アンテナと AM アンテナを接続します。 
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各部の名称 


フロントパネルデイスプレイ 


® チューナーインジケーター 

FM / AM 放送を受信すると 「 TUNED 」 び点なします。ステ 
レオで受信しているときはに TEREO 」 び点なします。 

② Z 0 NE 2/ Z 0 NE 3/ Z 0 NE 4( ゾーン2、ゾーン3、ゾー 
ン 4) インジケーター 

本機からゾーン2、3、4への映像/音声出力び有効となっ 
ているときに点打します Op . 11日)。 

③ SLEEP (スリープ）インジケーター 

ス リープタイマー (^ p . l 日）び動作すると点滅します。 

④ PARTY (パーティー）インジケーター 

パーティーモー ドびオンになっているときに点打します 
(b^P.98)o 

⑥マルチインフオメーシヨンディスプレイ 

設定値や設定メニューなど各種情報び表示されます。 

⑥ VOLUME (ボリューム）インジケーター 

現在の音量を表示します。 

⑦ HDMI インジケーター 

正常に HDMI 信号び入力されると点打します。 

IN インジケーター 

本機び HDMI 入力端テに接続されている外部機器を検出する 
と点なします。（隐 1 D .2 目） 

OUT 1 /OUT 2インジケーター 

HDMI OUT 端子簡易ガイド）から音声/映像信号び出 
力されると点なします。 


⑧ ENHANCER (エンハンサ ー） インジケーター 

コンプレス トミュージックエン八ンヴーび有効になっている 
とさに点打します（防 P . 己1)。 

⑨ CINEMA DSP (シネマ DSP ) インジケーター 

シネマ DSP 技術を使った音場効果を選ぶと点なします。 

⑩ CINEMA DSP 3 D (シネマ DSP 3 D ) インジケーター 

シネマ DSP 3 D モードまたはシネマ DSP 3 (シネマディー 
エスピーキュービック） モードびオンになっているとさに点 
打します（腐 U 日1)。 

⑩カーソルインジケーター 

リモコンの图力ーソル A / V /</> を操作可能な場合に、 
キーに対応するインジケーターび点打します。 

⑩ MUTE (ミュート）インジケーター 

本機を消音すると点滅します。 

⑩スピーカーインジケーター 

音声を出力しているスピーカー端テを表示します。 


サブウーファー1 - 
フ□ント 
スピーカー L— 
フ□ントプレゼンス 
スピーカー L 
サラウンドスピーカー L 


センタースピーカー 


リアプレゼンス ー S ^ 
スピーカー L 
サラウンドバック 
スピーカー L 


S fcl 

乐 W ホ R ミ —. 

I 


ミ諮ご辯 


-ヴブウーファー2 
フ□ント 
—スピーカー R 
フ□ントプレゼンス 
スピーカー R 
サラウンドスピーカー R 
リアプレゼンス 
スピーカー R 
サラウンドバック 
スピーカー R 


® ADAPTIVE DRC インジケーター 

Adaptive DRC びオンになっているときに点なします 

(防 P . 己8)。 


• フ□ントパネルディスプレイの表示を切り替え 
るには 

フ□ントパネルディスプレイには、選択中の入カソース名似 
外に、サウンドプ□グラム名やサラウンドデコーダー名など 
を表示でさます。表示を切り替えるには、 U モコンの 
圆 INFO を繰り返し押します。キーを押すたびに表示され 
る情報び切り替わります。を2 


入カ ソース 名 



サウンドプ□グラム ( DSP プ□グラム) 



'を1: 「 SB 」 は目.1チヤンネル構成で使用しているとさにのみ表示されます。 

'を2 : FM / AM チューナーの使用中は、入カソース名の代わりに FM / AM 周波数び表示されます。 
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各部の名称 


U モコン 



の 


回 


晒 

個 


画 


固 


画 


四 


晒 


m 


画 


晒 


画 


晒 


m 


m 


励 


個 


励 


固 


の リモコン信号送信部 

赤外線を送信します。 


回力ーソル A / ▽ / 0 / 0キ ー 、 ENTER (エンター） 
キ ー 、 RETURN (リターン）キー 


回 SOURCE (!) (ソース電源）キー 

外部機器の電源オン/オフを切り替えます。 

固ディスプレイウィンドウ 

U モコン情報を表示します。 

团入カ ソース 選択 キー 

本機で再生する入カソースを選びます。 

AV1-7 : AV1-7 端子 

V-AUX :フ□ントパネルの VIDE 日 AUX 端子 

AUDIO1-4 : AUDIO 1-4 端子 
PHONO : PHONO 端子 
MULTI : MULTI CH INPUT 端子 

USB : USB ポ ーh 

NET : NETWORK ポ ーh 

DOCK : DOCK 端テ 

TUNER : ANTENNA (アンテナ）端子 
[A]/ 旧] :入力を変更せずに、 团か部機器操作キーで 

操作でさるよラに外部機器を変更しま 
す。を！ 

固 SCENE (シーン）キー 

ボタン]つで入カソースとサウンドプ□グラムを切り替えま 
す（防口.48)。本機の電源びスタンバイのとさは、このキー 
を押して、電源オン、入カソース選択、サウンドプ□グラム 
切り替えまでを一括操作でさます。 

固 PROGRAM A/ V (シーン）キー 

サウン ドプログラムを選択します （^p.49) 。アップまたはダ 
ウンキーを何度か押して、ヴウンドプ□グラムをスク□ール 
します。 

团外部機器操作キー 

外部機器の録画/再生、メニュー表示などを操作します 
(岐 P. ] 0目）。、を'1 

圆 ON SCREEN (オンスクリーン）キー 

さまざまな設定び行える ON SCREEN メニューを呼び出し 
ます（防 P. 己4)。 


力ーソル A / V /< l / I > :設定メニューなどで上下左ちを 
選択します。 

ENTER :選択された項目を決定します。 

RETURN :設定メニューを表示した際、] 

つ手前の表示に戻したり、メ 
ニュー表示を終了します。 

岡 PRESET へ /V 

FM / AM 受信中に、登録されたプリセット局を呼び出します。 

m TV 操作キー 

テレビなどの機器を操作します。 

回 RECEIVER の（レシーパ’一電源）キー 

本機のオン/スタンバイを切り替えます。 

圆 SOURCE/RECEIVER (ソース / レシーバ ー） キー 

U モコンで本機か接続されている外部機器のどちらを操作す 
るかを切り替えます。外部機器操作のとさはキーび緑、本機 
を操作でさるとさはキーびオレンジ色に点なします。 

圆 VOLUME (ボリューム）+/-キー 

音量を調節します （腐=口.47)。 

圆 MUTE (ミュート）キー 

音声出力の消音/消音解除を切り替えます（心 P .47)。 

圆 OPTION (オプション）キー 

オプションメニュー（防 P . 己 6) を表示します。 

回 LIGHT (ライト）キー 

このキーを押している間照光式のボタンび点なします。 

圆 DISPLAY (ディスプレイ）キー 

再生画面とブラウズ画面を切り替えます。 

四音場選択キー 

使用する音場効果（ヴウンドプ□グラム）やサラウンドデコー 
ダーなどを選択します （防 P .49)。 


巧の症がび現れた場をは、新し圃 SOURCE/RECEIVER 
いを電池に交換して < だをい。 

• U モコンの操作範囲びせまく 
なった。 

• 圃 SOURCE/RECEIVER び 

光らない、または光らなくなつ 
た。 
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を！：本機のリモコンは、入カソースごとに团外部機器操作キーなどを使って登録した機器を操作できます。外部機器を操作するには、 
あらかじめ各入カソースにリモコンコードを登録する必要びあります如 P . 10目)。 


































































各部の名称 


リモコン（カバーオープン時） 



m- 


m- 


[^^ J ] 

1^^] ^ M ] [IBII 


o @® ® 

0。0 

PROGRAM Q 征 ^ VOLUME 

运 I 0 

〔 TOP MENU ) (POP-UP/MENU) 



し設も e1 I enhance^ 1 ^rty] IhdmioutL 


■ INFO I I 〔MEMORY I I FM | I AM J 


rn cz ] Lij 
n~l[ZD CEJ 
nn rn rn 

r"o1 I o1 「ent j 


| tunjch [ 


【 SLEEP 卜 

卜 EVELj: 


I ZONE j I SETUP• 



-m 

-m 




-m 

-m 

-D 

-m 


國音場選択キー 

使用するサラウンドデコーダー、コンプレスト三ュージック 
エン八ンヴーの機能を選択します （防 P .49)。 

圆 INFO (インフォ）キー 

フ□ントパネルディスプレイに表示する情報（選択中の入力 
ソース名、ヴウンドプ□グラム、サラウンドデコーダー、 FM / 
AM チューナーの周波数など）を切り替えます。 

國数字キー 

数値を入力します。 

圆 PARTY (パーティー）キー 

ノ（ーテイーモードのオン/オフを切り替えます (防 P .98)。 

圆 HDMI OUT ( HDMI アウト）キー 

本機から音声/映像信号出力する HDMI OUT 端子を切り誓 
えます。 

國チューナーキー 

FM/AM チューナーを操作します。これらのキーはチュー 
ナー入力のとさに使用でさます。 

MEMORY :放送局をプ U セット登録します。 

FM : FM/AM チューナーのバンドを切り 

AM 替夕ずす 

TUN./CH ク/《 : FM/AM チューナーの周波数を増減 

させます。 

國 SLEEP (スリープ）キー 

指定した時間び経過すると自動でスタンバイになるよラ設定 
します（スリープタイマー）。キーを繰り返し押すと、スタン 
バイまでの時間を設定でさます。 


國 


ぶ:づ門：！.門。 


LEVEL (レベル）キー 

各スピーカーへの出カレベルを調整します（防 P .91)。 

國 SETUP (セットアップ）キー 

このリモコンの設定を行います Op . 10目）。 

國 ZONE (ゾーン）キー 

IJ モコンでメイン音場とゾーン2、ゾーン3、ゾーン4 
目）のいずれを操作するかを切り替えます。 



塞—加 
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各部の名称 


テレビに表示される画面（オンスクリーンデイスプレイ）について 


本機にテレビを接続している場合は、付属の U モコンでテレビ画面に表示されるメニューを操 
作して本機の操作や設定び行えます。 



オンスク IJ ーンディスプレイには次のよラな画面び表示されます。 


•オンスクリーン （ ONSCREEN ) メニュー 



圓 ON SCREEN を押すと表示されます。 
本機のさまざまな設定、操作を行えま 
す。このメニューを使って入カソース 
やサウンドプ□グラムなどの選択、さ 
まざまな設定の変更、本機の状況表示 
などび行えます。 

詳しくは 「設定ずる」 («^ p .78) をご 
覽ください。 


• オプションメニュー 



圆 OPTION を押すと表示されます。 
そのとさ選んでいる入カソースごと 
によく使ラ設定を個別で行えます。 
「 I -ーンコント□ール」や「再生レべ 
ル補正」などはすべての入カソースに 
対して共通で設定されます。 

詳しくは r 入カソースごとにオプショ 
ン機能を設定ずる（オプションメ 
ニュ ー )」 （腐 ^56) をご覧ください。 
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参コンテンツ画面 

本機で DOCK ( iPod ) やチューナーなどの入カソースを再生するとさは、楽曲/放送局の情報 
表示や再生操作を行える画面をテレビに表示します。 

この画面を r コンテンツ画面 J と呼び、团 入カソース選択 キーを押すと表示されます。 
コンテンツ画面には r 再生画面 J と r ブラウズ画面 J という2つの表示びあり、表示を切り替 
えて楽曲などを選んだり、再生操作を行います。 


再生画面 



そのとさ再生している楽曲などの情 
報を表示します。この画面から IJ モコ 
ンで再生操作びでさます。 


ブラウズ画面 



入カソースの楽曲や登録されている 
放送局などび IJ スト表示されます 。 U 
ストから再生したい楽曲や放送局を 
選びます。 






















接続ずる 


スピーカーの配置、スピーカーや外部機器との基本的な接続については 「簡易接続•操作ガイド」 をご覧ください。本書では応用接続/設定を説明します。 


スピーカー/サブウーファーを接続ずる 


1 


'が1:サウンドプ□グラムやサラウンドデコーダー Kp .49) を使用せずに CD などの2チヤンネルの音声を再生した場合、サブウーファーからの音声び出力されないことびあります。この場合は、設定メ 
ニューの 「ェクストラべース」 （防 P .90) を「オン」に設定してください。 


本機は、さまざまな音場効果やサラウンドデコーダーを使って、著名なコンサートホールの包みこまれるような響きや映画館の迫力と臨場感を再現できます。これらの効果は、使用 
環境に合わせて適切にスピーカーを設置/接続することで実現されます。 


チャンネルと機能 _ 

■ フ□ントスピーカー L/R 

再生するソースのフ□ントチャンネル L / R の音声（ステレオ 
音声）と効果音を出力します。 

フ□ントスピーカーは、 IJ スニングルーム前方の左ちへ、 IJ ス 
ニングポジションから等距離に設置します。プ□ジェクターの 
場合は、スクリーンの下辺から4分の]位の高さび適切です。 

I センタースピーカー 

再生するソースのセンターチャンネルの音声、映画のセ U フ/ 
ボーカルなど、画面中央に位置する音声を出力します。 
センタースピーカーは、フ□ントスピーカー L / R の中間に設 
置します。テレビをお使いの場合は、画面とスピーカーの前面 
を揃え、テレビの上や下など、でさるだけ画面に近いところの 
中央に設置します。プ□ジェクターの場合は、スク IJ ーン真下 
の中央に設置します。 

I サラウンドスピーカー L/R 

5.1 チヤンネル似上のソースのサラウンドチヤンネルの音声 
と効果音を出力します。サラウンドバックチャンネルを含む 
6.1 チヤンネレじ(上のソースをサラウンドバックスピーカー 
なしで再生した場合、サラウンドバックチャンネルの音声は、 
左ちのサラウンドスピーカーに振り分けられて出力されます。 

I サラウンドパックスピーカー L/R 

6.1 チャンネル似上のソースの後方の効果音を出力します。 
7.] チヤンネ j レ上のソースを]本のサラウンドノ（ックスピー 
カーで再生した場合、サラウンドバックの左ちの音声びミック 
スされ]つのスピーカーから出力されます。 


丽プレゼンススピーカー L/R 

フ□ントプレゼンススピーカーからは、再生するソースの前ち 
からの効果音を出力します。サウンドプ□グラム（豚 P .49) と 
組み合わせることで、より豊かな音声と音場空間を再現でさま 
す。 

さらに U アプレゼンススピーカーを使って、シネマ DSP 3 ( シ 
ネマデイーエスピーキュービック）モードをオンにすると、音 
声の「高さ」び正確に表現され、より立体的で緻密な音声効果 
を楽しめます（豚 P . 已1)。 

フ□ントプレゼンスはフ□ントスピーカーから日.5〜] m じ ( 
上、床から ].8 m 似上離して配置します。 IJ アプレゼンスは 
サラウンドバックスピーカーとサラウンドスピーカーの間に、 
床から ].8 m じ(上離して配置します。 

I ヴブウーファー 

Dolby Digital 、 DTS 、 AAC などに含まれる LFE (低域効果 
音）チャンネルの音声や、フ□ントやサラウンドなどその他 
チャンネルの低音を出力します。サブウーファーはアンプ内蔵 
のをのをご使用ください。を1 

サブウーファーは、 IJ スニングルーム前方のフ□ントスピー 
カー L / R の外側に、壁の反射を防ぐために少し内向さにして 
設置します。サブウーファーは2台まで接続でさます。また、 
2台接続する場合の配置を「左ち配置」、「前後配置」、「モノラ 
ル2台」から選択することびでさます（豚 P .9 日）。 


スピーカー/サブウーファーの接続 
I スピーカー 

スピーカーの数に応じて「① スピーカー/ヴブウーファーを接 

続ずる」 （豚簡易ガイド）の「スピーカー/サブウーファーの 
接続」にある手順から似下の表を参照して接続してください。 


スピーカーの数 

スピーカーの 種類 

接続手順 

2 

フ□ントスピーカー L/R 

1 

3 

フ□ントスピーカー L / R 、 

センタースピーカー 

]、2 

4 

フ□ントスピーカー L / R 、 
サラウンドスピーカー L/R 

]、3 

己 

「簡易ガイド」をご覧ください。 

1〜3 

目〜9 

「簡易ガイド」をご覧ください。 

1〜己 


I ヴブウーファー 

サブウーファーを接続する場合は、 r ① スピーカー/サブウー 
ファーを接続ずる」 簡易ガイド）の「スピーカー/サブ 
ウーファーの接続」手順6を実施してください。 


巧驾か 
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一を接続する 


スピーカー構がを選ぶ 

己.1チヤンネル、 7.1 チヤンネル、フ□ントプレゼンススピーカーを使った構成について 
は「簡易接続•操作ガイド」をご覽ください。 

I フ□ントスピーカーをバイアンプ接続して高音質を楽しむ 

•已 .1 チヤンネルのスピーカー構成 

バイアンプ接続に対応したスピーカーを使用することで、より高音質の再生を楽しめます。 


フロント スピーカー R 
(バイアンプ接続） 



サラウンド スピーカー L 


•使用する端子とスピーカー 


FRONT 

フ□ントスピーカー L/R (バイアンプ接続） 

CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

フ□ントスピーカー L/R (バイアンプ接続） 

SUBWOOFER (PRE OUT ) 

サブウーファー 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

己 ch BI-AMP 
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• スピーカーを バイアンプ接続する 

本機は、バイアンプ接続対応のスピーカーを接続できます。スピーカーを接続する際は、 
FR 日 NT 端テおよび SURROUND 巨 ACK / BI - AMP 端テを下図のように接続し、本機のバイ 
アンプ機能をオンにします。 



ごを 意 


バイアンプ接続をする前に、必ずスピーカー側の高域と低域をつなぐ金具（またはケーブ 
ル）を取りはずしてください。詳しくは、スピーカーの取扱説明書をご確認ください。バイ 
アンプ接続をしない場合は、上記の金具（またはケーブル）を必ず取り付けた状態で、ス 
ピーカーケーブルを接続してください。 




































































■ 2 つの部屋でスピーカーを使う（ゾーン2機能） 

参 7.1 チヤンネルのスピーカー構成+ゾーン2 

本機を設置しているメインの U スニング環境に加えて、別の部屋のスピーカーも制御できます。'を1 


I メインル-ム I フロント スピーカー R 


画の部屋(ゾーン 2 ) I 





フ□ント 
スピーカー L 


フ□ント 
スピーカー R 




スピーカー L ' を2 

I 使用する端子とスピーカー 


FRONT 

フ□ントスピーカー L/R 

CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

サラウンドバックスピーカー L/R 

SUBWOOFER (PRE OUT) 

ヴブウーファー 

EXTRA SPl お 3 

ゾーン 2 スピーカー 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

7ch +1Z0NE 


I 3つの部屋でスピーカーを使う（ゾーン2 +ゾーン3機能） 

参 7.1 チヤンネルのスピーカー構成+ゾーン2 +ゾーン3 

本機を設置しているメインのリスニング環境に加えて、別の2つの部屋のスピーカーを制御で 
さます。'を1 ' を4 


メインルーム 


フ□ン トス ピーカー R 


別の部屋(ゾーン 2) 





フ□ント 
スピーカー L 


フ□ント 
スピーカー R 


d) 


別の部屋(ゾーン 3) 


スピーカー L ' を2 


使用する端子とスピーカー 




フ□ント 
スピーカー L 


フ□ント 
スピーカー R 


cfD 


FRONT 

フ□ントスピーカー L/R 

CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

サラウンドノ（ックスピーカー L/R 

SUBWOOFER (PRE OUT) 

サブウーファー 

EXTRA SPl を 3 

ゾーン 2 スピーカー 

EXTRA SP2 お 5 

ゾーン 3 スピーカー 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

7ch + 2Z0NE 


'を1: EXTRA SP1 端子に接続されているスピーカーから音声び出力される場合、サラウンドバックスピーカーからは出力されません。 

'を2 :サラウンドバックチヤンネルからの音声は単一のサラウンドバックスピーカーからを出力できます。サラウンドバックスピーカーを]つだけ使用している場合は、 SURROUND BACK L (SINGLE) に 
接続し、視聴位置のすぐ後ろにスピーカーを置いてください。 

'を'3 : EXTRA SP] 端子は、「パワーアンプ割り当て」でゾーン3に割り当てることをできます（防口.88)。 

'を4 : EXTRA SP2 端子に接続されているスピーカーから音声び出力される場合、サラウンドスピーカーからは出力されません。 

'を5 : EXTRA SP2 端子は、「パワーアンプ割り当て」でゾーン2に割り当てることをできます（防口.88)。 


スピーカー/サブウーフ: 
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スピーカー/サブウーファーを接続する 


• 本機の内蔵アンプを使って別の部屋のスピーカーを接続する（マルチゾー 
ン接続） 

下図のように、別の部屋のスピーカーを EXTRA SP 1 端テ 、 EXTRA SP 2 端テに接続します。 



ごを意 

本機の EXTRA SP 端テ1、2に、スピーカーセレクターを接続しないでください。また、 
同端テの各チヤンネルに2本上のスピーカーを接続しないでください。インピーダンス 
び低下して本機び故障する原因になります。 


'を1:「パワーアンプ割り当て」 （防 P .88) で 、 EXTRA SP ] 端子をゾーン3スピーカー用に 、 EXTRA SP 2 端テをゾーン2スピーカー用に割り当てることびできます。 
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スピーカーを接続ずる【応用編) 


外部パワーアンプを使用したスピーカー 
構が 


本機の PRE OUT 端テに外部アンプを接続して、より多くの 
スピーカーを使うことびでさます。 


図中マークの意味 


囚フ□ントスピーカー L 

因フ□ントプレゼンス 

回センタースピーカー 

スピーカー L 

因フ□ントスピーカー R 

画フ□ントプレゼンス 

回サラウンドスピーカー L 

スピーカー R 

困サラウンドスピーカー R 

画 U アプレゼンス 

画サラウンドバック 

スピーカー L 

スピーカー L 

画 U アプレゼンス 

画サラウンドバック 

スピーカー R 

スピーカー R 

5音声を出力する 
スピーカー 

□設定によって音声を出力 
するスピーカー 
固外部アンプ 


I スピーカーの 接続 

スピーカー構成に従って、各端テにスピーカーを正しく接続し 
てください。スピーカー接続について詳しくは、 r ①スピーカー 
/サブウーファーを接続する」（^簡易ガイド）をご覧くださ 
い。また、外部アンプ接続については r 外部アンプを接続ず 
る」 （豚 P .25) をご覧ください。 

I スピーカー構巧を割り当てる 

スピーカーと外部アンプを使用するには、スピーカー構成を本 
機に割り当てます。「パワーアンプ割り当て」で、お使いのス 
ピーカー構成に最適な設定で簡単に割り当てることびでさま 
す。パワーアンプの割り当てについては 「スピーカー構成を本 
機に割り当てる」 （豚 P .88) をご覧ください。 


I 高音質 Hi - Fi アンプでフ□ントスピーカーの音 
質を高める 

参 9.1 チヤンネルのスピーカー構成（スピーカ ー X 
7 +ヴブウ ーフア ー+ が部フ□ントスピーカー） 



自動的に U アプレゼンススピーカーまたはサラウンドバッ 
クスピーカーを選択して、選択されたサウンドプ□グラムに 
従って音声を出力します。'お1 

本機(上の出力を持つ外部アンプびあれば、フ□ントスピー 
カーの音質をより高めることびでさます。 


•使用する端子とスピーカー 


CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

サラウンドバックスピーカー L/R 

FRONT (PRE OUT) 

フ□ントスピーカー L/R 
(外部アンプ使用） 

SUBWOOFER 
(PRE OUT) 'を 2 

サブウーファー 

EXTRA SPl 

フ□ントプレゼンススピーカー L/R 

EXTRA SP2 

IJ アプレゼンススピーカー L/R 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

7 ch + FRONT 


I か部アンプを使用してフ□ントプレゼンスス 
ピーカーか S 出力する 

参 9.1 チヤンネルのスピーカー構成（スピーカ ー X 
7+サブウーファー+外部フ□ントプレゼンス 
スピーカー） 
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自動的に U アプレゼンススピーカーまたはサラウンドバッ 
クスピーカーを選択して、選択されたサウンドプ□グラムに 
従って音声を出力します。を1 

フ□ントプレゼンスおよびサラウンドバックスピーカーは、 
同時に出力でさます。 


•使用する端子とスピーカー 


FRONT 

フ□ントスピーカー L/R 

CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

サラウンドバックスピーカー L/R 

F.PRESENCE 

フ□ントプレゼンススピーカー L/R 

(PRE OUT) 

(外部アンプ使用） 

SUBWOOFER 
(PRE OUT) 、を 2 

ヴブウーファー 

EXTRA SP2 

IJ アプレゼンススピーカー L/R 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

7 ch + FPR 


'を1:音声び EXTRA SP 2 端子に接続されたスピーカーから出力される場合、サラウンドバックスピーカーからは出力されません。 

'を2 : SUBWOOFER 1および SUBW 00 FER 2 端子を使えば、サブウーファーを2台接続することびでさます。この場合、サブウーファーチヤンネルからのモノラル音声は両方のスピーカーから出力されます。 
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スピーカーを 接続する（応用編) 


I メイン ルー ムでフ□ントプレゼンススピー 
力一、別の部屋でフ□ントスピーカーを使5 

参 9.1 チヤンネルのスピーカー構成（スピーカー X 
7+サブウーファー+外部フ□ントプレゼンス 
スピーカー+フ□ントスピーカー（別の部屋)） 


I か部アンプでリアプレゼンススピーカーか S 
出力 

参 9.1 チヤンネルのスピーカー構成（スピーカー X 
7+サブウーファー+外部リアプレゼンスス 
ピーカー） 


I か部アンプでフ□ントおよびリアプレゼンス 
スピーカー か S 出力する 

参1 1.1 チヤンネルのスピーカー構成（スピーカー 
X 7 +サブウーファー+フ□ントおよびリアプ 
レゼンススピーカー） 
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別の部屋でフ□ントスピーカーを使用しているとさでを、メ 
インルームのフ□ントプレゼンススピーカーを使用するこ 
とびでさます。を1 


•使用する端子とスピーカー 


FRONT 

フ□ントスピーカー L/R 

CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

サラウンドバックスピーカー L/R 

EXTRASPl お 2 

ゾーン2スピーカー L/R 

F.PRESENCE 

フ□ントプレゼンススピーカー L/R 

(PRE OUT) 

(外部アンプ使用） 

SUBWOOFER 
(PRE OUT) 、お 3 

ヴブウーファー 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

7 ch + FPR + 1 Z 0 NE 


自動的にフ□ントプレゼンススピーカーまたはサラウンド 
バックスピーカーを選択して、選択されたサウンドプ□グラ 
ムに従って音声を出力します。'お1 

フ□ントプレゼンススピーカーチヤンネルび出力されてい 
ないと、 IJ アプレゼンススピーカーチヤンネルは出力されま 
せん。を4 


参使用する端子とスピーカー 


FRONT 

フ□ントスピーカー L/R 

CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

サラウンドバックスピーカー L/R 

SUBWOOFER 
(PRE OUT) 、を 3 

ヴブウーファー 

R.PRESENCE 

IJ アプレゼンススピーカー L/R 

(ZONE OUT) 

(外部アンプ使用） 

EXTRA SPl 

フ□ントプレゼンススピーカー L/R 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

7 ch + RPR 


フ□ントおよび U アプレゼンススピーカー、サラウンドバッ 
クスピーカー、およびサラウンドスピーカーは、同時に出力 
でさます。'を4 


•使用する端子とスピーカー 


FRONT 

フ□ントスピーカー L/R 

CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

サラウンドバックスピーカー L/R 

F.PRESENCE 

フ□ントプレゼンススピーカー L/R 

(PRE OUT) 

(外部アンプ使用） 

SUBWOOFER 
(PRE OUT) を 3 

ヴブウーファー 

R.PRESENCE 

U アプレゼンススピーカー L/R 

(ZONE OUT) 

(外部アンプ使用） 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

7 ch + FPR + RPR 


'を1:音声び EXTRA SP ] 端子に接続されたスピーカーから出力される場合、サラウンドバックスピーカーからは出力されません。 

'を2 : EXTRA SP ] 端子は、「パワーアンプ割り当て」でゾーン3に割り当てることをできます（防口.88)。 

'が3 : SUBWOOFER ] ( FRONT ) および SUBW 日日 FER 2 ( REAR ) 端子の両方に接続すれば、サブウーファーを2台使用することびでさます。 
'を4 :このとさ、ゾーン3に音声は出力されません。 
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か部アンプでメインルームのフ□ントおよび 
リアプレゼンススピーカーか S 出力し、別の 
部屋のフ□ントスピーカーか S 出力する 

M 1 . 1チヤンネルのスピーカー構成（スピーカー 
X 7 +サブウーファー+外部フ□ントおよびリ 
アプレゼンススピーカー+フ□ントスピーカー 
(別の部屋)） 


み 


囚,, 


回 

6 


— ~0 

& 

，因 

み國 


ろ®國國^ぞ 

削 RP す 



別の部屋でフ□ントスピーカーを使用しているとさでを、メ 
インルームのフ□ントおよび U アプレゼンススピーカーを 
使用することびでさます。を1 ' を2 


使用する端子とスピーカー 


FRONT 

フ□ントスピーカー L/R 

CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

サラウンドバックスピーカー L/R 

F.PRESENCE 

フ□ントプレゼンススピーカー L/R 

(PRE OUT ) 

(外部アンプ使用） 

SUBWOOFER 
(PRE OUT ) 、お 3 

ヴブウーファー 

R.PRESENCE 

IJ アプレゼンススピーカー L/R 

(ZONE OUT ) 

(外部アンプ使用） 

EXTRA SPl お 4 

ゾーン2スピーカー 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

7ch + FPR + RPR + IZONE 


バイアンプ接続巧応のフ□ントスピーカーと 
フ□ントプレゼンススピーカーを使う 

► 7.1 チヤンネルのスピーカー構成（フ□ントス 
ピーカー（バイアンプ）+スピーカー X 3+ヴ 
ブウーファー+外部フ□ントプレゼンススピー 
力—） 



バイアンプ接続対応のフ□ントスピーカーとフ□ントプレ 
ゼンススピーカーを同時に使用することで、より豊かな音場 
で楽しむことびでさます。 


使用する端子とスピーカー 


FRONT 

フ□ントスピーカー L/R 
(バイアンプ接続） 

CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

フ□ントスピーカー L/R 
(バイアンプ接続） 

F.PRESENCE 

フ□ントプレゼンススピーカー L/R 

(PRE OUT ) 

(外部アンプ使用） 

SUBWOOFER 
(PRE OUT ) 、 お 3 

ヴブウーファー 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

己 ch BI-AMP + FPR 


バイアンプ接続巧応のフ□ントスピーカーと 
サラウンドバックスピーカーを使う 

>7.1 チヤンネルのスピーカー構成（フ□ントス 
ピー カー （バイアンプ）+スピー カー X 3 +外 
部サラウンドバックスピーカー） 



外部アンプにサラウンドバックスピーカーを接続すると、バ 
イアンプ接続対応のフ□ントスピーカーとサラウンドバッ 
クスピーカーを同時に使用することびでさます。 


使用する端子とスピーカー 


FRONT 

フ□ントスピーカー L/R 
(バイアンプ接続） 

CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

フ□ントスピーカー L/R 
(バイアンプ接続） 

SUR . BACK 
(PRE OUT ) 

サラウンドバックスピーカー L/R 
(外部アンプ使用） 

SUBWOOFER 
(PRE OUT ) を 3 

ヴブウーファー 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

己か BI-AMP + SB 


'を1:音声び EXTRA SP] 端子に接続されたスピーカーから出力される場合、サラウンドバックスピーカーからは出力されません。 

'を2 :このとさ、ゾーン3に音声は出力されません。 

'が3 : SUBWOOFER] (FRONT ) および SUBW 日日 FER2 (REAR) 端子の両方に接続すれば、サブウーファーを2台使用することびでさます。 
'を4: EXTRA SP] 端子は、「パワーアンプ割り当て」でゾーン3に割り当てることをできます（防口.88)。 


スピーカーを 接続ずる（応用 編 
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スピーカーを 接続する（応用 編) 


I バイアンプ接続巧応のフ□ントスピーカー、 
サラウンドパックスピーカー、フ□ントプレ 
ゼンススピーカーを使ラ 

• 9.1 チヤンネルのスピーカー構成（フ□ントス 
ピー カー （バイアンプ）+スピー カー X 3+ヴ 
ブウーファ ー+ 外部ヴラウンドバックスピー 
カー+外部フ□ントプレゼンススピーカー） 


I バイアンプ接続巧応のフ□ントスピーカーを 
使い、か部アンプでフ□ントおよびリアプレ 
ゼンススピーカーか 6 出力する 

• 9.1 チヤンネルのスピーカー構成（フ□ントス 
ピー カー （バイアンプ）+スピー カー X 3+ヴ 
ブウーファー+外部フ□ントおよびリアプレゼ 
ンススピーカー） 
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外部アンプを使用するとバイアンプ接続対応のフ□ントス 
ピーカーと同時に、フ□ントプレゼンススピーカーおよびサ 
ラウンドバックスピーカーを使用することびでさます。ぶ'1 


参使用する端子とスピーカー 


FRONT 

フ□ントスピーカー L/R 
(バイアンプ接続） 

CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

フ□ントスピーカー L/R 
(バイアンプ接続） 

SUR . BACK 

サラウンドバックスピーカー L/R 

(PRE OUT ) 

(外部アンプ使用） 

F.PRESENCE 

フ□ントプレゼンススピーカー L/R 

(PRE OUT ) 

(外部アンプ使用） 

SUBWOOFER 
(PRE OUT ) 、お 2 

ヴブウーファー 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

己 ch BI-AMP + SB + FPR 


外部アンプびあれば、バイアンプ接続対応のフ□ントスピー 
カー使用時でを、フ□ントおよび IJ アプレゼンススピーカー 
を使用することびでさます。'を1 ' を3 


参使用する端子とスピーカー 


FRONT 

フ□ントスピーカー L/R 
(バイアンプ接続） 

CENTER 

センタースピーカー 

SURROUND 

サラウンドスピーカー L/R 

SURROUND BACK 

フ□ントスピーカー L/R 
(バイアンプ接続） 

F.PRESENCE 
(PRE OUT ) 

フ□ントプレゼンススピーカー L/R 
(外部アンプ使用） 

SUBWOOFER 
(PRE OUT ) 、お 2 

サブウーファー 

R.PRESENCE 
(ZONE OUT ) 

IJ アプレゼンススピーカー L/R 
(外部アンプ使用） 

•パワーアンプ割り当て 

パワーアンプ割り当て 

己 ch BI-AMP + FPR + RPR 


'を 1:このスピーカー構成には、 4 チャンネルの外部アンプび必要です。 

'を 2 : SUBWOOFER ] ( FRONT ) および SUBW 日日 FER 2 ( REAR ) 端子の両方に接続すれば、サブウーファーを 2 台使用することびできます。 
'を 3 :このとき、ゾーン 3 に音声は出力されません。 
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外部アンプをち続する 


同じチヤンネルの信号は、対応するスピーカーの端テ、また PRE 日 UT 端テ および ZONE 
端テから出力されます。外部パワーアンプでスピーカーからの出力を強調する場合は、ノ 
アンプの入力端テを本機の PRE 日 UT 端テまたは ZONE 日 UT 端テに接続します。 







m 

®i 

E 

PRE OUT (Sll 

1® I 

Lri SURROUND SUR 

i i 

1 ' 

變 


II 

J 1 




めをををを感 


① Z 0 NE 2 端子 

ゾーン2の出力端テです。 

⑤ Z 0 NE 3/ R.PRESENCE 端子 

ゾーン3または IJ アプレゼンスチヤンネルの出力端テです。 

③ FRONT / F.PRESENCE (PRE OUT ) 端子 

フ□ントチヤンネルまたはフ□ントプレゼンスチヤンネルの出力端テです。 FRONT また 
は F . PRESENCE のどちらか片方の信号のみ出力します。出力する信号の割り当てについ 

ては、 「スピーカー構成を本機に割り当てる」 («^ p .88) をご参照ください。 

④ SURROUND (PRE OUT ) 端子 
サラウンドチヤンネルの出力端テです。 

⑥ SUR . BACK (PRE OUT ) 端子 
サラウンドバックの出力端テです。 

⑥ CENTER (PRE OUT ) 端子 
センターチヤンネルの出力端テです。 


ご注意 

音量調整機能対応の外部アンプを接続してを、音量調整機能は十分に働さません。似下の機 
器を接続することをおすすめします。 

• 音量調整機能に非対応かオフにでさる外部アンプ 

• 音量回路を バイパス でさる MAIN IN 端テのあるアンプ（例：ヤマ八 A - S 2 日日日） 


スピーカーを 接続ずる（応用編) 


巧聲か 
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入出力端子とケーブル 


本機は次のよラな入出力端テを装備しています。接続したい外部機器側の端テに合わせて 
適切なケーブルを使い、接続する必要びあります。 

I 映像および音声を入出力する端子 

HDMI 端子 

デジタル映像およびデジタル音声を]つの端テで伝送します。 

接続には、 HDMI ケーブルを使用します。 



HDMI ケーブル 



• 接続には HDMI nJ ' のついた標準サイズの HDMI ケーブルをお使いください。 

• 伝送時の品質努化を防ぐため、 5. OmiU 下の長さのケーブルを使って接続することをおすす 
めします。 

• 本機に 3 D 映像形式対応のプレーヤーやテレビを接続している場合は、 3 D の映像ソフトを 
再生でさます。 

• HDMI とオーディオ IJ ターンチヤンネル機能を搭載したテレビを本機に接続する場合は、テ 
レビから本機への音声/映像出力と本機からテレビへの音声出力を HDMI ケーブルー本で 
通信でさます（豚 P .29)。 

• DVI 端テを搭載した機器と本機を接続する際は、 HDMI — DVI - D ケーブルび必要です。 

I 映像を入出力する端子 


□端子 


コンポーネントビデオ端子 


映像を輝度信号 （ Y )、 青色差信号 （ PB )、 赤色 
差信号 ( PR ) の3種類に分離し、コント □- 
ル信号（走査線、アスぺクト比などの情報）を 
含めて伝送します。 

接続には D 端テケーブルを使用します。 


映像を輝度信号 （ Y )、 青色差信号 （ PB )、 赤色 
差信号 ( PR ) の3種類に分離して伝送します。 
接続には、3つのプラグを持つコンポーネント 
ビデオ用ケーブルを使用します。 



D 端子ケーブル 




コンポーネントビデオ用ケーブル 
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S ビデオ端子 ビデオ端子 

輝度信号 （ Y ) と色信号 （ C ) を含む S ビデオ標準的なアナ□グビデオ映像を伝送します。 
映像を伝送します。接続には、 S ビデオ用ケー接続には、ビデオ用ピンケーブルを使用しま 
ブルを使用します。 す。 



S ビデオ用ケーブル 




ビデオ用ピンケーブ J レ 



音声を入出力する端子 


光デジタル端子 

光デジタル音声を伝送します。 

接続には、光デジタル音声用の光ファイバー 
ケーブルを使用します。ケーブルの先端に 
キャップび付いている場合は、キャップを取り 
外してからご使用ください。 


[0 


デジタル音声用 
光ファイバーケースレ 


同卽デジタル端子 

同軸デジタル音声を伝送します。 

接続にはデジタル音声用の同軸ケーブルを使 
用します。 


デジタル音声用同卽ケーブル 


アナ□グ端子 

標準的なアナ□グステレオ音声を伝送します。 
接続にはステレオピンケーブルを使用し、ホい 
ケーブルのプラグを R 端子（ホ)、白いケーブ 
ルのプラグを L 端テ（白）へ接続します。 




























テレビを接続ずる 


本機にはテレビ接続用として4系統の出力端モ （HDMI、 コンポーネントビデオ、 S ビデ 
才、ビデオ）び用意されています。ご使用のテレビの入力端テに合わせて、適切に接続し 
て < ださい。 


• HDMI を使って接続した場合 

本機に入力されたコンポーネントビデオ、 S ビデオ、ビデオなどの映像は、 HDMI に変換さ 
れてテレビへと出力されます。テレビ側で HDMI 入力を選ぶだけで、本機に接続されたすベ 
ての外部機器の映像を視聴でさます。'を1 

• D 端子やビデオ端子などを使って接続した場合 

同じ種類の出力端子をテレビと接続し、再生する外部機器に合わせてテレビの入力を切り替 
えて視聴でさます。外部機器からのアナ□グ映像出力端子とテレビの入力端テの種類び異な 
る際は、テレビの映像入力端テに合わせて映像信号を変換でさます。'を2、を3 


HDMI 入力に対応しているテレビ 


スルー 

変換^ 


入力 出力 

HDMI HDMI 



HDMI 入力 



HDMI 入力に非対応のテレビ 


スルー 

変換 



'を 1: HDMI に変換される際の解像度やアスペクト比は、必要に応じて変更でさます（防 P.94)。 
'を'2: 「アナ□グ端子間変換」を「オン」にしてください（防 P.94)。 

'を3 :アナ□グ端テ間変換は解像度480ン己7目 i の映像信号でのみ行われます。 


I HDMI 入力が応のテレビ 

本機の HDMI OUT1-2 端テとテレビの HDMI 入力端テを HDMI ケーブルで接続します。 


HDMI 入力 



プ□ジェクター 


• 接続には HDMI □コのついた] 9ピンの HDMI ケーブルをお使いください。 

• 伝送時の信号劣化を防ぐため、日.日 m 似下の長さのケーブルを使って接続することをおすす 
めします。 

• 本機の HDMI 日 UT1-2 端テは設定で選んでいる端テだけび有効となっています(豚 P.47)。 
有効にする HDMI OUT 端テは本機の「シーン選択」機能に登録しておくことびでさます 
(豚 P.48)。 
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テレビを接続する 


I コンポーネントビデオ入力が応のテレビ 

MONITOR OUT/ZONE OUT のコンポーネントビデオ端テとコンポーネントビデオ用ケーブ 
ルで接続します。'お1 


コンポーネント 
ビデオ入力 



I ビデオ入力が応のテレビ 

MONITOR OUT/ZONE 日 UT のビデオ端テとビデオ用ピンケーブルで接続します。' を1 



I S - ビデオ入力が旅のテレビ 

MONITOR OUT/ZONE 日 UT の S ビデオ端テと S ビデオ用ケーブルで接続します。' を1 



'を1:テレビと HDMI 接続している場合、本機に入力された映像は HDMI 映像に変換されてテレビへと出力されます。 D 端子/コンポーネントビデオ端子、 S ビデオ端子、ビデオ端子をテレビに接続する必 
要はありません。 
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テレビを接続する 


国国画画 

国 ni m 圃 

■ B 

[^^31 [pj] i^^ii 


—a 



テレビの音声を本機で聴く 


テレビの音声を本機で聴さたい場合は、本機と接続し 
たテレビの機能に応じて次のいずれかの方法でテレ 
ビの音声を本機に入力してください。 

I HDMI コント□ール機能およびオーディ 
オリターンチヤンネル機能に巧庶してい 
るテレビ 

本機を接続したテレビび HDMI コント□ール機能 
(例：パナソニックビエラリンクなど）と Audio 
Return Channel 機能の両方に対応している場合は、 
本機とテレビを接続した HDMI ケーブル]本で、テ 
レビへの映像/音声出力、本機への音声入力びでさま 
す。 

Audio Return Channel 機能は、テレビへ映像/音 
声出力をしている HDMI ケーブルを使って、ステレ 
才 PCM や AAC など光/同軸デジタル相当の音声を 
AV アンプ/レシーバーに出力する機能です。テレビ 
側で音声出力を伴う操作をすると、 HDMI コント□一 
ル機能により本機の入カソースび自動で変わるため、 
本機側を操作せずにテレビの音声を視聴でさます。 



テレビから入力された音声は、 AV1-4 などの入力 
ソースに割り当てられます。使用しない入カソース 
にテレビの音声を割り当てれば、使用中の入カソー 
スの接続を変えることなくテレビの音声を視聴で 
をます。 


テレビと本機を HDMI ケーブルで接続する。 


2 テレビの電源をオンにして、本機を接続し 
た映像入力に切り替える。 


9固 ON SCREEN を巧す。を1 


4 回力ーソル A / ▽ を使って「設定」を選 
び、回 ENTER を巧ず。 


9 回力ーソル A / ▽ を巧して 「 TV 音声入 
力」を選び、回 ENTER を巧ず。 


-4 n 回力ーソル A / ▽を使って手順8で 
I U 選んだ端子に対応するテレビを選び、 

回 ENTER を巧ず。 


-4 A 回力ーソル A / ▽を使ってテレビの 
II 音声を割り当てたい入カソースを選 
び、回 ENTER を巧してか5 
回 RETURN を巧す。 


5 回力ーソルづ /[> を使って 「 HDMI 設定」 
を選び、回 ENTER を巧ず。 



6 「 HDMI コント□ール」びオンに設定され 
ていることを確認する。'お2 

オフに設定されている場合は、回 ENTER と 
图 力ーソル A / Vを使ってオンを選択して 
<ださい。 


7 回力ーソル A / ▽を巧して「コント□一 
ル選択」を選び、回 ENTER を巧ず。 


8 回力ーソル A / V を使ってテレビに接続 
している HDMI OUT 端子を選び、 

回 ENTER を巧す。 


A 9回力ーソル A / ▽を巧して 「ARC 
I h (才ーデイオリターンチヤンネル)」を 
選び、回 ENTER を巧ず。 


A Q 回力ーソル▽を巧してオンを選び、 
10回 ENTER を巧す。 


ィ1固 ON SCREEN を押して設定を終了 

TV ま組び再生される操作をすると、本機の入カソース 
び手順 ] 日で選んだ入力端テに自動で切り替わります。 


• シーン機能を使って入カソースを選択している 
場合も、 HDMI コント□-ル機能により 「TV 音 
声入力」で設定した入力端テに自動的に切り替 
わります。 

• シーン機能を使ってサウンドプ□グラムを設定 
する場合は、選択する 「SCENE」 キーの入カソー 
スを手順 ] 日で選んだ入力端テに設定する必要び 
あります。 「SCENE」 キーについては、「ボタン 
1つで入力設定を切り替える（シーン機能）」 
(豚 P.48) をご覧ください。 

-团入カソース選択キーを使って 「TV 音声入力」 
で選択した入カソースを手動で選択することを 
でさます。 


'を1:日 N SCREEN メニューについての詳しい説明は「テレビ画面を使って本機を操作する」（防 P. 己 4) をご覽ください。 

'を2 :実際に HDMI コント□-ル機能を動作させるには、テレビや外部機器などの HDMI コント□-ル機能もオンにする必要びあります。詳しい設定方法は「⑥テレビのリモコ 
ンで本機を操作する」簡易ガイド）をご覧ください。 
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テレビを接続する 


I HDMI コント□ール機能に巧応してお 
0 、 Audio Return Channel にミ閒 
応のテレビ 

本機を接続したテレビび HDMI コント□ール機能 
(例：パナソニックビエラ IJ ンクなど）に対応して 
いる場合、本機の HDMI コント□ール機能をオンに 
するとテレビ側の操作に連動して入カソースを自動 
で切り替えでさます。あらかじめテレビの音声出力を 
本機に接続しておけば、テレビ側の操作だけでテレビ 
の音声び視聴可能になります。 

テレビび本機の HDMI OUT 1端テと接続されてい 
る場合、工場出荷時には、 AUDIO! に切り替わるよ 
ラ設定されており、テレビの光デジタル音声出力を 
AUDIO! 端テに接続すれば、本機の設定を変更せず 
にテレビの音声を楽しむことびでさます。 



る場合、 HDMI コント□ール機能で連動する入カソー 
スび工場出荷時には AUDIOS に設定されています。 


他の端テに接続したい場合は、次の手順で音声入力端 
テを変更でさます。 


1 本機とテレビを HDMI ケーブルで接続ず 
る。 


2 テレビの音声出力端子を本機の入力端子 
に接続ずる。 

テレビの音声入力用として、次の入力端テび 
使用でさます。テレビ側の音声出力端子と同 
じ端テにケーブルを接続してください。 


テレビ側の端子 

入力端子 

使用する 
ケーブル 

光デジタル 

AUDIO 1 

光ファイバー 
ケーブル 

同軸デジタル 

AUDI02 

デジタル音声用 
同軸ケーブル 

アナ□グ音声 

AUDIO]、 

AUDI02、 

AUDIOS、 

AUDI04 のいず 
れか]つ 

ステレオピン 
ケーブル 


使用可能な入力端子 



4 回力ーソル A / ▽ を使って「設定」を選 
び、回 ENTER を巧ず。 



5 回力ーソルく/ t > を使って 「 HDMI 設定」 
を選び、回 ENTER を巧ず。 



6 「 HDMI コント□ール」びオンに設定され 
ていることを確認する。'を2 

オフに設定されている場合は、 回カーソル 
A / ▽ を使ってオンを選択してください。 


7 回力ーソル A / V を巧して「コント□一 
ル選択」を選び、回 ENTER を巧ず。 


8 回力ーソル A / ▽ を使ってテレビに接続 
している HDMI OUT 端子を選び、 

回 ENTER を巧す。 


次ぺ 

. つづく J 


'を1:日 N SCREEN メニューについての詳しい説明は「テレビ画面を使って本機を操作ずる」（防 P. 己 4) をご覽ください。 

'を2 :実際に HDMI コント□-ル機能を動作させるには、テレビや外部機器などの HDMI コント□-ル機能をオンにする必要びあります。詳しい設定方法は「⑥テレビのリモコ 
ンで本機を操作する」簡易ガイド）をご覧ください。 
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9 回力ーソル A / ▽ を巧して 「 TV 音声入 
力」を選び、回 ENTER を押ず。 


-4 n 回力ーソル A / ▽を使って手順8で 
I U 選んだ端子に巧応ずるテレビを選び、 

回 ENTER を巧す。 


回力ーソル A / ▽を巧して、手順2 
II で選んだ本機の入力端子 （ AUDIO 1 
など）を選び、回 ENTER を押ず。 


19 圓 ON SCREEN を巧して設定を終了 

I とずる。 

似降はテレビ側で音声出力されると、本機の入カソース 
び手順]日で選んだ入力端テに自動で切り替わります。 

シーン機能を使ってヴウンドプ□グラムを設定する 
場合は、選択する 「SCENE」 キーの入カソースを手 
順 ] 日で選んだ入力端テに設定する必要びあります。 
「SCENE」 キーについては、「ボタン I つで入力設 
定を切り替える（シーン機能）」 («^p.48) をご覧 
ください。 


I HDMI コント□—ル機能および Audio 
Return Channel 機能に巧巧旅のテ 
レビ 

本機を接続したテレビび HDMI コント□ール機能 
(例：パナソニックビエラ U ンクなど）に対応して 
いない場合は、 AUDI 日I -4 とテレビの音声出力端子 
を接続し、本機側の操作で入カソースを選択します。 


テレビ側の端子 

入力端子 

使用する 
ケーブル 

光デジタル 

AUDIO] 

光ファイバー 
ケーブル 

同軸デジタル 

AUDI02 

デジタル音声用 
同軸ケーブル 

アナ□グ音声 

AUDIO1-4 

ステレオピン 
ケーブル 


使用可能な入力端子 



• テレビ側び光デジタル音声出力に対応している 
場合は、テレビのオーディオ出力を本機の 
AUDIO! に接続することをおすすめします。エ 
場出荷時には 「SCENE」 キーの 「TV」 を押す 
と AUDIO! び選ばれるよラ設定されており、 
キー操作]つでテレビの音声び再生でさます。 
に CENE」 キーについては、「ボタン I つで入 
力設定を切り替える（シーン機能）」（陪 P.48) 
をご覧ください。 

• 本機の IJ モ コンを 使ってテレビを操作すること 
を可能です。テレビを操作するには、本機の IJ 
モ コンに お使いのテレビの U モ コンコー ドを登 
録します批口.106)。 


テレビを接続する 
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BD (ブルーレイディスク） / DVD プレーヤー【レコーダー）などの再生機器を接続ずる 


本機には、入カソースごとに接続端テび用意されています。フ□ントパネルや U モコンで対応 
する入カソースを選ぶと、該当する機器の映像や音声び再生でさます。 

使用するケーブルは r 入出力端子とケーブル」（豚 P .26) をご覧ください。 


BD / DVD プレーヤーなどの再生機器を接続する 

お手持ちの機器の出力端子をご確認のうえ、接続方法を選んでください。 
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接続ずる外部機器の出力端子 

本機の巧応入カソース/端子 

外部機器の種類 

信号の種類 

出力端子 

HDMI 出力を持つ 
外部機器 

音声/映像 

HDMI 

@ AV 1 
( BD / DVD ) 

AVI 

⑥ AV 2 

AV 2 

◎ AV 3 

AV 3 

® AV 4 

AV 4 

© AV 己 

AV 己 

© AV 6 

AV 6 

( G ) AV 7 

AV 7 

の VIDEO AUX 

HDMI IN 

コンポーネントビ 
デオ /D 端子出力 
を持つ外部機器 

音声 

光デジタル 

( J ) AV 3/ 

( K ) AV 4 

OPTICAL 

映像 

コンポーネントビデオ 

COMPONENT 

VIDEO 

音声 

同軸デジタル 

@ AVI / 

① AV 2 

COAXIAL 

映像 

コンポーネントビデオ/ 
□端子 

COMPONENT 
VIDE 0/ D 4 VIDEO 

音声 

アナ□グ音声 
(ステレオ） 

@ AV 1- 
( K ) AV 4 

AUDIO 

映像 

コンポーネントビデオ/ 
□端子 

COMPONENT 
VIDE 0/ D 4 VIDEO 

S ビブ'才端子出力 
を持つ外部機器 

音声 

光デジタル 

( J ) AV 3/ 

( K ) AV 4 

OPTICAL 

映像 

S ビデオ端子 

S-VIDEO 

音声 

同軸デジタル 

© AVI / 

① AV 2 

COAXIAL 

映像 

S ビデオ端子 

S-VIDEO 

音声 

アナ□グ音声 
(ステレオ） 

@ AV 1- 
( K ) AV 4 

AUDIO 

映像 

S ビデオ端子 

S-VIDEO 

ビデオ出力を持つ 
外部機器 

音声 

同軸デジタル 

© AVI / 

① AV 2 

COAXIAL 

映像 

ビデオ 

VIDEO 

音声 

光デジタル 

( J ) AV 3/ 

( K ) AV 4 

OPTICAL 

映像 

ビデオ 

VIDEO 

音声 

アナ□グ音声（ステレオ） 

@ AV 1- 
( K ) AV 4 

AUDIO 

映像 

ビデオ 

VIDEO 

音声 

アナ□グ音声（ステレオ） 

©VIDEO 

AUX 

AUDIO 

映像 

ビデオ 

VIDEO 
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CD プレーヤーなどのオーディオ機器を接続する 

お手持ちの機器の出力端子をご確認のうえ、接続方法を選んでください。 


CD プレーヤー 



レコードプレーヤー 


光デジタル 

OPTICAL 

固 





同軸デジタル 


COAXIAL 

® 

AUDIO 


— 



アナ□グ 
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アース 線 
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GND 

0 





アナ□グ 


PHONO 
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接続ずる外部機器の出力端子 

本機の巧応入カソース/端子 I 

外部機器の種類 

出力端子 

光デジタル出力を持つ外部機器 

光デジタル 

© AUDIO ] 

OPTICAL 

同軸デジタル出力を持つ外部機器 

同軸デジタル 

⑥ AUDI 02 

COAXIAL 

アナ□グ音声（ステレオ）出力を 
持つ外部機器 

アナ□グ（ステレオ） 

© AUDIO ] 

AUDIO 

⑥ AUDI 02 

AUDIO 

©AUDIOS 

AUDIO 

( D ) AUDI 04 

AUDIO 

音声アナ□グ 
(ステレオ） 

©VIDEO 

AUX 

AUDIO 

レコードプレーヤー 

アナ□グ 

©PHONO 

PHONO 


光デジタルケーブルをご使用になる際、プラグの先端に保護キャップび付いている場合は 
取り外してください。 

工場出荷時にはに CENE 」 キーの 「 BD / DVD 」 を押すと AV 1 び選ばれるよう設定されて 
います。 

工場出荷時には 「 SCENE 3」 キーを押すと AUDI 日2び選ばれるよラ設定されています。 
「 SCENE 」 キーについては、 r ボタン1つで入力設定を切り替える（シーン機能)」 批 P .48) 
をご覧ください。 

本機の設定を変更すると、複数の音声入力端テを持つ入カソースで、音声入力を行ラ端テ 
を選ぶことびでさます。この機能を使えば、 HDMI 端テから映像信号を入力しなびら、光 
デジタル端テから音声信号を入力するなどの組み合わせび可能です。詳細は 「 HDMI/AV 
端子の映像と他の端子の音声を組み合わせる」 （^ p .34) をご覧ください。 


BD (ブルーレイディスク） / DVD プレーヤー（レコーダー）などの再生機器を接続する 
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—ターなどの再生機器を接続する 


BD (ブルーレイディスク） / DVD プレーヤ ー (レ 


HDMI / AV 端子の映像と他の端子 
の音声を組み合わせる 


AV 1-7 の HDMI 入力を使用する際は、音声のみを他 
の入力端テ （ AV 1-4、 AUDI 日 1-4 ぶ'1、 V - AUX ) か 
らの入力に差し替えられます。たとえば外部機器び 
HDMI 端テから音声出力でさない場合は、音声入力 
する端テを変更でさます。次のよラな場合に使ラと便 
利です。 

- HDMI 経由で音声出力できなし W 部機器を HDMI 
接続したいとさ 

-映像出力び D 端テ、音声出力びアナ□グ音声の外 
部機器（一部ゲーム機など）を接続したいとさ 

設定方法は次の通りです。 


1映像/音声ケーブルを接続ずる。 

が部機器の音声出力び同軸デジタル端子の場合 

外部機器の映像出力端子と本機の映像入力端テを接 
続し、 AV 1、 AV 2 または AUDI 日2の音声入力端テ 
と、外部機器をデジタル音声用同軸ケーブルで接続し 
ます。 

が部機器の音声出力び光デジタル端子の場合 

外部機器の映像出力端子と本機の映像入力端テを接 
続し、 AV 3、 AV 4、 AUDIO ! または V - AUX の音声 
入力端テと外部機器を光ファイバーケーブルで接続 
しよ9 〇 


3 圆 OPTION を巧してオプションメニュ ー 
を表示させる。 


4 回力ーソル A / ▽ を使って「音声入力選 
択」を選び、回 ENTER を巧ず。 


5 回力ーソルづ/ D > を巧して、音声を入力 
したい端子を選び、回 ENTER を巧す。 


6 設定び終わった5、圆 OPTION を巧して 
オプションメニューを終了ずる。 


設定を元に戻したいときは、もう一度メニューを表 
示して設定していた入力端テを変更して < ださい。 


が部機器の音声出力びアナ□グステレオ端子の場合 

外部機器の映像出力端子と本機の映像入力端テを接 
続し 、 AUDIOK AUDI 日2のいずれか]つの音声 
入力端テと、外部機器をステレオピンケーブルで接続 
しよ9 〇 


2 团乂カ ソース 選択 キーを 巧して入カ ソース 

を選ぶ。 


34 Ja 


'を 1:工場出荷時の状態では、 AUDI 03-4 は使用できません。設定メニューの「入力端子割り当て」で「同軸/光」を割り当てた場合のみ使用できます。詳しくは 「入出力端子 
を機器に割り当てる」 （防 P.101) をご覧ください。 




























ビデオカメラやゲーム機をフロント/た?、ルの端子に接続ずる 


ビデオカメラやゲーム機などの機器を一時的に接続したい場合は、フ□ントパネルの VIDEO 
AUX 端テを利用すると便利です。 

接続した外部機器を再生するときは、入カソースに 「 VIDE 日 AUX 」 を選びます。 



ビデオカメラ 


S VIDEO 

© 


VIDEO 


嘯)© 

參@ 


OPTICAL 

圓 




ゲーム機 


S ビデオ出力 


ビデオ出力 


アナログ音芦出力 


光デジタル音声出力 


HDMI 出力 



• 接続する際は、再生機器を停止させ、本機の音量を十分に下げてください。接続び終わつ 
たら、本機と再生機器の両方の音量を上げてください。 

• VIDEO AUX の HDMI IN 端テと VIDEO / AUDIO 端テの両方に機器を接続した場合は、 
HDMI 側の入力のみび有効となります。 


DVD プレーヤー/ 

スーノ くーオーデイオ CD プ レー ヤーなど 


入カソースに 「MULTI CH 」 を選択すると、サウンドプ□グラムによる音場効果と!-ーン 
コント□ールの設定は無効になります。 

スピーカーび接続されていないチャンネルの音声は出力されません。接続したスピーカー 
の構成にあわせて、マルチチャンネル機器を設定してお楽しみください。 

マルチチャンネルアナ□グ信号の音声と同時に楽しむ映像入力を選択でさます （^ p .8 日)。 
DVD プレーヤーなどの機器びマルチチャンネルデジタル出力に対応していない場合は、 
マルチチャンネルアナ□グ音声出力を本機の MULTI CH INPUT 端テに、映像出力を本 
機の AV 1-7 や VIDEO AUX の映像端テに接続してください。 


BD (ブルーレイディスク） / DVD プレーヤー（レコーダー）などの再生機器を接続する 


マルチチヤンネル出力端子がある機器を接続する 


本機にはマルチチャンネルアナ□グ音声信号を入力する MULTI CH INPUT 端テを搭載してい 
ます。 DVD プレーヤーやスーパーオーディオ CD プレーヤーなど、マルチチャンネルアナ□グ 
音声出力端子びある機器を接続して、マルチチャンネ j レ音声をお楽しみいただけます。 

接続した機器の音声を再生するときは、入カソースに 「MULTI CH 」 を選びます。 


巧聲か 


ホ：/々—圧3 
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BD (ブルーレイディスク） / DVD プレーヤー（レコーダー）などの再生機器を接続する 


シーン連動再生に巧応ずる機器を接続ずる 


シーンコント□ール信号の送受信に対応するヤマ八製機器をお使いの場合は、下図のようにモ 
ノラルミニプラグケーブルで本機の REM 日 TE IN 端テおよび REMOTE 日 UT 端テと接続して 
ください。 



リモート 

コント□—ル入力 



ホが線送信機または 
ヤマ八製機器 
( DVD プレーヤーなど) 


リモート 

コント□-ル出力 



ホが線受信機または 
ヤマノ、製機器 


• REMOTE 日 UT 端テにヤマ八製のシーン連動に対応している機器を接続している場合は、 
本機のシーン機能を使うと連動して再生び始まります（シーン U モコン連動機能） 

(腐^81)。 

• REMOTE 日 UT 端テに接続している機器びヤマ八製でない場合は、シーンメニューの「シー 
ン U モコン連動」 を 「オフ」に設定してください（《^口.81)。 
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トリガー機能に巧応する機器を接続する 


システム接続に対応しているヤマノ\製のサブウーファーや、卜 U ガー入力端テびある機器と本 
機をモノラルミニプラグケーブルで接続すると、本機を操作して電源のオン/オフを切り替え 
られます。 


システムコネクタ入力 



トリガー機能対応機器 
(パワーアンプ、 
DVD プレーヤーなど） 













































入力をれた映像/音声をか SB 機器へ出力する 


本機の AV 日 UT 端テからは、現在選ばれている入カソースの映像や音声び出力されます。これ 
らの端テにビデオデッキなどを接続すれば、入力された映像や音声を録画/録音することびで 
さます。 



公下の映像/音声は、 AV 日 UT 端テから出力されません。 

• HDMI 入力端テに入力された映像/音声 

• D 4 VIDEO 端テまたは COMPONENT VIDEO 端テに入力された映像 


HDMI コントロール機能を®う 


本機は、 HDMI 経由で外部機器を操作する 「 HDMI コント□-ル機制に対応しています。 
HDMI コント□-ル機能対応の機器と HDMI 接続すれば、テレビなどの外部機器の IJ モコンと 
連動して本機の機能の操作をすることび可能です。 

設定方法は 「簡易接続•操作ガイド」 の r ⑥ テレビのリモコンで本機を操作ずる」 をご覧く 

ださい。 


ネットワークに接続する 


本機をネットワークに接続するには、ネットワークケーブル （ CAT - 已 iU 上のストレートケーブ 
ル）を本機のネットワークポートに差し込みます。ケーブルのもう一方は DHCP (Dynamic 
Host Configuration Protocol ) サーバー対応のルーターに接続します。 

インターネットラジオやパソコン、ネットワーク接続ストレージ ( NAS ) などの DLNA サー 
バーに保をした音楽ファイルを再生するには、各デバイスびネットワークに正しく接続されて 
いる必要びあります。 



BD (ブルーレイディスク） / DVD プレーヤー（レコーダー）などの再生機器を接続する 
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BD (ブルーレイディスク） / DVD プレーヤー（レコーダー）などの再生機器を接続する 


USB デバイスを接続ずる 


USB メモ U を、フ□ントパネルの USB ポートに差し込みます。 

USB メモ U を使って再生でさる音楽ファイルの形式や、本機び対応している USB メモ U の種 
類などについては、 「パソコンや USB デバイスを使って曲を再生する」 （瞭 P .64) をご覧くだ 
さい。 



回 


USB メモ U 


ご注意 

• USB デバイスを差し込むとさは、正しい向さになっていることを確認してください。 
• 八ードディスクドライブなど 、 USB メモ UiU 外の機器を接続しないでください。 
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スピーカー設定を自動で最適化ずる 【 YPAO ) 


本機には、最適な音響で視聴できるよう、スピーカーの有無、音量バランス、音色などを自動調整する YPA 日 (Yamaha Parametric Room Acoustic 
Optimizer ) び搭載されています。 YPA 日を使えば、 U スニングルームの音響測定やスピーカーの出力調整などの設定び自動でできます。 


YPAO の実行 


本書では複数の視聴位置で測定を行ラ「マルチ測 
定」について説明します。 

マルチ測定を行わない際の YPAO の実行方法は 

r 簡易接続•操作ガイド」の「⑦スピーカー設定を 
自動で最適化する （ YPAO )」 をご覧ください。 


3 回 力ーソル A / ▽ を使って「角度」を選 
び、 回 ENTER を巧ず。 

スピーカーの角度を測定するとさは 
回 力ーソル A / ▽で「はい」を選び、 

图 ENTER を押します。 

測定しない場合は、「いいえ」を選んで 
回 ENTER を押します。 


YPAO 測定を行う前の準備をする。 
r 簡易接続•操作ガイド」 の r ⑦ スピーカー 
設定を自動で最適化する （ YPAO ) 」 の手順 

1〜目をご覧のうえ、準備を行ってください。 


2 回 力ーソル A / ▽を使って r マルチ測定」 
を選び、 回 ENTER を巧ず。 

マルチ測定 （8 か所まで）を行うとさは 
回 力ーソル A /マで「はい」を選び、 

回 ENTER を押します。 






これで準備は完了です。より正確な測定結果を得 
るために次のことにごを意ください。 

• 測定は一か所につさ数分かかります。測定中は 
IJ スニングルームを でさるだけ静かに保って く 
ださい。 

• 測定中は U スニングルームの隅で待機するか部 
屋から退出して、スピーカーと YPAO マイクの 
間を遮らないようにしてください。 


4 回 力ーソル A / ▽ を使って「測定」を選 
び、 回 ENTER を巧して測定を開始ずる。 

10秒ほどで自動測定び始まります。 


• 測定をすぐに開始する場合はをラー度 
图 ENTER をホ甲します。 

• 自動測定を中止する場合は回 RETURN を押し 
てから图 ENTER を押します。 


測定中の画面 



YPAO ))) 
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ピーカー設定を自動で最適化ずる （ YPAO ) 


■手順2で r マルチ測定 J を r いいえ J 
にしたとを 

測定び問題なく完了した場合は、測定結果に基づいて 
計測び開始されます。 

•手順3で「角度」を「いいえ」にした場 

么 

計測び完了すると下の画面び表示されます。 




手順]]に進んでください。 

•手順3で「角度」を「はい」にした場合 

計測び完了すると政下の画面び表示されます。 



スピーカー没ぞ 

nm . バターン 1 

%卜 ^— 自巧巧ぞ 

通巧 


角な巧ホ 

YPAO))) 

スピー々-角巧の巧をを巧いますか？ 


■ は1いいえ1 




手順6に進んでください。 
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I 手順2で r マルチ測定 J を r はい J に 
したとを 

最初の位置での測定び完了すると iu 下の画面び表示 
されます。 


5 丫 PAO マイクを次に測定する場所へ移動さ 
せ、回 ENTER を巧して測定を再開ずる。 

10秒ほどで自動測定び始まります。 



YPAO))) 


次の巧をな■じマイク£■いて下さい， 


次の手順に進んでください。 


下のイラストは測定位置（視聴位置）を8つと 
した場合の測定位置例です。最大8つまでの視聴 
位置を測定でさます。を1 


□ □ □ □ □ 

ぐ 



口 0 

h け日 ] 〇下日 !] d 


□ 口 口 □ 


'を1:まずテレビの正面など、最ちよく視聴する位置 
から測定を開始してください。 


すべての位置での測定び完了するまで測定を繰り返 
します。 


最後の位置での測定び問題なく完了した場合は、測定 
結果に基づいて計測び開始されます。 








































I 手順 3 で r 角度 j を r いいえ j にした 
とを 

計測び完了すると切下の画面び表示されます。 




■手順3で r 角尉を r はい J にしたと 
を 


計測び完了すると下の画面び表示されます。 



スビーた一没 ; E 

白めぶホ 


YPAO))) 


角巧巧; E 

スピー々-角巧の巧ちを巧いますか？ 



手順6に進んでください。 
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回力ーソルづ /[> を巧して「はい」を選 
び、回 ENTER を巧す。 

1^(下の画面び表示されます。 



マイクベース 


スピーカー設定を自動で最適化ずる （ YPAO ) 


7 付属のマイクベースを、自分びもっともよ 
く視聴ずる位置におく。 

このとさ、マイクベースの矢印びセンタース 
ピーカーまたは左ちのフ□ントスピーカー 
の間を指すよラにしてください。 


角度を正確に測定するには、マイクベースを測定位 
置に座ったとさの耳の位置に合わせて取り付ける 
ために、兰脚のご使用をおすすめします。兰脚にマ 
イクベースを固定するには、付属の兰脚用ネジをご 
使用ください。 


8 


YPAO マイクをマイクベースの①の位置に 

置く。 



9 


回 ENTER を巧ず。 

アングルの測定び始まります。 



ごを意 

問題び発生した場合は、測定中または測定後にエ 
ラーメッセージや警告メッセージび表示されま 

す。 r 測定中にエラーメッセージび表示された場 
合」知 P .44) 、 r 測定後に警告メッセージび表示 

された場合」 （心 P .45) を参考に問題を解消し、再 
度 YPAO を実行してください。 



因0 0 • 


困0 0 • 
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スピーカー設定を自動で最適化ずる （ YPAO ) 


-4 n 手順8と9を繰り返して、マイク 
I U ベースの⑥、③の位置でも測定する。 

測定び完了すると、下の画面び表示され 
ます。 



スビーカー没； E 

バターン 1 

自巧巧左 


巧ち 

巧ホ巧 IK 亡 


2/2 

-100 义 


測定結果 

自動測定の結果などを表示します。詳し 
<は取扱説明書の「自動測定の設定値を 
確認する」（防 P .43) をご覽ください。 

保を/終了 

保を スピーカーの設定に測定結 

果を反映させ、自動測定を 
終了します。 

キャンセル前の画面に戻ります。 

終了 スピーカーの設定に測定結 

果を反映させずに自動測定 
を終了します。 

• 画面に警告メッセージび表示されたとさは、 r 測 
定中にエラーメッセージび表示された場合」 

(豚 P .44) をご覧ください。 

• 前の画面に戻る場合は回 RETURN を押してく 
ださい。 
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回力ーソル A / ▽を使って「保を/ 
II 終了」を選び、回 ENTER を巧す。 



，|卜|,， 

通巧 

YPAO ))) 

巧ち持«を巧なして巧下しますひマ 

巧巧：持《をが巧します. 

巧下： g 果を巧巧しません， 


1 fiW 1 1幸*ン t 化1 1 »下 1 


-4 〇回力ーソルづ / D > を使って「保を」を 

I 么選び、 

回 ENTER を巧す。 



，パ， 

通巧 

YPAO ))) 

YPAO 巧巧了しホした. 

マイクを巧いてください， 


BoKa 


-4 Q 回 ENTER を巧す。 

10 YPA 日設定び完了しました。 YPA 日マイ 
クを本機から外してください。 


YPA 0 マイクは熱に弱いため、測定び終了したら 
高温になる場所 ( AV 機器の上など）や直射日光 
び当たる場所を避けて保管してください。 






























スピーカー設定を自動で最適化ずる （ YPAO ) 


自動測定の設定値を確認する 


自動測定の設定値を確認することびでさます。 


A 自動測定び終了した5、回力ーソル A / ▽ 
I を巧して r 測定結果」を選び、 

回 ENTER を押ず。 


「測定結果」は、自動測定を行った場合のみ表示で 
さます。 


下の画面び表示されます。 



① 測定結果メニュータイトル 

測定結果メニューのタイトルび表示されます。 

② マルチ測定番号 

マルチ測定を行った際の順番び番号で表示されます。 

③ グラフィック表示 

スピーカー設定とヴウンド調整びグラフィックで表 
示されます。 


2 回力ーソル A / ▽ /づ/ D> と回 ENTER を 
使って、メニュー項目を選ぶ。 


結線確認 

スピーカーの接続状態や極性を表示 
します。 

-正：極 1' 生び正しく接続されている。 

-逆：極 1' 生び逆に接続されている。 

大ささ判定 

をスピーカーの大ささ低音ク□ス オー 
バー周波数を表示します。 

-大 ；低域効果音を効果的に再生で 
さる。 

-ル：低域効果音を効果的に再生で 
をない。 

距離補正 

視聴位置から各スピーカーまでの距 
離を表示します。 

音量調整 

各スピーカーの音量の補正結果を表 
术します。 

角度 

測定位置でのフ□ントスピーカー、 
サラウンドスピーカー、フロント/ 

U アプレゼンススピーカーの角度を 
表 7 J \ します。 

設定の呼び出し 
、お1 

手動での設定値を破棄し、自動測定 
の設定値に戻します。詳しくは「自 

動測定の設定値に戻す」 （^ p .43) 

をご覧ください。 


3 回 RETURN を巧して r 測定結果」メ 
ニューを終了する。 


I 自動測定の設定値に戻す 

手動で微調整した設定値を自動測定の設定値に戻し 
たい場合は、本機に登録した自動測定結果を呼び出し 
て戻すことびでさます。 


1測定結果メニューで r 設定の呼び出し」を 
I 選び、回 ENTER を押す。 

ごを意 

自動測定の設定値び呼び出されると、手動での設定 
値は破棄されます。設定呼び出し後を手動での設定 
値を保をしておく場合は、「設定保護」 （^ p . l 日 2) 
をご覧ください。 


自動測定の結果は、「手動設定」でお好みに合わせ 
て微調整することびでさます。詳しくは、「スピー 

カーの 各種 パラメーターを 手動設定ずる」 

(豚 P .89) をご覧ください。 


を！：この項目は「手動設定」で測定結果を微調整したとさのみ表示されます。 


43 Ja 




























一力一設定を自動で最適化ずる （ YPAO ) 


YPA 日を実行した際、エラーメッセージや警告メッセージび表示された場合は、の説明を参考に問題を解ミ夫し、再度 YPA 日を実行してください。 


測定中にエラーメッセージが表示を 
れた場合 

メッセージの内容をメッセージー覧（豚 P .46) で確 
認でさます。 



エラー内容を確認したら、下記に沿って丫 PA 日を再 
実行してください。 

■ 忙-1、 E -2、 E -3、 E -4、 E -6、 E -11 J 
が表おされた場合 


1 


回 ENTER を押ず。 


回力ーソル^を巧して「終了」を選ぶ。 


回 ENTER を巧して YPAO を終了させ、 
本機の電源を落としてスタンバイにする。 

スピーカーの接続び正し<されているか 


4 確認する。 


本機をオンにして YPAO を再実行する。 


に-7、 E -8 J が表おされた場合 


に- 10 J が表おされた場合 


1 回 ENTER を巧す。 

1 回 ENTER を巧す。 

〇周囲の騒音や YPAO マイクのが態など、 

た測定した状況び適切か確認する。 

2 回力ーソル^を巧して「終了」を選ぶ。 

ク 回力ーソル D > を巧して r 再測定」を選ぶ。 

Q 回 ENTER を巧して YPAO を終了させ、 
0 本機の電源を落としてスタンバイにする。 


4 


回 ENTER を巧して YPAO を再実行ずる C 


4 


本機をオンにして YPAO を再実行する。 


に-5、 E -9 J が表おされた場合 


1 


回 ENTER を巧す。 


周囲の騒音や YPAO マイクのが態など、 
測定した状況び適切か確認する。 

回力ーソルづ/ D > を巧して下記のどち5 
かを選ぶ。 


続行 

「 E - 己」表示時でを測定を進めることび 
でさます。ただし騒びしい場所では、 
正確に測定でさないことびあります。 
に-9」表示時は、中止されたところか 
ら測定を再開します。 

U トライ 

測定を最初からやり直します。 


4 


回 ENTER を巧して選択した項目を確定 
ずる。 
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測定後に警告メッセージが表示をれ 
た場合 


警告内容の詳細はテレビ画面で確認でさます。メッ 
セージー覧（豚 P .46) で確認してください。次の操 
作でメッセージの内容を確認でさます。 



警告メッセージび表示された場合、測定結果を反映 
でさますび、最適な音響は得られません。問題を解 
ミ夫してから再度 YPA 日を実行することをおすすめ 

U よ 9 〇 

お使いのスピーカーの種類や設置環境によっては、 
スピーカーび正しく接続されていてを、 「 W -1」 び 
表示されることびあります。この場合はそのまま設 
定を保をしてください。 


I YPAO を終了する場合 


1回力ーソル A / ▽を使って「保を/終了」 
I を選び、回 ENTER を巧す。 


2 回力ーソルづ/ ^を使って]; TF の操作を 
選び、回 ENTER を巧す。 

保を： 

測定結果をスピーカー設定に反映して、 
YPAO を終了します。 

キャンセル： 

前の画面（警告表示画面）に戻ります。 

終了： 

測定結果をスピーカー設定に反映させない 
まま、 YPA 日を終了します。 


スピーカー設定を自動で最適化ずる （ YPAO ) 


巧聲か 
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スピーカー設定を自動で最適化する （ YPAO ) 


I メッセージー覧 

次のメッセージび表示された場合は、発生している問題を解ミ夫してから測定をやり直してくだ 
さい。次の表の括弧内 （ :など）は、フ□ントパネルディスプレイの表示を表し 

ています。 


•測定前に表示されるメッセージ 


マイク接続確認 
( : . : . ■) 

YPAO マイクび接続されていま 
せん。 

YPAO マイクをフ□ントパネルの YPAO 

M に端子に接続してください。 

HP を抜いて下さい 
(, ,’，：） 

へッドホンび接続されています。 

へッドホンを取り外してください。 

保護されています 
... ..... -1 ■:' 1 

本機の設定び保護されています。 

設定メニューの「設定保護」を「しない」 

に設定してください （防 P .102)。 


•エラーメッセージ 


E-1: フ□ント SP 
(；.. 

フ□ントチヤンネルび検出され 
ませんでした。 

左ちのフ□ントスピーカーび正しく接続 
されているか確認してください。 

E-2: サラウンド SP 

(;.〜 : .：：：：：•■' : JJ- ：...：) 

サラウンドチヤンネルの片側し 
か検出されませんでした。 

左ちのサラウンドスピーカーび正し<接続 
されているか確認してください。 

E-3:F プレゼンス 

SP 

(: . :::- ....：) 

フ□ントプレゼンススピーカーの 
片側しか検出されませんでした。 

左ちのフ□ントプレゼンススピーカーび 
正しく接続されていることを確認してく 
ださい。 

E-4:S 巨 R 一 S 巨 L 

サラウンドバックスピーカーを 

1本のみ接続している場合に 、 R 
側のサラウンドバックチヤンネ 
ルのみび検出されました。 

サラウンドバックスピーカーを]本のみ 
接続する場合は丄側 ( SINGLE ) の端子に 
接続してください。 

E- 己:雑音大 

騒音び大さすざて、正確な測定 
びでさません。 

周囲び静かな環境で測定をやり直して< 
ださい。騒音を発生する機器び室内にあ 
る場合は電源を一時的に切るか 、 YPAO 
マイクから遠ざけてください。 

このメッセージび表示された場合は「続 
行」を選択して測定を続行することを巧 
能です。ただし最適な計測結果び得られ 
るよう再計測することをおすすめします。 

E-6: サラウンド 確 
認 

1 i' ... . 、 

、ミ""：:"パり"":"■■ミ-. . り…:ミ- ■■ノ 

サラウンドスピーカー L / R び接 
続されていないのに、サラウン 
ドノ（ックスピーカーだけび接続 
されています。 

サラウンドバックスピーカーを使うとき 
は、サラウンドスピーカー L / R を接続す 
る必要びあります。 

E- スマイク 未接続 

、ミ….! ! i .i. J 

測定の途中で YPAO マイクび外 
れました。 

測定中は YPAO マイクに触れないよラご 
注意ください。 


E -8: 信号入力無し 
(" ) 

YPAO マイクびテストトーンを 
検知していません。 

YPAO マイクび正しく設置されているか 
確認してください。 



各スピーカーび正し<接続、設置されて 
いるか確認してください。 



YPA 日マイク、または YPAO M に端テ 
び壊れている可能性びあります。お買い上 
げ店、またはヤマ八修理ご相談センターに 
お問い合わせください。 

E -9: 測定キャンセ 
ル 

何らかの操作をしたため、測定 
を中断しました。 

測定をやり直してください。測定中は音 
量を調節するなどの操作をしないで<だ 
さい。 

E -10: 内部エラー 

内部エラーび発生しました。 

測定をやり直してください。に-10」び 
繰り返し表示される場合は、ヤマ八修理 
ご相談センターにお問い合わせください。 

E -11 :R プレゼンス 
SP 

(-■ ) 

IJ アプレゼンススピーカーの片 
側しか検出されませんでした。 

左ちの U アプレゼンススピーカーび正し 
く接続されていることを確認してくださ 
い。 


•警告メッセージ 


W -1: SP 接続逆相 
し .......) 

表示されたスピーカーの極性び、 
逆に接続されている可能性びあ 
ります。 

お使いのスピーカーの種類や設置環境に 
よっては、スピーカーび正しく接続され 
ていてを、 「 W -1」 び表示されることびあ 
ります。この場合は測定結果を反映して 
を問題ありません。 

スピーカーの極性+ (プラス）、一(マイ 
ナス）び正しいか確認してください。 

W -2: 距離 24 m 超 
(1… ) 

表示されたスピーカーと U スニ 
ングポジションとの距離び 24 m 
上離れているため、正確に補 
正でさません。 

リスニングポジションの 24 m じ(内にス 
ピーカーを設置してください。 

W -3: 音量補正限界 

をチャンネル間の音量差び大さ 
すざて、正確に補正でさません。 

すべてのスピーカーび同じ環境下に設置 
されているか確認してください。 

スピーカーの極性+ (プラス）、一(マイ 
ナス）び正しいか確認してください。 

なるべく性能び似ている、または同じス 
ピーカーを使用することをおすすめしま 
す。 

サブウーファーの音量を調節してくださ 
い。 

「 VV -2」 または 「 VV -3」 び表示された場合、計測結果は適用できますび、最適な状態ではあり 
ません。問題を解ミ夫してから再度計測することをおすすめします。 
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再生ずる 


本機に接続した外部機器（テレビや BD / 
DVD プレーヤーなど）の電源をオンにず 
る。 


2 


砸 


团 入カ ソース選択キーを巧す。 

選択した入カソース名び、フ□ントパネル 
ディスプレイにしばらく表示されます。 を 1 
HDMI 、 AV 、 AUDIO 、 V - AUX、MULTI CH 、 
PHONO 外の入カソースを選んだとさは、 
選んだ入カソースのコンテンツ画面びテレ 
ビに表示されます O ^ p .6 日）。 

外部機器を再生する、またはチューナーの 
放送局を選ぶ。 

外部機器の再生ち法については、外部機器に 
付属する取扱説明書をご覽<ださい。 FM / 
AM チューナーの放送局の選びちや、本機を 
使って iPod や Bluetooth 機器を再生するち 
法は、下記ページをご覧ください。 

•「 FM/AM 放送を聴く」 («^ p .61) 

• 「パソコンや US 目デバイスを使って巧を再 
生する」 （防 13.64) 

• 「インターネットラジオを聴く」 O ^ p .67) 
• nPocTM / iPhoneTM を再生する」（豚 p .7 日） 

•「 Bluetooth ® 機器を再生する」 Op .74) 


4 


音量を調節するには、 圆 VOLUME+/- 
を巧す。 

音芦を消音（ミュート）するには 

圆 MUTE を押します。 

消音を解除するには、をう一度圆 MUTE を押すか、 
圆 VOLUME +/- を使って音量を変更します。 


I 出力する HDMI OUT 端子を選ぶ 

信号を出力する HDMI 日 UT 端テを選びます。 

圆 HDMI OUT を繰り返し巧し、出力に使う 
HDMI OUT 端子を選ぶ。 

下のように HDMI 日 UT 出力の設定び切り 
替わります。 



OUT 1+2 

HDMI OUT 1-2 端子の両方から同 
時に信号を出力します。 

OUT 1 

HDMI OUT 1端子からのみ信号を 
出力します。 

OUT 2 

HDMI OUT 2端子からのみ信号を 
出力します。 

Off 

HDMI OUT 1-2 端子のどちらから 
を信号を出力しません 。 HDMI 

OUT 端子に接続したテレビを使わ 
ずに他の出力端子に接続した機器へ 
信号出力したい際に、この設定を選 
びます。 


I HDMI コント□-ル機能を使ってテレビと接続して 
いるときは、出力する HDMI OUT 端子を「コント 
□ール選択」で設定します。 

I HDMI コント□ールび「オン」の場合、 HDMI 対応 
の外部機器び接続されている HDMI 日 UT 端子と同 
様に、「コント□ール選択」で選択した HDMI 
OUT 端子を自動的に有効になります。 

I 出力する HDMI OUT 端子はシーン機能（防 P .81) 
でを登録でさます。 


I 局音/ほ音を調壁する 
( 卜ーンコントロール） 

フ□ントスピーカー L / R またはへッドホンから出力 
される音声の高音域 （ Treble ) と低音域 （ Bass ) の 
バランスを変更して、お好みの音色に調整します。_ 
スピーカーとへッドホンは個別に I -ーンコント 
□ールを設定でさます。へッドホンの I -ーンコント 
□ールを調節するには、へッドホンを接続した状態 
で操作してください。_ 

1 フ□ントパネルの TONE / BALANCE を 
巧して 「 Treble 」 または 「 Bass 」 を選ぶ。 

TONE/BALANCE 


:: || 

©。み* 1 

r " 

◎ 

神 

] 国®-, 

J » © 〇 〇 〇 1 

—Jo 。 G ' 〇 , 

) 獲)®®蠻固] 


PROGRAM <1 /〇 


フ□ントパネルディスプレイに、現在の設定値び表示 
されます。 

2 PROGRAM </>を押して、増減量を調 
節する。 


設定節囲 

-6.0 服〜 +6.0 dB 

設定単位 

0.己服 


操作してからからしばらく待つと、元の表示に戻ります。 


I 入カソースび 「MULTI CH 」 のとさや本機を「ピュ 
アダイレクトモード」にしているとさは、トーンコ 
ント□ールの設定び無効になります。 

I 極端な設定にすると、再生する音声の音のつなびり 
び悪くなることびあります。 

I I -ーンコント□ールはオプションメニューでを設定 
でさます己目）。 


再生の基本操作 


抽巧か 


'を1:フ□ントパネルに表示される入カソース名は必要に応じて変更でさます Kp .79 )o 
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ボタン 1 つで入力設定を切り替える【シーン機能) 


本機には、キー操作]つで電源オンから入カソースやサウンドプ□グラム、出力する HDMI 日 UT 端テの切り替えまでを一括操作できる「シーン機能」び搭載されています。 


外部機器に適したシーンを選択する 


初期設定では、シーン機能は iU 下の機器に合わせて設定されています。再生したい機器の種類 
に合わせて、シーンを選択してください。 

- SCENE - 

, y ? ? 

BD/DVD TV CD RADIO 

シーン1 

ブルーレイディスクまたは DVD 再生に適した設定です。フ□ントパネルの SCENE ] を押して 
から、 AV 1 端テに接続した BD/DVD プレーヤーを再生してください。 

シーン2 

テレビま組に適した設定です。フ□ントパネルの SCENE 2 を押してから、 AUDI 日端テに接続 
したテレビの電源をオンにしてください。 

シーン3 

CD に適した設定です。フ□ントパネルの SCENES を押してから、 AUDI 02 端テに接続した 
CD プレーヤーを再生してください。 


シーン4 

ラジオに適した設定です。フ□ントパネルの SCENE 4 を押してから、ラジオを受信してくださ 
い。 

シーン5〜12 

初期設定では、何を登録されていません。お気に入りのシーンを登録したり、シーン選択メ 
ニューで「保を」や「呼び出し」をしたりできます。詳しくは、 「シーン選択メニュー項目」 
(豚 P.81) をご覧ください。 

• シーンを切り替えるとさは、 IJ モコン操作の対象になっている外部機器を切り替えてくだ 
さぃ。 

• シーン選択および編集は、シーン選択メニューで行ってください。（豚 P.81) 

• 本機には、さらに8つのシーン機能びあります。いずれか]つのシーンを選ぶと、8つのシー 
ンのうちのどれか] つを選択されます。 (陪 P.81) 

• 固 SCENE を 3 秒似上押し続けると、現在の設定をシーンに登録でさます。 


映画と音楽など、異なる目的で 4 つのシーンを利用することびでさます。下記の表のよラな入 
カソース、サウンドプ□グラム、 HDMI 出力端子などの設定は、初期設定で割り当てられてい 
ます。 

区!の付いていない設定は、シーンボタンを押すと無効になります。有効になる設定については、 
シーン選択メニューの「呼び出し」で確認してください。詳しくは、 「シーン機能の設定を変更 
ずる（シーン選択メニュ ー )」 （豚 P.81) をご覧ください。 


シーン 

入力 

ソース 

音芦 
入力 
選択 

HDMI 

出力端子 

サウンド 
プ□グラム 

ピュア 

ダイレクト 

モード 

卜ーン 

コント□ール 

Adaptive 

DRC 

コンプレスト 
三ユージック 
エン八ンヴー 

シネマ 
DSP 3 D 
モード 

セ U フ 
位置調整 

拡張 

サラウンド 

ビデオ 

画質 

調整 

ビデオ 

信号 

処理 

マスター 
ボ U ューム 

リップ 

シンク 

ディレイ 

設定 

パターン 

PEQ 選択 

囚 

囚 

囚 

囚 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

1 

( BD/DVD Music 
Viewing ) 

AVI 

自動 

OUT ] + 2 

Drama 

自動 

低音： 0.0祀 
局音： 0.0 dB 

オン 

オフ 

オン 

0 

自動 

オフ 

オフ 

-40.0 犯 

自動 

0 ms 

パターン] 

ナチュラル 

2 

(TV Viewing ) 

AUDIO ] 

自動 

OUT ] + 2 

STRAIGHT 

自動 

低音： 0.0 dB 
局音： 0.0 dB 

オン 

オン 

オン 

0 

自動 

オフ 

オフ 

-40.0祀 

自動 

0 ms 

パターン] 

ナチュラル 

3 

(CD Music 
Listening ) 

AUDI 02 

自動 

OUT ] + 2 

STRAIGHT 

自動 

低音： 0.0 dB 
局音： 0.0犯 

オフ 

オフ 

オン 

0 

自動 

オフ 

オフ 

-40.0祀 

自動 

0 ms 

パターン] 

ナチュラル 

4 

(RADIO 

Listening ) 

AUDIOS 

… 

OUT ] + 2 

STRAIGHT 

自動 

低音： 0.0祀 
局音： 0.0祀 

オフ 

オン 

オン 

0 

自動 

オフ 

オフ 

-40.0祀 

自動 

0 ms 

パターン] 

ナチュラル 
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シネマ DSP などの音場効果を楽しむ 


記憶されたさまざまなヴウンドプ□グラム（音場プ□グラム）や多彩なサラウンドデコーダー 
を使って、ほぼすベての音声をマルチチヤンネル再生できます。 

音場効果やサラウンド デコーダーなどを 選ぶ 

本機では、映画用、音楽用など用途に応じた複数のカテ 3 U —にそれぞれ音場設定（サウンドプ 
□グラム）び用意されています。サウンドプ□グラムの名前や説明にこだわらず、再生するソー 
スび最をむ地よく聴こえるプ□グラムをお選びください。 


サウンドプ□グラムのカテゴ U — 

I 

■HUH 化 V>S 口 


サウンドプ□グラム 


サウンドプ□グラムを選ぶ： 

CLASSICAL カテゴ IJ — (防 P . 己 2) 

LIVE / CLUB カテゴリー(防 P . 己 2) 

ENTERTAIN カテづ IJ — (防 p . 己 2) 

MOVIE カテコ' U - (防 P . 己 3) 

ステレオ再生（防 P . 已 3) を選ぶ： 

圆 STEREO を繰り返し押す。 

サラウンドデコーダー(隐 13. 已 3) を選ぶ： 

國 SUR. DECODE を繰り返し押す。 

ストレートデコードモード（防 P .50) に切り替える： 

圆 STRAIGHT を押す。 

ピュアダイレクトモード（防 P . 已 1) に切り替える： 

圆 PURE DIRECT を押す。 

コンプレストミュージックエンハンヴー(防 P . 已 1) を選ぶ 

國 ENHANCER を繰り返し押す。 


圆 CLASSICAL を繰り返し押す。'お 1 
圆 LIVE/CLUB を繰り返し押す。、お 1 
圆 ENTERTAIN を繰り返し押す。、お 1 
圆 MOVIE を繰り返し押す。 


現在音声を出力しているスピーカーは、フ□ントパネルディスプレイのスピーカーインジ 
ケーターで確認でさます（腐 13.] 3)。 

各サウンドプ□グラムは、音場の要素を調節でさます （^ p .83)。 

選択されたサウンドプ□グラムは、入カソースごとに記憶されます。入カソースを切り替 
えた場合は、切り替え先の入カソースで前回選ばれていたサウンドプ□グラムび呼び出さ 
れます。 


抽 W 叫か 


'を 1: サウンドプ □ グラム、ステレオ再生オプション、またはサウンドデコーダーを固 PROGRAM A / ▽ で選択できます。 
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シネマ DSP などの音場効果を楽しむ 


I 音場効果をかけずに再生する 
(ストレートデコードモード） 

音場効果をかけずに再生したい場合は、ストレートデ 
コード モー ドを使用します。ストレートデコード モー 
ドを有効にすると、 CD や目 D / DVD など再生する 
ソースに応じて、次のように再生されます。 

CD などの2チヤンネルソースの場合 

フ□ントスピーカーからステレオ音声で再生します。 

マルチチヤンネルのソースの場合 

適切なデコーダーでデコードし、音場効果をかけずに 
マルチチヤンネ>1レ音声で再生します。 

四 STRAIGHT を巧す。 

ストレートデコードモードび有効になります。 


I ステレオ再生する 

再生するソースにかかねらず、2チヤンネルステレオ 
(フ□ントスピーカーのみ）で再生したい場合は、サ 
ウンドプ□グラムの 「2 ch Stereo 」 を選びます。 
2 ch Stereo を選ぶと、 CD や巨 D / DVD など再生す 
るソースに応じて、次のように再生されます。 

CD などの2チヤンネルソースの場合 

フ□ントスピーカーからステレオ音声で再生します。 

BD / DVD などのマルチチヤンネルソース 
の場合 

再生ソースに含まれるフ□ント iU 外のチヤンネルを、 
フ□ントチヤンネルにミツクスして、フ□ントスピー 
カーから 再生します。 

四 STEREO を繰り返し巧して 、！ "Sch Stereo 」 
を選択する。 




ストレートデコードモードを解除するには、もう一 


(classicaJ しお能 j [ektertainJ 


度 圆 STRAIGHT を押してください。 


[movie I [stereo I し straight] 

—11 


ステレオ再生を解除するには、 圆音場選択 キーを 

I - 1 [ dK I 


111111 


使ってにか stereo 」 iU 外のサウンドプ□グラム 
を選んでください。 



1 

LU 前に選ばれていたプ□グラム 



I サラウンドスピーカーなしで音場効果 
を楽しむ 

サラウンドスピーカーびない場合でを、仮想スピー 
カーを創り出すことで自然な音場効果を再現でさま 
す（バーチャルシネマ DSP モード)。たとえばフ〇 
ントスピーカーのみの構成でを、サウンドプ□グラム 
の臨場感び楽しめます。 

サラウンドスピーカーを「構成」で「無」にしている 
とさは、自動でパーチャルシネマ DSP モードに切り 
替わります。'を1 

I へッドホンで音場効まを楽しむ 

本機にへッドホンを接続した場合でを、音場効果の臨 
場感び手軽に再現でさます（サイレントシネマモー 
ド)。、お2 


'を1:次の場合バーチャルシネマ DSP モードは動作しません。 

• へッドホンを本機に接続している場合 

• ヴウンドプ□グラムの 7 ch Stereo か 2 ch Stereo を選んでいる場合 
• ピュアダイレクトモードまたはストレートデコードモードを選んでいる場合 
'を2 :次の場合サイレントシネマモードは動作しません。 

• ヴウンドプ□グラムの 2 ch Stereo を選んでいる場合 
• ピュアダイレクトモードまたはストレートデコードモードを選んでいる場合 
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I より空間的な音場効まで楽しむ 
(シネマ DSP 3 D モード/シネマ 
DSP 3 モード） 

シネマ DSP 3 D モードまたはシネマ DSP 3 (シネマ 
ディーエスピーキュービック）モードでは、より緻密 
で立体的な 3 D 感覚の音場を IJ スニングルームに再 
現します。 U アプレゼンススピーカーの有無により、 
シネマ DSP 3 D モードとシネマ DSP 3 モードは、自 
動的に切り替わります。'を1 

シネマ DSP 3 D モード 

フ□ントプレゼンススピーカーを使った 9.1 チヤン 
ネル （7.1 か+フ□ントプレゼンス 2 ch ) や 7.1 
チヤンネル （5.1 ch +フ□ントプレゼンス 2 ch ) の 
スピーカーシステムを構築している場合に、フ□ント 
プレゼンススピーカーの効果を最大限発揮させるこ 
とで立体的な音場を創り出します。フ□ントプレゼン 
ススピーカーは、下の手順で接続、設定します。 

• フ□ントプレゼンススピーカーを本機の EXTRA 
SP 1 端テか 、 PRE OUT の FRONT / F.PRESENCE 
端テから外部アンプを経由して接続する。 

(际=簡易ガイド、 P .25) 

• 「パワーアンプ割り当て」でフ□ントプレゼンスス 
ピーカーを有効にする。 (»®= p .88) 

• オプションメニューでシネマ DSP 3 D モードを有 
効にする。（豚 P .58) 

シネマ DSp 3 モード 

フ□ントプレゼンススピーカーを使った 9.1 チヤン 
ネルまたは 7.] チヤンネルスピーカー構成に加えて 
2台の IJ アプレゼンススピーカーを接続している場 
合に、視聴位置後方の立体感をより明瞭に表現しま 
す。シネマ DSP 3 D モードの 3 D 感覚を、さらにス 
ケールアップするモードです。シネマ DSP 3 を有効 
にするには、シネマ DSP 3 D モードの設定に加えて、 
(下の手順で U アプレゼンスを接続、設定します。 


• U アプレゼンススピーカーを EXTRA SP 2 端テ 
に、または ZONE OUT の Z 0 NE 3/ R.PRESENCE 
端テから外部アンプを経由して接続する。 

(豚簡易ガイド、 P .25) 

• 「パワーアンプ割り当て」でフ□ントプレゼンスス 
ピーカーと U アプレゼンス スピーカーを 有効にす 

る。（豚 P .88) 

• YPA 日を実行するか、「構成」で「リアプレゼンス」 
を「使用する」に設定する。簡易ガイド、 P .89) 

シネマ DSP 3 D モードまたはシネマ DSP 3 モードび 
有効になっているとさはフ□ントパネルディスプレ 
イのシネマ DSP 3 D インジケーターび点なします。 



点打 


I フ□ントプレゼンススピーカーなしで 
音場効果を楽しむ 

本機ではフ□ントプレゼンススピーカーを接続して 
いない場合でを、内部で仮想のフ□ントプレゼンスス 
ピーカーを構築して立体感のある音場を再現でさま 
す（バーチャルシネマ DSP 3 D モード)。フ□ント、 
センター、サラウンドスピーカーびあれば、立体的な 
音場感を楽しめます。 

フ□ントプレゼンススピーカーび有効でない場合は、 
本機は自動でノ（ーチャルシネマ DSP 3 D モードに切 
り替わって音場を再現します。 

下の手順でバーチャルシネマ DSP 3 D モードを設 
定します。 

• フ□ントスピーカー、センタースピーカー、サラ 
ウンドスピーカーは必ず本機へ接続する。 

• センタースピーカーと サラウンド スピーカーを 
「構成」で有効にする（腐13.89)。 

• オプションメニューでシネマ DSP 3 D モードを有 
効にする ( B ®- p .58 )o 


シネマ DSP などの音場効果を楽しむ 


I 原音に忠実な音質で楽しむ 
(ピュアダイレクトモード） 

ピュアダイレクトモードは、入力された音声を最小限 
の回路構成で出力する機能です。原音に忠実な音質で 
音声を楽しみたいとさに使用します。 

ピュアダイレクトモードをオンにしている間は、じ(下 
の機能び無効になります。 

• 他のサウンドプ□グラム、トーンコント□ールの設定 
• オプションメニューや日 N SCREEN メニューの表 
示および操作 


四 PURE DIRECT を巧ず。 

ピュアダイレクトモードび有効になります。'を 2 

ピュアダイレクトモードを解除するには、もう一度 

圆 PURE DIRECT を押してください。 


I 店縮音源をより良い音質で楽しむ（コ 
ンプレスト S ュージックエン八ンヴー 
モード） 

コンプレストミュージックエン八ンサーモードは圧 
縮フオーマットの音源に原音のよラな深みと広びり 
を与えるモードです。を 3 

このモードは他のサウンドプ□グラムと一緒に使ラ 
ことびでさます。 


國 ENHANCER を巧してコンプレストミユー 
ジツクエン八ンヴーモードをオンにする。 



点な 


コンプレストミュージックエン八ンサーモードを 
オフにするには、をう一度國 ENHANCER を押 
します。 


を1:次の場合シネマ DSP 3 D モードまたはシネマ DSP 3 モードは動作しません。 

• へッドホンを本機に接続している場合 • ヴウンドプ□グラムの 7 ch Stereo 2 ch Stereo を選んでいる場合 

• ピュアダイレクトモードまたはストレートデコードモードを選んでいる場合 

'を2: ピュアダイレクトモードをオンにしている間、ノイズ軽減のためフ□ントパネルディスプレイの表示は暗くなります。オフにすると元の明るさに戻ります。 
'を3 :コンプレストミュージックエン八ンヴーモードはじ(下の音源では無効となります。 

• ヴンプ U ングレートび 48 kHz し：^上の音声信号 • HD オーディオなど高解像度のスト U —ム音声 
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シネマ DSP などの音場効果を楽しむ 


サウンドプログラムー覽 


表中の Ic . nemaTT ?^ は、シネマ DSP を使ったサウンドプ□グラムを表します。 


■カテゴリー： CLASS に AL 

CD などの音楽ソースに効果をかけて視聴する際に最適です。 


Hall in Munich 

||cinema^^3| 

内装材にシックな木の内張りび使われたミュンヘンにある2己00席程度のコ 
ンヴートホールです。繊細な美しい響さび豊かにおびり、落ち着いた雰囲気 
を持っています。座席は1階の中央左寄りです。 

Hall in Vienna 

約 ] 700席のウィーンの伝統的シューボックス型のコンサートホールです。 
周囲のせや彫刻により全方向からの複雑な反射音を生み出しています。豊か 
な響さび特長です。 

Hall in Amsterdam 

アムステルダムの広幅化したシューボックス型の大ホールで、サークルス 
テージ、ステージバック席びあり、客席は2200程です。 

Church in 
Royaumont 

|r-|MPIV/l A 

パ U 郊外の□ワイヨモンに位置する、中世の修道院の大食堂です。美しいゴ 
シック調の建物より作りだされる音場を特徴としています。 

Chamber 

||cinema^^3| 

宮廷の大広間のよラな天井の高い比較的広めの空間で、宮廷音楽や室内楽に 
適したむ地よい残響び特長です。 


■カテゴリー： LIVE/CLUB 

CD などの音楽ソースに効果をかけて視聴する際に最適です。 


Village Vanguard 

ニューヨークの 7 番街にあるジャズクラブです。天井び低く、狭い室内の角 
にあるステージ付近に強い反射音び集中しています。 

Warehouse Loft 

ソーホーの□フトを思わせるコンク U —卜の空間です。壁面からの反射音は 
比較的明瞭で、エネルギッシュな音場です。 

Cellar Club 

天井の低いアットホームなライブ八ウスです。ルさなステージのすぐ前にい 
るよラな、 U アルでライブな音場で、強い響さび特長です。 

The Roxy Theatre 

□サンゼルスにある□ック系ライブ八ウスで、最高4目0席ほどあります。 
中央左寄りの客席です。 

The Bottom Line 

||cinema^^3| 

かつてニューヨークにを在したライブ八ウス「ヴ■ボトム■ライン」のス 
テージ正面の音場です。フ□アは300席ある左ちに幅広い客席で占められ、 
明瞭な響さび特長です。 
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I カテゴ U — : ENTERTAINMENT 

テレビま組やゲームなどの映像ソースの視聴に最適です。 


Sports 

スポーツ中継やスタジオバラエティ番組びライブ感豊かに楽しめます。スポーツ中 
継では解説者やアナウンサーの声はセンターに定位し、歓声など場内の雰囲気は適 
度な空間の中で周囲におびり臨場感を体感でさます。 

Action Game 

カーレースや格闘ゲーム、シューティングゲームなどのアクションゲームに合いま 
す。さまざまな効果を重視することで再現された U ア U ティにより、まるでゲーム 
のなかにいるよラな感覚び体感でさます。このプ□グラムはコンプレスト三ュー 
ジックエン八ンヴーモードと組み合わせることでよりダイナ三ックで力強い音場効 
果び体感でさます。 

Roleplaying 

Game 

RPG やアドベンチャーゲームなどに合わせた音場です。バック三ュージックや効 
果音に深みを与えることで、さまざまな場面を自然に、より U アルに再現します。 
このプ□グラムはコンプレスト三ュージックエン八ンヴーモードと組み合わせるこ 
とでよりク U アで奥行さのある音場効果び体感でさます。 

Music Video 

ポップス-□ック-ジャズなどのライブコンサート会場のイメージです。ステージ上 
のボーカルやソ□楽器の IJ アル感、 U ズム楽器のノ U を重視したプレゼンス音場、広 
大なライブ会場の空間を再現するサラウンド音場で、ホットなライブ空間に浸れます。 

Recital/ 

Opera 

響さの量を適度に抑えてあり、声の奥行さ感、明瞭度に優れています。オペラではス 
テージでの定位や臨場感ととちに、オーケストラボックスの響さび眼前にくり広げら 
れます。サラウンド音場は控えめなびら、コンサートホールのデータを使用すること 
で音楽の楽しさを演出。長時間のオペラをのでを疲れません。 





































































シネマ DSP などの音場効果を楽しむ 


I カテゴリー ： MOVIE 


映画の映像ソースの視聴に最適です。 


Mono Movie 

往年のモノラル映画を当時の映画館の雰囲気で楽しめます。おびりと適度な残響び 
付加され、奥行感をとをなったむ地よい空間び再現されます。 

||c.NEMA ： aa| 

standard 

Dolby Digital 、 DTS および AAC などのマルチチャンネル音声のオリジナル定位 
を乱さず、サラウンドの包囲感を重視した音場です。「理想的な映画館」びコンセ 
プトで、周囲から美しい響さで包み込みます。 

'' 

Spectacle 

壮大なスケール感を演出するスペクタクルな音場です。シネスコサイズのワイド画 
面に合ラ広大な空間再現と微ルな効果音から迫力の大音響まで、ダイナ三ックレン 
ジの広さび特長です。 

'' 

Sci-Fi 

最新 SFX 映画の緻密なヴウンドを鮮やかに描さ分ける抜けの良い音場です。セ U 
フ、効果音、 BGM の明快な分離感を保ちつつを々の空間を鮮やかに再現します。 

||c.NEMA-!na| 

Adventure 

アクション&アドベンチャー映画に最適です。響さを抑え、左ちのおびり感を重視 
した力強い空間を再現します。奥行感は浅めで各チャンネルのセパレーションや音 
の明瞭度を保ちつつ、ク U アで力強い空間を再現します。 

'' 

Drama 

シ U アスなドラマから三ユージカルやコメディまで、幅広いジャンルの映画に対応 
する落ち着いた響さび特長です。控えめな響さでありなびら適度な立体感を持ち、 
セリフの明瞭度とセンター定位を軸に効果音や BGM び柔らかな響さで立体的に再 
現されます。長時間聴いていてを疲れません。 

1 1 广… 11= IV, A 


I カテゴ U — : STEREO 


ステレオソースの視聴に最適です。 


2ch Stereo 

ステレオ前方からのステレオ音声び楽しめます。マルチチヤンネル信号び入 
力されると、入力信号は2チヤンネルにダウンミックスされ、フ□ントス 
ピーカー L/R から出力されます。 

7ch Stereo 

ステレオ後方からを直接音び聴け、広いエ U アで楽しめる効果び特長です。 
ホームパーティーの BGM に最適です。セットアップメニューの設定により、 
最大7つのスピーカーから音び出力されます。 

'' 


I カテゴリー： SUR.DECODE (サラウンドデコーダー） 

サラウンドデコーダーを使って、入力された音声を最大 7.1 チャンネルで再生します。 


皿 Pro Logic 

Dolby Pro L 日旨 ic デコーダーです。すべてのソースに適しています。 

□□ PLIIx Movie/ 

□□ PLII Movie 

Dolby Pro L 曰旨 ic llx (または D 日 Iby Pro Logic II ) デコーダーです。 

映画鑑賞に適しています。'お 1 

□□ PLIIx Music/ 

□□ PLII Music 

Dolby Pro L 曰旨 ic llx (または D 日 Iby Pro Logic II ) デ〕ーダーです。 

音楽鑑賞に適しています。'お 1 

□□ PLIIx Game/ 

□□ PLII Game 

Dolby Pro Logic llx (または D 日 Iby Pro L 曰旨 ic II ) デ〕ーダーです。 
ゲームに適しています。'お 1 

Neo : 巨 Cinema 

映画鑑賞に適した DTS デコーダーです。 

Neo:6 Music 

音楽鑑賞に適した DTS デコーダーです。 


'を1:次の場合 D 日 Iby Pr 日 Logic llx デコーダーは選択でさません。 

• ON SCREEN メニューの「設赴 一「スピーカー設定」一「手動設定」一「構成」でサラウンドバックスピーカーび「無」に設定されている場合 
• へッドホンを接続している場合 
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テレビ画面を巧つて本機を操作ずる 


本機はオンスク IJ ーンディスプレイをテレビ画面に表示します。画面に表示されるガイドにより本機のさまざまな機能を簡単に操作できます。またオンスク 
IJ ーンディスプレイで各入カソースの情報や本機の状態を確認でさます。 


テレビ画面を®つた本機の基本操作 


ON SCREEN やオプションといったメニューを操 
作するには本機とテレビを接続しておく必要びあ 
ります。テレビの接続については「テレビを接続ず 
る」（豚 P.27) をご覧ください。 


ここではオンスク IJ ーンディスプレイを使った「入力 
選択」、「シーン選択」、「サウンドプ□グラム」を設定 
するための基本的な操作について説明します。 


固 ON SCREEN を巧ず。 

ON SCREEN メニューびテレビに表示されます。 


I 入カソースを選ぶ 


1 回力ーソル A / ▽を使って「入力選択」 
を選び、回 ENTER を巧す。 



各入カソースび画面の下部にアイコン表示 
されます。 


2 回力ーソルづ/ ^を使って入カソースを 
選び、回 ENTER を巧ず。 

入カソースの選択はこれで完了です。 



• 图 RETURN を押すと一つ前の画面に戻ります。 
图 RETURN を繰0返し}甲すと日 N SCREEN 
メニューを閉じます。 

• 入カソースを選ぶだけでなく、各入カソースに 
詳細の設定びでさます。詳しくは「入カソース 

ごとに入出力の設定をずる（入力選択メ 

ニュー)」（瞭 P.78) をご覧ください。 


I シーンを選ぶ 


1图力ーソル A / ▽を使って「シーン選択」 
I を選び、回 ENTER を押す。 



本機に登録されている各シーン設定び画面 
の下部にアイコン表示されます。 


2 图力ーソルづ/ 1>を使ってシーンを選び、 
回 ENTER を巧ず。 

シーンの選択はこれで完了です。 



• 图 RETURN を押すと一つ前の画面に戻ります。 
图 RETURN を繰り返し}甲すと日 N SCREEN 
メニューを閉じます。 

• シーン機能の初期設定については r ボタン I つで 

入力設定を切り替える（シーン機能 ) 」（陪 P.48) 
をご覧ください。 

• シーンごとに詳細の設定をエディットでさます。 
詳しくは「シーン機能の設定を変更する（シーン 

選択メニュ ー )」（陪 P.81) をご覧ください。 
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巧な IWU 


巧 CP 

0 面 



本機に登録されている各ヴウンドプ□グラ 
ムび画面の下部にアイコン表示されます。 


2 回力ーソルづ / t > を使ってサウンドプ〇 
グラムを選び、回 ENTER を押ず。 

ヴウンドプ□グラムの選択はこれで完了です。 



• 图 RETURN を押すと一つ前の画面に戻ります。 
图 RETURN を繰0返し}甲すと日 N SCREEN 
メニューを閉じます。 

• サウンドプ□グラムについては r シネマ DSP な 

どの音場効果を楽しむ」 Kp .49) をご覧くださ 
い。 

• サウンドプ□グラムごとに詳細の設定をエ 
ディットできます。詳しくは「音場/サラウン 
ドデコーダーの効果を調節ずる（サウンドプロ 

グラムメニュ ー )」（豚 P .83) をご覽ください。 



サウンドプ□グラムを選ぶ 


1 


回力ーソル A / V を使って「サウンドプ 
□ グラム」を選び、回 ENTER を巧す。 




11111 阿固 IE 

皿互尋 

函画1県日 

胃 I 回因 


て本機を操作する 


口 giafiiiir 化亦巧 


本機では主に下の3つのメニューから操作や設 
定確認びでさます。 

• 日 N SCREEN メニュー （豚 P .78) 

• オプションメニュー（豚 P .56) 

• コンテンツ画面（豚 P .6 日） 

これらのメニューを使ラことで入カソースやシー 
ン、サウンドプ□グラムを選ぶだけでなく、さまざ 
まな機能の設定び行えます。 
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入カソースごとにオプション機能を設定ずる（オプシ 


本機には、入カソースごとに設定可能なメニュー（オプションメニュー）び用意されています。オプションメニューでは、他の入カソースとの音量差を調整 
したり、外部機器から入力された映像/音声の情報を表示したりでさます。 

オプションメニューの表示/設定 


オプションメニューは、本機のフ□ントパネルディス 
プレイや、テレビに表示される画面（オンスク IJ ーン 
ディスプレイ）を見なびら操作でさます。ここではテ 
レビ画面を見なびら設定する方法を例にあげて説明 
します。 


1 团入カソース還択キーを使ってオプシヨ 
ン機能を設定したい入カソースを選ぶ。 


2 圆 OPTION を巧す。 

オプシヨンメニューび表示されます。 


オプションメニュー 




表示されるオプションメニューででさるこ 
とは入カソースごとに異なります。 

詳しくは次項目の「オプションメニュー」を 
ご覧ください。 


4 回力ーソルづ/ D > を使って設定値を変更 
ずる。 

• 图 RETURN を押すと一つ前の画面に戻るか才 
プションメニューを閉じます。 

• 幾つかの機能をお使いになる際、オプションメ 
ニューび自動で閉じることびあります。 


5 圆 OPTION を巧してオプションメニュ ー 
を閉じる。 

オプションメニューを閉じた後、数秒の間 U モコン 
のキーび反応しにくいことびあります。このような 
とさは入カソースを選び直してください。 


3 回力ーソル A / V を使って設定したい項 
目を選び、回 ENTER を巧す。 

選んだ項目の設定値び表示されます。 
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' を 1 :下記の項目は全入カソースに共通で設定されます。 

「卜ーンコント□-ル 」、 「Adaptive DRC 」、 「多重モノラル音声」、「シネマ DSP 3 D モード」、「セリフ位置調整」、け広張サラウンド」 

このとさはフ□ントパネルディスプレイに 「 ALL 」 と表示されます。入カソースごとに固有で設定でさる項目では、フ□ントパネルディスプレイに入カソース名び表示されます。入カソース名を変更し 
ていない場合は、入カソースの初期名称び表示されます。 

'を2:「セ U フ位置調整」はフ□ントプレゼンススピーカーび有効なとさにのみ設定でさます。 

'を 3 :け広張サラウンド」と「音声入力選択」は、設定メニューの「入力端子割り当て」からこの入カソースに「同軸/光」を割り当てている場合のみ設定できます。詳しくは、「入出力端子を機器に割り当て 
る」（防 P.101) をご覧ください。 

'を 4: この機能は、入カソースにコンポーネントを割り当てたときのみ設定できます。詳しくは、「入出力端子を機器に割り当てる」（防 P .101) をご覧ください。 

' を 5 :ヤマ八製 iPod 用ワイヤレスシステム ( YID - W 10) には対応していません。 



57 Ja 








ォ 

? 

三 

ォ/ 

^フ 

苗 



入カレベル 入カレベル 

音量：ル 音量：大 


I テレビの主音声と副音声を切り替える 

多重モノラル音声 

BS /地上波デジタル放送などで使われている AAC モノラル 
こ重音声入力時に、出力する音声を設定します。'お 2 


主+副 

主音声と副音声をフ□ント左/ちスピーカー 
から同時に出力します。 PCM 信号入力時の 
フ□ント左/ちチヤンネルへの振り分けは、 

BS デジタルチューナーの設定により異なり 
ます。詳しくは BS デジタルチューナーの 
取扱説明書をご覽ください。 

主音芦 
( 初期設定） 

主音声をフ□ント左/ちスピーカーから出力 
します。 

副音亩 

副音声をフ□ント左/ちスピーカーから出力 
します。 


I より立休的な音場を楽しむ 

シネマ DSP3D モード 

CINEMA DSP 3 D モードまたは CINEMA DSP ^ (シネマ 
ディーエスピーキュービック）モードび可能な音源の場合に、 
サウンドプ□グラムを CINEMA DSP 3 D モードまたは 
CINEMA DSP 3 モード（豚 P .51) にするかを設定します。 


I セリフの音の位置を調整する 

セリフ位置調整 

フ□ントプレゼンススピーカーを使っている場合に、セ U フな 
ど、中央に定位する音の位置を上下に調節します。値を大さく 
するほど上方に移動します。 


固 


固 


〇 


「〇因〇 1 

I I 


-セリフの理想的な 
定位位置 


セリフびテレビ画面よりを低い位置から聞こえる場合は、設定 
値を大さくしてください。 



理想的な定位位置 
に移動 

「0」（初期設定）び最も低く、「5」び最も高い位置となります。 


フ□ントプレゼンススピーカーび接続されていない場合 
(または無効に設定した場合）、このパラメーターは表示 
されません。 

セ IJ フの位置を初期設定の状態より低くすることはでさ 
ません。 


入カソースごとにオプション機能を設定ずる（オプションメニュー ; 


I 高音/ほ音を調整する 

卜ーンコント□-ル 

フ□ントスピーカー L / R またはへッドホンから出力される音 
声の高音域 （ Treble ) と低音域 ( Bass ) のバランスを変更し 
て、お好みの音色に調整します。 


設定範囲 

- 目 .0 服〜 + 日 .0 服 

設定単位 

0 .己服 


I か音量でを聴をやすい音量に自動調節する 

Adaptive DRC 

本機の音量とダイナミックレンジ（最大音量から最ノ」\音量まで 
の差）を連動して調節します。この設定を「オン」にすると、 
セ IJ フや効果音びよりク IJ アになります。ぶ'1 


オフ（初期設定） 

自動ではダイナミックレンジを調節しません。 

オン 

ダイナミックレンジを自動的に調節します。 


オンに設定した場合、次のよラにダイナミックレンジび調節 
されます。 

音量びルさいとさはダイナミックレンジ幅び狭く、音量び大さ 
くなるほどレンジ幅び拡びります。 


'お1 : [Adaptive DRC 」 はへツドフオンをご使用の際に便利です。 

'を2 :本項目は、デジタル音声を入力した場合にのみ有効になります。 


うグ三〇:巧 
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入カソースごとにオプション機能を設定ずる（オプションメニュー） 


I サラウンドバック使用時に已 .1 チヤンネル音声 
の再生方法を設定する 

拡張サラウンド 


サラウンドノ（ックスピーカーび使用可能な環境 (6. ] /7. ] チヤ 
ンネル）での、本機に入力された 5.1 チヤンネル音声の再生 
方法を選びます。'お1 


自動判別 
(初期設定） 

サラウンドバックチャンネルのフラグを含 
む音声び入力されると、最適なデコーダー 
を自動的に選び、音声を目.1または 7.1 
チャンネルに再構成して再生します。 

□□ PLIIx ムー 
ビー 

サラウンドバックチャンネルのフラグの有 
無にかかわらず、常に Dolby Pro Logic 
llx Movie デコーダーを使って音声を目. 1 
または 7.1 チャンネルに再構成して再生し 
ます。サラウンドパックスピーカーを2つ 
接続しているとさのみ選択でさます。 

□□ PLIIx ミュー 
ジック 

サラウンドバックチャンネルのフラグの有 
無にかかわらず、常に Dolby Pro Logic 
llx Music デコーダーを使って音声を日. 1 
または 7.1 チャンネルに再構成して再生し 
ます。サラウンドパックスピーカーを]つ 
上接続しているとさに選択でさます。 

EX/ES 

サラウンドバックチャンネルのフラグの有 
無にかかわらず、最適なデコーダーを自動 
的に選び、常に 6.1 チャンネルで再生しま 
す。 

オフ 

サラウンドバックチャンネルのフラグ有無 
にかかわらず、常に才 U ジナルのチャンネ 
ル数で再生します。 


I 入カソース巧の音量是を調整する 

再生レベル補正 

入カソースごとに音量を調節し、入カソース間の音量差を補正 
します。入カソースを切り替えたとさの音量差び気になる場合 
は、このパラメーターを調節してください。 


設定範囲 

-6.0 服〜+6.0服 

初期設定 

0.0服 

設定単位 

0.己服 


I 画質調壁プリセツトの選択 

ビデオ画質調整 

選択した入カソースに適したプ IJ セツトを選択します。 

(豚 P .9 己） 

I 音声入力端子を選択する 


音声入力選択 

入カソースび]つ似上の端テに接続されている場合に、ソー 
スからの信号び入力される端テを選択します。 


自動判別 
(初期設定） 

の順で、自動的にインプット信号を選択 
します。 

HDMI ^デジタル信号^アナログ信号 

HDMI 

HDMI 信号のみを選択します。 HDMI 信号 
び入力されていない場合は、音声は出力され 
ません。 

同軸/光 

同軸または光デジタル信号のみを選択しま 
す。それらの信号び入力されていない場合 
は、音声は出力されません。 

アナ□グ 

アナ□グ信号のみを選択します。アナ□グ信 
号び入力されていない場合は、音声は出力さ 
れません。 


I シャッフル再生する 

シャッフル 

iPod / iPhone の曲やアルバムをシャッフル再生します。シャッ 
フル機能びオンのときはテレビに「因」び表示されます。'を2 


オフ 

シャッフル機能をオフにします。 

オンを3 

シャッフル機能をオンにします。 

巧 'お4 

曲をランダムに再生します。 

アルバム 'を4 

アルバム単位でランダムに再生します。 


■リピート再生する 

リピート 

iPod / iPhone の曲やアルバムを繰り返し再生します。 U ピー 
卜機能びオンのときはテレビに「面日 （1 巧）」か「田 g (すべ 
て)」び表示されます。'を2 


オフ 

U ピート機能をオフにします。 

1巧 

曲を繰り返し再生します。 

すべて 

アルバム単位で繰り返し再生します。 


I 己 luetooth 機器を本機とワイヤレス接続する 

接続 

切断 

Bluetooth 機器とのワイヤレス接続/解除を切り替えます 

(腐^75)。 

I Bluetooth 機器を本機とペアリングする 

ペアリング 

本機と Bluetooth 機器をペア U ング（接続認証）します 
(豚 P .74)。 


'を1:設定メニューの「入力端テ割り当て」で「同軸/光」を割り当てている場合は、 AUDI 03-4 び設定できます。また！; TF の場合は、拡張サラウンドの設定は無効になります。 

• ヴウンドプ□グラムの 7 ch Stereo を選んでいる場合 • ダイレクトモードまたはストレートデコードモードを選んでいる場合 
'が2 :ヤマ八製 iPod 用ワイヤレスシステム ( YID - W 10) には対応していません。 

'を3 :入カソースに USB または PC を選択しているとさのみ表示されます。 

'が4:入カソースに DOCK ( iPod ) を選択しているとさのみ表示されます。 
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コンテンツ画面で入カソースを操作ずる 


入カソースとして USB 、 NET 、 DOCK . TUNER などを選ぶと、選んだ入カソースのコンテンツ画面びテレビに表示されます。 iPod の再生および FM/AM 
チューナー、インターネットラジオ、パソコン、 US 目の各種設定をコンテンツ画面から行えます。 


コンテンツ画面をご覧になるには本機とテレビを接 
続しておく必要びあります。テレビの接続について 
は「テレビを接続ずる」（豚 P .27) をご覧ください。 


テレビにコンテンツ画面を表巧する 


团 DOCK 、 团 TUNER 、 团 USB 、[4 ]NET (D 
いずれかを巧して、入カソースを切り替える。 

選んだ入カソースのコンテンツ画面び表示されます。 

コンテンツ画面には、再生中の情報を表示する「再生 
画面」と iPod の曲情報や、チューナーのプ U セット 
局を一覧で表示する「ブラウズ画面」の2つの状態 
びあります。 


TUNER 再生画面の例 


① 


② 


③ 



イメージ 表示 

入カソースのイメージアイコンや再生しているア 
ルバムアートび表示されます。 

情報表示 

再生している曲、映像や放送局についての情報び表 
示されます。 

操作ボタン 

選んでいる入カソースに応じた各種操作びボタン 
で表术されます。 

入カソースごとの操作については下記をご覧くだ 
さい。 

- FM/AM チューナー(瞭 P .62) 


-パソコン（豚 P . 目 5) 

- US 目デバイス（豚 P .65) 

-インターネットラジオ（豚 P .67、 P .68) 

- iPod (瞭 P .71) 

• 再生画面ではまず图 ENTER を押してから 
回 カーソル A / ▽でボタンを選び、をう一度 
回 ENTER を押してミ夫定します。 

• ブラウズ画面ではまず回 カーソル 1>を押してか 
ら回 カーソル A / ▽ でボタンを選び、をう一度 
图 ENTER を押してミ夫定します。 

• 再生画面では回 RETURN を繰り返し押すと手 
前の画面に戻って、画面上での操作を終了でさ 
ふ 9 〇 


再生画面とブラウズ画面を切り替える 


次の方法で再生画面とブラウズ画面を切り替えます。 
• 圆 D 旧 PLAY を押すたびに再生画面とブラウズ画 
面び切り替わります。 

• 再生画面ではまず图 ENTER を押してから 
图 力ーソル A /▽で 冒 ボタンを選びます。 

图 ENTER を押してず定するとブラウズ画面に切り 
替わります。 

• ブラウズ画面 1 では间 力ーソル A / ▽ / 0 で■面ボ 
タンを選びます。图 ENTER を押して決定すると再 
生画面に切り替わります。 


ブラウズ画面 



人カソースび DOCK で、さらに iPod / iPhone か 
らビデオを再生している場合、圆 D 旧 PLAY を押 
すたびに画面は似下の順で切り替わります。 

再生画面^ブラウズ画面^ビデオ再生画面（コンテ 
ンツ画面は閉じます）^再生画面 































FM/AM が送を聴 < 




FM / AM 放送の受信時は、本機に接続した FM/AM 
アンテナの向さを受信感度び最良になるよう調節 
して < ださい。 


本機の FM/AM チューナーは、下の2種類の方法 
で選局でさます。 

周波数選局 

放送局をサーチしたり、周波数を直接指定したりして 
FM/AM 放送を受信します。 

プリセット選局批 P . 目 2) 

あらかじめ FM/AM 放送局を登録（プ U セット）し 
ておさ、プ IJ セット番号を指定して放送局を呼び出し 
よ9 〇 

周液数を指定して受信ずる 
(周液数選局） 


1 


团 TUNER を巧して入カソースをチユ- 
ナーに切り替える。 


3 國 TUN./CH ク/《を使って受信ずる周 
波数を指定ずる。 

國 TUN./CH ク 

周波数をアップします。キーを]秒上押し続けた 
場合は、現在より高い周波数に向けて放送局をサーチ 
します。'を1 

國 TUN ./ CH 《 

周波数をダウンします。キーを]秒上押し続けた 
場合、現在より低い周波数に向けて放送局をサーチし 
ます。'を1 

放送局を受信すると点打 




ステレオで受信すると点 I 灯 


) 國 FM または國 AM を巧して受信ずるバ 
1ンドを選ぶ。 

■LflLUaiU^SP 


•周液数を数値入力するには 

U モコンの國 数を キーを使って周波数を入力しま 
す。入力する際は少数点を省略します。'お2 
たとえば 77.1 MHz の放送局を選択する場合は次 
のよラに入力します。 

—»(^)—»0^ 


I 放送局を手動で登録する 
(マニュアルプリセット） 

放送局を手動で選局し、 ] つずつプ IJ セットします。 


1 


r 周波数を指定して受信ずる」を参考にし 
て、登録したい放送局を受信ずる。 


2 次のいずれかの方法で受信中の放送局を 
登録ずる。 

•空のプリセット番号に登録する場合 

國 MEMORY を3砂 iU 上押し続けます。 

最を番号のルさい空のプ U セット番号（または前回登 
録した次のプ U セット番号）に自動登録されます。 

登録された周波数 

■mudminHP 

• プリセット番号を指定して登録する場合 

國 MEMORY を一度押し、フ□ントパネルディスプ 
レイに 「Manual Preset 」 と表示させます。しばら 
くすると登録先のプ U セット番号び表示されま 
す。'か3 

プ IJ セット番号 

Empty (未登録)または現在登録 
点滅されている周波数 

新規登録ずる周波数 

岡 PRESET へ/ V を使って登録先のプ U セットま 
号を選び、國 MEMORY を押して登録を実行します。 
登録した放送局を選ぶには、岡 PRESET へ /V を 
使って放送局のプ U セツトま号を選びます。を4 


を！：放送局をサーチする際は、サーチび始まったらキーから手を離してください。 

'を2:受信範囲外の周波数を入力した場合は、フ□ントパネルディスプレイに 「 Wr 日 ng Station !」 と表示されます。入力した周波数び正しいかご確認ください。 

'を3 :マニュアルプ U セットを終了するには、图 RETURN を押すか、30秒間何を操作をせずに待ちます。 

'を4:プ U セット番号で放送局を選ぶ際、國 数を キーを使ってプリセット番号を入力することをできます。番号び間違っていると 「 Wr 日 n 旨 Num 」 とフ□ントディスプレイに表 
示されます。このとさは正しいプ U セット番号を確かめ直してください。 


抽巧か 
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FM / AM 放送を聴く 


I 登録した放送局を呼び出す コンテンツ画面でチューナーを操作 

オートプ IJ セットまたはマニュアルプ IJ セットで登 する 

録した放送局を呼び出します。'お1 ^ 


登録した放送局を選局ずるには、岡 PRESET 
八/ V を巧してプリセツト番号を選ぶ。'を2 


現在受信している放送局の情報をテレビ画面に表示し 
て確認でさます。 FM / AM チューナーのさまざまな操 
作をフ□ントディスプレイでなくコンテンツ画面を見 
なびら行えます。コンテンツ画面は团 TUNER を押 


してチューナーを入カソースに選ぶと表示されます。 
コンテンツ画面の「再生画面」と「ブラウズ画面」を 
使って FM / AM チューナーの操作び行えます。 


I 再生画面でチューナーを操作する 





① TUNED インジケーター 

放送局を受信しているとさに点なします。 

② STEREO インジケーター 

ステ レオ放送を受信している際に点な します。 「FM 
モード」を「モノラル」にしている場合、このイン 
ジケーターは点打しません。 

③ プリセット番号 

選んでいる放送局をプ U セット登録してある場合、 
プ U セットの番号び表示されます。 

④ 受信バンド 

FM か AM で選んでいるバンドび表示されます。 

⑥周波数 

現在受信している周波数び表示されます。 

⑥周波数ガイド 

現在受信している周波数びバンドのどの辺りかび 
バー 上の カーソルで 表示されます。 


(7) 操作ボタン 

行える操作びボタンで表示されます。詳しくは「再 
生画面での操作ボタン」をご覧ください。 


再生画面での操作ボタン 

操作ボタンを使う際はまず回 ENTER を押します。 
その後使いたいボタンを回 カーソル A / ▽ で選び、 
图 ENTER でミ夫定します。 


マニュアルチューニング 

お好みの放送局に手動で周波数を合わせます。 


FM 

受信バンドを FM に切り替えます。 

AM 

受信バンドを AM に切り替えます。 

チューニング- 

受信周波数の数値を低< します。 

チューニング+ 

受信周波数の数値を高< します。 

才ート- 

現在の周波数より周波数の低い放 
送局を自動で検索します。 

才ート+ 

現在の周波数より周波数の高い放 
送局を自動で検索します。 

ダイレクト 

受信したい周波数を画面上で直接 
入力します。 

メモリー 

現在受信している放送局をプ U 
セット局として登録します。 FM / 
AM 合わせて40局まで登録でさ 
ます。 



'を 1:登録されていないプ U セット番号はスキップされます。すべてのプ U セット番号び未登録の場合は、「 N0 Presets 」 と表示されます。 

'を2 :プリセツト番号を指定して選局するには、國 数字 キーを使って呼び出したいプリセツト番号を入力します。無効な番号を入力した場合は 「Wrong Num 」 と表示されます。 
番号び正しいかご確認 < ださい。 
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プリセツトセレクト 

プ U セツト登録しておいた放送局を呼び出せます。 



プリセットー 

一つ前のプ U セット局を選びます。 

プ IJ セット+ 

次のプ U セット局を選びます。 

プリセットー8 

プ U セット局を8つ分手前の番号 
に扶します。 

プリセット+ 8 

プ U セット局を8つ分先の番号に 
進めます。 

メモリー 

現在受信している放送局をプリ 
セット局として登録します。 FM / 
AM 合わせて40局まで登録でさ 
ます。 

ダイレクト 

プ U セット番号を画面上で直接入 
力してプ U セット局を選びます。 

ユーテイリテイ 

FM モード 

FM を受信する際にステレオ出力 
するかモノラル出力するかを選び 
ます。 


ブラウズ画面へ 


表示をブラウズ画面に切り替えます。 


FM / AM 放送を聴く 



I ブラウズ画面でチューナーを操作する 


①プリセット局リスト 

プ U セット登録している局のリストび表示されます。 
图 力ーソル A/V で放送局を選択して 凶 ENTER 
を押すと、選択した局の再生画面を呼び出せます。 

( D 操作ボタン 

操作可能なボタンび表示されます。詳しくは「ブラ 
ウズ画面での操作ボタン」をご覽ください。 

ブラウズ画面での操作ボタン 

操作ボタンを使う際はまず回 カーソル！ >を押しま 
す。その後使いたいボタンを图 カーソル A /▽で選 
び、回 ENTER で決定します。 


1ぺージ上へ 

1ぺージ下へ 

プ U セツト局の U ストを前後のページへ切り替えます。 

再生画面へ 

表示を再生画面に切り替えます。 


-L— アイ IJ アイ 


自動で放送局をプ U セツト登録したり、プ IJ セット局 
の登録をク U アします。 


オートプリセット 

信号の強い FM 放送局を自動で検 
波して40局までプリセット登録 
します。 U ストで選んでいたプ U 
セット番号から順に登録します。 

AM 局は、オートプリセットでは 
登録でさません。 

ク U アプリセット 

リスト内の選択中のプリセット局 
をク U アします。 

クリアオールプ 

登録されているすべてのプ U セッ 

リセット 

卜局をク U アします。 
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リピートアイコン 
シャツフルアイコン 
再生アイコン 
表示中の 階層 名 
メーユ—項曰 

アルバムイメージ を 1/入カソースアイコン 
操作ボタン 

操作可能なボタンび表示されます。詳しくは「ブラウズ画面 
での操作ボタン」をご覽ください。 

表示中のリスト番号/リスト総数 


I パソコンを使って音楽を楽しむ 

パソコンに保をされている音楽ファイルを再生する場合は、 
Windows Media Player . およびファイルの共有設定び必要 
です。似下の手順でパソコンの準備をしてください。 


1 パソコンに Windows Media Player をインス 
トールする。 

Windows Media Player のインストーラーは 
Microsoft のウェブサイトからダウン□ー ドでさま 
す。すでに Windows Media Player びインストール 
されている場合は、アップグレードすることもでさま 
す。 


I ブラウズ画面で音楽ファイルを操作する 

入カソースび USB の場合 


USB デバイスまたはパソコンの準備をす 
る 


I USB デバイスを使って音楽を楽しむ 

本機は 、 USB HDD を除く FAT ] 6/ FAT 32 フォーマットの 
USB マスストレージクラスの機器に対応しています。 


2 パソコンを立ち上げ、メディアの共有設定を行う。 

Windows Media Player のメディア共有を「オン」 
にし、共有するデバイスで本機を選択します。 


コンテンツ画面でパソコンや USB デバイ 
スの音楽ファイルを再生ずる 


パソコンや US 目デバイスに保をされている音楽ファイルの操 
作をコンテンツ画面の「再生画面」と「ブラウズ画面」を見な 
びら行えます。 


パソコンや USB デバイスを巧って曲を再生ずる 


本機に接続した US 目デバイスやパソコンから WAV ( PCM フオーマットのみ）、 MP 3、 WMA 、 MPEG -4 AAC 、 FLAG などの音楽ファイルを再生して楽しむことびできます。 
パソコンはネットワークを経由して音楽ファイルを再生します。 


• DHCP サーバーを使わない場合は、 IP アドレスなどネッ 
トワーク関連の設定は手動で行ってください（豚 P .97)。 

• アンチウイルスソフトなどのセキュ U ティソフトびイン 
ス I -ールされていると、本機からパソコンにアクセスでさ 
ないことびあります。その場合は、セキュ U ティソフトの 
設定を変更してください。 

• 本機は] 6台のパソコンに接続することびでさます。各 
サーバーは本機と同様に、同じサブネットに接続してくだ 
さい。 


本機に表示されるメッセージについて詳しくは、 「 USB / 
ネツトワーク」 （豚 P.122) をご覧ください。 


• 先頭のノ（ーティシヨンに保をされたファイルのみ再生で 
さます。 

• US 目デバイスによっては、再生でさないファイルびあり 
ます。 

• 本機の US 巨デノ（イス再生は、 48 l < Hz までのサンプリング 
周波数に対応しています。 


①②③④⑥⑥⑦ ⑥ 


'を1:パソコンの音楽ファイル再生時のみ表示されます。 

64 Ja 

















ブラウズ画面での操作ボタン 

操作ボタンを使う際はまず回 カーソル を押しま 
す。その後使いたいボタンを图 カーソル A /▽で選 
び、回 ENTER でミ夫定します。 

10ページ上へ 

4] 

10ぺージ下へ 

曲 U ストを]日ページ単位で移動させます。 

1ぺージ上へ 

1ぺージ下へ 

曲 IJ ストを]ページ単位で移動させます。 

互 再生画面へ 

表示を再生画面に切り替えます。 

パソコンに保存されている曲を再生する場 

么 


团 NET を何度か巧して rPCJ を選ぶ。 


2 回 力ーソル A / V を押してパソコンヴー 
バーおよび再生ずるファイルを選ぶ。 

• サーバー、フオルダ、ファイルを選ぶには 
图 力ーソル A / V を押します。 

• 選択を確定するには回 ENTER を押しま 
す。 

• メニューを]つ前に戻すには、 

图 RETURN を押します。 


で一马 E 阿固 IE 

0量四尋 


互巧 

面互 


置 

胃 I 回因 


释 


3 回 ENTER を押して再生ずる。 

再生中は再生画面び表示されます。 


リピートアイコン 
シャツフルアイコン 
再生アイコン 
アルバムアート 
アーティスト名 
アルバムタイトル 
操作ボタン 

操作可能なボタンび表示されます。詳し<は「再生 
画面での操作ボタン」をご覽ください。 

曲名 

再生時間表示 




3 图 力ーソル A / V /< l /> を巧して再生す 
るファイルを選ぶ。 

• フォルダ、ファイルを選ぶには回 力ーソル 
A / ▽を押します。 

• 選択を確定するには回 ENTER を押しま 
す。 

• メニューを]つ前に戻すには、 

回 RETURN を押します。 


4 回 ENTER を巧して再生ずる。 

再生中は再生画面び表示されます。 


INPUT セレクターを回ずか 团 USB を巧 
して 「 USB 」 を選ぶ。 


フ□ントパネルの INF 日を押して、表示内容を切 
り替えることびできます（腐 U ]])。 

アルバムアートは、ファイルに画像データび含 
まれている場合のみ表示されます。 


再生画面での操作ボタン 

操作ボタンを使う際は再生中に回 ENTER を押しま 
す。その後使いたいボタンを回 カーソル A / ▽で選 
び、回 ENTER でミ夫定します。 


USB デバイスに保巧されている巧を再生す 
る場合 


I 再生画面で音楽ファイルを操作する 

入カ ソースび USB の場合 


1 


USB デバイスをフ□ントパネルの USB 
ポートに接続ずる（陪 P .11)。 


固因日 j 



パソコンや USB デバイスを使って曲を再生ずる 


①②③④⑥⑥⑦ ⑥⑨ 


抽巧か 
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ンや USB デバイスを使って曲を再生する 


c 



回 



— m 


再生操作 

ノ（ソコンおよび US 目デノ（イスの基本的な再生操作び 
行えます。 


|> (再生）、お1 

再生を開始します。 

口（停止） 

再生を停止します。 

DD (ポーズ）、を'1 

再生を一時停止します。 

KKI (スキップー） 

再生中の曲を曲の先頭までス 
キップします。曲の先頭で 
图 ENTER を押してスキップす 
ると一つ前の曲に戻ります。 

1»1 (スキップ +) 

次の曲の先頭へスキップします。 

スク□ール切替 


アーティスト名やアルバム名、曲名など文字スク□一 
ルさせる対象を切り替えます。 

ブラウズ画面へ 

表示をブラウズ画面に切り替えます。 

I デジタルメディアコント□—ラとの互 
換性 

DLNA 対応のデジタルメディアコント□-ラ （ DMC ) 
からを、再生操作びでさます。詳しくは「ネットワー 

ク上のパソコンか5本機を操作する」 Kp .80) をご 
覧ください。'を2 

ごを意 

DMC コント□ールで音量を調整すると、音量び予 
想外に大さくなつてしまい、本機やスピーカーの故 
障の原因となる場合びあります。「音量の上限」で、 
過度に大さい音量にならないよラに最大音量を指 
定しておくことびでさます（腐13.93)。 


I 本機のリモコンで音楽ファイルを操作 
する 

似下の U モコンキーで再生、停止、スキップなどの操 
作びでさます。 


团1> 

再生を開始します。 

团〇 

再生を停止します。 

团 DD 、を2 

再生と一時停止を切り替えます。 

团》! 

次の曲へスキップします。 

团 KKI 

前の曲へスキップします。 


I シャッフル/リピート再生 

シャッフル / IJ ピート再生はオプションメニューから 
操作します。詳しくは「シャッフル再生ずる」 
(豚 P .59) と 「リピート再生ずる」（豚 P . 己 9) をご覧 
<ださい。 


'を1:パソコンの音楽ファイル再生時のみに表示されます。 
'を2 :パソコンの音楽ファイル再生時のみの機能です。 
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再生アイコン 
表示中の階層名 
メニユー項目 
チヤンネルアート 
操作ボタン 

操作可能なボタンび表示されます。詳しくは「ブラ 
ウズ画面での操作ボタン」をご覽ください。 

表示中のリスト番号/リスト総数 


ブラウズ画面での操作ボタン 

操作ボタンを使う際はまず回カーソル!>を押しま 
す。その後使いたいボタンを回力ーソル A /▽で選 
び、回 ENTER で決定します。 


再を画面へ 

表示を再生画面に切り替えます。 


A 团 NET を何度 

I を選ぶ。 


か巧して 「NET RADIO 」 


2 


回 力ーソル A / ▽ を巧して再生する放送 
局を選ぶ。 

• 放送局を選ぶには回 カーソル A /▽を押し 
ます。 

• 選択を確定するには回 ENTER を押しま 
す。 

• メニューを]つ前に戻すには、 

回 RETURN を押します。 



インターネットラジオを聴< 


インターネットラジオの操作をコンテンツ画面の「再 
生画面」と「ブラウズ画面」を見なびら行えます。 


フック マーク オン 

選択した放送局を 「NET RADI 日」のブックマーク U 
ストに登録します。 

フックマークオフ 

この項目はブックマーク IJ スト内に表示されます。選 
択した放送局を 「NET RADI 日」のブックマーク U ス 
卜から削除します。 


3 


回 ENTER を巧して再生ずる。 

再生中は再生画面び表示されます。 


本機に表示されるメッセージについて詳しくは、 
rUSB / ネットワーク」(豚 P .122) をご覧ください。 





1 ぺージ上へ 

1 ぺージ下へ 

u ストを]ページ単位で移動させます。 


本機用に編集された2000 l ： Lb の放送局データをもつ vTuner ラジオ局データベースサービスを利用して、インターネットラジオ放送を聴くことびできま 
す。また、お気に入りの放送局をブックマークすることちでさます。 


ブラウズ画面で操作する 



10ページ上へ 

10ぺージ下へ 

IJ ストを]日ページ単位で移動させます。 


• この機能には、インターネット接続び必要です。 

• 使用するインターネット回線はブ□ー ドバンド 
をおすすめします。 

• DHCP サーバーを使わない場合は、 IP アドレス 
などネットワーク関連の設定は手動で行ってく 
ださい（豚 P .97)。 

• フアイ ヤーウオールなどのセキュ IJ ティデバイ 
スをお使いの場合、インターネットラジオを受 
信でさないことびあります。その場合は、セキュ 
U ティソフトの設定を変更してください。 

• 本サービスは事前の通知なく中止される場合び 
あります。 

• インターネットラジオ局によっては、受信でさ 
ないことびあります。 


インターネツトラジオをお< 


①②③④⑥ ⑥ 


圍 


¥暴 




で一马 E 阿固 IE 

0言四尋 


互田 

毎互 


函画 j 旨 

冒 I 回因 


释 


抽巧か 


67 Ja 



































インターネットラジオを聴く 


再生アイコン 
チヤンネルアート 
再生時間 

再生中の放送局名 
操作ボタン 

操作可能なボタンび表示されます。詳しくは「再生 
画面での操作ボタン」をご覧ください。 



再生画面での操作ボタン 

操作ボタンを使う際はまず回 ENTER を押します。 
その後使いたいボタンを回 カーソル A / ▽ で選び、 
回 ENTER でミ夫定します。 

ブック マーク オン 

再生中の放送局を 「NET RADI 日」のブックマーク U 
ストに登録します。 

再生操作 

し U 下の操作びでさます。 

□ (停止） l ] j 再生を中止します。 

ブラウズ画面へ 

表示をブラウズ画面に切り替えます。 

I 本機の U モコンでインターネットラジ 
才を操作する 

し U 下の IJ モコンキーで再生、停止などの操作びでさま 


す。 

团|> 

再生します。 

团〇 

再生を停止します。 


お使いのパソコンでウェブサイトにアクセスして、 
お好みのインターネットラジオ局を本機に登録す 
ることをでさます。個人アカウントを作るため本機 
の vTunerlD とメールアドレスび必要です。詳し 
くは、ウェブサイトのヘルプをご覧ください。 
URL : http :// yradio . vtuner . com / 

ごを 意 

vTuner ID やメールアドレスなどの個人情報を削 
除するには、アドバンスドセットアップメニューの 
「 INITIALIZE 」 で 「 NETWORK 」 を実行してくだ 

さい（豚 P .]] 己）。 



圆 INFO を押して、表示内容を切り替えることび 
でさます（豚 P .]] )。 


[^卜 


①②③④⑥ 
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ショートカット機能を使う 


ショートカットを使って、パソコンや US 目デバ 
イスの音楽ファイルや、インターネットラジオ局 
に直接アクセスすることびでさます。上記の入力 
ソースで、40個のショートカットを設定するこ 
とびでさます。 


シヨー トカットを登録する 


1 シヨートカツトを登録したいファイルや 
インターネットラジオを再生する。 


〇國 MEMORY を巧す。 

ムフ□ントパネルディスプレイにじ(下のよう 
に表示され、空いているプ IJ セット番号び自 
動的に選択されます。 



プリセット番号(点滅) 


• 图 RETURN を押すと、操作を中止でさます。 

• 次の手順はそれぞれ3日秒内に操作してくだ 
さい。最後に操作してから3日砂似上経過する 
と、ショートカット登録び自動で中止されます。 
再度登録する場合は、手順2からやり直してく 
ださい。 


3 岡 PRESET 八/ V または國数字キーを 

巧して、割り当てたいプリセツト番号を選 
ぶ。 



プ U セットき号に使用できるのは、「01」〜「40」 
です。 


4 國 MEMORY を巧ず。 

フ□ントパネルディスプレイに下のよう 
に表示され、設定び完了します。 



登録したショートカツトを選んで再 
生ずる 


1 岡 PRESET 八/ V または國数字キーを 

巧して目的の項目び割り当て5れたプリ 
セツト番号を選ぶ。 

選択した番号に割り当てられた巧び再生さ 
れます。 


ごま意 

• ショートカットび登録されていないプ U セット 
番号を選ぶと、 rxx : Empty ] と表示されます。 

• ■ tU 下の場合はプ U セットま号を選択してを本機 
び正しく動作しないことびあります。 

-曲を登録したとさとは異なる USB デバイス 
を接続している。 

-パソコンの電源びオフになっている、または 
パソコンびネットワークから切断されている。 
-登録したインターネットラジオ局に一時的に 
接続でさない、または放送を停止した。 

-デイレクト U 内でファイルの位置を移動した。 


本機は登録したコンテンツのディレクト IJ 内におけ 
る相対的な位置を記憶しています。したびって、ディ 
レクト U 内で音楽ファイルを追加/削除すると、登録 
した曲び呼び出されないことびあ0ます。そのよラな 
場合はショートカットを登録し直してください。 

1;(下はショートカット機能を上手に利用するための 
おすすめの方法です。 

USB デバイス 

USB デバイス内にディレクト U をいくつか作成し、 
その中に音楽ファイルを保をします。次に、それぞれ 
のディレクト IJ 内の先頭の音楽ファイルをショート 
カットに登録します。ショートカットで呼び出す音楽 
ファイルを変更する場合は、ディレクトリは削除せず 
に、現在登録されている音楽ファイルを新しい音楽 
ファイルと入れ替えます。 

パソコン 

パソコンにプレイ U ストを作成します。次に、それぞ 
れのプレイリストの先頭の音楽ファイルをショート 
カットに登録します。ショートカットで呼び出す音楽 
ファイルを変更する場合は、プレイ U ストは削除せず 
に、現在登録されている音楽ファイルを新しく登録す 
る音楽ファイルと入れ替えます。 


抽巧か 
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iPod ™/ iPhone ™ の曲/映像を再生ずる 


ヤマ八製 iPod 用ユニバーサルドック（別売 YDS-12 など）を本機に接続すると、本機の IJ モコンで操作しなびら iPod の再生を楽しめます。 iPod を再生 
する際にサウンドプ□グラムのコンプレストミュージックエン八ンヴー （《^p. 已 1) を選べば、圧縮オーディオフオーマット （MP3 など）をメ IJ 八 U の効い 
たダイナミックな音で再生でさます O^p. 己1)。 

ヤマ八製 iPod 用ワイヤレスシステム（別売 YID-W10) を使えば、本機と iPod/iPhone をワイヤレス接続して再生を楽しめます。 


• iPod/iPhone をち 線 接続して再生ずるとまは 「ヤマ八製 iPod 用ユニパ’ーサルドックの接続」をご覽ください。 

• iPod/iPhone をワイヤレスあ続して再生ずるとまは 「 iPod / iPhone をワイヤレス接続で再生ずる」（豚 p .72) をご覧ください。 


• iPod touchJPod(iPod classic を含むク U ックホイール ）、 iPod nanoJPod minUPhoneJPhone 3 GJPhone 3 GS に対応していますに日 1 日年 3 月現在)。 
• ヤマ八製 iPod 用ユニバーサルドックを使って iPhone を接続する場合は、丫 DS -1 2をご使用ください。 

• iPod の種類やソフトウェアのバージョンによっては、一部の機能び使えない場合びあります。 

• ヤマ八製 iPod 用ユニバーサルドックの種類により一部の機能び使えないことびあります。ここでは YDS -1 2を使って説明します。 


ヤマ八製 iPod 用ユニパーサルドッ 
クの接続 


U アノ（ネルの DOCK 端テと専用ケーブルを使って接 
続します。 iPod / iPhone をセットする方法は 、 iPod 
用ユニバーサルドックの取扱説明書をご覧ください。 

ごを意 

故障の原因となるため、 iPod 用ユニバーサルドッ 
クは、本機をスタンバイに切り替えてから接続して 
ください。 


電源をオンにして、 iPod / iPhone をセツトすれば再 
生準備は完了です。 



,1圓1 

I 

本機か5なるべく離れた場所に 
置いてください。 I 



ヤマ八製 iPod 用 
ユニバーサルドック 


本機びスタンバイのとさは、 iPod 用ユニバーサル 
ドックに置いた iPod / iPhone を自動で充電します 

(豚 P . 8日)。 

iPod/iPhone の操作 


iPod / iPhone のセット後は、性 DOCK を押して入 
カソースを DOCK に切り替えるだけで iPod/iPhone 
を操作でさます。 

iPod / iPhone の再生方法には、次の2種類びあります。 


メニュー表示モード： 

テレビに表示されるメニューを見なびら iPod / 

iPhone を再生します。 

r コンテンツ画面で iPod / iPhone を操作ずる（メ 

ニュー表示モード)」（豚 P .71) をご覧ください。 

シンプル再生モード： 

iPod / iPhone の画面を見なびら再生します。 

r 本機のリモコンで iPod / 口 hone を再生する（シンプ 

ル再生モード)」（豚 P .72) をご覧ください。 

• iPod 用ユニバーサルドックに置いている間、ま 
たはメニュー表示モードで使用している間は、 
iPod / iPhone 本体を操作でさません。 

• メニュー表示モードで再生している間、フ□ン 
トパネルに巧の各種情報 （ Artist 、 Album 、 
Song ) を表示できます。表示を切り替えるには 
圆 INFO を繰り返し押します。 

• (iPod touch/iPhone を除く iPod ) メニュー表 
示モードの動作中は、 iPod の画面にヤマ八 03' 
び表示されます。ただし、シンプル再生モード 
ではヤマ八 03' は表示されません。 
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リピートアイコンを 3 
シャツフルアイコンを3 
再生アイコン 
アルバムアート 
アーティスト名 
アルバムタイトル 
操作ボタン 

操作可能なボタンび表示されます。詳しくは「再生 
画面での操作ボタン」をご覽ください。 

残り時間表示 
再生位置バー 
再生時間 


再生画面での操作ボタン 

操作ボタンを使う際はまず回 ENTER を押します。 
その後使いたいボタンを回 カーソル A / ▽ で選び、 
回 ENTER で決定します。 




ブラウズ画面で iPod / iPhone を操作 
する 



® リピートアイコン 


② 

③ 

④ 

⑥ 

⑥ 

⑦ 


⑧ 


シャツフルアイコン 
再生アイコン 
表示中の階層名 
巧/映像リスト表示 
入カソースアイコン表示 
操作ボタン 

操作可能なボタンび表示されます。詳しくは「ブラ 
ウズ画面での操作ボタン」をご覽ください。 

表示中のリスト番号/リスト総数 


图 RETURN を押すと、]つ上の階層の表示に戻 
せます。 


10ページ上へ 

10ぺージ下へ 

曲/映像 IJ ストを]日ページ単位で移動させます。 


ぺージ h へ 


ぺージ下へ 


曲/映像 U ストを]ページ単位で移動させます。 

再生画面へ 

表示を再生画面に切り替えます。 

閉じる 

映像再生に切り替わり、メニュー表示を閉じます。 


1 


团 DOCK を巧して入カソースを DOCK に 
切り曾える。 


图力ーソル A / V を使って再生したい巧/ 
映像（もしくはミュージック、ビデオ）を 
選び、回 ENTER を巧す。お1 


3 


回力ーソル A / ▽ を使って項目を選び、 
回 ENTER を巧して再生する。 

再生中は再生画面び表示されます。' お2 


コンテンツ画面で iPod/iPhone 
を操作ずる（メニュー表示モード) 


iPod / iPhone の操作をコンテンツ画面の「再生画面」 
と「ブラウズ画面」を見なびら行えます。 


ブラウズ画面での操作ボタン 

操作ボタンを使う際はまず回 カーソル を押しま 
す。その後使いたいボタンを回 カーソル A / ▽で選 
び、回 ENTER で決定します。 


I 再生画面で iPod / iPhone を操作する 



'を'1:ご使用になっている iPod や iPod 用ユニ八ーサルドックびビデオファイルのフラウヴー機能に対応していない場合は、 iPod / iPhone のビデオを表示できません。 

'を2: ビデオファイル選択時は、左図のアイコンは表示されません。 

'を3 :これらのアイコンは、オプションメニューの「リピート」または「シャッフル」の設定によって表示び変わります。詳しくは、 「 iPod / iPhone をシャッフル再生する」また 
は 「 iP 日 d / iPh 日 ne をリピート再生する」をご参照ください批 p . 己9)。 



iPodTM / iPhoneTM の曲/映像を再生ずる 


①②③④⑥⑥⑦ ⑥⑨⑩⑩ 
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iPodTM / iPhoneTM の巧/映像を再生ずる 




— m 


再生操作 

iPod/iPhone の基本的な再生操作び行えます。 


|> (再生） 

再生を開始します。 

□ (停止） 

再生を停止します。 

DD (ポーズ） 

再生を一時停止します。 

KKI 

再生中の曲を曲の先頭までスキッ 

(スキップ-） 

プします。曲の先頭で图 ENTER 
を押してスキップすると一つ前の 
曲に戻ります。 

(スキップ +) 

次の曲の先頭へスキップします。 

« 

(スキヤン-） 

曲を巻さ戻します。 

» 

(スキヤン +) 

曲を早送りします。 


スク□ール切替 

アーティスト名やアルバム名、曲名など文字スク□一 
ルさせる対象を切り替えます。 

ブラウズ画面へ 

表示をブラウズ画面に切り替えます。 

閉じる 

映像再生に切り替わり、メニュー表示を閉じます。 


本機のリモコンで iPod/iPhone 
を再生ずる（シンプル再生モード） 

本機の U モコンを使って iPod/iPhone の基本的な操 
作（再生、停止、スキップなど）をします。曲情報な 
どは iPod/iPhone の画面で確認できます。を1 
Spec を押すとシンプル再生モードになります。 

をラー度 Spec を押すとメニュー表示モードに戻 
ります。 


团 DOCK 

入カソースを DOCK (iPod) 

に切り替えます。 

图 力ーソル A / ▽ 

上下の項目にカーソルを移動さ 
せます。 

回 RETURN 

メニューを]つ前に戻したり、 
選んだメニューに入ります。 

图 ENTER 

選んだメニューに入ります。 

团 <]<1 

押し続けている間、巻さ戻しし 
ます。 

团》 

押し続けている間、早送りします。 

团 KKI 

再生中の巧の先頭にスキップし 
ます。さらに繰り返し押せば、 1 
曲ずつ前の曲にスキップします。 

团 》! 

次の曲の先頭にスキップします。 

团〇 

再生をストップします。 

团 DD 

再生/一時停止を切り替えます。 

团 1> 

再生/一時停止を切り替えます。 

团 REC 

メニュー表示モードとシンプル 
再生モードを切り替えます。 


'を 1:シンプル再生モードで使用している間、 iPod/iPhone 本体でを操作でさます。 
'を 2 :映像信号はワイヤレス接続時には通信でさません。 
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iPod / iPhone をワイヤレス接続で 
再生ずる 


ヤマ八 iPod 用ワイヤレスシステム(別売 YID - W ] 日） 
を使うと、本機と iPod/iPhone をワイヤレス接続し 
て再生できます。このとき iPod/iPhone は再生の U 
モコンとして使えます。を2 

I ヤマ八 iPod 用ワイヤレスシステムを接 
続して再生する 

本機の U アパネルにある DOCK 端テへ iPod 用ワイ 
ヤレスシステムを専用ケーブルで接続します。詳しく 
は YID - VV 1 日の取扱説明書をご覧ください。 

ごま意 

事故防止のため iPod 用ワイヤレスシステムを接続 
する前に本機のコンセントを抜いておいてくださ 
い。 















































iPod / iPhone をトランスミッターに差し込めば準備 
は完了です。 




下の設定をしておくと、本機びスタンバイのとさ 
iPod / iPhone を自動で充電できます。 

-「スタンバイ時充電」を「自動」にする Op .80) 
iPod / iPhone を使って再生を開始します。 






• iPod / iPhone を使って再生操作を行うとき、本機 
は次のように動作します。（本機びメインゾーンに 
ある場合） 

-本機の電源びオンになり、入カソースび DOCK 
( iPod ) に切り替わります。 

-本機のスタンバイ中に iPod / iPhone での再生 
を始めた場合、本機の電源びオンになり、入力 
ソースび DOCKCiPod ) に切り替わります。ぶ'1 
• 次の操作びされた場合、本機は自動でスタンバイ 
になります。 

- iPod / iPhone び YID - W 10 から外された場合 
-再生停止後しばらくの間 iPod / iPhone を操作 
しなかった場合 

• 团 DOCK を押すと入カソースび DOCKCiPod ) 
に切り替わります。 

• 本機の U モコンでオンスク U — ンディスプレイ 
のメニューを操作しているとさはこの機能は動 
作しません。 

• 「入力選択」メニューで 「 iPod 連動」の「電源 
と入力連動」び「オフ」になっているとさは、本 
機の電源と入カソース切り替えは連動しません 

(腐 " P . 8日)。 


ごを意 

事故防止のため iPod 用ワイヤレスシステムを接続 
する前に本機のコンセントを抜いておいてくださ 
い。 


iPodTM / iPhoneTM の曲/映像を再生ずる 


• iPod / iPhone で音量調節すると、連動して本機の 
音量を最大日.日 d 日まで調節されます。 

• 「入力選択」メニューで 「 iPod 連動」の「音量 
連動」び「オフ」になっているときは、本機の 
音量は iPod / iPhone の音量調節と連動しません 

(腐 uS 日)。 

• 極端に大さい音での再生を防止するため、音量 
び制限される場合びあります。その場合は、か 
しずつ音量を上げてください。 


ご注意 

iPod / iPhone を使った音量調節をするときは、再 
生音量び予想外に大さくなってしまい、本機やス 
ピーカーの故障の原因となる場合びあります。 

もし再生中に突然音量び上びってしまった際は、す 
ぐに iPod / iPhone を iPod 用ワイヤレスシステム 
からがしてください。「音量の上限」機能を使って 
最大音量を決めておくと、再生時に不慮の大音量を 
防止でさます （陽 u 93)。 


'を1:この機能はアプ U ケーシヨンの音声や着信音を受信した場合でを機能します。 
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Bluetooth ® 機器の曲を再生ずる 


ヤマ八製巳 luetcxDth ワイヤレスオーデイオレシーパ'-(別売 Y 巳 A -1 日）を本機に接続すれば、 Bluetooth に対応した携帯音楽プレーヤーと本機をワイヤレ 
ス接続して再生でさます。'を1 


Bluetooth 機器をはじめて再生するには、最初にペアリング旧 luetooth 機器の登録）び必要です。実際にワイヤレス接続する際は、本機側と巨 luetooth 機器側 
の両方でペア U ングします。 


ヤマ八製 Bluetooth ワイヤレス 
才ーデイオレシーバーの接続 


U アパネルの DOCK 端テと専用ケーブルを使って接 
続します。本機の電源をオンにすれば、目 luetooth 
ワイヤレスオーディオレシーノ（一の接続は完了です。 



Bluetooth ワイヤレス 
才ーディオレシーバー 


ごを意 

故障の原因となるため、目 luetooth ワイヤレス 
オーディオレシーノ（一は本機をスタンバイに切り 
替えてから接続してください。 


Bluetooth 機器のぺアリンク 


Bluetooth 機器とはじめてワイヤレス接続する場合 
や設定び消去された場合は、必ずペア U ングしてくだ 
さい。 

ペア IJ ングする際は、必要に応じて目 luetooth 機器 
の取扱説明書をご覧ください。 


ヤマ八製目 luetooth ワイヤレスオーディオレシー 
ノ（一は最大8台の目 luetooth 機器とペア IJ ングで 
さます。9台目の機器びペア U ングされた場合は、 
最を長い間使われていない機器のペア IJ ング設定 
び消去されます。 


1 团 DOCK を使って入カソースを DOCK に 
切り曾える。 


2 ペアリングしたい Bluetooth 機器の電源 
を入れ、 Bluetooth 機器側をペアリング 
モードにする。 


3 圆 OPTION を巧してオプションメニュ ー 
を表示させ、图力ーソル A / V を使って 
「 Pairing 」 を選ぶ。 



4ペアリングを始めるには、回 ENTER を巧す。 



• ペアリングを中止するには图 RETURN を押します。 
• 手順2の後に國 MEMORY を押し続けてペア U ン 
グを開始することを可能です。 


5 Bluetooth 機器び Bluetooth ワイヤレス 
オーディオレシーバーを認識しているこ 
とを確認する。 

認識している場合は目 luetooth 機器のデバ 
イス IJ ストに 「 Y 巳 A -1 日 YAMAHA 」 などと 
表示されます。 


6 Bluetooth 機器のデバイスリストか5 
Bluetooth ワイヤレスオーディオレシー 
バーを選び、 Bluetooth 機器にパスキー 
「0000」を入力ずる。'を'2 



正常にペアリングされた場合 


7ペアリングを終了ずるには回 RETURN 
I を巧ず。 
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'を'1 :本機は Bluetooth プ□ファイルの A 2 DP (Advanced Audio Distribution Profile ) に対応しています。 

'を2 : - 部の Bluet 日日 th 機器では、ペアリング実行後に自動でワイヤレス接続することびあります。この場合は 「 Completed 」 の代わりに「目 T connected 」 と表示されます。 









































Bluetooth ® 機器の曲を再生ずる 


Bluetooth 機器の巧再生 

ペアリングび完了したら、次の手順で本機と 
Bluetooth 機器をワイヤレス接続します。ワイヤレ 
ス接続び完了すると、 Bluetooth 機器の曲び再生可 
能になります。 


ワイヤレス接続は、 Bluetooth 機器側の操作で実 
行することをでさます。 

-部の巨 luetooth 機器は、自動でワイヤレス接続 
することびあります。これらの場合、 ■ tU 下の手順は 
必要ありません。 


4 


圆 OPTION を巧して、オプションメ 
ニューを閉じる。 


Bluetooth 機器を操作して再生ずる。 


Bluetooth 機器の接続を解除するには、もう一度 
同じ要領で操作して、オプションメニューで 
「 Disconnect 」 を選び、ワイヤレス接続を解除し 
ます。 


1 


团 DOCK を巧して入カソースを DOCK に 
切り曾える。 


2励 


OPTION を巧して、オプションメ 
ユーを 表示させる。 


3 


回力ーソル A / ▽ を何度か巧して 
に onnect 」 を選び、回 ENTER を巧す。 
'を'1 

ワイヤレス接続び完了した場合 


接続に失敗した場合は 「Not found 」 と表示され 
ます。次の条件を満たしていることを確認し、再度 
ワイヤレス接続してください。 

• 本機と目 luetooth 機器の両方でペア U ングされ 
ている 

• 巨 luetooth 機器の電源びオンになっている 
• Bluetooth ワイヤレス オーディオレシーバーと 
Bluetooth 機器び]日メー トル似内に置かれて 
いる 


抽巧か 


'を1:すでにワイヤレス接続済みの場合は 「 Disconnect 」 と表示されます。 
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こブブラウサーで本機を操作ずる（ウこ 


■ 


ウェブコントロールセンターで操作する 


ウェブブラウヴーに表示される「ウェブコント□ールセン 
ター」から、入カソースやサウンドプ□グラムの選択、 iPod - 
ネットワーク- USB の内容の確認、プ U セット項目の選択、 
本機の設定などを行うことびでさます。 

「ネットワーク」メニューの riP アドレス」 （瞭 P.97) で本機 
の IP アドレスを確認し、ウェブブラウヴーに入力すると本機 
へのアクセス-操作び可能になります。 

ごを意 

「ネットワークスタンバイ」び「オン」に設定されていると、 
本機の電源びスタンバイのとさでをウェブコント□ールセ 
ンターびパソコンに表示されます （咳 13.97 )。 

ウェブコント□ールセンターをご使用の場合は、「ネット 
ワークスタンバイ」は「オン」に設定しておくことをおすす 
めします。 


ノくソコン 



I 各ゾーンでのウェブコント□—ルセンター機 
能 


機能 

メインゾーン 

ゾーン2 / 
ゾーン3 

ゾーン4 

電源オン/オフ 

〇 

〇 

〇 

スリープタイマー 

〇 

〇 

〇 

入力選択 

〇 

〇 

〇 

音量調整 

〇 

〇 

- 

ミュートオン/オフ 

〇 

〇 

〇 

曲/チヤンネル選択 

〇 

〇 

〇 

サウンドプ□グラム 

〇 

- 

- 

ノく——テイ——モ——ド 
オン/オフ 

〇 

〇 

〇 

ウェブコント□ール 
センターの設定 

〇 

〇 

〇 


• この機能を使うには、本機とパソコンを正しくネットワー 
クに接続する必要びあります。接続について詳しくは、 
「ネットワークに接続ずる」 （豚 P.37) をご覧ください。 

• Windows XP または Windows 7 で Internet Explorer 
8からアクセスすることをおすすめします。 

• 本機の電源びスタンバイのとさに、ウェブブラウヴーから 
コント□ール信号を受信するかどラかを設定することび 
でさます。 

• 本機を操作したいパソコンの MAC アドレスを登録して、 
操作のでさるパソコンを制限することびでさます。「ネッ 
トワーク設定」の 「 MAC アドレスフィルター」 （豚 P.97) 
で、 MAC アドレス登録済みのパソコンのみをアクセス可 
能にするかどラかを設定でさます。 
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ェブブラウザーで本機を操作ずる（ウェブコント□ールセンター) 


トツプメニュー 



① CONTROL 

ゾーンコント□ールメニューを表示します。 

② SETTINGS 

設定メニューを表示します。 

③ PARTY MODE 

パーテイーモードをオン/オフします （防 P.98 )。 

④ SYSTEM POWER 

全ゾーンの電源をオン/オフします。 

⑥ STATUS 

各ゾーンの電源をオン/オフします。また、各ゾーンの入力 
ソースと音量を表示します。 

⑥ MAIN VOLUME 

メインゾーンの音量調整、およびミュートをします。また、音 
量調整の単位を変更することをでさます。 

(7) RELOAD 

画面に表示されている本機の動作状態を更新します。 



ゾーンコント□—ルメニユ 

選択したゾーンを操作します。 


<D 


②. 


® PLAY INFO 

各ゾーンの入力をコント□ールします。 

② TOP MENU 

トップメニューに戻ります。 

③ SCENE キー 

シーンを選択します。 

④ POWER 

選択したゾーンの電源をオン/オフします。また、選択した 
ゾーンにス IJ ープタイマーをセットすることをでさます。 

⑥ VOLUME 

メインゾーンの音量調整、およびミュートをします。また、音 
量調整の単位を変更することをでさます。 

⑥ RELOAD 

画面に表示されている本機の動作状態を更新します。 


設定メニ ユー 

ウエブコン 卜□ールセンターの設定をします。 



① Zone Renam 白 

Friendly Name とゾーン名を切り替えることびできます。 
Friendly Name とは、パソコンに接続した機器（本機）の名 
称です。 

(D MAC Filter 

本機に MAC アドレスフィルターを割り当てます。ここで設 
定された MAC アドレスと同一のアドレスを持つパソコンの 
みび、ウェブコント□ールセンターにアクセスできるように 
なります。 

③ Auto Reload 

オートリ□ード機能（日分ごとに画面に表示されている本機 
の動作状態を更新する）をオン/オフします。 

④ Tips 1 /Tips 2 

ウェブコント□ールセンターを使ララえでのヒントを表示し 
ます。 

⑥ Create Link 

ウェブコント□ールセンターの表示をカスタマイズします。 

⑥ iPhone ' を'1 

iPhone の拡大率を選択します。 

⑦ BACK 

トップメニューに戻ります。 

⑧ RELOAD 

画面に表示されている本機の動作状態を更新します。 


'を1:本機に iPhone を接続している場合にのみ表示されます。 


77 Ja 






























































設定ずる 



入カソースごとに入出力の設定をずる【入力選がメニニ 


入力選択メニューでは、テレビ画面に表示される入カソースの名称やアイコンを変更することなどびでさます。 


入カソースの設定を変更する 


入カソースごとの名称やアイコンは、テレビ画面を見 
なびら変更することびでさます。 


1固 ON SCREEN を巧す。 



2 回力ーソル A/ V を使って「入力選択」 
を選び、回 ENTER を巧す。 



3 回力ーソルづ/ D > を使って設定を変更し 
たい入カソースを選び、回力ーソル A を 
巧す。 



4 回力ーソル A / ▽ を使って操作/設定した 
いメニュー項目を選び、回 ENTER を巧す。 

メニュー項目 



選んだメニュー項目にサブメニューびある場合は、 
さらに回 カーソル A /▽を使って設定したい項目 
を選び、回 ENTER を押す。 


5 回力ーソル A / ▽ を使って選んだ項目の 
設定を変更する。 


图 RETURN を押すと、]つ前の画面表示に戻せ 
ます。手順4〜已を繰り返せば、複数項目を設定で 
さます。 


6 設定を終えるには、固 ON SCREEN を 
巧ず。 
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入カソースごとに入出力の設定をする（入力選択メニコ 


入力選択メニュー頃目 


入力選択メニューでは、入カソースに応じて iU 下の項目を設定でさます。 



AV1-7 

V-AUX 

AUDIO1-4 

PHONO 

MULTI CH 

USB 

PC 

NET RADIO 

DOCK (iPod) 

DOCK (Bluetooth) 

TUNER 1 

入力名変更/アイコン選択 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 


デコードモード 

〇 

〇 

〇 









エン八ンヴー 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DMC からの操作 







〇 





スタンバイ時充電 









〇 



iPod 連動 









〇、 お 1 



映像選択 





〇 








I 入カソースの名前やアイコンを変更する 

入力名変更/アイコン選択 

テレビやフ□ントパネルに表示する各入カソースの 
名前（最大9文字）やアイコンを変更します。 

1 回力ーソル A / ▽ を使って r 入力名変更/ 
アイコン選択」を選んで回 ENTER を巧す。 



9回力ーソル▽を巧し、回 ENTER を巧ず。 


4 回力ーソル A / ▽ を使って入力する文字 
を選び、回力ーソルづ/ t > で選んだ文字 
を確定ずる。 


5 手順4を繰り返して入カソース名を入力ず 
る。 


6 回 ENTER を巧して入カソース名を確定 
する。 


7 回力ーソル▽を巧して 「0 K 」 を選ぶ。 

別の入カソース名を変更するには、 

回 ENTER を押します。 


I デジタル音声のフオーマットを固定する 

デコードモード 

再生するデジタル音声のフオーマットを DTS または 
AAC に固定します。たとえば DTS フオーマットの 
音声を再生した際にノイズび生じるときは、この項目 
で再生フオーマットを DTS に固定してください。 


自動判別（初期 
設定） 

入力されたフォーマツトに合わせて 
音声フォーマツトび自動で選ばれま 
す。 

DTS 固定 

DTS 信号に固定します。 DTS しソ 
外の信号び入力されてち再生され 
ません。 

AAC 固定 

AAC 信号に固定します。 AAC しソ 
外の信号び入力されてを再生され 
ません。 


2 回力ーソルづ/ t > を使って変更したい入 
カ ソースの アイコンを選ぶ。 


• 手順7で r キャンセル」を選んで回 ENTER 
を押すと、操作を中止でさます。 

• 手順7で「ク U ア」を選んで回 ENTER を 
押すと、手順己で入力した文字を消去でさ 
ます。 


'を1: iP 日 d や iPhone を無線接続で再生している場合は、この設定は無効です。 
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I 旺縮才ーデイオ （ MP 3 など）に適したヴウン ■ 本機と iPod / iPhone の動作を連動させる 

ドプ□グラムを設定する （ヤマ八製 iPod 用ワイヤレスシステム接続時） 

エン八ンヴー iPod 連動 

コンプレストミュージックエン八ンサーを有効または無効に 本機とヤマ八製 iPod 用ワイヤレスシステムを使って接続した 
します。 iPod の動作を連動させます。 


オフ 

コンプレストミュージックエン八ンヴーを無 
効にします。 

オン 

コンプレストミュージックエン八ンヴーを有 
効にします。 


■ネツトワーク上のパソコンか6本機を操作す 
る 


DMC か5の操作 

本機と同じネットワーク上にある Windows Media 円 ayer な 
どの DLNA 対応コント□ーラーから、本機を操作することび 
でさます。 

DMC とは HDi 旨 ital Media Controller (デジタル-メディ 
ア-コント□ーラー)」の略で、ネットワーク上の他の機器を 
制御でさる機器のことです。 


無効 

DMC からの操作を無効にします。 

有効（初期設定） 

DMC からの操作を有効にします。 


I 本機がスタンバイのとをに iPod を巧電する 


スタンバイ時充電 

本機びスタンバイのとさに、 iPod 用ユニバーサルドックや 
iPod 用ワイヤレスシステムにセツトした iPod または iPhone 
を充電します。 


自動（初期設定） 

本機の電源びスタンバイのとさでち iPod/ 
iPhone を充電できます。 iPod/iPh 日 ne の 
充電中は、フ□ントパネルの HDMI スルー 
/iPod チャージインジケーターび点なしま 
す。充電び完了すると自動的に終了し、イン 
ジケーターび消なします。'を1 

オフ 

iPod/iPhone を充電しません。 


電源と入力連動 

「オン」に設定した場合は、 iPod/iPhone ^ 
再生すると、自動で本機の電源びオンになり、 
入カ ソースび DOCK (iPod) に切り替わり 
ます。また、再生停止後にしばらく iPod/ 
iPhone の操作をしないと、自動で本機の設 
定びスタンバイモードに変わります。連動機 
能を無効にしたい場合は、「オスに設定して 
<ださい。 

音量連動 

「オン」に設定した場合は、 iP 日 d/iPh 日 ne の 
音量調節に連動して本機の音量を調節されま 
す。連動機能を無効にしたい場合は、「オフ」 

を設定してください。 


I マルチチヤンネルの音声ソースを再生しなが 
S 他の映像ソースを出力する設定を巧う 


映像選択 

入カソースを 「MULTI CH」 にした場合に、映像信号を出力 
したい端テを選択でさます。たとえマルチチヤンネルのデジタ 
ル音声出力非対応の DVD プレイヤーをお使いの場合でを、マ 
ルチチャンネル音声を再生しなびら映像を出力することびで 


さ:ます。 

オフ（初期設定） 

映像信号を出力しません。 

AV1-7 

VIDEO AUX 

選択した入カソースから入力した映像信号を 
出力します。 


'を1: YDS-10. YDS -1]、 YDS- 12をご使用の場合のみ、充電び完了すると自動的にオフになります。 
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シーン機能の設定を巧更ずる【シーン選がメニニ 


テレビ画面に表示されるシーン選択メニューを使ってシーン機能（心 P .48) の設定を変更します。 


シーン選択メニューの表示/設定 


シーンごとの名称やアイコンは、テレビ画面を見なび 
ら変更することびでさます。 


1固 ON SCREEN を巧す。 


2 回力ーソル A / ▽を使って「シーン選択」 
を選び、回 ENTER を押す。 



3 画力ーソル<1 / ^を使って設定を変更した 
いシーンを選び、图力ーソル A を巧す。 


4 回力ーソル A / ▽ を使って操作/設定した 
し、メニュー項目を選び、回 ENTER を巧す。 


に 回力ーソル A/7/ づ/!>を使って設定値 
〇 を調整する。 


图 RETURN を押すと、]つ前の画面表示に戻せ 
ます。手順4〜5を繰り返せば、複数項目を設定 
でさます。 


6 設定を終えるには、固 ON SCREEN を 
巧す。 


シーン選択メニュー頃目 



シーン 1〜12 

登録 

呼出 

シーン名変更/アイコン選択 

(防 P .82) 

リセット （腐 1 D .82) 


シーン5〜]2は、シーン選択メニューで編集す 
ることびでさます。 


I シーン設定を登録する 

登録 

選択中の設定を各シーンに登録します。 

I シーン機能の設定を変更する 


シーンリモコン連動 

シーンの切り替えと連動させて本機に接続している 
ヤマ八目 D / DVD プレーヤーや CD プレーヤーの再生 


を開始します。 

オフ 

シーン U モコン連動機能を無効 
にします。 

ヤ7 ノ、巨 D/DVD 
プレーヤー1 

本機にヤマ八 BD / DVD プレー 
ヤーを接続している場合は、この 
項目を選択してください。 

ヤ7 ノ、巨 D/DVD 
プレーヤー2 

「ヤマ八 BD / DVD プレーヤー 
] 」を選んでを、本機と外部機器 
びラまく連動しない場合は、こち 
らの項目を選んでください。 

ヤ7ノ、 CD 
プレーヤー 

本機にヤマノ V CD プレーヤーを接 
続している場合は、この項目を選 
んで < ださい。 


詳細設定 

シーン機能に登録している詳細設定を表示します。 


呼出 


各シーンに登録している入カソースやサウンドプ□グ 
ラムを呼び出したり、シーン切り替え時に接続してい 
る外部機器の電源をオン/オフする機能を設定します。 


0 K 

シーンに登録している設定を呼び 
出します。 

キャンセル 

シーンに登録された設定を呼び出 
しません。 

詳細設定 

「シーン U モコン連動」機能を有 
効にしたり、シーンに登録してい 
る詳細設定を表示します。さらに 
詳しい説明は、次の「シーン U モ 
コン連動」や「詳細設定」をご覽 
<ださい。 


入力設定 

入カソースと音声入力選択の設定 
内容を表示します。 

HDMI 出力端子 

HDMI 日 UT 端子を表示します。 

再生モード 

ヴウンドプ□グラムを表示します。 

ミ几み 
曰ドな/ 

卜ーンコント□-ル 、 Adaptive 
DRC 、 エン八ンヴーを表示しま 
す。 

な+曰ミ几み 

曰硕な/£ 

シネマ DSP 3 D モード、セ U フ位 
置調整、拡張サラウンドを表示し 
ます。 

映像設定 

映像処理およびビデオ画質調整の 
設定内容を表示します。 

な旦 

曰里 

音量設定を表示します。 

リップシンク設 

リップシンク、ディレイを表示し 

定 

ます。 

スピーカー 設定 

設定パターン、 PEQ 選択を表示し 
ます。 
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シーン機能の設定を変更する（シーン選択メニュー) 


I シーンの名前やアイコンを変更する 

シーン名変更/アイコン選択 

本機のフ□ントパネルディスプレイや TV 画面に表示 
されるシーンの名前やアイコンを変更します。 


1 回力ーソル A / V を使って「シーン名変 
要/アイコン選択」を選んで回 ENTER 
を巧ず。 


2 回力ーソルづ/ ^を使って変更したいシー 
ンのアイコンを選ぶ。 



7 回 力ーソル▽を巧して roK 」 を選ぶ。 

別のシーン名称を変更するには、回 ENTER 
を押します。 


• 手順7で「キャンセル」を選んで图 ENTER を 
押すと、操作を中止でさます。 

• 手順7で「ク U ア」を選んで回 ENTER を押す 
と、手順4で入力した文字を消去でさます。 


I 登録されているシーンの割0当てを初 
期が態に戻す 

リセット 

選択したシーンに登録されている全ての設定を初期 
状態に戻します。 

I シーンを簡単に登録する 


1 团乂カソース選択キーを使って、シーンに 
登録したい入カソースを選ぶ。 


3 フ□ントパネルディスプレイに rSET 
Complete 」 と表示されるまで、固 SCENE 
を押し続ける。 



SET Complete と表示されたらキーから手を離す 


シーンに登録する入カソースを変更したら、 IJ モコ 
ンで操作する外部機器を一緒に変更してください 
批 P . 1日6)。 


3 回力ーソル ▽ を押して回 ENTER を押ず。 

シーン名称び編集でさる状態になります。 


4 回力ーソル A / V を使って入力ずる文字を 
選び、回力ーソルづ/ D > で選んだ文字を確 
定する。 

シーン名称は最大2日文字です。 


c 手順4を繰り返してシーン名称を入力する。 


2 シーンに登録したいヴウンドプ□グラム、エ 
ン八ンヴ ー、 HDMI 出力端子などを選ぶ。 

シーンには似下の設定を登録でさます。を1 
入力、音声入力選択、 HDMI 出力端子、サウンド 
プ□グラム、ピュアダイレクトモード、 I -ーンコン 
卜□-ル 、 Adaptive DRC 、 エン八ンサー、シネ 
マ DSP 3 D モード、セ IJ フ位置調整、拡張サラウ 
ンド、ビデオ画質調整、ビデオ信号処理、マスター 
ボ U ューム、 U ップシンク設定、ディレイ、設定パ 
ターン、 PEQ 選択 


P 回 ENTER を押してシーン名称を確定する。 
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'を1:シーン選択メニューの「呼出」 （^ p .81) でチェックび付いていない項目は、対応するシーンのボタンを押してち適用されません。 









































サウンドプ□グラムやサラウンドデコーダーは初期設定のままで十分にお楽しみいただけますび、音場の要素（パラメーター）を調節することにより、効果 
をアレンジでさます。映像/音声ソースや U スニングルームの音響にあわせて音場効果を調節したい場合は、次のよラに操作してください。 


固 ON SCREEN を巧す。 


2冒 


力ーソル A / V を使って「サウンドプ 
グラム」を選び回 ENTER を巧ず。 


3 


回力ーソルづ/ ^を使って調整したいヴ 
ウンドプ□グラムを選んで回力ーソル A 
を巧す。 



4 


回力ーソル A / V を使って変更したいパ 
ラメーターを選び回 ENTER を巧す。 


回力ーソル A / v /</> を使って調整値 
を調節し、回 ENTER を巧す。 


編集中のサウンドプ□グラムに複数の音場パラ 
メーターびある場合は、手順4と己を繰り返して 
他の音場ノ（ラメーターを調節でさます。 


6 


編集が終わった5、固 ON SCREEN を巧 
して ON SCREEN メニューを終了する。 


• 音場パラメーターを初期が態に戻すには 

編集したサウンドプ□グラムは、簡単な操作で初期 
状態に戻すことびでさます。 

手順4の画面で、回 カーソル A / ▽ を使って 「ij 
セット」を選んで、图 ENTER を押します。次の 
確認メッセージび表示されたら、回 カーソル 
</>を使って「日"を選んで图 ENTER を押 
してパラメーターの初期化を実行してください。 


初期化を中止したい場合は、この画面び表示されて 
いるときに图 カーソル づ/!>を使って「キャンセ 
ル」を選んで、回 ENTER を押してください。 




音場/ヴラウンドデコーダーの効果を調節ずる（ヴウンドプログラムメニニ 



03 ^ 
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音場/サラウンドデコーダーの効果を調節する（サウンドプ□グラム メニュー; 


シネマ DSP で調節可能なパラメーター 


パラメーター 

説明 

設定値 

エフェクト量の 
加減 

音声効果のかかり具 
合を増減させます。 
視聴環境に合わせて、 
効果を確認しなびら 
音場効果のかかり具 
合を変更でさます。 

-巨犯〜 0 d 目〜 
+3犯 

(初期設定0 dB ) 

効果音びルさ<感じられる場合ま 
たは各ヴウンドプ□グラムの違い 
び感じ取れないとさ 
^設定値を大さくしてください。 
音びぼんやりと聴こえる場合また 
は音場効果のかかり具合び過剰に 
感じられるとき 

^設定値をルさくしてください。 

ディレイ 

直接音から初期反射 
音び始まるまでの時 
間（遅延時間）を調 
節するパラメーター 
です。 

1 ms 〜99 ms 

値を大さくするほど音場び遅れて 
発生します。 

サラウンド音場 
の遅れ 

直接音び出てからヴ 
ラウンド音場び発生 
するまでの時間を調 
節するパラメーター 
です。 

1 ms 〜49 ms 

サラウンドバッ 
クの遅れ 

サラウンドバック音 
場の遅延時間を調節 
します（目.1または 
7.1 チヤンネルで再 
生しているときのみ 
有効)。 

音場空間の大ささ 

空間の広びり感を調 
節するパラメーター 
です。 

0.1 〜2.0 

値を大さくするほど広い空間馆 P 
屋）になり、値をルさくするほど 
狭い空間になります。 

サラウンド音場 
の広さ 

サラウンド音場の広 
びり感を調節するパ 
ラメーターです。 

サラウンドバッ 
クの広さ 

サラウンドバック音場 
の広びり感を調節する 
パラメーターです。 

響さの強さ 

初期反射音の減衰特 
性を決めるパラメー 
ターです。 

〇〜10 

値を大きくするほど、ライブな 
(反響びをい）音場になり、値をル 
さくするほどデッドな（反響び少 
ない）音場になります。 

サラウンド音場 
の響さ 

サラウンド音場の減 
衰量を調節するパラ 
メーターです。 

サラウンドバッ 
クの響さ 

サラウンドバック音 
場の減衰量を調節す 
るパラメーターです。 


パラメーター 

説明 

1 設定値 

残響時間 

後部残響音び減衰し 
てい<時間を調節す 
るパラメーターで 
す。約] kHz の残響 
音び目 Od 目減衰す 
るのにかかる時間を 
基準にしています。 

1 .0 〜 5.0 S 

値をノ」\さくするほど残響音び早く 
減衰します。長めの残響時間を設 
定すれば豊かな残響音に、短めの 
残響時間を設定すればすつさりし 
た残響音になります。 

残響音の遅れ 

残響音び発生し始める 
までの時間を調節する 
パラメーターです。 

〇〜 2已0 ms 

値を大さ < するほど残響音び初期 
反射音より遅れて発生するよラに 
なります。同じ「残響時間」でち、 
「残響音の遅れ」を長くしていくと 
大さな空間の残響感になります。 

残響音の強さ 

後部残響音のレベル 
を調節するパラメー 
ターです。 

〇〜 100% 

値を大さくするほど後部残響音の 
レベルび大さ<なり、余韻び強< 
感じられます。値をルさくするほ 
ど後部残響音のレベルびルさ < な 
り、余韻び弱く感じられます。 

デコーダー 選択 

MOVIE カテゴリー 
のサウンドプ□グラ 
ムを使用する際に、 
組み合わせて使用す 
るサラウンドデコー 
ダーを選択しま 
す。を1 

PLIIx ムービー 

Dolby Pro Logic llx Movie 
(Dolby Pro Logic II M 日 vie ) デ 
コーダーを使用します。 

Neo : 巨シネ7 

DTS Neo : 目 ( Cinema ) デコー 
夕'一を使用します。 


ぶ'1 : MOVIE 、 ENTERTAINMENT カテコ' U - にあるじ(下のサウンドプ□グラムは、サラウンドデコー 
夕'一を変更でさません。 

•モノムービー •スポーツ •アクションゲーム •□ールプレイングゲーム 

• ミュージックビデオ 
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サラウンド デコーダーで 調節でをる パラメーター 


音場/サラウンドデコーダーの効果を調節する（サウンドプ□グラム メニュー; 


特定のヴウンドプログラムで調節でをるパラメーター 


デコーダー 

パラメーター 

説明 

設定値 

PLIIx ミュー 
ジック 

パノラマ 

フ□ント音場の広びり感を調節しま 
す。オンにするとフ□ント L/R 
チャンネ>1レの音声を左ちに大さく回 
り込ませることで、広びり感を調節 
でさます。 

オン/オフ 

初期設定オフ 


センターの 

広がり 

センターチャンネルの音声を、好み 
に合わせて左ち方向に振り分けるパ 
ラメーターです。0にするとセン 
タースピーカーのみ、7にするとフ 
□ントスピーカーからのみセンター 
チャンネルの音声び出力されます。 

〇〜7 

初期設定3 


デイメン 
シヨン 

フ□ント音場とサラウンド音場のレ 
ベル差を調節するパラメーターで 
す。再生するソフトによって生じる 
フ□ント側とサラウンド側のレベル 
差を調節でさます。一（マイナス） 

に設定するほどサラウンド側び、+ 
(プラス）に設定するほどフ□ント 
側び強くなります。 

-3 〜+3 

初期設定0 

Neo : 巨ミュー 
ジック 

センターイ 
メー ジ 

フ□ント音場の広びり感を調節する 
パラメーターです。設定値をルさく 
するとフ□ント音場の広びりび大さ 
くなり、大きくすると狭く（セン 
ターへの定位び強く）なります。 

0.0〜1.0 

初期設定 0.3 


サウンド 
プ□グラム 

パラメーター 

説明 

設定値 ■ 

2 ch ステレオ 

ダイレクト 

アナ□グ音声を再生してい 
る場合は、トーンコント 
□ールなどの状態に応じて、 
自動で DSP 回路とトーン 
コント□ール回路をバイパ 
スでさます。より高音質な 
音声を楽しみたいとさに使 
用します。 

自動 

(初期設定） 

1ンコント□-ルの 
「 Bass 」 と 「 Treble 」 

の両方び OdB であれ 
ば、 DSP 回路とトーン 
コント□ール回路をバ 
イパスして出力します。 

オフ 

回路をバイパスしません。 

7 ch 

ステレオを1 

センター音量 

センターチャンネルの音量 
を調節します。 

〇〜100% 

初期設定] 00% 

サラウンド 
左音量 

サラウンド L チャンネル 
の音量を調節します。 

〇〜100% 

初期設定] 00% 

サラウンド 
ち音量 

サラウンド R チャンネル 
の音量を調節します。 

〇〜100% 

初期設定] 00% 

サラウンド 
バック音量 

サラウンドバックチャンネ 
ルの音量を調節します。 

〇〜100% 

初期設定日0% 

サラウンド 
バック左音量 

サラウンドバック L チャン 
ネルの音量を調節します。 

〇〜100% 

初期値3己％ 

サラウンド 
バックち音量 

サラウンドバック R チャン 
ネルの音量を調節します。 

〇〜100% 

初期値3日％ 

フ□ントプ 
レゼンス左 
音量 

フ□ントプレゼンス L 
チャンネルの音量を調節し 
ます。 

〇〜100% 

初期値33% 

フ□ントプ 
レゼンスち 
音量 

フ□ントプレゼンス R 
チャンネルの音量を調節し 
ます。 

〇〜100% 

初期値33% 


を 1 :本機に接続されたスピーカーの有無によって、設定でさるチヤンネルは変化します。 
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詳細機能を設定ずる【設定メニコ 


スピーカーバランスの手動調整や HDMI 関連の各種設定など、本機の詳細機能は設定メニューで設定でさます。 


設定メニューの表示/設定 

設定メニューは、テレビ画面を見なびら操作でさます。 


1固 ON SCREEN を巧ず。 


2 回力ーソル A / ▽ を使って「設定」を選 
び回 ENTER を巧す。 



3 回力ーソルづ/^を使って設定を変更し 
たい項目を選び回 ENTER を巧す。 




設定メニューの種類 


スピーカー 設定 

スピーカーの有無や音量バランス 
調整など、スピーカーのを種要素 
(パラメーター）を設定します 
(腐 = p .87)。 

音芦設定 

音声/映像のずれの調整や最大音 
量の設定など、音声出力関連の機 
能を設定します （^ p .93)。 

映像設定 

映像信号変換時の設定(解像度やア 
スぺクト比)など、映像出力に関す 
る機能を設定します（防 P .94) 。 

HDMI 設定 

HDMI コント□-ル機能のオン/ 
オフ切り替え、アナ□グ映像の 
HDMI 変換時の設定（解像度やア 
スぺクト比）など、 HDMI に関す 
る機能を設定します（惚^ P .9 目）。 

ネツトワーク 
設定 

IP アドレスや MAC アドレスフイ 
ルターなどのネットワークステー 
タスを設定します（防 P .97)。 

マルチゾーン設定 

ゾーン2のスピーカー音量の調整 
など、マルチゾーンに関する機能 
を設定します（^口.98)。 

フアンクシヨン 
設定 

オートパワーダウン機能の設定な 
ど、本機をより便利に使うための 
機能を設定します（防 P .100)。 

表示言語 

TV 画面に表示する項目名やメッ 
セージの言語を設定します 
(防 P .] 03)。 


4 回力ーソル A / ▽ を使って設定したい項 
目を選び回 ENTER を巧す。 



選んだメニュー項目にサブメニューびある場合は、 
さらに回 力ーソル A / ▽ を使って設定したい項 
目を選び、图 ENTER を押す。 


5 回力ーソル A / V /</> を使って選ん 
だ項目の設定を変更ずる。 

图 RETURN を押すと、]つ前の画面表示に戻せ 
ます。手順4〜5を繰り返せば、複数項目を設定 
でさます。 


6 設定を終えるには固 ON SCREEN を押 
ず。 
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スピーカーのパラメーター設定 



I 自動でスピーカー設定を測定する 

自動測定 

YPA 日を使って自動的にスピーカー構成を最適化します（豚簡易ガイド、 P .39)。 


I 手動でスピーカー設定を変更する 

手動設定 

手動で次のパラメーターび設定でさます。 



設定パターン選択 

2つのスピーカーの設定パターンを登録して切り替えます。 

設定 データコピー 

設定ノ（ターンをコピーします。 

パワーアンプ割り当て 

一覧からお好みのスピーカー構成を選んで設定します。 

構成 

スピーカーの大ささの設定や、低音域成分の下限周波数を設定など、手動 
でスピーカー設定を調整します。 

距離 

スピーカーごとに U スニングポジションとの距離を設定し、各スピーカー 
の音び同時に U スニングポジションに届くよう調節します。 

立 S 

曰里 

本機に接続されているスピーカーごとに音量を調節します。 

パラメトリック EQ 

本機に搭載されたイコライヴーを使って音色を調節します。 

テストトーン 

テストトーン出力のオン/オフを切り替えます。 


設定パターン選択 

「パワーアンプ割り当て」、「構成」、「音量」、「距離」、「パラメト IJ ック EQ 」 の設定を2パター 
ン登録し、両パターンを切り替えて使用することびでさます。 

スピーカーを自動調整 ( YPAO ) した場合は、その結果び選択中のパターンに登録されます。 

設定データコピー 

設定ノ（ターンをコピーします。 


パターン 

パターン]の設定をパターン2にコピーします。 

パターン2^1 

パターン2の設定をパターン]にコピーします。 


03 ^ 
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I スピーカー構ぶを本機に割り当てる 

パワーアンプ割り当て 

本機では通常の 7.1 チヤンネルのスピーカー接続に加えて、フ□ントおよび IJ アプレゼンスス 
ピーカー、バイアンプ接続、マルチゾーン機能を使うことによりさらに多様なスピーカー構成 
び可能です。 


/ch Normal 


7チヤンネルのスピーカーを使用する場合に選びます。また、7チヤンネ 
ルのスピーカー構成にフ□ントプレゼンススピーカーを加える場合や、己 
チヤンネルのスピーカーを使用する場合をこの設定を選びます簡易ガ 
ィド)。 

7ch+ 1ZONE 7チヤンネルのスピーカーをメインルームで使用し、さらに別の部屋 

(ゾーン2またはゾーン 3) でスピーカーを使用する場合に選びます 
(腐=口.] 9)。 

EXTRA SP 1 に割り当てるゾーンはゾーン2またはゾーン3から選択で 
さます。 

7ch + 2Z0NE 7チヤンネルのスピーカーをメインルームで使用し、さらに別の2部屋 

(ゾーン2とゾーン 3) でスピーカーを使用する場合に選びます 
(腐 = p .] 9)。 

EXTRA SPl/EXTRA SP 2 に割り当てるゾーンはゾーン 2 またはゾー 
ン3から選択できます。 

7ch + FRONT 7チヤンネルスピーカーと同時に、フ□ントスピーカーを外部アンプに接 

続して使用する場合に選びます（^口.21)。 

7ch + FPR 7チヤンネル スピーカーと 同時に、フ□ントプレゼンス スピーカーを 外部 

アンプに接続して使用する場合に選びます （《®^ P .21)。 

7ch + FPR+ 7チヤンネルスピーカー、外部アンプに接続したフ□ントプレゼンスス 

1Z0NE ピーカー、さらに別の部屋（ゾーン2またはゾーン 3) でスピーカーを使 

用する場合に選びます（防 P .22)。 

EXTRA SP 1 に割り当てるゾーンはゾーン2またはゾーン3から選択で 
さます。 

7ch + RPR 7チヤンネルスピーカーと同時に、リアプレゼンススピーカーを外部アン 

プに接続して使用する場合に選びます Kp .22 )o 
7ch + FPR + RPR 7 チヤンネルスピーカーと同時に、フ□ントプレゼンススピーカーおよび 
U アプレゼンススピーカーを外部アンプに接続して使用する場合に選びま 

す（防 P .22)。 

7ch + FPR + RPR + 7チヤンネルスピーカーと同時に、外部アンプに接続したフ□ントプレゼ 

1Z0NE ンススピーカーおよび U アプレゼンススピーカー、さらに別の部屋（ゾー 

ン2またはゾーン 3) でスピーカーを使用する場合に選びます（防 P .23)。 
EXTRA SP 1 に割り当てるゾーンはゾーン2またはゾーン3から選択で 
さます。 

已 chBI-AMP 左ちのフ□ントスピーカーをバイアンプ接続して、己チヤンネルのスピー 

力一を使用する場合に選びます (防 P .18)。 

已 ChBI-AMP + FPR 左ちのフ□ントスピーカーをバイアンプ接続すると同時に、フ□ントプレ 
ゼンススピーカーを外部アンプに接続して使用する場合に選びます 
(防 P .23)。 

已 ChBI-AMP + SB 左ちのフ□ントスピーカーをバイアンプ接続すると同時に、サラウンド 

バックスピーカーを外部アンプに接続して使用する場合に選びます 
(防 P .23)。 

已 ChBI-AMP + SB + 左ちのフ□ントスピーカーをバイアンプ接続すると同時に、サラウンド 
FPR バックスピーカーまたはフ□ントプレゼンススピーカーを外部アンプに接 

続して使用する場合に選びます Kp .24 )o 

已 ChBI-AMP + FPR 左ちのフ□ントスピーカーをバイアンプ接続すると同時に、フ□ントプレ 
+ RPR ゼンススピーカーおよび U アプレゼンススピーカーを外部アンプに接続し 

て使用する場合に選びます（防 P .24)。 










詳細機能を設定する（設定メニュー; 


I スピーカー の各種 パラメーター を手動設定する 

構成 

本機に接続したスピーカーの表示、または出力特性を調整します, 



「構成」メニューには、スピーカーの大ささ（大またはル）を設定するパラメーターびありま 
す。「ル」に設定したスピーカーの低音域は、サブウーファー（サブウーファーび無効な場合 
はフ□ントスピーカー）から出力されます。目安としてご使用になるスピーカーのウーファー 
部□径び] 6 cm 似上の場合は「大」、 ] 目 cm 未満の場合は「ル」に設定してください。 


設定項目 1 

1 設定値 

フ□ント 

フ□ントスピー 
カーのサイズを選 
択します。' を1 

大 

フ□ントスピーカーび大きい場合に選択します。 

フ□ントチヤンネルの全帯域びフ□ントスピー 
カーから出力されます。 

サブウーファーを接続していない場合は、自動 
的に「大」び選択されます。 

ル 

(初期設定） 

フ□ントスピーカーびルさい場合に選択します。 

フ□ントチヤンネルの低音域の音声は、サブ 
ウーファーから出力されます。' を2 

センター 

センタースピー 
カーのサイズを選 
択します。 

大 

センタースピーカーび大さい場合に選択します。 
センターチヤンネルの全帯域びセンタースピー 
カーから出力されます。 

ル 

(初期設定） 

センタースピーカーびルさい場合に選択しま 
す。' を2 

化 

センタースピーカーを接続していない場合に選択 
します。センターチヤンネルの音声はフ□ントス 
ピーカーに振り分けられます。 


設定項目 1 

1 設定値 

サラウンド 

サラウンドスピー 
カーのサイズを選 
択します。 

大 

サラウンドスピーカーび大さい場合に選択しま 
す。サラウンドチヤンネルの全帯域びサラウンド 
スピーカーから出力されます。 

ル 

(初期設定） 

サラウンドスピーカーびルさい場合に選択しま 
す。' を2 

化 

サラウンドスピーカーを接続していない場合に選 
択します。再生ソースのサラウンドチヤンネルの 
音声はフ□ントスピーカーに振り分けられま 
す。 'を3 'を4 

サラウンド 

バック 

サラウンドバック 
スピーカーのヴイ 
ズを選択します。 

'を5 'お巨 

大 1 台 

大さいサラウンドバックスピーカーを]つ接続 
している場合に選択します。 

大 2 台 

大さいサラウンドバックスピーカーを2つ接続 
している場合に選択します。 

ル 1 台 

ルさいサラウンドバックスピーカーを]つ接続 
している場合に選択します。' を7 

ル 2 台 
(初期設定） 

ルさいサラウンドバックスピーカーを2つ接続 
している場合に選択します。' を7 

無 

サラウンドバックスピーカーを接続していない場 
合に選択します。サラウンドバックチヤンネルの 
音声はサラウンド L / R スピーカーおよびサブ 
ウーファー（ない場合はフ□ントスピーカー ） に 
振り分けられます。 

フ□ントプ 
レゼンス 

フ□ントプレゼン 
ススピーカーの有 
無を設定します。 

使用する 
(初期設定） 

フ□ントプレゼンススピーカーを接続している 
場合に選択します。 

使用しない 

フ□ントプレゼンススピーカーを接続していな 
い場合に選択します。 

U アプレゼ 
ンス 

IJ アプレゼンスス 
ピーカーの有無を 
設定します。 

使用する 

リアプレゼンススピーカーを接続している場合 
に選択します。 

使用しない 
(初期設定） 

U アプレゼンススピーカーを接続していない場 
合に選択します。 
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詳細機能を設定する（設定メニュー) 


設定項目 1 

1 設定値 

サブウー 
ファー!/ 
サブウー 
ファー 2 

ヴブウーファーの 
有無を設定しま 
す。また低音び物 
足りないとさや 
はっさりしないと 
さに、サブウー 
ファーの位相を調 
節して音像をはっ 
さりさせます。 

使用する 
(初期設定） 

サブウーファーび接続されているとさに選択し 
ます。再生ソースの LFE (低域効果音）チヤン 
ネルの音声と、他のスピーカーから振り分けら 
れた低音域の音声びサブウーファーから出力さ 
れます。' を8 

また、低音び物足りないとさやはっさりしない 
とさに、サブウーファーの位相を調節して音像 
をはっさりさせます。 

正相（初期設定） 

サブウーファーの位相を反転しません。 

逆相 

サブウーファーの位相を反転します。 

使用しない 

サブウーファーを接続していないとさに選択し 
ます。この場合、サブウーファーから出力され 
る低音域の音声はフ□ントスピーカーから出力 
されます。 

サブウー 
ファー配置 

本機に接続した2 
台のサブウー 
ファーの配置を選 
択します。 

左ち配置 

サブウーファーを本機の左ちに配置する場合に 
選択します。 

前後配置 

サブウーファーを本機の前後に配置する場合に 
選択します。 

モノラル 

2 台 

(初期設定） 

左ち、前後のどちらか、またはいずれを当ては 
まらない場合に選択します。 

また、サブウーファーを1台のみ接続する場合 
ちこちらを選択します。 

エクストラ 
ベース 

を9を10 

フ□ントチヤンネ 
ルの低音域の音声 
をサブウーファー 
で再生するか、ヴ 
ブウーファーとフ 
□ントスピーカー 
の両方で再生する 
かを設定します。 

オフ 

(初期設定） 

フ□ントスピーカーの大きさに応じて、フ□ント 
スピーカーまたはサブウーファーのどちらか一方 
から低音域の音声び出力されます。 

オン 

サブウーファーとフ□ントスピーカーの両方から 
低音域の音声び出力されます。 


'を1 :「サブウーファー]」と「サブウーファー2」び「使用しない」の場合は、自動的にフ□ントス 
ピーカーのサイズび「大」になります。 

'を2 :ク□スオーバー周波数を 40 Hz 、 目 OHz 、80 Hz (初期設定）、 90 Hz 、100 Hz 、] ] OHz 、 
120 Hz . 160 Hz . または200 Hz から選択でさます。選択された周波数よりをルさい周波数 
の音声は、サブウーファーから出力されます。 

'を3: 「無」に設定した場合、実際にスピーカーび接続されていてを、サラウンドスピーカー（および 
サラウンドバックスピーカー）から音声は出力されません。 

'を4: 「無」に設定されている間、サウンドプ□グラムびバーチャルシネマ DSP モードに切り替わります。 

'を5 :サラウンドスピーカーび無効な場合、サラウンドバックスピーカーは自動で「無」に切り替わ 
ります。 

'を 巨：再生ソースに含まれるサラウンドバックチャンネルの音声は、ここで設定した内容に応じて 
1つにミックスされたり (6.1 チャンネルの場合)、サラウンドスピーカーへと振り分けられた 
り (5.1 チャンネルの場合）して出力されます。 

'を7: 「低音ク□スオーバー」を設定するとサブウーファーへ送られる低音の周波数帯を設定でさま 
す。 

'を8 :「エクストラベース」の設定を変更すると、サブウーファーとフ□ントスピーカーの両方から低 
音域の音声を出力でさます。 

'を9 :「サブウーファー]」と「サブウーファー2」を「使用しない」、または「フ□ント」を「ル」に 
設定しているとさは表示されません。 

'を10: 「サブウーファー1」と「サブウーファー 2」を「使用しない」に設定した場合や「フ□ント」 
を「ル」に設定したとさは、「オフ」（初期値）から変更でさません。 
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I スピーカーの設置間隔を手動で設定する 


距離 

スピーカーごとに IJ スニングポジションとの距離を設定し、各スピーカーの音び 
同時に U スニングポジシヨンに届くよう調節します。 


1 回 力ーソル A / V を使って設定単位（メートル（初期設定）また 
はフイート）を選択し、回 ENTER を巧す。 


2 回 力ーソル A / ▽ を使って設定したいスピーカーを選択し、 

回 ENTER を巧す。 


3 回 力ーソル づ/ D > を使ってスピーカーとリスニングポジションの間 
隔を設定する。 


設定節囲 

0.30 m - 24.00 m (1.0 ft - 80.0 ft ) 

初期設定 

3.00 m (10.0 ft ) 

設定単位 

0.0己 m (0.2 ft ) 


距離の値は、設定単位ごとに設定されます。例えば「メートル」で数値を変更 
した後に設定単位を「フィート」にしてを、「メートル」で設定した数値は反映 
されません。 


I スピーカーごとに音量を調節する 

音量 

本機に接続したスピーカーごとに音量を調節します。 


音量を調節するには 



回力ーソル A / ▽を使ってスピーカーを選択し、 回 ENTER を押します。そのあと 
回カーソル づ/ 1> を使って音量を調節します。 

音量を調節する際は、よくお使いになる入カソースを再生して、実際に出力され 
る音量を確かめなびら微調整することをおすすめします。 

j 

: 

設定節囲 

- 10.0 服〜 + 10.0 服 


—m 初期設定 

0.0 服 

J 

設定単位 

0 .己服 


各スピーカーの音量は、固 LEVEL を押してを調整でさます。 

國 LEVEL を押してから回 カーソル A / ▽ で目的のスピーカーを選び、 
回 カーソル A /▽で選択したスピーカーの音量を調整してください。 


詳細機能を設定する（設定メニュー; 


03 ^ 
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詳細機能を設定ずる（設定メニュー; 


I イコライザーを使って音色を調節する 

パラメトリック EQ 

パラメト U ックイコライヴーを使つて音色を調節します。 


設定項目 

設定値 

PEQ 選択 

使用するイコ 
ライヴーの種 
類を選びます。 

手動編集 

手動でイコライヴーを調節します。詳 
しくは「手動でイコライヴーを調節す 
るには」をご覧ください。 

フラット 

各スピーカーの特性を均一（フラット） 
にします。 

フ□ントに 
近似 

フ□ント左/ちスピーカーの特性に、 

各スピーカーの特性を合わせます。 

ナチュラル 

すべてのスピーカーの音質を、高域特 
性を下げた状態に揃えます。高域びさ 
つく聞こえるときに設定してください。 

使用しない 

イコライヴーを使用しません。 

PEQ データ 
コピー 

「自動測定」 

で得られた3 
種類のパラメ 
卜 U ックイつ 
ライヴータイ 
プの中から] 
種類を選んで 
手動編集エ U 
アにコピーし 
ます。 

フラット> 
手動編集 

パラメトリックイコライヴー「フラッ 
卜」の値を手動編集エ U アにコピーし 
ます。 

フ□ント> 
手動編集 

パラメト U ックイコライヴー「フ□ン 
卜」の値を手動編集エ U アにコピーし 
ます。 

ナチュラル 
>手動編集 

パラメト U ックイコライヴー「ナチュ 
ラル」の値を手動編集エリアにコピー 
します。 

フ□ント左/ 

フ□ントち/ 
センター/ 
サラウンド左/ 
サラウンドち/ 
サラウンド 
バック左/ 
サラウンド 
バックち/ 

フ□ント 
プレゼンス左/ 
フ□ント 
プレゼンスち/ 

U ア 

プレゼンス左/ 

U ア 

プレゼンスち/ 

サブ 

ウーファー!/ 
サブ 

ゥーファー2 

各スピーカー 
の音響特性を 
手動で編集し 
ます。 「 PEQ 選 
択 J で「手動編 
集」を選択して 
<ださい。 

設定方法につ 
いては、「手 
動でイコライ 
ヴーを調節す 
るには」をご 
覧ください。 

バンド/ 

ゲイン 

バンドを選択し、ゲインを調節します。 
バンドは#]〜#7の7つ（サブウー 
ファーの場合は#] 〜#4の4つ）か 
ら選びます。それぞれのパンドは、あ 
らかじめ中む周波数び設定されていま 
す。 

周波数/ 

ゲイン 

中む周波数とゲインを調節します。 

中む周波数は、# ] 〜#4のバンドで 
は 31.3 Hz 〜]6.0 kHz 、 #己〜#7 
のバンドでは己00.0 Hz 〜] 6.0 kHz 
の範囲で選べます。サブウーファーの 
#1〜#4のバンドでは31 .3 Hz 〜 

2己0.0 Hz の範囲で選べます。 

Q / ゲイン 

周波数帯域の帯域値とゲインを調節し 
ます。 

帯域値は、0.己00〜10.080の範囲 
で選べます。 

リセット 

をスピーカーの特性を初期設定状態に 
扶します。 
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• 手動でイコライザーを調節するには 


1 回 力ーソル A /▽を使って調整したいスピーカーを選び 回 ENTER 
I を巧ず。 


2 回 力ーソル A /▽を使って「バンド/ゲイン」、 r 周波数/ゲイン」 
または 「 Q / ゲイン」を選び 回 ENTER を巧ず。 


3 回 力ー ソルづ/ t > を使ってパラメーターを調節し、 

回力ーソル A / ▽ を使ってゲインを調節する。 

ゲインはそれぞれのパラメーターのレベルの強さを表します。日.己 d 巳ご 
とに、一 2日.日 d 巳〜+ 6.日 d 目の範囲で調節でさます。 



4回 ENTER を巧して編集画面を閉じる。 


C 手順！〜3を繰り返して他のパラメーターを調節ずる。 


各スピーカーの設定を初期設定に戻すには、 「 IJ セット」の「はい」を選 
んで回 ENTER を押して<ださい。 


調整び終わった5、 固 ON SCREEN を巧して設定を終了ずる。 




































詳細機能を設定する（設定メニュー; 


I テストトーンを出力する 

テスト!-ーン 


テスト I -ーン出力のオン/オフを切り替えます。 


設定値 

説明 

オフ（初期設定） 

テストトーンを出力しません。 

オン 

テスト!-ーンを出力します。 


テスト I -ーンは本機を設定するさまざまな状況で使用でさます。たとえばスピーカーごとに 
音量 調整する場合 （^ p .91) や、パラメト IJ ツクイコライヴーを調節するとさにテスト!-一 
ンを出力すれば、実際の効果を確認しなびら設定でさます。設定を「オフ」に戻すか、セツ 
トアップメニューを終了すると、テスト I -ーンの出力は停止します。 


音声出力の設定 


立ちミ几み 

曰ド跃ぶ 



設定項目 1 

設定値 

リップシンク 

ミ凡み 

な疋 

映像と音声の 
出カタイ三ン 
グのずれを調 
節します。 

自動補正 

映像/音声のタイ三ング自 
動補正（オート U ップシン 
ク）に対応しているテレビ 
と本機を HDMI 接続してい 
る場合に、出カタイミング 
を自動で補正します。 

テレビ側び自動補正機能に対応して 
いる場合に選びます。必要であれば 
補正時間を微調節でさます。 



手動補正 

補正時間を手動で調整しま 
す。テレビ側びオート U ッ 
プシンクに対応していない 
場合に使用します。 

□ ms 〜 

2已0 ms 

(1 ms 単位） 

初期設定0 ms 


設定項目 1 

1 設定値 

ダイナ三ック 
レンジ 

Dolby Di 呂 ital や DTS 信号を再生した場合 
に、ダイナ三ックレンジを調節する方法を 
選びます。 

最大 

(初期設定） 

入力された信号を補 
正せず、そのまま再 
生します。 

標準 

一般的な家庭用とし 
て推奨するダイナ 
ミックレンジで再生 
します。 

最小/自動 

爆ル） Dolby 

TrueHD 信号];!外の 
ビットストリーム信号 
再生時に、夜間やル音 
量でち聴さやすいダイ 
ナミックレンジに調節 
します。 

(自動） Dolby 

TrueHD 信号再生時 
に、入力信号からの情 
報に基づいてダイナ 
ミックレンジを調節し 
ます。 

音量の上限 

誤って音量び上びりすざないよラに、最大 
音量を設定します。初期設定では、最大音 
量 (+16.5 dB ) まで出力できます。 

-30.0 犯〜 

+ 15.0 犯、 
+16.已犯 

(単位日. 0 dB ) 

初期設定 
+ 16.5 dB 

音量の初期値 

電源をオンにした直後の音量を設定します。 
「オフ」に設定した場合は、前回電源をスタ 
ンバイにしたとさの音量び適用されま 
す。 を 1 

オフ、 

ミユート、 

-80 犯〜 

+1巨.已犯 

(単位 0.5 dB ) 

初期設定オフ 

ピュアダイレ 
クトモード 

本機から出力する映像信号をピュアダイレク 
トモードで出力するかどラか選びます。 

自動 

(初期設定）'を 2 

映像（またはコンテ 
ンツ画面）を表示す 
る入カソースを選択 
中に自動で映像信号 
を出力します。 

ビデオオフ 

壁紙を含めたすべて 
の映像信号を自動出 
力しません。 

Adaptive 

DSP Level 

本機の音量と DSP レベルを連動して調節 
します。音量をルさくすると、 DSP レベル 
は自動的に強くなります。 

オフ 

DSP レベルを自動 
的に調節しません。 

オン 

(初期設定） 

DSP レベルを自動 
的に調節します。 

また、自動補正によ 
る音場効果を調節し 
ます。 


'を 1:「音量の上限」の設定値び「音量の初期値」の設定値よりちルさい場合、「音量の上限」の設定 
び優先されます。 

'を 2 :映像信号び入力されていないとさは、壁紙のみを表示します。 



IS 神叫か 
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詳細機能を設定する（設定メニュー) 


映像出力の設定 


映像設定 



I アナ□グ端子巧の映像信号を変換する 


アナ□グ端子間変換 

アナ□グ端テ間のビデオコンバージョン機能をオン/オフします（コンポーネント、 D 4 ビデ 
才、ビデオ端テ)。 


設定値 

説明 

オフ 

アナ□グ端子間の映像信号変換を無効にします。 

オン（初期設定） 

アナ□グ端子間の映像信号変換を有効にします。 


• HDMI 入力端テに映像信号を入力している、または ] 日8日 P アナ□グ映像信号を入力して 
いる場合 iU 外、アナ□グから HDMI へのビデオコンバージョン機能は常に有効です。 

• 走査線48日と已7目ををつ映像信号を相互に変換することはでさません。 

• 48日 P 、] 日8日し72日 P 信号は MONIT 日 ROUT/Z 日 NE 日 UT 端テ （ S ビデオおよびコン 
ポジットビデオ）から出力されません。 

• 変換された映像信号は 、 MONIT 日 R OUT/Z 日 NE 日 UT 端テへのみ出力されます。 

• 外部機器を使って録画するとさは、再生機器と同じ種類の映像接続を行ってください。 

• 特殊な映像信号を出力する機器（ゲーム機など）を本機のコンポジットビデオ端テまたは 
S ビデオ端テに接続した場合、映像び正しく出力されなかったり、信号び変換されなかっ 
たりすることびあります。このよラな場合は「アナ□グ端テ間変換」を「オフ」に設定し 
て < ださい。 


I HDMI 信号変換時の映像を設定する 

信号処理 


HDMI 端テから入力した映像信号を処理します。 


設定値 

内容 

オフ（初期設定） 

HDMI 入力信号を処理しません。 HDMI 入力信号に対する映像の設定は無効にな 
ります。 

オン 

HDMI 入力信号を処理します。「オン」を選択すると、次に HDMI 入力信号に対 
する映像の設定画面に移ります。 


「信号処理」を「オン」に設定すると、「解像度」および「アスペクト」の設定、画質調整びできます。 


設定項目 1 

1 設定値 

解像度 

映像入力信号を HDMI OUT 
端子から出力するとさに解像 
度を変換します。 

各入力信号はしツ下の信号に変 
換でさます。 

. 48 Oi 一 480 P / 720 P / 
10801/ 108 Op 
• 48 Op 一 720 P /] 080 i / 

] 08 Op 

自動判別 
(初期設定） 

出力先のテレビの解像度に応じて自 
動で信号を変換して出力します。 

48 Op 

48 Op 信号に変換して出力します。 

72 Op 

72 Op 信号に変換して出力します。 

108 Oi 

108 Oi 信号に変換して出力します。 

108 Op 

1080 P 信号に変換して出力します。 

変換しない 

解像度を変換せずにそのまま出力し 
ます。 

アスペクト 

映像入力信号を HDMI OUT 
端子から出力するとさに、縦 
横比（アスぺクト比 ） 4 : 3 
の映像信号を ] 目： 9 に変換 
します。 

変換しない 
(初期設定） 

縦横比を変換せずに、元の比率で映 
し出します。 

1巨： 9 
ノ ー7 ル 

テレビ画面の左ちに黒い帯をつけ 
て、 4 : 3 の映像を]目： 9 のテレ 
ビで最適な映像になるよラに出力し 
ます。 

スマート 
ズーム 

アスぺクト比 4 : 3 の映像を、 

16 : 9 に合わせて調整します。 
ただしこの調整を行ラと、モニター 
に表示される映像の端び歪んでしま 
ラことびあります。 

画質調整 

画質を調整します。 

— 

詳しい調整項目は次ページをご覧く 
ださい。 


• 本機とテレビび HDMI 接続されているとさ、本機はテレビで対応する解像度を検出して、対 
応する解像度のみを設定値として表示します。 

• 本機びテレビで対応する解像度を検出でさないとさは、アドバンスドセットアップメ 
ニューの 「 M 日 NIT 日 R CHECK 」 でに KIP 」 を選んでから解像度の設定を行ってください 
(腐 U ] 14)〇 


94 Ja 




















画質調整 

画質の調整を行います。お好みの設定を6つまで登録して、プ IJ セットとして使 
用することをでさます。 




3 回力ーソルづ/ 1>を押して];!下の設定値を選び、回 ENTER を巧す。 

選択したプ IJ セツトに設定び反映されます。 


詳細機能を設定する（設定メニュー; 


設定項目 

内容 

コントラスト 強調 

「自動」に設定すると、コントラストび強調されます。 

「オフ」（初期設定）にすると、コントラストを強調できなくな 
ります。 

解像度強調 

「自動」に設定すると、画像の解像度び強調されます。 

「オフ」（初期設定）にすると、解像度を強調でさなくなりま 
す。 

「手動」に設定すると、しソ下の項目と連動し、手動で設定でさ 
るよラになります。 

• 細部強調 

画像の密度を強調します。 

調整範囲： 0 (初期設定）〜己0 
• エッジ強調 

画像のエッジを強調します。 

調整範囲： 0 (初期設定）〜己0 

ノイズリダクション 

「自動」に設定すると、画像のノイズび軽減されます。 

「オフ」（初期設定）にすると、ノイズ U ダクシヨンを使用でき 
なくなります。 

「手動」に設定すると、しソ下の項目と連動し、手動で設定でさ 
るよラになります。 

• モスキート NR 

エッジに現れるフ U ッカーノイズ（モスキートノイズ）を軽 
減します。 

設定項目：低/中/高 
• ブ□ック NR 

ブ□ックノイズを軽減します。ブ□ックノイズは、低ビット 
レートの映像再生中によく現れます。 

設定項目：低/中/高 
• テンポラル NR 

フイルム粒子ノイズやアナ □ グ映像信号のランダムノイズの 
よラなテンポラルノイズを軽減します。 

設定項目：低/中/高 

ブライトネス 

画像の明るさを調整します。 

調整範囲：-100〜〇 (初期設定）〜+100 

コントラスト 

画像のコントラストを調整します。 

調整範囲：-100〜〇 (初期設定）〜+100 

色の 濃 さ 

画像の色の濃さを調整します。 

調整範囲：-100〜〇 (初期設定）〜+100 
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詳細機能を設定する（設定メニュー) 


HDMI の設定 


HDMI 設定 



設定項目 1 

1 設定値 

HDMI コント 
□-ル 

HDMI コント□-ル機能の 
オン/オフを切り替えます。 

オフ 

HDMI コント□-ル機能を 
オフにします。 

オン（初期設定） 

HDMI コント□-ル機能を 
オンにします。' を'1 

コント□ール 
選択'を2 

HDMI コント□-ル機能を 
割り当てる HDMI 日 UT 端 
子を選びます。 

0UT1 (TV1) 

(初期設定） 

HDMI OUT 1端子に 

HDMI コント□-ル機能を 
割り当てます。 

0UT2 (TV2) 

HDMI OUT 2端子に 

HDMI コント□-ル機能を 
割り当てます。 

ARC (才一 
デイ オ U ター 
ンチヤンネ 
ル）、 を3 

オーディオ U ターンチヤン 
ネル機能のオン/オフを選 
択します。 

オフ（初期設定） 

オーディオ IJ ターンチヤン 
ネル機能をオフにします。 

オン 

オーディオ IJ ターンチヤン 
ネル機能をオンにしま 
す。' を4 

TV 音声入 
力を3 

HDMI コント□-ル機能を 
オンにした際、テレビの音 
声を入力する入カソースを 
選びます。テレビ側び本機 
からの出力音声に設定され 
ている場合は、ここで選ん 
だ入カソースにテレビの音 
声び入力されます。' を4 ' を5 

TV1 

(初期設定 

AUDI01) 

AUDI01 〜 
AUDI04 

テレビの音声入力用として 
AV 1- 目または AUDIO 1-4 
のいずれか]つを割り当て 
ます。 

TV2 

(初期設定 

AUDIOS) 


設定項目 1 

1 設定値 

音声出力を3 

HDMI 接続された BD / 

DVD プレーヤーなどの外 
部機器再生時に、音声を本 
機から出力するか、テレビ 
から出力するかを選択しま 
す。 

「 HDMI コント□-ル」び 
「オン」のとさは、「コント 
□ール選択」で設定した 
HDMI OUT 端子と「アン 
プ」設定び、 「 HDMI コン 
卜□ール」と連動します。 

アンプ 

オフ 

本機に接続したスピーカー 
から音声を出力しません。 

オン 

(初期設定） 

本機に接続したスピーカー 
から音声を出力します。 

0UT1 

オフ 

(初期設定） 

本機の HDMI OUT 1端子 
に接続したテレビから音声 
を出力しません。 

オン 

本機の HDMI OUT 1端子 
に接続したテレビから音声 
を出力します。 

0UT2 

オフ 

(初期設定） 

本機の HDMI OUT 2端子 
に接続したテレビから音声 
を出力しません。 

オン 

本機の HDMI OUT 2端子 
に接続したテレビから音声 
を出力します。 

スタンバイス 
ルーを3 

本機びスタンバイのとさ 
に、 HDMI 端子のいずれか 
から入力された映像/音声 
をテレビへ出力します（ス 
タンバイスルー機能)。 

'を巨、'お7 

オフ 

スタンバイスルー機能を無 
効にします。 

オン 

HDMI 入力に入力された映 
像/音声をテレビへ出力し 
ます。 

スタンバイ中はリモコンの 
团 AV -1-7 または 
团 V-AUX を使ってテレビ 
へ出力される HDMI 入力を 
切り替えることや、入力 
ソースの選択び巧能です。 
スタンバイ中に HDMI 入力 
び切り替わると、 HDMI ス 
ルー / iP 日 d チャージインジ 
ケーターび2回点滅します。 


'を1 : HDMI コント□-ルをオンにすると、じ(下の設定項目び自動で「コント□-ル連動」（「オン」と 
同じ状態）となり、設定の変更びでさなくなります。 


• 「音声出力」の「アンプ」•信声出力」の rouTi 」 または rOUT 2」 •「スタンバイスルー」 
'を2 :「コント□ール選択」の変更後は、本機とテレビの電源コードをコンセントから抜さ、再度差し 
jA がます。 

'を3: 「 HDMI コント□ール」のオン/オフ設定によって設定び可能な項目び変わります。 

'を4: オーディオリターンチャンネル機能び有効になっている間は、 「 TV 音声入力」で選択した入力 
端テは使用でさません。オーディオ U ターンチャンネルの音声を出力する場合は、「コント□一 
ル選択」で選択された HDMI OUT 端子からの入力音声び出力されます。 

'を己： テレビの音声を入力する方法は、 「テレビの音芦を本機で聴く」 （防 P.29) をご覽ください。 

'を巨： スタンバイスルーびオンのとさは、フ□ントパネルの HDMI スルー/ iPod チヤージインジケー 
夕一び点なします。 スタンバイスルー中は、2〜己 W の電力を消費します。 

'を7 :スタンバイスルー中は入カソースの選択び巧能です。 
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ネットワークを設定ずる 


ネットワーク設定 



I ロアドレスを設定する 

IP アドレス 

ネットワークデバイス （ DHCP 対応のルータなど）から、 IP アドレス、デフオルトゲートウェ 
イなどの情報を自動的に取得するかどうかを選択します。 

DHCP 


設定値 

内容 

オフ 

IP アドレスを手動で設定します。 

オン（初期設定） 

DHCP サーバーから IP アドレスを自動的に取得します。 

手動設定 

設定値 

内容 

IP アドレス 

IP アドレスを設定します。ネットワーク上の他の機器と同じ 

IP アドレスは使用でさません。 

ヴブネットマスク 

ヴブネット7スクを設定します。 

デフオルトゲートウェイ 

デフオルトゲートウエイの IP アドレスを設定します。 

DNS サーバー（プライマ U —）/ 
DNS サーバー（セカンダリー） 

プライマリー/セカンダリー DNS サーバーの IP アドレスを 
設定します。 


DNS アドレスび]つの場合は、 「 DNS サーバー（プライマ IJ 一)」に入力してください。2 
つ似上ある場合は、]つを 「 DNS サーバー（プライマ IJ 一)」に、ほかの]つを 「 DNS サー 
バー（セカンダ IJ 一)」に入力してください。 


I ネットワークか6本機の電源をオンにする 

ネットワークスタンパイ 

本機の電源びスタンバイのとさに、ネットワークから操作して本機の電源をオンにするかどう 
かを選択します。 


設定値 

内容 

オフ（初期設定） 

ネットワークからの操作を受け付けません。 

オン 

ネットワークからの操作を受け付け、本機の電源をオンにし 
ます。 


「ネットワークスタンバイ」び「オン」に設定されていてを、消費電力は約己 w です。 

I MAC アドレスフイルターを設定する 

MAC アドレスフイルター 

LAN から本機へのアクセスを制限するために、 MAC アドレスフイルターを設定します。 

モード 


_ 設定値 

オフ（初期設定) 

オン 

アドレス設定 


MAC アドレスフイルターを無効にします。_ 

指定した MAC アドレスのデバイスのみ本機にアクセスでさ 
ます。 


「 MAC アドレスフイルター」を「オン」に設定しているときに、本機にアクセスできるネット 
ワークデバイスの MAC アドレスを指定します。 
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詳細機能を設定する（設定メニュー) 


マルチゾーン機能を設定する ■ デジタル光出力の出カゾーンを設定する 


マルチゾーン設定 



I ゾーン 2 またはゾーン 3 の音量を調節する 

ゾーン2設定 


ゾーン3設定 


設定項目 1 

設定値 

初期設定 

音量 

ゾーン 2 またはゾーン 3 のスピーカー 
について、音量を調節するかどラかを 
設定します。「パワーアンプ割り当て」 

の設定時は、自動的に「可変」び選択 
されます。 

固定、可変 

可変 

音量の上限 

誤って音量び上びりすざないよラに、 
ゾーン 2 またはゾーン 3 の最大音量を 
設定します。初期設定では、最大音量 
(+16.5 dB ) まで出力でさます。 

一 30.0 d 巨〜 +16.5 dB 
逆位已 .0 犯） 

+16 .己服 

音量の初期値 

ゾーン 2 またはゾーン 3 の電源をオン 
にした直後の音量を設定します。「才 
フ」に設定した場合は、前回電源をス 
タンバイにしたとさの音量び適用され 
ます。' を 1 

オフ、ミユート、 

-80.0 〜 +1目.已 d 目 
逆位0.已犯） 

オフ 

モノラル再生 

ゾーン 2 またはゾーン 3 の音声信号を 
モノラルに変換するかどラかを設定し 
ます。 

オフ、オン 

オフ 


'を1:「音量の上限」の設定値び「音量の初期値」の設定値よりをルさい場合、「音量の上限」の設定 
び優先されます。 


デジタル出力割り当て 

AV 0 UT / Z 0 NE 4 からのデジタル音声信号の出力先として、メインゾーンまたはゾーン4の 
どちらかを選択します。 


設定値 

内容 

メイン 

メインゾーンに出力します。 

ゾーン4 

ゾーン 4 に出力します。 


I 映像の出力巧を割り当てる 

モニター 出力割り当て 

MONIT 日 R OUT / Z 日 NE 日 UT 端テから出力される映像信号をメインゾーン、ゾーン2、ゾー 
ン3、ゾーン4のどこに出力するかを設定します。 

メインゾーンのテレビび HDMI 日 UT 端テに接続されている場合、ゾーン2、ゾーン3、ゾー 
ン4のモニターは MONITOR OUT / ZONE 日 UT 端テに接続します。 


設定値 

内容 

メイン（初期設定） 

メインゾーンに出力します。 

ゾーン2 ' を 2 

ゾーン 2 に出力します。 

ゾーン3 ' を 2 

ゾーン 3 に出力します。 

ゾーン4 

ゾーン 4 に出力します。 


'を 2:ゾーン 2、 ゾーン 3 のオプションメニューおよびコンテンツ画面を表示できます。詳しくは 


「ゾーン2、ゾーン3のオンスクリーンディスプレイ」 （防 p .]]7) をご覧ください。 

I パーティーモードを設定する 

パーティーモード設定 

パーティーモードにすると、メインゾーンで再生中の音楽を同時にゾーン2、ゾーン3、ゾー 
ン4で楽しむことびでさます（豚 P .] 18)〇ゾーンごとにパーティーモードの無効/有効を設定 
することびでさます。 


設定値 

内容 

有効（初期設定） 

パーティーモード中に対象のゾーンに音声び出力されます。 

無効 

パーティーモード中に対象のゾーンに音声び出力されません。 
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みな IWU 


4 回 ENTER を巧す。 

シーン名称び編集でさる状態になります。 


5 回 力ーソル A / ▽ を使って入力する文字 
を選び、 回 力ーソル づ/ ^ で選んだ文字 
を確定ずる。 

シーン名称は最大2日文字です。 


0手順日を繰り返してシーン名を入力ずる。 


回 ENTER を巧してシーン名を確定する。 



I ゾーンシーンの名前を変更する 

ゾーンシーン名称変更 

ゾーン2、ゾーン3、ゾーン4のシーン名称を変更 
します。 

1回力ーソル A / V を使って「ゾーンシー 
I ン名称変更」を選んで回 ENTER を押ず。 

2 图力ーソル A /▽を巧して変更したいゾー 
ンを選び回 ENTER を巧ず。 

3 回力ーソル A /▽を使って変更したいシー 
ンを選び回 ENTER を巧す。 




兰回阿固 IE 

黑|尋 

函県日 

胃 I 回因 


詳細機能を設定する（設定メニュー) 


8 回 力ーソル▽を巧して 「0 K 」 を選ぶ。 

別のシーン名を変更するには、回 ENTER を 
押します。 


• 手順8で「キャンセル」を選んで回 ENTER を 
押すと、操作を中止でさます。 

• 手順8で「ク U ア」を選んで回 ENTER を押す 
と、手順5で入力した文字を消去でさます。 


I ゾーンの名前を変更する 

ゾーン名称変更 

ゾーン名称を変更します。 

A 回 力ーソル A / V を使って「ゾーン名称 
I 変更」を選んで 回 ENTER を巧ず。 


2 图 力ーソル A / ▽を使って変更したいゾー 
ンを選び 回 ENTER を巧す。 



c 手順4を繰り返してゾーン名を入力ずる。 


P 回 ENTER を巧してシーン名を確定ずる。 


7 回 力ーソル▽を巧して 「0 K 」 を選ぶ。 

さらにゾーン名を変更するには、回 ENTER 
を押します。 

• 手順7で「キャンセル」を選んで回 ENTER を 
押すと、操作を中止でさます。 

• 手順7で「ク IJ ア」を選んで回 ENTER を押す 
と、手順4で入力した文字を消去でさます。 


3 回 ENTER を巧す。 

ゾーン名称び編集でさる状態になります。 


4 回 力ーソル A / ▽ を使って入力する文字 
を選び、 回 力ーソル づ/ D > で選んだ文字 
を確定ずる。 

ゾーン名称は最大9文字です。 
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詳細機能を設定する（設定メニュー) 


本機をより便利に巧5ための設定 


フアンクシヨン設定 



オートパワーダウン 


設定項目 I 

1 設定値 

タイ7- 

本体やリモコンを長時間操作しなかつ 
たときに、自動で本機をスタンバイに 
します（オートパワーダウン機能)。 
初期状態ではオフに設定されています 
び、スタンバイまでの時間を設定する 
ことで機能を有効にできます。 を 1 

4時間 

4時間未操作の状態び続いた 
ときスタン八'イになります。 

8時間 

8時間未操作の状態び続いた 
ときスタンパイになります。 

12時間 

12時間未操作の状態び続い 
たときスタンパイになります。 

オフ 

(初期設定） 

オートパワーダウン機能を無 
効にします。 


'を1 :オートパワーダウン機能を有効にした場合、スタンバイへ移行する30秒前から、フ□ントパ 
ネルディスプレイに残り時間び表示されます。スタンバイへの移行を中止したい場合は、残り 
時間びゼ□になる前に本体またはリモコンを操作してください。 
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2 回力ーソル A / ▽ /づ/ 1>を使って 「 AVI 」 
と「同軸/光」の交差ずるセルを選び、 

回 ENTER を巧す。 



(3 (3 (3 (3 
0面 



I 入出力端子を機器に割り当てる 

入力端子割り当て 

本機の初期設定びお好みに合わない場合などに、選択 
した入カソースに同軸/光またはコンポーネント入力 
端テを割り当てることびでさます。各端テの割り当て 
を変えることで、効率的に外部機器を接続することび 
でさます。 

入力端テ割り当て後は、入カソース選択キーで対応す 
る機器を選ぶことびでさます。 


ここでは、例として光入力端テを 「 AV 1」 に割り 
当てます。 


1 


回 ENTER を巧して「入力端子割り当て」 
画面を表示させる。 



至马回阿固 IE 

0量四尋 


心 


I !一 


置 

胃 I 回因 


3 


回力ーソルづ/ !>を使って③を選び、 

回 ENTER を巧ず。 

現在の割り当てをキャンセルする場合は、 
「無し」を選びます。 



記号はそれぞれ iU 下の端テに対応しています。 

①、③、⑧：同軸端テ 

③、④、⑥：光端テ 

回、回、回、◎:コンポーネント端テ 

上記の記号は、本機 U アノ（ネルの各端テに付いてい 

る刻印と同じ記号になっています。批 P .12)。 


4 


回 RETURN を巧して設定を確定し、前の 
画面に戻る。 


同タイプの端テにつさ、1つの項目のみ選択でさ 
ます。 

ここで割り当てびできるのは、コンポーネント、 
同軸、光端テのみです。 

同軸-光端テを同時に割り当てることはでさま 
せん。 



詳細機能を設定する（設定メニュー 


03 ^ 
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詳細機能を設定する（設定メニュー) 


表示設定 


フ□ントパネルディスプレイやテレビ画面の表示ち法を設定します。 


設定項目 I 

I 設定値 

本体表示器説 

フ□ントパ 
ネルデイス 
プレイ表示 
の明るさ 
や、スク 
□ ール表术 
の方法を設 
定します。 

明るさ 

フ□ントパネルデイス 
プレイの明るさを設定 
します。設定値をルさ 
くするほどフ□ントパ 
ネルディスプレイの表 
示び暗 < なります。 

-4 〜〇 

初期設定0 

スク□ール表示 

曲名や放送局名などびフ 
□ントパネルディスプレ 
イに表示されるときに、 

] 4文字を超える場合の 
表示方法を設定します。 

継続 

(初期設定） 

すべての文字をスク□ールし 
なびら、繰り返し表示します。 

1 回 

すべての文字を一度スク□ール 
して表示したあと、スク□ール 
を停止し、最初の文字から]4 
文字目までを表示します。 

壁紙設定 

映像び入力されていないとさに表示 
する、壁紙を選びます。 

ピクチャー 

1 〜 3 

映像び入力されていないとさ 
に、背景画像び表示されます。 

グレー 

映像び入力されていないとさ 
に、背景びグレーー色になり 
ます。 


トリガー出力1 


トリガー出力2 


TRIGGER 0 UT 1 または2端テに接続した機器のコント□ール機能に関する設定をします。 
TRIGGER 日 UT 端テについて詳しくは、36ページをご覽ください。 


設定項目 1 

1 設定値 

卜 U ガーモード 

トリガー機能によつて本機と外部機 
器を連動させる動作を選びます。 

J の一 

本機の電源をオンにしたとさ 
に電気信号を出力します。 

ソース 

入カソースを切り替えたとさ 
に電気信号を出力したり、出 
力を停止したりします。 

手動 

手動で電気信号を出力したり、 
出力を停止したりします。 


設定項目 1 

設定値 

対象ゾーン 

トリガー機能で動作を連動させる 
ゾーンを選びます。 

「トリガーモード」で「パワー」を設 
定している場合は、選択したゾーン 
の電源をオンにしたとさに電気信号 
を出力します。 

「卜 U ガーモード」で「ソース」を設 
定している場合は、選択したゾーン 
の入カソースを切り替えたとさに電 
気信号を出力します。 

メイン 

メインゾーンの動作に連動し 
て電気信号を出力します。 

ゾーン 2 

ゾーン2の動作に連動して電 
気信号を出力します。 

ゾーン 3 

ゾーン3の動作に連動して電 
気信号を出力します。 

ゾーン 4 

ゾーン4の動作に連動して電 
気信号を出力します。 

全ゾーン 
(初期設定） 

をゾーンの動作に連動して電 
気信号を出力します。 

対象ソース 

入カソースの切 
り替えによって、 
電気信号を出力 
したり、停止し 
たりします。 

本項目を設定す 
るには、「卜 IJ 
ガーモード」を 

「ソー人」に言又も 

する必要びあり 
ます。 

入カソース 

AV 1-7、 

VIDEO AUX 、 
チューナー、 

USB 、 

AUDIO ] -4、 

DOCK 、 

マルチ CH 入力、 

フオノ、 PC 、 

ネットラジオ 

□— 

本項目で選んだ「対象ソース」 
を入力選択したとさに、電気 
信号の出力を停止します。 

ノ、イ 

(初期設定） 

本項目で選んだ「対象ソース」 
に入力選択したとさに、 ]2 V 
の電気信号び出力されます。 

手動設定 

手動で、電気信号を出力でさます。 

この設定は TR に GER OUT 端子に 
接続している外部機器の卜 U ガー機 
能び適切に動作するか確認したいと 
きに行います。 

本項目を設定するには、「トリガー 
モード」を「手動」に設定する必要 
びあります。 

□— 

電気信号の出力を停止します。 

ノ、イ 

(初期設定） 

12 V の電気信号を出力しま 
す。 


設定保護 


誤操作によって設定値び変更されないよラ、セツトアップメニューの設定を保護します。 


設定値 

内容 

しない 

(初期設定） 

設定を保護しません。 

する 

「しない」に再設定するまでセットアップメニューの設定を保護します。「する」 

に設定している間、設定変更しよラとすると「保護されています」と表示され、 
操作でさません。 
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表示言語の選択 


表示言語 



テレビ画面に表示する言語を切り替えます。'を1 


設定値 

内容 

English 

表示言語を英語に変更します。 

曰本語（初期設定） 

表示言語を日本語に変更します。 

Frangais 

表示言語をフランス語に変更します。 

Deutsch 

表示言語をドイツ語に変更します。 

Espahol 

表示言語をスペイン語に変更します。 

PyccKi/iM 

表示言語を□シア語に変更します。 


'を1:フ□ントパネルディスプレイの表示は英語のみです。 


詳細機能を設定する（設定メニュー; 


03 ^ 
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本機の設定情 $ 目を確認ずる【情巧メニニ 


本機の設定情報をテレビ画面に表示します。 


情報メニューの表巧 


1固 ON SCREEN を巧す。 



2 回力ーソル A / ▽ を使って「情報」を選び 

回 ENTER を押す。 



3 回力ーソルづ/^を使って表示させたい情 
報を選んで回 ENTER を巧ず。 







•苗声。号 



I 巧ち方が： 

J ヴンブリング 

i ナ>•ンネル 

, ビットレート 

] ダイアローブ 

III i 

_ 1 

: t 






巧 



■音声信号 


音声信号のフ オーマツ ト、チャンネル数やサンプ U ン 
グ周波数などの情報を表示します。 


信号方式 

フオーマットを表します。本機び 
デジタル信号を認識でさないとさ 
は、自動的にアナ□グ入力に切り 
替わります。 

ヴンプ U ング 

アナ □ グ信号をデジタル信号化す 
るとさの、]秒あたりのサンプル 
数を表します。 

チヤンネル 

入力信号に含まれているチヤンネ 
ル数を表します（フ□ント/サラ 
ウンド/ LFE )。 例えば、入力信 
号にフ□ント3チヤンネル、サラ 
ウンド2チヤンネル、 LFE び含ま 
れている場合は、「3/2/0.1」と 
表术されます。 

ビツトレート 

入力信号の]秒あたりのデータ量 
を表します。 

ダイア□ーグ 

ビットスト U —ム信号のダイア □ 
グノーマライゼーシヨンレベルを 
表します。 


• 本機び情報を正しく表示でさない場合は、 

「-」と表示されます。 

• 次世代オーディオフオーマットでは、独立した 
サラウンドバック左/ちチャンネル信号を含ま 
ずに、 ]92 kHz のサンプ U ングレートでエン 
コードされている場合びあります。 

• ビットスト IJ ーム信号をそのまま出力するよラ 
に設定していてを、再生機器によってはドル 
ビー TrueHD やドルビーデジタルプラス信号び 
ドルビーデジタル信号に変換されたり、 DTS - 
HD マスターオーディオや DTS - HD 八イレゾ 
IJ ューシヨンオーディオ信号び DTS 信号に変 
換されたりすることびあります。 


I ビデオ信号 


映像信号の方式や解像度などの情報を表示します。 


HDMI 信号 

映像入力信号と 、 HDMI OUT 端 
子から出力している映像信号を表 
します。 

HDMI 解像度 

入力信号（アナ□グまたは HDMI ) 

と出力信号 ( HDMI ) の解像度を 
表します。 

アナ□グ解像度 

映像入力信号と、本機の 

MONITOR OUT 端子から出力さ 
れるアナ □ グ映像信号の解像度を 
表します。 

HDMI エラー 

HDMI 信号や HDMI 機器に関する 
エラー時に、メッセージを表示し 
ます。（腐 u ]2]) 


I HDMI モニタ 

HDMI OUT 1-2 端テに接続しているテレビの情報 


を表 TJX します。 

インターフエース 

HDMI 接続しているテレビのイン 
ターフェースを表示します。 

ビデオ解像度 

HDMI 接続しているテレビのビデ 
才解像度を表示します。 


I ネットワーク 

ネットワークに関する情報を表示します。 


IP アドレス/ヴ 
ブネ ッ トマスク/ 
デフォルトゲート 
ウェイ 

現在の IP アドレスを表示します。 

DNS ヴーバー 

プライマ U —/セカンダ U — 

( P ) /DNS サー 

DNS サーバーの IP アドレスを表 

バー 巧） 

71^しぶす。 

MAC アドレス 

設定されている MAC アドレス 
フィルターを表示します。 

ステータス 

本機のネットワークステータスを 
表术します。 
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I システム 

本機のシステム情報を表示します。 


本機の設定情報を確認する（情報メニュー; 


リモート ID 

本機に設定している U モコン ID 番号を表示 
します。 

TV フォーマット 

本機び対応している映像規格を表示します。 

システム ID 

本機のシステム ID を表示します。 

ファームウェア 

現在のフ アーム ウェアのノく ージョ ンを表示し 

バージヨン 

ます。 


ネットワークから最新のファームウェアび検出されると 
• 情報メニューのアイコンに「！」び表示されます。 

• 情報メニューの「システム」にメッセージび表示されます。 
この場合は、アドバンスドセットアップの 「 F 旧 M 
UPDATE 」 から、最新のファームウエアにアップデートを 
行ってください。 


I ゾーン 


ゾーンの設定を表示します。 


入力 

ゾーン 2、 ゾーン 3、 ゾーン 4 に設定して 
いる入カソースを表示します。 

な层 

曰里 

ゾーン 2、 ゾーン 3、 ゾーン 4 の音量を表 
します。 
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本機のリモコンでさまざまな機器を操作ずる 


外部機器操作用のコード（リモコンコード）を登録すれば、本機の IJ モコンでテレビや DVD プレーヤーなどの外部機器を操作できます。 

U モコンコードは入カソースごとに登録できます。個別に設定しておけば、選択した入カソースに応じて操作可能な機器びスムーズに切り替わります。 


本機の操作可能時には圆 SOURCE/RECEIVER 

びオレンジ色に点なし、外部機器の操作可能時には 
緑に点なします。 


リモコンをカスタ7イズする 


U モコン設定モードでは、 IJ モコンをカスタマイズす 
ることびでさます。 


設定モード 

内容 

SETUP 

設定モードのトップ項目です。 

LERRH 

学習モードです。他の機器のリモコンが 
らプ□グラムコードを学習させます 
(b®=P. 108 )。 

PRESET 

プ U セットモードです。各操作エリアの 

U モコンコードを変更します 
(防 P. 107 )。 


名称変更モードです。を操作エ U アの名 
称を変更します （防 P.109 )。 


マク□プ□グラムモードです。マク□プ 
□グラムを設定します («^p.l 10)〇 

■-.L 

初期化モードです。本機の設定を初期化 
します Kp.l 1 Do 

：...!■ :: 

消去モードです。をボタンに学習させた 
機能を消去します («^p.l ] 1)。 

EIK-IR 

拡張旧コードモードです。カスタムイ 
ンストール時にのみ使用します。 


か部機器を操作ずるキー 


次のキーは、外部機器側に対応するキーびあるとさ 
にのみ動作します。 


回 SOURCE の 

外部機器の電源オン/オフを切り替えます。 

团か部機器操作キー 

外部機器の録画/再生などの操作や、メニュー表示 
キーとして動作します。 

回力ーソル、回 ENTER 、 回 RETURN 

外部機器のメニュー操作などをします。 

の TV 操作キーを2 


IIUINPUT 

テレビの映像入力を切り替えます。 

四 MUTE 

テレビの音量を一時的に消音しま 
す。 

四 TV VOL +/- 

テレビの音量を操作します。 

因] TV CH +/- 

テレビのチヤンネルを変更します。 

因]の 

テレビの電源オン/オフを操作し 
ます。 

圆 DISPLAY 


外部機器のディスプレイ表示などを切り替えます。 

國数字キー 

外部機器用の数字キーとして動作します。 


■ J モコンコード設定 


工場出荷時には、下表のように IJ モコンコードび割り 
当てられています。また、入カソースごとに、新たに 
U モコンコードを登録することをでさます。登録する 
IJ モコンコードについては、「リモコンコードー覧」 
(豚 P.] ]2)をご覧ください。 


入カ ソース 

初期設定 

カテゴリー 

メーカー名 

リモコン 

コード 

AV1 

BD プレーヤー 
/レコーダー 

Yamaha 

2064 

AUDI02 

CD プレーヤー 

Yamaha 

己09己 


工場出荷時、 ■UU 下の入カソースには IJ モコンコード 
は割り当てられていません。 

AV2-7、V-AUX、AUDIO]、 3、4、 US 巨、 NET、 
MULTI、DOCK、TUNER、PHONO、[A]/ [巨]、を' 1 


ご注意 

• 上記の U モコンコードを設定してを、ヤマ八製 
の機器を操作でさない場合は、別のヤマ八 U モ 
コンコードをお試しください。 

• 正しい IJ モコンコードを設定してを外部機器を 
操作でさないとさは、他の IJ モコンコードを設 
定すると操作でさる場合びあります(豚 P.] 日 8) 。 


を！ ： [A]/ 旧]は、外部機器の操作のみにお使いください。本機の入カソースと関係なく外部機器（テレビなど）の操作に U モコンを使用したい場合は、このキーに U モコンコー 
ドを設定してください。 

'を'2 :テレビの U モコンコードを团乂カソース選択キーに登録した場合は、团 TOP MENU、 团 POP-UP/MENU、 图力ーソル、四 TV 操作キー、圆 D 旧 PLAY、 

國数字キーを使って登録したテレビを操作できます。 

テレビし:^外の外部機器の U モコンコードを团入カソース選択キーに登録した場合は、テレビの U モコンコードを凹のに登録すると、 111JTV 操作キーを使って登録したテレ 
ビを操作でさます。 
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II .三 


□□ [ZD HE] 

「 4 」 f 5 J f 6 J 

1 1 

1 

1, 1 

I 7 I I 8 I I 9 I 

llpV) 1 ENT J 


1 

[SETUP] 卜 



咽 


I か部機器操作用リモコンコードの登録 

ここでは、例として AV 2 端テに接続した巨 D プレー 
ヤー用に、 IJ モコンコード「2日目4」を登録する操作 
を説明します。 

• 次の手順はそれぞれ3日砂内に操作してくだ 
さい。操作せずに3日秒似上経過すると、設定 
び自動で中止されます。その場合は、手順2か 
らやり直してください。 

• ご使用の外部機器の名称や型番からリモコン 
コードを設定することはでさません。「リモコン 
コードー覧」（咳 U ] ]2)を使って、外部機器の 
カテゴ U — とメーカーから、使用可能な U モコ 
ンコードを検索してください。 

• 複数の U モコンコードびある場合は、まず IJ ス 
卜の先頭にあるコードを設定し、うまく動作し 
ない場合は似降のコードを試してください。 

• 外部機器側の IJ モコン ID び riDl 」 に設定され 
ていることをご確認ください。他の ID に変更さ 
れている場合、正常に U モコンコードび設定さ 
れていてを動作しません。 

• 赤外線受光部のない機器は、本機の IJ モコンで 
操作でさません。 


1 「リモコン〕ードー覧」（陪 P . 11 2) で、ご 
使用になる外部機器のカテゴリーとメー 
カーか5使用可能なリモコンコードを探 
す。 


2 國 SETUP を巧す。 

U モコンデイスプレイに 「 SETUP 」 と表示 
されます。 


3 回力ーソル A / ▽ を何度か巧して 
「 PRESET 」 を選択し、回 ENTER を巧 

ず。'を'1 

プ IJ セツトモードに入ります。 「 PRESET 」 
と、選択中の操作エ U アび交互に表示されま 
す。 


::: S： :: : 

■ ミ■.■ミ . り….： 


4 团 AV 2 を巧して入カソースを AV 2 に切 
り替え、回 ENTER を巧す。を2 

現在設定されているコードび表示されます。 



5 國 数字キ ーを巧してリモコンコード 
「20目4」を入力する。 

回力ーソル A /▽/<!/ 1>でも入力できます。 


2 —> 〇 — ► 6 —> 4 


回 ENTER を巧して確定ずる。 

設定び完了すると、「日に」と表示されます。 

「 NG 」 と表示された場合は設定は完了してい 
ませんので、手順3からやり直してください。 


続けて別のエ U アの設定を行いたい場合は、手順3 
から6を繰り返します。 



本機のリモコンでさまざまな機器を操作する 


"7 國 SETUP をもう一度巧して設定メ 
1ニユーを終了する。 

お使いの機器に2つ上のコードび設定されてお 
り操作びできない場合は、正しいコードび見つかる 
まで上記の操作をお試しください。 


ご注意 

• 上記の手順で指示されていないボタンを押す 
か、同時に2つ似上のボタンを押すとに RR 日 R 」 
と表示されます。 

• 付属の IJ モコンは、ヤマ八製品を含むすべての 
AV 機器に対応しているとは限りません。 IJ モコ 
ンコードでの操作びでさない場合は、学習機能 
(腐 U ] 日 8) で新しい機能をプ□グラムするか、 
機器に付属の IJ モコンをお使いください。 

• 学習モードでプ□グラムされた機能は、 U モコ 
ンコードの機能より優先されます。 


I シーン機能に連動した己 D プレーヤーを 
切り替える 


1 固 SCENE と团 AV 2 を同時に約3秒似 
上巧し続けまず。 

設定び完了すると、 「0 K 」 と表示されます。 



降は、入カソースを AV 2 に切り替えるか、 
登録シーンで AV 2 を選択するだけで目 D プ 
レーヤーび操作でさます。 

他の外部機器の場合は、 固 SCENE と「外部 
機器操作用 IJ モコンコードの登録」の手順3 
で選択した入カソースキーを同時に約3秒1；( 
上押し続けます。 


'を' 1 : U モコン設定では、 图 ENTER と同様に 國 ENT も使用できます。 

'を2 :入カソースではないテレビを四 TV 操作キーで操作する場合は、手順4でののを押してテレビのリモコンコードを入力してくださし、入カソースに関わらず、 
四 TV 操作キーでテレビを操作できるようになります。 


107 Ja 



























































ンでさまざまな機器を操作ずる 




齡皆す"" • 

リモコン学習機能 


本機の IJ モコンは他の機器の IJ モコンの操作を学習 
することびでさます。 IJ モコンコードを登録後にボタ 
ンび機能しなくなった場合、または目的の機能に対応 
する U モコンコードび存在しない場合に、この機能を 
お使いください。 

• 次の手順はそれぞれ3日秒内に操作してくだ 
さい。操作せずに3日砂似上経過すると、設定 
び自動で中止されます。その場合は、手順]か 
らやり直してください。 

• 学習に最適なのは、赤外線を使用している IJ モ 
コンです。特殊な信号の場合、本機の IJ モコン 
び認識しない場合びあります。 

• 本機の動作状況によっては、学習させた機能び 
実行されない場合びあります。 


1 國 SETUP を押ず。 

「SETUP」 と表示されます。 


2 回力ーソル A / ▽ を何度か巧して 
「 LEARN 」 を選択し、回 ENTER を巧す。 


3 リモコンキーに割り当てたい操作モード 
( SOURCE 、 RECEIVER 、 テレビモード) 
を選ぶ。 

• SOURCE モード'を選ぶ 

团 入カ ソース 選択 キーを 押して 

SOURCE モードに入ります。このモード 
では、選択した入カソースでの操作を割り 
当てることびでさます。 

• REC 曰 VER モード 

回 RECEIVER のをホ甲して REC 曰 VER 
モードに入ります。このモードでは、外部 
アンプでの操作を割り当てることびでさ 
ます。 


• 了レヒモ:ード 

因]のを押してテレビモードに入ります。こ 
のモードでは、テレビでの操作を割り当て 
ることびでさます。 


ごを意 

RECEIVER モードでリモコン機能を割り当てた場 
合は、 U モコンで本機を操作することはできなくな 
ります。 


機能を割り当てることのできるキーは、似下のとおり 
です。 


モード 

キー 

SOURCE 

图 SOURCE の、 

团か部機器操作キー、 

图 力ーソル A / V /</> などの外部 
機器操作キー 

RECEIVER 

团か部機器操作キー、 

图 力ーソル A / ▽/<]/!>、 

國 数字キーな どの本機を操作するキー 

テレビを！ 

四 TV 操作キー 


4 平5な場所に、赤外線送信部び向かい合う 
ようにして、本機のリモコンを他の機器の 
リモコンか5日〜 10 cm 離して置く。そ 
の状態で回 ENTER を巧す。 

「PRES KEY」 と表示されます。 


C 機能を割り当てたいキーを巧ず。 


6 他の機器のリモコンの、学習させたい操作 
のキーを 「0 K 」 と表示されるまで巧し続 
ける。 

「NG」 と表示された場合は学習び完了してい 
ませんので、手順3からやり直してください。 



己〜1 0 cm 


11111111 


0 0 0 0 
0 0 0 0 
0 0 0 0 0 



別の機能を割り当てる場合は、手順3から目を繰 
り返してください。 



'を 1:テレビモードで 111JTV 操作キーを 設定すると、いつでをテレビ操作びできるようになります。 

SOURCE モードで 四 TV 操作キーを 設定すると、入カソース選択時に SOURCE モードで指定した テレビを 操作できるようになります。 
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7國 SETUP を巧して設定メニューを終了 
f する。 

ご注意 

• 手順で指示されていないボタンを押すか、同時 
に2つ似上のボタンを押すと 「ERROR」 と表 
示されます。 

• 本機の IJ モコンは約200の機能を学習でさま 
す。ただし、学習された信号の種類によっては、 
200になる前に 「FULL」 と表示されることび 
あります。この場合は、不要な機能を消去して 
ください（豚 P .] 11)〇 
• 似下の場合、学習はでさません。 

-本機または他の機器の IJ モコンの電池び少な 
くなっている場合 

- U モコンび直射日光に当たっている場合 
-学習させようとしている機能び連続的なを 
の、または一般的でないをのの場合 


[ZONE] |SE … 。 .I 卜 —[2^ 

t ~—~ m 


ソース名を変ちする 


IJ モコンディスプレイに表示される操作エ U ア（入力 
ソース）の名称を変更でさます。 


1 國 SETUP を巧ず。 

「SETUP」 と表示されます。 


2 回力ーソル A / ▽ を何度か巧して 
「 RENAME 」 を選び、回 ENTER を巧ず。 


3 团入カソース還択キーまたは固 SCENE 

を巧して目的の操作エリアを選ぶ。 


4 名称を編集ずる。 

回力ーソルづ/ 0でカーソルを移動し、 

图力ーソル A / ▽ で文宇を選びます。 

回 カーソル A を押すと、 ■tU 下の順で文字種び切り 
替わります。回 カーソル ▽を押すと逆の順で切り 
替わります。 

A-Z、a-z、 日-9、スぺース、記号（-、+、人：） 


5 回 ENTER を巧して新しい名称を確定す 
る。 

設定び完了すると、 「0K」 と表示されます。 

. 別の操作エ IJ アの名称を変更する場合は、 

团入カソース選択キーで目的のエリアを選び、 
回 ENTER を押して、手順4から已を繰り返 
しす0 

• レシーバーのエ IJ ア名称を変更するには、 

回 RECEIVER のを押します。 

• テレビのエ U ア名称を変更するには、四のを押 
します。 

• シーンのエ U ア名称を変更するには、 

固 SCENE を押します。各ゾーンにおけるシー 
ンのエ IJ ア名称を変更する場合は、 手順]の前 
に國 ZONE を押してゾーンを選びます。 


6 國 SETUP をもう一度巧して設定メ 
ニューを終了する。 

ご注意 

上記の手順で指示されていないボタンを押すか、同 
時に2つ上のボタンを押すと 「ERROR」 と表 
示されます。 


ンでさまざまな機器を操作する 


本機のリモ 


03 ^ 
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マクロ機能 


マク□機能により、一連の操作（入カソース選択^再 
生機器の起動^操作キーを押す、など）を]つのキー 
を押すことで行うことび可能です。マク□機能によ 
り、]つのキーを押すことでこのよラな操作びでさる 
ようになります。 

下記のキーには、工場出荷時よりマク□び登録されて 
います。お好みのマク□をキーに登録することをでさ 
よ9 〇 


キー 

マク□実行に必要な操作 

1 

2 

RECEIVER の 

本機の 
電源を 
入れる 

- 

AV1-7 

入力 

ソースを 

切り替え 

る 

AV1-7 

V-AUX 

V-AUX 

AUDIO1-4 

AUDIO1-4 

PHONO 

PHONO 

MULTI 

MULTI 

USB 

USB 

NET 

NET 

DOCK 

DOCK 

TUNER 

TUNER 

[A] /旧] 

- 
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I マク□を実巧する 


1 國 SETUP を巧ず。 

「SETUP」 と表示されます。 


2 回 力ーソル A / ▽ を何度か巧して 
「 MACRO 」 を選び、 回 ENTER を巧す。 



3 回 力ーソル A / ▽ を何度か巧して roNj 
を選び、 回 ENTER を巧す。 

目的の操作のマク□キー（回 RECEIVER の 
または团 入カソース選択キ ー） を押します。 

マク□操作モードを終了するには、凶 カーソル 
A/ ▽を押して 「OFF」 を選び、图 ENTER を押 
します。 


ごを意 

• マク□実行中（送信ランプ点滅時）は、他の操 
作はでさません。 

• マク□び完了するまで、 U モコンを本機に向け 
ておいて < ださい。 


I 7ク□を登録する 

お好みのマク□を登録することびでさます。マク□を 
登録する前に、 IJ モコンコードの設定または学習を行 
ラ必要びあります。 

ここでは、アンプの電源をオンー入カソースを 
rAV2J に設定一 DVD プレーヤーの電源をオンー 
テレビの電源をオンにする一連の操作をマク□登録 
する手順を紹介しています。 

ごま意 

音量調整のよラな連続した操作は、マク□に登録し 
ないで < ださい。 


1 國 SETUP を押す。 

「SETUP」 と表示されます。 


2 回 力ーソル A / ▽ を何度か巧して 
「 MACRO 」 を選び、 回 ENTER を巧ず。 


3 回 力ーソル A / ▽ を何度か押してに DIT 」 
を選び、 回 ENTER を巧ず。 


4 マク□を登録したいマク□キー 

(回 RECEIVER のまたは团入カソース選 
択キ ー） を巧す。 


5マクロに含めたい操作に必要なキーを巧 

圆 SOURCE/RECEIVER を押して操作す 

る機器を切り替えます。 

例： 

①(マク □]): 团 AV2 を押す 
③（マク □ 2) MACR 日2と AV2 び交互に表示され 

るまで圆 SOURCE/RECEIVER 
を何度か押して、图 SOURCE のを 
押す。 

③（マク ns) 四のを押す。 


6 回 ENTER を約3秒上巧し続け、登録 
ずる。 

10操作まで登録でさます。]日個登録する 
と、 「FULL」 と表示されます。 


7 國 SETUP をもう一度巧して設定メ 
ニューを終了ずる。 

ご注意 

同時に2つじ(上のボタンを押すと 「ERR 日 R」 と 
表示されます。 
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設定を初期化する 


学習した機能、マクロ、表示名の変更、 IJ モコン ID 
の設定などを初期化します。 

I 機能の設定を初期化する 


1 國 SETUP を巧ず。 

「 SETUP 」 と表示されます。 


2 回 力ーソル A / ▽ を何度か巧して 
[■ CLEAR 」 を選び、 回 ENTER を巧す。 


3 回 力ーソル A / ▽ を何度か巧して初期化 
したい操作を選び、 回 ENTER を巧す。 

(下のモードに割り当てられている機能び 
初期化されます。 


回 ENTER を約3秒上巧し続ける。 

初期化び完了すると、 「0 K 」 と表示されます。 


ご注意 

•「 NG 」 と表示された場合は初期化は完了してい 
ません。 

• 上記の手順で指示されていないボタンを押す 
か、同時に2つ似上のボタンを押すと 「 ERROR 」 
と表示されます。 


6 國 SETUP をもう一度巧して設定メ 
ニューを終了ずる。 



操作モード 

LEARN 、 PRESET 、 RENAME 、 MACRO、RESET 


4 团乂カソース選択キ ー、 

回 REC 曰 VER の、因 ] の のいずれかを巧し 
て、巧期化したいモードを選ぶ。'を'1 

• ここでモードを選択しない場合、全モードの操 
作び初期化されます。 

• 上記 iU がのキーは、 ■ UU 下の操作モードで使用さ 
れています。 

- RENAME :固 SCENE を 2 
- MACRO :マク□キー(回 RECEIVER のま 
たは团 入カソース選択キー） 


本機のリモコンでさまざまな機器を操作する 


I 各キーに登録した操作を巧!期化する 


1 國 SETUP を押す。 

「 SETUP 」 と表示されます。 


2 图力ーソル A / ▽ を何度か巧して 
に RASE 」 を選び、 回 ENTER を巧す。 


3 团 入カソース選択キー、 

回 RECEIVER の、因]の のいずれかを巧し 
て、キーの操作を初期化したいモードを選 
ぶ。 


4 回 ENTER を巧ず。 

「PRES KEY 」 と表示されます。 


C 巧期化したいキーを約3秒拟上巧し続け 
U る。 

初期化び完了すると、「日 K 」 と表示されます。 


• 他のキーを初期化する場合は、手順3から5を繰 
り返します。 

• 学習した機能を初期化すると、そのキーは工場 
出荷時の状態に戻ります。 （ IJ モコンコードび登 
録されている場合は、その機器メーカーの設定 
に戻ります。） 


6 國 SETUP をもう一度巧して設定メ 
ニューを終了ずる。 

ご注意 

• FNGJ と表示された場合は初期化は完了してい 
ません。 

. 同時に2つじ(上のボタンを押すと 「 ERR 日 R 」 と 
表されます。 


' を 1 : 「 RESET 」 を選択すると、すべての設定び初期化されます。手順2で 「 RESET 」 を選択した場合は、手順4でモードを選ぶことはできません。 
'を 2 :各ゾーンで変更した名称を初期化するには、手順]の前に 國 ZONE を押してゾーンを選びます。 
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Samsung 


I リモコンコードー覧 

テレビ（プ□ジェクターを含む) 

Aiwa 0078, 0379 

Epson 0155, 0206, 0359 

Fujitsu 0059, 0069, 0074, 0075, 0282 

Funai 0051 ， 0058, 0059, 0112, 0113, 0115, 0118, 0119, 0179, 

0337 

Hitachi 0008, 0012, 00% ， 0066, 0084, 0092, 0093, 0120, 0172, 

0173, 0255, 0270, 0271, 0282, 0320, 0335, 03% ， 0342, 
0344, 0346, 0347, 0365, 0382, 0448, 0456, 0467 

LG 0031 ， 0053, 0066, 0116, 0117, 0140, 0161 ， 0164, 0175, 

0195, 0269, 0277, 0282, 0300, 0309, 0317, 0320, 0323, 

0328, 0342, 0343, 0346, 0349, 0350, 0366, 0368, 0377, 

0466, 0471， 0478 

Mitsubishi 0008, 0026, 0031 ， 0053, 0066, 0084, 0093, 0098, 0150, 
0178, 0289, 0320, 0339, 0344, 0350, 0376 

Orion 0043, 0146, 0283, 0320, 0323, 0328, 0343, 0349, 0350 

Panasonic 0016, 0017, 0020, 0022, 0023, 0035, 0052, 0056, 0084, 

0085, 0133, 0163, 0193, 0284, 0286, 0290, 0292, 0320, 

0325, 0347, 0356 

Philips 0267, 0296, 0299, 0301 ， 0303, 0305, 0313, 0319, 0452, 

0459, 0460 

Pioneer 0008, 00% ， 0094, 0095, 0161 ， 0320, 0345, 0347, 0349, 

0350, 0458 

Samsung 0004, 0005, 0006, 0007, 0008, 0012, 0026, 0031 ， 0036, 
0050, 0053, 0076, 0077, 0079, 0114, 0124, 0125, 0126, 
0127, 0139, 0161 ， 0183, 0185, 0190, 0191 ， 0258, 0264, 
0277, 0282, 0320, 0323, 0334, 0337, 0342, 0343, 0349, 
0350, 0351 ， 0373,0453,0468 

Sanyo 0008, 0019, 0068, 0070, 0071 ， 0099, 0161 ， 0168, 0223, 

0237, 0277, 0282, 0288, 0295, 0323, 0342, 0344, 0369, 
0469 

Sharp 0000, 0001 ， 0002, 0003, 0007, 0008, 0012, 00% ， 0060, 

0088, 0089, 0091 ， 0138, 0165, 0170, 0178, 0198, 0229, 
0262, 0278, 0279, 0291 ， 0308, 0312, 0336, 0344, 0354, 
0370, 0449, 0450, 0451 ， 0464, 0474, 0476 
Sony 00 ； 38, 0044, 0045, 0047, 0055, 0104, 0105, 0107, 0110, 

0123, 0184, 0220, 0248, 0249, 0251 ， 0252, 0254, 0326, 
0343, 0344, 0371 ， 0374, 0457, 0475 
Toshiba 0018, 0019, 0040, 0041 ， 0046, 0073, 0100, 0103, 0108, 

0109, 0111 ， 0121 ， 0132, 0166, 0208, 0210, 0214, 0217, 
0260, 0268, 0282, 0283, 0293, 0304, 0306, 0307, 0329, 
0344, 0355, 0454 

Victor 0012, 0014, 0015, 0056, 0064, 0065, 0067, 0169, 0174, 

0297, 0314, 0344, 0350, 0375 

Yamaha 0008, 0026, 0050, 0053, 0080, 0081 ， 0082, 0083, 00 %， 
0087 


Aiwa 1024,1026,1027,1069 

Funai 1026,1069 

Hitachi 1011 ， 1026,1027,1028,1046,1062 

LG 1010,1026,1031 ， 1047,1054,1056,1071 ， 1103, 1221 

Mitsubishi 1026,1028,1079 

NEC 1027,1064,1065 

Orion 1023,1024,1051 ， 1115, 1217 

Panasonic 1000,1022,1044,1055,1068,1072,1085,1090, 1091 ， 

1120, 1121， 1214 
Pioneer 1028, 1036 


Samsung 1002,1034,1041 ， 1043,1057,1060, 1070,1084,1110, 

1116, 1122, 1124, 1220, 1222 
Sanyo 1032, 1065,1070 

Sharp 1003,1033, 1077,1107,1127, 1219 

Sony 1001 ， 1016,1048,1053,1073,1074,1080, 1081 ， 1082, 

1083,1108,1118, 1216 

Toshiba 1004,1016,1027, 1028,1037,1049,1052, 1086, 1087, 

1097,1109,1112, 1194 

Victor 1007,1018, 1027,1039,1064,1065,1066, 1067,1078, 

1089,1092,1093,1094,1095,1113,1208,1209,1212, 
1213, 1215, 1218 
Yamaha 1064,1065 


DVD プレーヤー 


Denon 2059,2151,2193,2332 

Funai 2137 

Hitachi 2062, 2090, 2115, 2274, 2282, 2316, 2359, 2380 

Kenwood 2041,2151,2348 

LG 2002, 2033, 20 ； 38, 2057, 2129, 2133, 2189, 2191 ， 2223, 

2238, 2270, 2288, 2335, 2373, 2375 

Marantz 2328 

Onkyo 2159, 2368 

Panasonic 2011, 2024, 2034, 2042, 2058, 2062, 2066, 2067, 2093, 

2116, 2117, 2118, 2119, 2120, 2121, 2122, 2123, 2151 ， 

2159, 2164, 2166, 2167, 2172, 2173, 2175, 2209, 2214, 

2275, 2277, 2278, 2281, 2282, 2283, 2301 ， 2374, 2470 
Pioneer 2016, 2017, 2018, 2019, 2035, 2092, 2094, 2095, 2109, 

2157, 2180, 2190, 2212, 2%9, 2272, 2299, 2304, 2305, 
2306, 2307, 2308, 2309, 2310, 2311 ， 2344, 2345, 2347, 
2379 

Samsung 2000, 2045, 2077, 2112, 2113, 2114, 2115, 2151 ， 2200, 

2216, 2219, 2228, 2264, 2265, 2271, 2279, 2294, 2303, 

2329, 2365 

Sanyo 2134, 2145, 2217, 2292 

Sharp 2006, 2040, 2088, 2091 ， 2182, 2194, 2220, 2221, 2231 ， 

2236, 2293, 2340 

Sony 2004, 2005, 2007, 2009, 2014, 2015, 2023, 2026, 2027, 

2052, 2068, 2069, 2070, 2071 ， 2074, 2075, 2084, 2085, 
2087, 2168, 2171, 2208, 2210, 2211, 2258, 2273, 2284, 
2285, 2312, 2313, 2314, 2315, 2318, 2319, 2466 
Teac 2149, 2333, 2355, 2383 

Toshiba 2032, 2036, 2037, 2039, 2048, 2049, 2054, 2055, 2072, 

2073, 2076, 2078, 2079, 2086, 2145, 2159, 2218, 2233, 
2256, 2259, 2296, 2369 

Victor 2020, 2096, 2097, 2099, 2100, 2101 ， 2102, 2103, 2106, 

2107, 2160, 2257, 2%0, 2262, 2%3, 2321 ， 2324, 2326, 
2327, 2343, 2464, 2465, 2468, 2469, 2471 
Yamaha 2056, 2064, 2065, 2080, 2081 ， 2082, 2083, 2089, 2118, 

2151,2323 

Blu-ray プレーヤ ー/ レコーダー 

Denon 2452, 2500, 2501 

Hitachi 2460, 2461，2463 

LG 2033, 2456, 2457 

Marantz 2454, 2455 

Mitsubishi 2450,2451 

Onkyo 2504 

Panasonic 2011 ， 2209, 2214, 2476, 2477, 2479 

Philips 2510 

Pioneer 2212, 2506 

Samsung 2045, 2113, 2498 


Sharp 

Sony 

Toshiba 

Victor 

Yamaha 

2194, 2220, 2221, 2497, 2502, 2503 

2075, 2453, 2458, 2459, 2507 

2462 

2472, 2473, 2475, 2478, 2496, 2499 

2064, 2448, 2449, 2474, 2505 

DVD レコーダー 

Hitacni 

LG 

Panasonic 

Pioneer 

Samsung 

Sanyo 

Sharp 

Sony 

Toshiba 

Victor 

Yamaha 

2062, 2090 

2033, 2057, 2223, 22；38 

2011 ， 2034, 2058, 2062, 2066, 2067, 2093, 2116, 2117 ， 
2119,2120,2121 ， 2122,2123 

2016, 2017, 2018, 2019, 2035, 2092, 2094, 2095, 2109 
2000,2112,2113, 2216, 2219 

2217 

2088, 2091 

2004, 2005, 2007, 2052, 2068, 2069, 2074, 2084, 2085, 
2087, 2208, 2210, 2211 

2032, 2036, 2037, 2039, 2049, 2054, 2055, 2076, 20% 
2100, 2101 ， 2106, 2107 

2056 

ケーブルテレビチューナー 

Panasonic 

Pioneer 

Samsung 

Sony 

Toshiba 

3112,3118,3122 

3001 ， 3006, 3094, 3098, 3114, 3116, 3120 

3069, 3089,3114,3120 

3092,3125 

3122 

衛星放送チューナー 

Hitachi 

Humax 

Mitsubishi 

Panasonic 

Pioneer 

Samsung 

Sony 

Toshiba 

Victor 

4006,4114,4199, 4203 

4025, 4030, 4060, 4097 

4006, 4015, 4202 

4006, 4035, 4036, 4121 ， 4124, 4126, 4198, 4221 

4046, 4213 

4000, 4001 ， 4003, 4032, 4064, 4069, 4071 ， 4120, 4123 ， 
4196, 4200 

4067, 4070, 4213 

4194, 4202, 4203 

4029, 4065, 4089,4117 

CD プレーヤー 

Yamaha 

5082, 5095 

CD レコーダー 

Yamaha 

5083 

MD プレーヤー 

Yamaha 

5080, 5081 ， 50% 

テープデッキ 

Yamaha 

5084, 5087 

チューナー 

Yamaha 

5066, 5071 ， 5085, 5088, 5090, 5092, 5094 
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アドバンスドセットアップメニューでは、本機の基本設定や、ユーヴー設定の初期化を行うことびできます。 
アドバンスドセットアップメニューは次のち法で操作でさます。 

アドバンスドセツトアップメニューの表 
示/設定 


本機の電源をスタンバイにずる。 

本機の電源び日 N の場合、のを押して本機をスタンバ 
イの状態にしてください。 

フ□ントパネルの STRAIGHT を巧しなが5のを 
巧す。 

フ□ントパネルディスプレイに 「ADVANCED 
SETUP 」 と表示されたら両方のキーから手を離して 
ください。しばらくすると、先頭のメニュー項目び表 
示されます。 

(!) STRAIGHT 


3 



PROGRAM < / ^を使って、次の中か5設定した 
い項目を選ぶ。 

アドバンスドセツトアップメニューでは次の機能を 
設定でさます。 




リモコンセンサーの受信可/不可を切り替 
えます。 

■■■' : ■- 


本機の U モコンのを変更します。 


i -. i - l 1 

テレビの信号方式に合わせて、本機の 
MONITOR 日 UT 端子、および HDMI 

OUT 端子から出力される壁紙の信号方式を 
切り替えます。 


HDMI 映像出力の制限を解除します。 

. . .... 

本機の設定の保を/復元を行います。 


本機の各種設定を初期化します。 

... : i 

本機のファームウェアを更新します。 


現在のファームウェアのバージョンを確認 
します。 


4 


STRAIGHT を何度か巧して設定値を選ぶ。 


5 


電源をスタンバイにしてか5、再度電源をオンに 
ずる。 

選んだ設定び反映され、本機の電源びオンになりま 
す。初期化を選択した場合は、再度電源をオンにする 
と初期化び実行されます。 


U モートセンサーを設定する 


本機のフ□ントノ（ネルび IJ モコンからの信号を受信するかど 


ラかを設定します。 

ON (初期設定） 

リモコンからの信号を受信します。 

OFF 

リモコンからの信号を受信しません。 


通常時は、この設定は roN 」 にしておいてください。 


受信するリモコン ID を変更ずる 

本機の IJ モコンは 、 ID ( U モコン ID ) び一致するレシーバー 
でのみ受信でさます。 ヤマ八製 AV レシーバーを複数使用する 
場合は、それぞれの IJ モコンで各レシーノく一を操作するため 
に、 IJ モコン ID び重ならないように U モコン ID を設定します。 
各レシーバーを同じ IJ モコン ID に設定すれば、]つの IJ モコ 
ンで2台のレシーバーを操作することを可能です。 


IDi (初期設定） 

ID ] に設定された U モコンの操作を受信し 
ます。 


ID 2 に設定された U モコンの操作を受信し 
ます。 


工場出荷時には、 IJ モコン側、レシーバー側とをに ID ] に 
設定されています。 U モコンの混信を防ぎたい場合は、レ 
シーノ（一 / U モコン共に IJ モコン I D を変更してください。 


本機の基本設定/初期化（アドパンスドセットアップメニニ 
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本機の基本設定/初期化（アドバンスドセットアップメニュー; 


• リモコン側の ID を変更するには 

次の手順はそれぞれ3日砂し：!内に操作してくださ 
し、最後に操作してから3日秒似上経過すると、設 
定び自動で中止されます。再度設定する場合は、手 
順]からやり直してください。 


國 SETUP を巧す。 


2 回力ーソル A / ▽を使って「プリセット」 
を選び、回 ENTER を巧す。 


3 回 RECEIVER のを押して、回 ENTER 
を巧す。 


4 希望するリモコン ID に応じてコードを入 
力ずる。 

IJ モコン ID ] に切り替える場合： 

國数字キー または 回カーソル 

A /7/<]/ I > を使って「己0]9」と入力し 
ます。 

リモコン ID 2 に切り替える場合： 

國数をキー または 回カーソル 

A /7/<]/ I > を使って「已〇20」と入力し 
ます。 


本機の映像フオーマツトの変更 



お使いのテレビに合わせて、本機の MONITOR OUT 
端テおよび HDMI 日 UT 端テから出力される壁紙の信 
号方式を PAL か NTSC (初期設定）に切り替えます。 


HDMI 映像出力の制限解除 



本機とテレビを HDMI 接続した際、アナ□グ映像を 
解像度変換（アップスケー IJ ング）して出力する際の 
制限を解除します。 

アップスケー U ングの設定をするとさやテレビ側び 
対応する解像度び検出されないときは、この設定で出 
力制限を解除してください。 


■: LL 

(初期設定） 

テレビ側び対応しない解像度の映像 
は出力しません。 

SKIP 

テレビ側の対応巧否にかかわらず、 

本機に入力された映像をテレビに出 
力します。 


システム設定の復元とバックアップ 



本機の設定を保を/復元します。 


1 フ□ントノた ig レの STRAIGHT を巧!度た、}甲 
して 「 BACKUP 」 または 「 RECOVERY 」 
を選び、フ□ントパネルの INFO を押す。 


STRAIGHT 



: ...... 

保をされている設定を呼び出します。 


現在の設定を保をします。 


5 回 ENTER を押して、設定を完了する。 

設定に成功すると rOK 」、 失敗すると rNGJ 
び表示されます。 

失敗した場合は手順4からやり直してくださ 
い。 


2 INFO を巧し、 「 BACKUP 」 または 
「 RECOVERY 」 を実行する。 

設定び保をされていない場合は、 「 REC 日 VERY 」 を 
選択することはでさません。 


P 國 SETUP を巧してメニューを終了する。 

IJ モコンコードを初期化すると、 ID ] に戻ります 
Op .]] 1)。 
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本機の基本設定/初期化（アドバンスドセットアップメニュー; 


る種設定の初期化 



本機に記憶されている設定情報を初期化し、工場出荷時に戻し 
ます。 

初期化する内容は下記から選択でさます。 


." 

ヴウンドプ□グラムのすべての設定を初 
期化します。 


アップスケー U ングの設定（解像度/ア 
スペクト比）やテレビ画面のメニューの 
表示位置を初期化します。 


IP アドレスや V チューナーのアカウント 
など、ネットワークの設定を初期化しま 
す。 

HL . L . 

すべての設定を工場出荷時の状態に初期 
化します。 

■- (初期設定） 

初期化しません。 


ファームウエアの更新 



本機のファームウェアを更新します。詳しくは更新時に提供さ 
れる情報をご参照ください。 

ネットワーク経由で最新のファームウェアび検出されると、 
ファームウェア発行のメッセージび情報メニューの「システ 
ム」に表示されます。（呵 3.105) 


1 フ□ントパネルの STRAIGHT を何度か巧して 
「 USB 」 または 「 NETWORK 」 を選ぶ。 


STRAIGHT 



:……（初期設定） 

USB メモ U でファームウエアを更新しま 
す。 

: -L 

ネットワークからファームウエアを更新 
します。 


2 INFO を押し、選択した方法で更新を開始ずる。 


を。み* 



INFO 


• ファームウェア更新の目的し U 外では、この機能を使用しな 
いで < ださい。 

• 更新前に、提供される情報を必ずご確認ください。 


ファームウエアのバージヨン 



現在インス I -ールされているファームウェアのバージヨンを 
確認します。 

最新ファームウェアについて 

最新のファームウェアでは、機能び追加されたり不具合び改 
善されたりしていることびあります。 

• 最新ファームウェアは、ヤマ八株式会社ウェブサイトから 
ダウン□ー ドして<ださい。 

• ネットワーク環境に接続している場合は、日 N SCREEN 
メニュー、または情報メニューの「システム」に、最新 
ファームウェアについてのお知らせび表示されます。 
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マルチゾーン機能をほって複数の部屋で音楽を楽しむ 


マルチゾーン音声システムの設定をします。マルチゾーン機能を使えば、メインゾーンとゾーン2、3、4で別の入カソースを再生することびできます。また、付属の U モコンでゾー 
ン2またはゾーン3からメインルームにある本機を操作することも可能です。 


別の部屋で音楽を楽しむ 


別の部屋のテレビ画面か6本機を操作ずる 


別の部屋（ゾーン2およびゾーン 3) へは、アナ□グ音声信号のみを送信でさます。ゾーン2 
およびゾーン3で音声を出力するには、外部機器を AV 1-4、 AUDI 日]-4、 VIDE 日 AUX のア 
ナ□グ端テで接続してください。例えばゾーン2で HDMI 対応の DVD プレイヤーから音声を 
出力したい場合は、 HDMI とアナ□グ音声端テの両方を使って本機とプレイヤーを接続する必 
要びあります。 

「デジタル出力割り当て」を「ゾーン4」に設定すると、デジタル音声信号はゾーン4に送られ 
ます（豚 P .98)。 音声をゾーン4より出力したい場合は、外部機器を AV 1-4、 AUDI 日]-4、 V - 
AUX のいずれかにデジタル接続してください。 

I マルチゾーン接続をする 

本機のマルチゾーン機能を使用するには、次の機器び必要になります。 

• ゾーン2/ゾーン3で使用するホ外線受信機。 

• メインゾーンで使用する赤外線送信機。ゾーン2/ゾーン3で U モコン操作をした際に、赤外 
線受信機を経由してメインルームの赤外線送信機から信号び発信し、ゾーン2/ゾーン3に 
いなびらメインルームの CD 、 DVD プレイヤーを操作できます。 

• ゾーン2/ゾーン3で使用する外部アンプやスピーカー。 

• ゾーン2/ゾーン3/ゾーン4で使用するテレビ。 

外部アンプを使用する 

次のよラに接続した外部アンプをゾーン2/ゾーン3/ゾーン4に設置します。 



映像の出力先を変更すれば、別の部屋にあるテレビの画面から本機を操作することびでさます。 

I テレビを接続する 

MONITOR OUT / ZONE 日 UT のコンポジットまたはコンポーネント端テとゾーン2/ゾーン3/ 
ゾーン4のテレビを接続し、ゾーン2の選択した入カソースの映像を出力することびできます。 
ゾーン2/ゾーン3/ゾーン4へは、アナ□グ入力の映像のみ出力されます。 HDMI 入力の映像 
は出力されません。 

MONITOR OUT/ZONE OUT 端テをメインゾーンおよびゾーン2/ゾーン3/ゾーン4に 
割り当てるには、「モニター出力割り当て」を設定します（豚 P .98)。 



「モニター出力割り当て」を「ゾーン2」または「ゾーン3」に設定すると、設定中のゾーン 
で選択している入カソースのコンテンツ画面およびオプションメニューをそのゾーンにある 
テレビ画面に表示でさます。 

ゾーン4では、外部機器から入力された映像信号のみびテレビ画面に表示されます。 


本機の内蔵アンプを使用する 

EXTRA SP 端テと、ゾーン2/ゾーン3で使用するスピーカーを直接接続します（瞭 p .2 日）。 
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I ゾーン2、ゾーン3のオンスク U — ン 
ディスプレイ 

「モニター出力割り当て」び r ゾーン2」または r ゾー 
ン3」に設定されていると、オンスク U —ンディスプ 
レイびそのゾーンのテレビ画面に表示されます。 
ゾーン2およびゾーン3のオンスク IJ ーンディスプ 
レイは、メインゾーンとは利用できる機能び異なりま 
す。 

ゾーン2およびゾーン3で利用でさる機能は、下記 
のとお0です。 

• コンテンツ画面（再生画面/ブラウズ画面） 

• オプションメニューの「 I -ーンコント□ール」、「音 
量バランス」、「1」ピート」'を1、「再生」を1 

I 別の部屋か S リモコンで本機を操作す 
る 

本機には、2つの REM 日 TE IN と REMOTE OUT 
端テび搭載されています。これらの端テを使えば 、 U 
モコンを使ってゾーン2/ゾーン3/ゾーン4から本 
機や外部機器を操作することびでさます（豚 P .36)。 


いくつかのヤマ八製機器は、本機の REMOTE m 
テで接続することびでさます。これらの機器をお 
使いの場合は、赤外線送信機は不要です。下記の 
よラに REM 日 TE 端テを使って、最大目個までヤ 
マノ \製機器を接続することびできます。 


メインゾーン ゾーン2 



REMOTE OUT 端子か5 
REMOTE IN 端子へ 


'を1: DOCK / PC / USB 選択中のみ表示されます。 


マルチゾーンを操作ずる 


本機の IJ モコンを使って、次のようにマルチゾーンの 
機器を選択したり操作することびでさます。 

• ゾーン2/ゾーン3/ゾーン4の入カソースを選ぶ。 
• ゾーン2/ゾーン3/ゾーン4の入カソースび 
「 TUNER 」 のときは、 FM または AM の選局をする。 
• 外部アンプを経由して接続しているゾーン2/ゾー 
ン3/ゾーン4機器の音量を調節する。 

I マルチゾーン操作モードを有効にする 

マルチゾーンの機器を IJ モコンで操作する前に、 

國 ZONE を押して操作するゾーンに設定してくださ 
い。 

I マルチゾーンを操作する 

ゾーン2/ゾーン3/ゾーン4への音声出力をち効/ 

巧効にずるには 

回 RECEIVER のを押す。 

ゾーン2/ゾーン3/ゾーン4の入カソースを切り替 
无るには 

团入カ ソース 選択 キーを押す。 

ゾーンごとの使用可能ソースは似下のとおりです。 
ゾーン2/ゾーン3 : 

AV 1-4 (アナ□グ入力のみ）、 V-AUX (アナ□グ 
音声入力のみ)、 AUDIO 1-4 (アナ□グ入力のみ)、 
PHONO 、 US 巨、 NET 、 DOCK、TUNER 
ゾーン4 : 

AV 1-4 (同軸/光デジタル入力のみ)、 V-AUX (光 
デジタル入力のみ)、 AUDIO 1-2 (同軸/光デジタ 
ル入力のみ） 


ゾーン2/ゾーン3/ゾーン4でシーン機能を巧うには 
固 SCENE を3砂し U 上押し続けて、現在の設定を 
シーンに登録します。 


登録した設定を読み込むには、固 SCENE を押して 
ください。 

ゾーンごとのシーンに登録巧能な設定は似下のと 
おりです。 

ゾーン2/ゾーン3 : 

入力選択、マスターボ IJ ユー ム、 I -ーンコント□一 
ル 

ゾーン4:入力選択 


ゾーン 2/ ゾージ 3/ ゾージ 4 のス IJ ープタイマーを 
ち効にずるには 

ス U —プタイマーで設定した時間び経過すると、ゾー 
ン2 /ゾーン3 /ゾーン4機器は自動的にスタンパ' 
イモードに切り替わります。國 SLEEP を繰り返し 
押してス U —プタイマーを設定してください。 



I マルチゾーンの高音/ほ音を調壁する 
( I ンコント□—ル） 


1 フ□ントノ \°ネ;レの ZONE CONTROLS を 
巧ず。 


2 フ□ントパネルの TONE/BALANCE を 
何度か巧して 「Treble」 または 「Bass」 
を選ぶ。 


3 PROGRAM </> を押して、巧応ずる周 
波数域の出カレベルを調整する。 

キーから手を離すと、]つ前の画面に戻りま 
す。 


調整範囲 

-10.0 服〜10.0服 

単位 

2.0服 


マルチゾーン機能を使って複数の部屋で音楽を楽しむ 


03^ 
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マルチゾーン機能を使って複数の部屋で音楽を楽しむ 


I マルチゾーンのフ□ントスピーカーバ 
ランスを調整する 


1 フ□ントノ \:ネ J レの ZONE CONTROLS を 
巧す。 


2 フ□ントパネルの TONE/BALANCE を 
何度か巧して 「Balance」 を選ぶ。 


3 PROGRAM づ /D> を巧して、バランスを 
調整する。 

キーから手を離すと、]つ前の画面に戻りま 
す。 

I 別の部屋のテレビか S 機能を設定する 

「モニター出力割り当て」び r ゾーン2」または r ゾー 
ン3」に設定されていると、そのゾーンでオプション 
メニューから下の項目を設定でさます。 

• I ンコント□-ル 

. IJ ピート再生/シャツフ J レ再生 （ DOCK / PC/USB 
選択時のみ） 

ゾーン2/ゾーン3のオプションメニューは、メ 
インゾーンのオプションメニュー操作と同じよう 
に操作でさます（豚 P .56)。 


すべての部屋で音楽を楽しむ 


メインゾーンで再生中の音楽を同時に別のゾーンで 
を楽しむことびでさます。ホームパーティーなどで 
バックグラウンドミュージックを利用するとさなど 
に便利です。パーティーモードを使うためには、「パー 
テイーモード設赴を「有効」に設定します（豚 P .98) 。 


圆 PARTY を巧して、パーティーモードを才 
ン/オフずる 

本機のフ□ントパネルディスプレイやテレビ画面に 
「Party Mode 日 n 」 や「パーティーモードオン」ま 
たは 「Party Mode 日 ff 」 や「パーティーモードオ 
フ」と表示されます。パーティーモード中は、フ□ン 
トパネルディスプレイの PARTY インジケーターび 
点なします。 

• Z 0 NE 2 日 UT または ZONES 日 UT 端テから出 
力される音声信号は、2チャンネルのステレオ 
音声にダウンミックスされます。 

• パーティーモードは、メインゾーンの電源び才 
ンのとさのみ「オン」にでさます。 

• メインゾーンの電源をオフにすると、パー 
ティーモードをオフになります。 
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と思った s 


ご使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。 

対処しても正常に作動しない、または下記じ34で異常び認められた場合は、本機の電源をオフにし、電源プラグを抜いて、お買い上げ店またはヤマ八修理ご相談センターにお問い合 
わせ <ださい。 


全般 


症状 

原因 

巧策 

参照 

ぺージ 

電源をオンにでさ 
ない 

3回続けて保護回路び作動した。 

3回続けて保護回路び動作すると、 

製品保護のため電源び入らな < なり 
ます。ヤマ八修理ご相談センターに 
点検をご依頼ください。 


電源をオンにして 
ちずぐに切れてし 
ま3 

電源コードびしっかり接続さ 
れていない。 

電源コードを AC コンセントにしつ 
かりと差し込んでください。 

— 

(再度電源をオンにしたとさ 
に、に HECK SP W 旧 ESU 
と表示されるとき）スピー 
カーケーブルびショートした 
状態で電源を入れたため、保 
護回路により電源び切れた。 

すべてのスピーカーケーブルび本機 
とスピーカーに正しく接続されてい 
るか確認してください。 

簡易 

ガイド 

電ミ原をオフにでさな 
い、または本機び正 
常に動作しない 

内部マイコンび外部電気 
ショック（落雷または過度の 
静電気)、または電源電圧の低 
下によりフ U —ズしている。 

AC コンセントから電源プラグを抜 
さ、約30秒後にちう一度差し込ん 
で < ださい。 


U モコンにセットした電池び 
切れている。 

すべての電池を新品に変えてください。 

簡易 

ガイド 

フ□ントパネル 
ディスプレイに残 
り時間び表示され、 
スタンバイになる 

操作しない状態び長時間続い 
たためオートパワーダウン機 
能び作動した。 

本機の電源をオンにして、再生し直 
して < ださい。 

— 

設定メニューの「タイマー」（フアン 
クシヨン設定^オートパワーダウン 
^タイマー）を表示して、設定を「才 
フ」にしてください。 

100 

使用中に突然電源び 
スタンバイになる 

スピーカーケーブルびショー 
卜したため、保護回路び作動 
した。 

スピーカーケーブルのお線どラしび 
接触していないか確認し、電源を才 
ンにして < ださい。 


ス U —プタイマーび作動した。 

本機の電源をオンにして、再生し直 
して < ださい。 

— 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

音芦び出ない 

再生機器のケーブルびしっか 
り接続されていない。 

接続を確認してください。接続に問 
題びないとさはケーブルに接続不良 
び発生している可能性びあります。 

32、 

簡易 

ガイド 

スピーカーびしっかり接続さ 
れていない。 

接続を確認してください。 

間易 
ガイド 

接続している HDMI 機器び 
著作権保護 ( HDCP ) に対応 
していない。 

著作権保護に対応した機器を接続し、 
著作権保護 ( HDCP ) エラーび発生 
していないことを確認してください。 


(スタンバイスルー機能を才 
ンにしている場合） 

HDMI のオーディオ出力びテ 
レビにのみ出力されるよラ設 
定されている。 

設定メニューの HDMI オーディオ出 
力設定 （ HDMI 設定^音声出力）を、 
「アンプ」じ(外に設定してください。 

96 

再生したいソースび正しく選 
ばれていない。 

入カソース選択キーで、再生したい 
ソースを正しく選んでください。 

47 

CD - R 日 M など、本機で再生で 
さない信号び入力されている。 

本機で再生可能な信号を再生してく 
ださい。 

— 

映像び出ない 

HDMI 日 UT 1-2 端子に接続 
したテレビび対応していない 
映像信号を出力している。 

アドバンスドセットアップメニュー 
を表示させ、 「 INITIALIZE 」 の項目 
から 「 VIDEO 」 を選んで映像の設定 
を初期化してください。 

115 

アドバンスドセットアップメニュー 
の [MONITOR CHECK 」 び 
「 YES 」 に設定されているかご確認く 
ださい。 

114 

テレビで適切な映像入力び選 
ばれていない。 

テレビを操作して適切な映像入力を 
選択してください。 

— 

テレビを接続している HDMI 
OUT 端子からの出力び有効 
になっていない。 

HDMI OUT キーを繰り返し押して、 
接続している HDMI OUT 端子を有 
効にして < ださい。 

47 









と思った！ 5 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

特定のスピーカー 
か！ 5 音び出ない 

スピーカーび故障している。 

フ□ントパネルディスプレイのス 
ピーカーインジケーターを確認し、 
該当するスピーカーチャンネルび点 
なしている場合は、他のスピーカー 
を接続して、音び出るか確認してく 
ださい。音び出ない場合は、本機び 
故障している可能性びあります。 

13 

再生機器やスピーカーびしっ 
かり接続されていない。 

接続を確認してください。接続に問 
題びないとさはケーブルに接続不良 
び発生している可能性びあります。 

32、 

簡易 

ガイド 

該当スピーカーから音声信号 
び出力されない設定になって 
いる。 

フ□ントパネルディスプレイのス 
ピーカーインジケーターを確認して 
ください。該当するチャンネルび消 
なしている場合はしツ下の項目をご確 
認ください。 

1 ) 他の入カソースに切り替えて試し 
てみて < ださい。 

2) 選択中のヴウンドプ□グラムで 
は、該当スピーカーから音声は出力 
されません。他のサウンドプ□グラ 
ムを選択してみてください。 

3) 本機側で、該当するスピーカーび 
なし（無）に設定されている可能性 
びあります。設定メニューのスピー 
カー設定を表示して、該当するス 
ピーカー（スピーカー設定^構成） 

を有効にしてください。 

13. 89 

設定メニューの「スピーカー設 
定 J で、該当するスピーカーの 
音量び最ルになっている。 

設定メニューのスピーカー設定を表示 
して、スピーカーの音量（スピーカー 
設定^音量）を調節してください。 

91 

(片側のチヤンネレの音声び 
ほとんど出ない場合）スピー 
カーの音量のバランスび適切 
に設定されていない。 

設定メニューの「音量」（スピーカー 
設定^手動設定^音量）で、各ス 
ピーカーの音量ノ（フンスを設定し直 
して < ださい。 

91 

再生するソースやサウンドプ 
□グラムによっては、音び出 
ないチヤンネルびある。 

他のヴウンドプ□グラムを選択して 
みて < ださい。 

49 

センタースピー 
力一からのみ音芦 
び出る 

モノラルの再生ソースにサウ 
ンドプ□グラムをかけた場 
合、使用するサラウンドデ 
コーダーによっては、すべて 
の音声びセンタースピーカー 
から出力されることびある。 

他のヴウンドプ□グラムを選択して 
みて < ださい。 

49 


症が 

原因 

巧策 

参照 

ぺージ 

フ□ントおよびリ 
アプレゼンスス 
ピーカーから音芦 
び出ない 

ストレートデコードモードび才 
ンになっている。 

オーディオ入力信号にサラウン 
ドチヤンネルびない。 

STRAIGHT を押して、ストレートデ 
コードモードをオフにして<ださい。 

50 


再生するソースやサウンドプ 
□グラムによっては、音び出 
ないチヤンネルびある。（故 
障ではあ0ません） 

他のヴウンドプ□グラムを選択して 
みて < ださい。 

49 

サラウンドスピー 
カーから音芦び出 
ない 

再生するソースやサウンドプ 
□グラムによっては、音び出 
ないチヤンネルびある。（故 
障ではあ0ません） 

他のヴウンドプ□グラムを選択して 
みて < ださい。 

49 

サラウンドバック 
スピーカーから音 
び出ない 

オプションメニューの拡張ヴ 
ラウンドの設定び「オフ」に 
なっている。または拡張サラ 
ウンドの設定び「自動判別」 

の状態で、入力されている信 
号にサラウンドバックの信号 
び含まれていない。 

拡張サラウンドの設定を、「オフ」お 
よび「自動判別」じ(外に設定してみ 
て < ださい。 

己9 


CINEMA DSP 3 D モードま 
たは CINEMA DSPS モード 
で再生しているとさは、サラ 
ウンドバックスピーカーから 
は音声は出ません。 



サブウーファーか 

5音芦び出ない 

サブウーファーび接続されて 
いない、または無効に設定さ 
れている。 

サブウーファーび接続されているこ 
とを確認し、設定メニューの「サブ 
ウーファー」または「サブウー 
ファー2」（スピーカー設定手動 
設定^構成^ヴブウーファー]/ 
サブウーファー 2) の設定び「使用 
する」になっていることを確認して 
<ださい。 

90 


サブウーファーの電源びオフ 
になっている。 

サブウーファーの電源をオンにして 
ください。ヴブウーファーに才ート 
パワーオフ機能びある場合は、パ 
ワーオフになる感度を下げるか無効 
に設定してください。 



再生しているソースに LFE 
(防 P .127) や低音信号び含 
まれていない。 



聴きたいデジタル 
音芦フォーマット 
で音芦び再生され 
ない 

再生機器側で、聴さたいデジ 
タル音声フォーマットび出力 
されない設定になっている。 

再生機器の取扱説明書をご覧のラえ、 
正しく設定してください。 
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HDMI ™ 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

デジタル機器や高 
周波機器からの雑 
音を受けている 

本機とデジタル機器や高周波 
機器の設置場所び近すざる。 

本機とそれらの機器を離して設置し 
て < ださい。 


「ジー」、「ブーン」 
などの雑音び入る 

ケーブルびしっかり接続され 
ていない。 

ケーブルをしっかり差し込んでくだ 
さい。接続に問題びないとさはケー 
ブルに接続不良び発生している可能 
性びあります。 



DTS - CD を再生している。 

ノイズだけび再生される場合： 

DTS のビットスト U —ムび本機に正 
しく入力されていない場合は、ノイ 
ズだけび再生されます。 

本機と再生機器をデジタル接続して 
再生してください。症状び解消しな 
い場合は、再生機器側に問題びある 
可能性びあります。再生機器のメー 
カーにお問い合わせください。 




再生/スキップ操作時にノイズび発 
生する場合： 

DTS - CD を再生する際、入カソース 
選択後に入力選択メニューを表示し 
て「デコードモード」を 「 DTS 」 に 
設定してください。 

79 

音量を上げられな 
し、、または音び歪 
んでいる 

本機の出力端子に接続された 
機器の電源び入っていない。 

AV アンプという製品ジャンルの特性 
上、出力端子に接続している機器の電 
源び切れている場合に、再生音び歪ん 
だり、音量び下びったりすることびあ 
ります。本機に接続しているすべての 
機器の電源を入れてください。 



「音量の上限」びルさい音量 
に設定されている。 

大さい音量に設定し直してください。 

93 


症状 

原因 

巧策 

参照 

ぺージ 

フ□ントパネルデイ 
スプレイの HDMI 
インジケーターび,な 
滅している 

HDMI 接続に問題び発生して 
いる。 

HDMI ケーブルを差し直してみてく 
ださい。 

— 

映像設定（情報メニュー-> ビデオ信 
号）で本機び対応していない HDMI 
映像び入力されていないか確認して 
<ださい。 

104 

音芦や映像び出ない 

制限台数を超える HDMI 機 
器を接続している。 

接続している HDMI 機器の数を減ら 
して < ださい。 

— 

接続している HDMI 機器び 
著作権保護 ( HDCP ) に対応 
していない。 

著作権保護に対応した機器を接続し 
て < ださい。 


( HDMI コント 
□ール機能使用時） 
テレビのリモコン 
を操作時、テレビ 
の音芦び本機より 
出力されない 

テレビの音声出力び本機に接 
続されていない。またはテレ 
ビ側の設定と合っていない。 

テレビの音声出力を本機に接続し、 

「 TV 音声入力」で接続した入カソー 
スを選んでください。 

(設定メニューー HDMI 設定^ TV 
音声入力） 

96 

(オーディオ IJ ターンチヤン 
ネル機能使用時） 

オーディオリターンチヤンネ 
ル機能び作動していない。 

テレビびオーディオ IJ ターンチヤンネ 

J レ機能に対応しているか確認してくだ 
さい 。 「ARC (オーディオリターン 
チヤンネル)」をオンにしてください。 
(設定メニュー HDMI 設定 
^ ARC (オーディオ U ターンチヤ 
ンネル)） 

96 
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と思った！ 5 


FM / AM 放送の受信 


FM 


症状 

原因 

巧策 

参照 

ぺージ 

ステレオ放送にな 
ると雑音びをく聞 
さづらい 

放送局から離れた地域で受信 
しているか、アンテナ入力び 
弱い。 

アンテナの接続を確認してください。 

簡易 

ガイド 

屋外アンテナを接続してください。 

— 

屋外アンテナを感度の良い、を素子 
のちのに変えてください。 

— 

モノラルで受信してください。 

63 

FM 専用アンテナ 
を使用しているび、 
音び歪むなど受信 
感度が悪い 

マルチパス（多重反射）など 
の妨喜電波を受けている。 

アンテナの高さや方向、設置場所を 
変えてください。 


自動で選局でをない 

放送局から離れた地域で受信 
しているか、アンテナ入力び 
弱い。 

屋外アンテナを接続してください。 

— 

屋外アンテナを感度の良い、多素子 
のちのに変えてください。 

— 

手動で選局してください。 

61 

"No Presets " と 
表示される 

プ U セツト放送局び登録され 
ていない。 

お好みの FM/AM 放送局をプ U セッ 
卜局として登録してから操作してく 
ださい。 

61 

"Wrong Station " 
と表示される 

無効な FM/AM 周波数を入 
力した。 

FM/AM 放送局で有効な範囲の周波 
数を入力してください。 

— 


AM 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

自動で選局でをない 

電波び弱い、あるいはアンテ 
ナの接続び不完全。 

AM ループアンテナの方向を変えて 
<ださい。 

— 

屋外アンテナを接続してください。 
屋外アンテナを接続した場合でを、 

AM ループアンテナは必ず接続して 
<ださい。 


手動で選局してください。 

61 

オートプリセット 
びでさない 

AM 放送局はオートプ U セツ 
卜びでさない。 

マニュアルプ U セットをしてください。 

61 


症が 

原因 

巧策 

参照 

ぺージ 

「ジー」、 r ザー」、 
「ガリガリ」などの 
雑音び入る 

ループアンテナび接続されて 
いない。 

AM ループアンテナを接続してくだ 
さい。接続してを改善されない場合 
は屋外アンテナを接続してください。 

簡易 

ガイド 

空電や雷による雑音、または 
堂光な、モーター、ヴーモス 
タツト付さの電気器具の雑音 
を拾っている。 

AM 屋外アンテナを張り、アースを 
完全に取ると減少しますび、完全に 
除去するのは困難です。 


「ブンブン」、 

「ヒューヒュー」な 
どの雑音び入る 

本機の近くでテレビを使用し 
ている。 

本機とテレビを離して設置してくだ 
さい。 


"No Presets " と 
表示される 

プ U セツト放送局び登録され 
ていない。 

お好みの FM/AM 放送局をプ U セッ 
卜局として登録してから操作してく 
ださい。 

61 

"Wrong Station " 
と表示される 

無効な FM/AM 周波数を入 
力した。 

FM/AM 放送局で有効な範囲の周波 
数を入力してください。 

— 


USB / ネツトワーク 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

「No Device 」 と 
表示され 、 USB 
デバイスび認識さ 
れない。 

違法なデバイスと認識されて 
いる。 

本機の電源をオフにして、オンにし 
直してください。 


USB デバイスの 
音楽ファイルと 
ディレクトリび表 
示されない。 

音楽ファイルとデイレクト U 
び FAT エ U アじ(外のところ 
にある。 

音楽ファイルとデイレクト U を FAT 
エ U アに置いてください。 


8つじ(上のデイレクト U の階 
層、あるいは己00じ(上の 
ファイルびあるデイレクト U 
を見ようとしている。 

USB デバイスのファイル構成を変更 
して < ださい。 


パソコンヴー八一 
/インターネット 
ラジオび正しぐ動 
かない。 

IP アドレスび正しく設定さ 
れていない。 

ルータの DHCP サーバー機能をオン 
にし、現在の操作環境に合わせて交 
互に手動設定を行ってください。 

97 

ネットワークケーブルび接続 
されていない。 

正しく接続してください。 

37 
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症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

パソコンヴー八一 
の音楽び再生され 
ない。 

パソコンに Windows 

Media Player びインストー 
ルされていない。 

パソコンに Windows Media 

Player をインストールしてくださ 
い。 



音楽び本機で再生でさない 
フオーマットで録音されてい 
る。本機では WMA 、 MP 3、 
MPEG -4 AAC 、 FLAG 、 

WAV ( PCM フオーマット） 

じ(外のフオーマットでは再生 
できません。また、 WMA 、 
MP 3、 MPEG -4 AAC 、 

FLAG 、 WAV フオ ー7 ツト 
で録音されていてち再生でさ 
ない場合びあります。 

本機び対応しているフォーマットで 
録音されている音楽を再生してくだ 
さい。 


インターネットラ 
ジオび再生されな 
い。 

ネットワーク機器のファイア 
ウオールび作動している。イ 
ンターネットラジオは、各局 
指定のポートからのみ再生で 
さます。ポート番号はラジオ 
局によって異なります。 

ネットワーク機器のファイアウオー 
ル設定を確認してください。 



インターネットに接続されて 
いない。 

ネットワーク機器の設定を確認し、 
お使いのプ□バイダにお問い合わせ 
<ださい。 



表示 

内容 

巧策 

参照 

ぺージ 

Uonnect error 

ネットワークから本機への信 
号経路に問題びある。 

本機と、ルータまたは八ブの LAN 
ポート間の接続を確認してください。 

37 

ルータび正し<接続されており電源 
びオンになっていることを確認して 
ください。また、モデムび正しく接 
続されており電源びオンになってい 
ることを確認してください。 

37 

： '： ■：：："... ■. ■：：： -j 

USB デバイスび、本機の 
USB ポートから外れている。 

本機と、 USB デバイス間の接続を確 
認してください。 

— 

ツ前本機に接続されていたパ 
ソコンサーバーびを在しな 
い。 

本機を、利用可能なサーバーに接続 
して < ださい。 

37 


表示 

内容 

巧策 

参照 

ぺージ 


USB デバイスから本機への 
信号経路に問題びある。 

本機の電源をオフにして、 USB デバ 
イスを本機の USB ポートにち)ラー 
度接続してください。 

38 

USB デバイスを U セットしてくださ 
い。 

— 

Hoc. 强思.思 err or 

USB デバイスにアクセスで 
をない。 

他の USB デバイスを再生してみて 
<ださい。 

— 

USB デバイスから本機への 
信号経路に問題びある。 

本機の電源をオフにして、 USB デバ 
イスを本機の USB ポートにをラー 
度接続してください。 

38 

USB デバイスを U セットしてくださ 
い。 

— 


パソコンび接続を拒否してい 
る。 

Windows Media Playerl 1または 
] 2の共有設定を確認し、本機を音楽 
コンテンツの共有デバイスとして選 
択してください。 

64 

I : .. : 

パソコンに保をされている曲 
び再生でさない。 

Windows Media Player びパソ〕 
ンにインス1-ールされていることを 
確認してください。 


パソコンに保をされている曲び再生 
可能か確認してください（ MP 3、 
WMA 、 MPEG -4 AAC 、 WAV )。 


再生可能な音楽ファイル（ MP 3、 
WMA 、 MPEG -4 AAC 、 WAV ) を 
パソコンに保をしてください。 


ネットワークに負荷びかかり 
すぎて再生に影響している巧 
能性びある。 

通常のネットワークとは別に、本機 
専用のネットワークをご使用くださ 
い。 


. . . 

パソコン ヴーノ （一のコンテン 
ツリストびアップデートされ 
た。 



h—' i -■ … 

お好みのインターネットラジ 
才局びお気に入りリストに追 
加された。 



:::::: 

登録済みのインターネットラ 
ジオ局びお気に入りリストが 
ら削除された。 



USB Over 1 oaded 

接続中の USB デバイスに過 
電流び流れている。 

本機の電源を切って USB デバイス 
を外してください。それでをメッ 
セージび表示される場合、本機びそ 
の USB デバイスに対応していない 
可能性びあります。 
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iPod/iPhone 


表示 

内容 

巧策 

参照 

ぺージ 

i 1. ::— 

iPod/iPhone との接続を確 
認中、または情報を取得中で 
す。 




iPod/iPhone との通信に問 
題び発生しています。 

本機の電源をオフにし、ヤマ八製 
iP 日 d 用ユニバーサルドックを接続し 
直してください。 

70 

iPod/iPhone をヤマハ製 iPod 用ユ 
ニバーサルドックにセットし直して 
ください。 

70 


本機に対応していない種類の 
iPod/iPhone び接続されて 
います。 

本機に対応した iPod を接続してくだ 
さい。 


. :―… I 

iP 日 d/iPh 日 ne びヤマ八製 
iP 日 d 用ユニバーサルドック 
に正しく接続されました。 



山…- ■■■■■■ ------------ 

iP 日 d/iPh 日 ne びヤマ八製 
iP 日 d 用ユニバーサルドック 
から取りはずされました。 



:川。;..…::.;...:...’…::’ 

何らかの原因で iPod / 
iPhone を再生でさません。 

iPod/iPhone に保をされている曲び 
再生可能であるか確認してください。 

— 


Bluetooth 


表示 

内容 

対策 

参照 

ぺージ 

：...■："：：：： .：.： ；；； . 

ヤマ八製 Bluetooth ワイヤ 
レスオーディオレシーバーと 
Bluetooth 機器をペアリン 
グしています。 




ヤマ八製 Bluetooth ワイヤ 
レスオーディオレシーノ（一と 
Bluetooth 機器の接続を確 
立しています。 



い:。…...!:::.い:::.!…； 

ペア U ンヴか兀:了しホした。 

ペアリングび中止されまし 
た。 


— 


ヤマ八製 Bluetooth ワイヤ 
レスオーディオレシーバーと 
Bluetooth 機器の接続び確 
しました。 




ヤマ八製 Bluetooth ワイヤ 
レスオーディオレシーバーと 
Bluetooth 機器の接続び切 
断されました。 




Bluetooth 機器び見つかり 
ませんでした。 

(ペア U ング時） 

-ペアリングは、本機と Bluetooth 
機器で同時にする必要びありま 
す。 Bluet 日日 th 機器側をペアリ 
ングモードになっているか確認し 
て < ださい。 

娘続時） 

- Bluetooth 機器の電源びオンに 
なっているか確認してください。 

-ヤマ八製 Bluetooth ワイヤレス 
オーディオレシーバーと 
Bluetooth 機器の距離び] 0 
メー トル]^ツ上離れていないか確認 
して < ださい。 



Bluetooth 機器と本機びペア 

U ングされていない可能性び 
あります。 

再度ペア U ングしてください。 

74 
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u モコン 


症状 

原因 

巧策 

参照 

ぺージ 

本機をリモコンで 
操作でをない 

U モコン操作範囲からはずれ 
ている。 

本体のリモコン受光窓から目 m しツ内、 

U モコン受光部の正面から左ち30° 

しツ内の範囲で操作してください。 



受光窓に曰光や照明（イン 
バーター堂光なやスト□ボラ 
イトなど）びあたっている。 

照明、または本体の向さを変えてく 
ださい。 



乾電池び消耗している。 

乾電池をすべて交換してください。 

簡易 

ガイド 


U モコン側と本体側の U モコ 
ン ID び一致していない。 

コードまたは U モコン ID の設定を変 
えて < ださい。 

]06、 

113 

リモコンの電池び 
ずぐ切れる 

電力び不足している 

アルカ U 電池に交換してください。 

— 

外部機器をリモコ 
ンで操作できない 

U モコンコードび正しく設定 
されていない。 

「リモコンコードー覧」をご覧にな 
り、正しく設定してください。 

]07、 

112 



「リモコンコードー覧」をご覧にな 
り、同じメーカーの別のコードを設 
定してください。 

]07、 

112 



力ーソル A/V /</> などの U モコ 
ンキーび動作しない場合は、下記の 
操作をしてみてください。 

DVD のディスクメニューなどで操作 
でさない場合： 

入カソース選択キーを使ってを ラー 

度入カソースを選択してから操作し 
て < ださい。 

オプションメニュー/日 N SCREEN 
メニューで操作でさない場合： 

SOURCE/RECEIVER を押して 

(オレンジに点な)、をう一度 U モコ 
ンを操作してください。 



U モコンコードを正しく設定 
してを、メーカーまたは機器 
によっては操作でさない場合 
びある。 





用語/巧術お説 


音声に関する用語 


サンプリング周波数 

アナ□グ音声信号をデジタル信号化する際に、]秒間にヴンプリング（信号の大ささを数値に置さ換 
えること）する回数をサンプリング周波数といいます。 

再生でさる周波数帯は「サンプリング周波数」で決まり、ヴンプ U ング周波数び高いほど再生可能な音 
域び広びることになります。 

バイアンプ 

スピーカーのウーファーとツィーターを別々のアンプで駆動する方式です。中低域部と高域部を独立し 
て接続することにより、逆起電力による音の純度低下を抑え、よりク U アな音声を楽しめます。 

リップシンク （Up sync) 

HDMI びサポートしている、音声と映像の出カタイ三ングのずれを自動で補正する技術です。映像信 
号の大容量化にとをなラ信号処理の複雑化により、音声出力に対して映像出力び遅れてしまラことびあ 
ります。この映像出力の遅延を自動で検知し、遅延時間に合わせて音声を遅らせて出力することによ 
り、音声と映像の出カタイ三ングを同期させています。 

量子化ビット数 

アナ□グ音声信号をデジタル信号化する際に、音の大ささを数値化するとさのさめ細かさを量子化ビッ 
卜数といいます。音量の差を表すダイナ三ックレンジは「量子化ビット数」で決まり、量子化ビット数 
び大さいほど音の大ささの変化をさめ細か<再現でさます。 

AAC ( アドバンスト • オーディオ • コーディング） 

MPEG -2 オーディオ規格の一つで、 BS / 地上波デジタル放送で採用されています。モノラル音声から 
最大で7チャンネル音声までを効率良<圧縮して記録、伝送でさます。 

本機は AAC デコーダーを搭載しているため、 BS / 地上波デジタルチューナーで受信した番組の己.1 
チャンネル音声をデコード（復号）して再生でさます。 

Dolby Digital 

Dolby Digital は、完全に独立したマルチチャンネル音声を再生できるデジタルサラウンドシステムで 
す。全帯域の音声成分を持つフ□ント3チャンネル（フ□ント L / R 、 センター)と、サラウンド2 
チャンネル（サラウンド L / R )、 低音域専用の LFE チャンネルの合計己.1チャンネルで構成されます。 
サラウンド2チャンネルびステレオで収録されているため 、 Dolby Surround と比較して、音の移動 
感や周囲の環境音びより明確になります。全帯域の己チャンネルの幅広いダイナ三ックレンジと正確 
な音の定位によって、これまでにない迫力と現実感を再現でさます。 

本機では、モノラル音声から己.1チャンネルスピーカーシステムまでお好みの視聴環境を選ぶことび 
でさます。 

Dolby Digital Surround EX 

本機は己. 1 チャンネルのソースに、サラウンドバックチャンネルを加えて目.1チャンネル再生を可能 
にする 、 Dolby Digital Surround EX ソフト対応の Dolby Digital EX デコーダーを内蔵しています 
(サラウンドバックチャンネルはサラウンド左とサラウンドちチャンネルから作られます）。 

Dolby Digital Surround EX で録音された映画のサウンドトラックを再生する際に、最良の音声を再 
生でさます。この追加チャンネルにより、特に飛び越えたり飛び回ったりといった動さのあるシーン 
で、よりダイナ三ックで U アルな動作音をお楽しみいただけます。 


Dolby Digital Plus 

ブルーレイディスクなどの次世代光ディスクや、デジタルテレビ放送向けに開発された高品質音声 
フォーマットです。ブルーレイディスクではオプション採用され、最大 7.1 チャンネルのディスクリー 
卜音声信号を最大転送レート目 Mbps で収録巧能です。従来の Dolby Digital と互換性びあるため、 
Dolby Digital 対応の機器でも再生できます。 

Dolby Pro Logic II 

Dolby Pro Lo 呂 ic II はドルビープ□□ジックを改良した方式で 、 Dolby Surround 方式のソフトに多 
く採用されています。2チャンネルで記録された音声信号を処理し、優れた分離感を保ったまま己.1 
チャンネル音声に変換します。映画用の Movie モードと、音楽などのステレオソース用の Music モー 
ド、ゲーム用の Game モードび用意されています。 

従来の2チャンネル音声（モノラル音声を除く）だけで記録されたちい映画を、己.1チャンネルの迫 
力ある音声で楽しめます。 

Dolby Pro Logic llx 

ドルビープ□□ジックの技術です。 2 チャンネルで記録された音声はをちろん、マルチチャンネルで 
記録された音声信号ち処理し、自然な 7.1 チャンネル音声をフルレンジで再生します。映画用の Movie 
モード （2 チャンネル音声入力時のみ）、音楽用の Music モード、ゲーム用の Game モードび用意さ 
れています。 

Dolby TrueHD 

ブルーレイディスクなどの次世代光ディスク向けに開発された□スレス（可逆型）高品質音声フォー 
マットです。ブルーレイディスクではオプション採用され、9目 kHz /24 bit 時には最大8チャンネル 
のディスクリート音声信号を、最大転送レート] 8 Mbps で収録巧能です。従来の Dolby Digital と互 
換性びあるため 、 Dolby Digital 対応の機器でを再生でさます。ダイア□グノーマライゼーションやダ 
イナ三ックレンジコント□ールをサポートしています。スタジオマスター品質の音声び楽しめます。 

DTS 96/24 

DTS 9目/24は DVD ビデオのマルチチャンネルヴウンドを高音質で再生します。従来の DTS デコー 
ダーとも互換性びあるため 、 DTS 9目/24に対応していない機器では、通常の DTS サラウンドとし 
て楽しむことびできます。「9目」はヴンプ U ング周波数の9日 kHz 縦来の 48 kHz から倍増）、に4」 
は量子化ビット数24ビットを示します。広い周波数帯域、ダイナ三ックレンジで、 DVD ビデオの音 
楽や映画音声を日.1チャンネルで楽しむことびでさます。 

DTS デジタルサラウンド 

DTS デジタルサラウンドは、アナ□グの映画音声に取って代わる己.1チャンネル方式のデジタルサウ 
ンドトラックとして開発された最新技術で、世界中の映画館に急速に普及しています。ご家庭でを音の 
奥行さや自然な空間表現を楽しめるように開発したをのび、本機で採用している DTS システムです。 
極めて劣化び少なく、クリアな音質の日チャンネル（フ□ント L / R 、 センター、サラウンド L / R チャ 
ンネル、サブウーファー用 LFE 日.]チャンネルを加えた己.1チャンネル）で構成されています。 

DTS Express 

ブルーレイディスクなどの次世代光ディスク向けに開発された音声フォーマットで、ネットワークスト 
U —三ング用に最適化された低ビットレート信号です。ブルーレイディスクではセカンダ U —オーディ 
才で使用され、本編の再生を楽しみなびらインターネットを経由して映画制作者のコメントなどを楽し 
めます。 
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DTS-HD High Resolution Audio 

ブルーレイディスクなどの次世代光ディスク向けに開発された高品質音声フォーマットです。ブルーレ 
イディスクでオプション採用され、9目 kHz /24 bit で最大 7.1 チャンネルのディスクリート音声信号 
を、最大転送レート目 Mbps (ブルーレイディスクの場合）で収録巧能です。従来の DTS デジタルヴ 
ラウンドと互換性びあるため、 DTS デジタルサラウンド対応の機器でを再生でさます。 

DTS-HD Master Audio 

ブルーレイディスクなどの次世代光ディスク向けに開発された□スレス（可逆型）高品質音声フォー 
マットです。ブルーレイディスクで標準採用され、9目 kHz /24 bit で最大 7.1 チャンネルのディスク 
リート音声信号を、最大転送レート24.己 Mbps (ブルーレイディスクの場合）で収録巧能です。従来 
の DTS デジタルサラウンドと互換性びあるため、 DTS デジタルサラウンド対応の機器でを再生でさ 
ます。スタジオマスター品質の音声び楽しめます。 

DTS Neo : 目 

2チャンネル信号のソースを、サラウンドバックを含めた目チャンネルで再生でさます。再生するソー 
スに合わせて、音楽用の Music モードと、映画用の Cinema モードび用意されています。すべての 
チャンネルを全帯域で再生でさるだけでなく、ディスクリート方式で記録されたソースのよラなチャン 
ネルの分離感を体感でさます。 

DSD ( ダイレクト . ストリーム - デジタル） 

SACD (スーパーオーディオ CD ) などで使われている、デジタル信号を記録する方式の一つです。ヴ 
ンプ U ング周波数2822.4 kHz で記録することにより、 CD などで使われている PCM よりを高音質 
で再生できます。周波数は TOOkHz しツ上、ダイナミックレンジは120服です。本機では、 HDMI 端 
子から入力された DSD 信号の再生び巧能です。 

FLAG (Free Lossless Audio Codec) 

音声圧縮方式の一つで、可逆圧縮方式を採用しています。圧縮率では非可逆圧縮方式フォーマットには 
劣るをのの、原音からの質の劣化びないため、高品質の音声を楽しめます。 

LFE ( 低域効果音） 0.1 チャンネル 

音声成分の帯域び20〜 ] 20 Hz の、低音域専用チャンネルです 。 Dolby Digital . DTS 、 AAC のい 
ずれでを、全帯域用の日チャンネルに加えて、効果的な場面で低音を増強するために使用されます。 
音声の帯域び低域のみに制限されているため、 0.1 と表現されます。 

MP3 

MPEG で利用される音声圧縮方式の一つです。人間の感じ取りに<い部分のデータを間引<非可逆圧 
縮方式を採用しています。音楽 CD 並の音質を保ったままデータ量を約1/10に圧縮でさると言われ 
ています。 

MPEG-4 AAC 

MPEG -4 才ーディオ規格の]つで、 MPEG -2 AAC より低いビットレートでデータを圧縮できること 
から、携帯電話や携帯音楽プレーヤーなどのル容量、高品質び求められる機器にを利用されています。 
また、上記の機器しツ外にをインターネット上のコンテンツ配信など、パソコンやメディアサーバーなど 
でち多く利用されている規格です。 


PCM (リニア PCM) 

MP 3 形式や ATRAC 形式のよラにアナ□グ音声信号を圧縮せずに、そのまま符号化して録音 • 伝送す 
る方式です。 「 PCM 」 は、パルス•コード•モジュレーションの略で、デジタル信号をパルスの符号に 
して変調記録するといラ意味です。 

音楽 CD や、 DVD オーディオの録音方法などで採用されています。 PCM 方式では、非常に短く区切っ 
た単位時間あたりの信号の大ささを数値に置さ換える（サンプリング）手法を用いています。 

WAV 

Windows 標準の音声ファイルの形式です。デジタル音声信号の保を形式などを規定しています。通常 
は非圧縮 ( PCM ) のデータび使用されますび、任意の圧縮方式を利用でさます。 

WMA (Windows Media Audio) 

Microsoft 社び開発した音声圧縮方式です。人間の感じ取りにくい部分のデータを間引く非可逆圧縮 
方式を採用しています。音楽 CD 並の音質を保ったまま約]/20に圧縮でさると言われています。 

ヴウンドプログラムに関する用語 


コンプレスト S ユージック • エン八ンヴーモード 

MP 3 や AAC など、携帯音楽プレーヤーなどで使用される圧縮オーディオフォーマットの再生に最適 
なプ□グラムです。高音域を拡張し、低音域を強調することによって、圧縮オーディオをダイナ三ック 
かつ臨場感たっぷりに再生します。 

サイレントシネマ 

へッドホンでマルチスピーカーによるサウンドプ□グラムを擬似的に再現するための、ヤマ八独自のシ 
ステムです。 

ヴウンドプ□グラムごとにへッドホン用の設定値び用意されているため、自然で立体感あふれるヴウン 
ドプ□グラムをへッドホンでをお楽しみいただけます。 

シネマ DSP ( デジタル . サウンド • フィールド . プ □ セッヴー） 

Dolby Surraund や DTS のシステムは、本来映画館用に設計されているため、ご家庭では部屋の広さや壁 
の材質、スピーカーの数などの条件の違いによって、同じソフトであってを視聴感に差び出てしまいます。 
ヤマ八シネマ DSP は、豊富な実測データに基づく独自の音場技術を応用することで、ドルビープ □□ 
ジックや Dolby Digital 、 DTS のシステムと組み合わせて音のスケールや奥行さ、音量感を補い、ご 
家庭でち映画館のような視聴体験を実現します。 

シネマ DSP 3D 

音場の高さ方向の情報を含んだ、実際に測定された音場データです 。 CINEMA DSP 3 D モードでは、 
より緻密で立体的な3 D 感覚の音場を U ス ニン グルームに再現します。 

バーチャルシネマ DSP 

サラウンド L / R スピーカーを設置していなくとを、仮想的にサラウンド L / R スピーカーの音場を再現 
することで、サウンドプ□グラムを楽しめます。センタースピーカーを設置できない場合でを、フ□ン 
卜 L / R スピーカーだけで、バーチャルシネマ DSP をお楽しみいただけます。 
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用語/技術解説 


映像に関する用語 


コンポーネントビデオ信号 

映像信号を、輝度を表す Y 信号と、色を表す Pb / Cb 信号（青色差信号）および P 「/ C 「 信号（赤色差 
信号）の3系統に分けて伝送する方式です。それぞれの信号を独立して伝送するため画質の劣化び少 
なく、色をより忠実に再現でさます。また、コンポーネントビデオ信号は、色を表す信号から輝度を表 
す信号を引いているため、色差信号とを呼ばれます。 

この方式をお使いになるためには、コンポーネントビデオ端子、または D 端子のあるテレビを本機に 
接続してください。 

コンポジットビデオ信号 

輝度を表す Y 信号と、色を表す C 信号を]つの映像信号としてまとめて伝送する方式です。テレビの 
NTSC 信号などび採用しています。 

□端子 

AV 機器間での映像信号の伝送に用いられる端子で、性能に応じてランクび D ] から D 己に分けられて 
います。 D 端子では、コンポーネントビデオ信号とコント□ール信号（走査線、アスペクト比、イン 
ターレース/プ□グレッシブの情報）を、 ] 本の専用ケーブルで接続でさます。 

本機には D 4 ビデオ端子び装備されており、 D ] から D 4 の規格に対応しています。 

Deep Color 

HDMI びサポートしている映像技術です。 RGB または YCbCr 信号の処理を、従来の8ビットに対し 
て ] 0/12/1目ビットで処理することで、より豊かな色調表現び巧能です。表現でさる色の数び従来 
の数百万色から数億色に増えたことにより、グラデーションの表現力や暗部のディテール再現力び向上 
し、カラーバインディング（しま模様状になる色の変化）の少ない画像を楽しめます。 

HDMI 


世界業界標準規格である HDMI ( High-Definition Multimedia Interface Specification ) 規格に準 
じた、次世代テレビ向けのデジタルインターフエースです。著作権保護技術 （ HDCP : High-bandwidth 
Digital Content Protection System ) に対応しているため、デジタルビデオ/才ーディオ信号を 
デジタルのまま劣化させることな<、1本のケーブルで伝送でさます。 

S ビデオ信号 

映像信号を、輝度を表す Y 信号と、色を表す C 信号に分けて伝送する方式です。 S ビデオ端子で接続 
すると、より美しい映像で録画/再生をお楽しみいただけます。 

x.v.Color 

HDMI ]. 3しツ上びサポートしている映像技術です。色空間規格の一つで、 sRGB 規格より広い色空間 
を持っているため、今まででさなかった色の表現び巧能です。 sRGB 規格の色域との互換性を確保し 
なびら色空間を拡張し、より鮮明で自然な映像になっています。特に静止画や CG で高い効果び得ら 
れます。 
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映像信号変換表 


本機では、入力されたアナ□グ映像信号を HDMI 映像信号に変換して出力することびでさます。また、入力された HDMI 映像信号を別の解像度の HDMI 映像信号に変換して出力す 
ることちでさます。 

r アナ□グ端テ間変換」を「オン」にしている場合は、入力されたアナ□グ映像信号を別の信号ち式に変換して出力することびでさます («^ p .94 )o 
変換可能な映像信号と解像度は次の表のとおりです。 


〇:変換可能 




HDMI 出力 

コンポーネントビデオ出力 /D4 ビデオ出力 

S ビデオ出力 

ビデオ出力' 


解像度 

480 i/ 已 7 巨 i 

480 p/57 巨 p 

72 Op 

108 Oi 

108 Op 

480 i/ 已 7 巨 i 

480 p/57 巨 P 

72 Op 

108 Oi 

480 i/ 已 7 巨 i 

480 i/ 已 76i 1 


480 i/ 已 7 巨 i 

O 

O 

o 

o 

o 








480 p/57 巨 P 


o 

o 

o 

o 







HDMI 入力 

72 Op 


o 

o 

o 

o 








108 Oi 


o 

o 

o 

o 








108 Op 


o 

o 

o 

o 








480 i/ 已 7 巨 i 

O 

o 

o 

o 

o 

〇 




〇 

〇 

コンポーネントビデオ入力 

480 p/57 巨 p 


o 

o 

o 

o 


〇 





/D4 ビデオ入力 

72 Op 


o 

o 

o 

o 



〇 





108 Oi 


o 

o 

o 

o 




〇 



S ビデオ入力 

480 i/ 已 7 巨 i 

o 

o 

o 

o 

o 

〇 




〇 

〇 

ビデオ入力 

480 i/ 已 7 巨 i 

o 

o 

o 

o 

o 

〇 




〇 

〇 
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HDMI について 


• 音青信号について 


音青フォーマット 

詳細 

ディスク（例） 

2チヤンネルリニア PCM 

2か、 32-1 92 kHz 、 16/20/ 
24 bit 

CD 、 DVD - Video 、 DVD - 
Audio 

マルチチヤンネルリニア PCM 

8 ch 、32-192 kHz ' 16/ 
20/24 bit 

DVD - Audio 、 ブルーレイディ 
スク 、 HD DVD 

DSD 

2/ 己. Ich 、 2.8224 MHz ' 

Ibit 

SACD 

ビットストリーム 

Dolby Digital 、 DTS、AAC 

DVD-Video 

ビットスト1」ーム （ HD 才一 
ディ オ） 

Dolby TrueHD、Dolby 

Digital 円 us 、 DTS-HD 

Master Audio 、 DTS-HD 

High Resolution Audi 日、 

DTS Express 

ブルーレイディスク 、 HD 

DVD 


• 再生機器び音声解説のビットスト U —ム信号をデコードでさる場合、デジタル音声入力端テ 
( OPT に AL または COAXIAL 端子）を使って音声入力すれば、音声解説を楽しめます。 

•再生機器で音声解説をデコードし、本機へ接続する方法について詳しくは、再生機器の取扱説明書 
をご覽ください。 

• お使いの DVD プレーヤーによっては、コピープ□テクトびかかった DVD オーディオを再生 
する場合、映像信号および音声信号び出力されないことびあります。 

• 本機は HDCP 非対応の HDMI または DVI 端テを装備したテレビやプ□ジェクターには対応 
していません。 HDCP 対応の有無については、お使いの HDMI 機器または DVI 機器の取 
扱説明書をご覧ください。 

•ビットスト U —ム音声信号をデコードするには、再生機器びビットスト IJ ーム信号をその 
まま出力するように、再生機器で設定を変更してください。詳しくは、再生機器の取扱説 
明書をご覧ください。 

• ブルーレイディスクなどの音声解説（例：インターネットからダウン□ー ドした音声コン 
テンツなど）には対応していません。 


• 映像信号について 

切下の解像度に対応しています。 

- 4801/ 60 Hz 

- 480P/60HZ 

- 5761/ 50 Hz 

- 576P/50HZ 

- 720 P /60 HZ 、50 Hz 
-1080 i /60 Hz 、 己 OHz 

- ] 日8日 P / 目日 Hz ' 5日 Hz 、24 Hz 
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商標について 


田 DOLBY 

tru^IE I 

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。「ドルビー」、 「 PR 日 LOG に」、 
「Surround EX 」 およびダブル D 記号□□、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 


Master Audio 


米国特言午5.451.942.己，9己6,674、5,974,380、己，978,762、 6,226,616. 6,487，已35、 
7,2] 2,872、7,333,929、7,392，195、7,272,567およびその他の国における特許（出 
願中含む）に基づさ製造されています。 

DTS および記号は DTS 社の登録商標です。また、 DTS - HD 、 DTS-HD Master Audio 、 お 
よび DTS 03' は DTS 社の商標です。製品にはソフトウエアを含みます。 

著作権 DTS 社。不許複製。 


巧 

AAC 

AAC nj ' マーク^はドルビーラボラト U —ズの商標です。 
似下はパテントナンバーです。 


08/937,9己0 
己，28己，498 
5,451,954 
己，781，888 
5,357,594 
己，703,999 
己，己83,962 
己，299,238 


己633,9 8] 

己，299,240 
己，23己， 67] 

己，264,846 
08/678,666 
己，己81，6己4 
97/02874 
08/己06,729 


己，227,788 
己，291，己己7 
己 I 己92,己84 
己，222，189 
08/211,547 
己，394,473 
08/894,844 


己299,239 
4,9] 4,7 0] 
己490，170 
己，己79,430 
己，37己，189 
97/0287己 
己 I 己48,己74 


5848391 
己，481，614 
己400 433 
08/039,478 
己752 22己 
08/己己7,046 
己，274,740 


己297 236 
己，197,087 
07/640,己己0 
己，268,68己 
98/03037 
0己-183,988 
98/03036 


iPodTM/jPhoneTM 


iPod は、米国および他の国々で登録された Apple Inc . の商標または登録商標です。 
iPhone は 、 Apple Inc . の商標または登録商標です。 



Fraunhofer ins 化 ut 

Intearierte Schaltunqen 

MPEG Layer 3 音声圧縮技術は Fraunhofer IIS および Thomson によってライセンス供与さ 
れています。 

ぶ 

Network 

本機はネットワーク接続に対応しています。 



















Bluetooth® 

Bluetooth は、日 luetooth S にの登録商標でありヤマ八はライセンスに基づき使用しています。 



HDMI、HDMI □コ、および Hi 旨 h-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing ， 
LLC の商標または登録商標です。 

x.v.Color™ 

「 x . v . Color 」 は、ソニー株式会社の商標です。 

SILENT ™ 

CINEMA 

「サイレントシネマ TM SILENT CINEMAtm 」 はヤマ八株式会社の登録商標です。 

Windows XP、Windows Vista、Windows 7 、 Windows Media Audio、Windows Media 
Connect、Windows Media player は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の 
国における登録商標、または商標です。 


商標について 
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主な仕様 


• 入力端子 


• アナ□グ音声 

RCA 入力 . 10 ( AV 1-4、 AUDIO ] -4、 PHONO、VIDEO AUX ) 

マルチチヤンネル入力 (MULTI CH INPUT ). 8チヤンネル 

-フ□ント L/R (FRONT L / R ) 

-センター ( CENTER ) 

■サラウンド L/R (SURROUND L / R ) 

-サラウンドバック L/R (SURROUND BACK L / R ) 

■サブウーファー ( SUBWOOFER ) 


• デジタル音声 

光 ( OPTICAL ). 4 ( AV 3-4、 AUDIO]、VIDEO AUX ) 

同車由 ( COAXIAL ). 3 ( AVI -2. AUDI 02) 


• アナ□グ映像 

つンポジットビデオ . 己 （ AV 1-4 、VIDEO AUX ) 

S ビデオ . 已 ( AVI -4. VIDEO AUX ) 

コンポーネントビデオ (COMPONENT VIDEO ). 4 ( AVI -4) 

D 4 ビデオ ( D 4 VIDEO ).1( AVI ) 


• その他 

DOCK .1 (ステレオ音声、コンポジットビデオ、 S ビデオ） 

• 出力端子 

• アナ□グ音声 

スピーカー出力 ( SPEAKERS ). 11チヤンネル （7 チヤンネル+エクストラ4チヤンネル） 

-フ□ント L/R (FRONT L / R ) 

-センター ( CENTER ) 

■サラウンド L/R (SURROUND L / R ) 

-サラウンドバック/バイアンプ L/R 
(SURROUND BACK / BI-AMP L / R ) 

-ゾーン 2 /ゾーン3 /フロントプレゼンス L/R 
(EXTRA SP 1 : Z 0 NE 2/ Z 0 NE 3/ F.PRESENCE L / R ) 

-ゾーン2 /ゾーン3 / IJ アプレゼンス L/R 
(EXTRA SP 2 : Z 0 NE 2/ Z 0 NE 3/ R.PRESENCE L / R ) 

プ U アゥト (PRE OUT ). 11チャンネル 

-フ□ント/フ□ントプレゼンス L/R ( FRONT / F.PRESENCE L / R ) 

-センター ( CENTER ) 

■サラウンド L/R (SURROUND L / R ) 

-サラウンドバック L/R (SURROUND BACK L / R ) 

- U アプレゼンス L/R ( R.PRESENCE L / R ) 、を1 

■サブウーファー(ステレオ、フ□ント & IJ ア ） (SUBWOOFER 1-2) 


AV 出力 （ AV 0 UT ). 1 

ゾーン出力 (ZONE OUT ). 2に 0 NE 2、 Z 0 NE 3 、を 2) 

'を1:ゾーン3出力に切り替え可能 
'を 2 : U アプレゼンス出力に切り替え可能 

• 光デジタル音声 

AV 出力/ゾーン4出力 (AV 0 UT / Z 0 NE 4 OUT ). 1 


• アナ□グ映像 

モニター出力/ゾーン出力 (MONITOR OUT/ZONE OUT ) 


コンポジットビデオ . 1 

S 巧才 . 1 

コンポーネントビデオ . 1 

AV 出力 (AV OUT ) 

コンポジットビデオ . 1 

S 巧；^ . 1 


• HDMI 


•入力 . 8 ( AV 1-7 、VIDEO AUX ) 

• 出力 . 2 (HDMI OUT ]-2) 

• HDMI 規格 . HDMI 規格準拠（パ'-ジョン 1.4) 


Deep Color 3日/ 36 b け 

x . v.Color 

Auto Lips Sync . 

HD Audio 

ARC (オーディオ U ターンチヤンネル） 

3 D 

• 音声フオーマット 
Dolby Di 旨け al 
DTS 

DSD (6 チヤンネル） 

Dolby Digital Plus 
Dolby TrueHD 
DTS-HD 

PCM (2 〜 8 チヤンネル） 

AAC 

•著作権保護 . HDCP 規格準拠 
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•チューナー 


参巧応デコードフオーマット 


• アナ□グチューナー 

FM/AM . 1 ( TUNER ) 

参ネットワーク 


• USB (US 目].1フル スピー ド) 

デバイスタイプ . 

音声フオーマット . 

対応サンプ IJ ング周波数 . 

画像フォーマット . 


. 1 

. US 目 Mass Stora 旨 e Class、MTP 

MP 3、 WMA 、 WAV 、 MPEG -4 AAC、FLAG 

.48 kHz /24 bit 

. PNG、JPEG 


• ィーサネット (1 OOBase - TX /1 OBase - TX ).1 

インターネットラジオ 

.音声フォーマット . MP 3 、 WMA 

PC サーバー 

-音声フォー マット . MP 3、 WMA 、 WAV 、 MPEG -4 AAC、FLAG 

-対応サンプ IJ ング周波数 .96 kHz /24 bit 

.画像フオーマット . PNG、JPEG 

DLNA 


-バージョン .1.5 ( DMP/DMR 対応） 

.音声フォーマット . MP 3、 WMA 、 WAV 、 MPEG -4 AAC、FLAG 

-対応サンプ IJ ング周波数 .96 kHz /24 bit 

-画像フォーマット . PNG、JPEG 

ネットワーク制御 

- Web Browser Control 


- Mus に CAST 2 Commander Support 
- Yamaha Network Control Support ( YNC ) 
- Receiver Manager Support 


• デコードフ オー マット 

Dolby TrueHD 
Dolby Digital Plus 
Dolby Di 旨け al 
Dolby Digital EX 
DTS-HD Master Audio 
DTS-HD High Resolution 
DTS Express 
DTS 

DTS-ES Matrix 6.1 
DTS-ES Discrete 6.1 
DTS 96/24 
AAC 

• ポストデ コー ドフ オー マット 

Dolby Pro Logic 
Dolby Pro Lo 旨 ic II Music 
Dolby Pro Lo 旨 ic II Movie 
Dolby Pro Lo 旨 ic II Game 
Dolby Pro Logic llx Music 
Dolby Pro Lo 旨 ic llx Movie 
Dolby Pro Lo 旨 ic llx Game 
DTS Neo :6 Music 
DTS Neo :6 Cinema 


参リモート端子 


• RS -232 C 


1 


• U モー h 入力 (REMOTE IN ). 2 

• U モート出力 (REMOTE OUT ). 2 


• hU ガー出力 (TRIGGER OUT ) 


2 り 2 V / 最大計1 00 mA ) 
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主な仕様 


参オーディオ部 


•定格出力に日 Hz 〜2日 kHz 、 日.日目％ THD 、60) 

フ□ント L/R .140 W + MOW 

センター . 140 W 

サラウンド L/R . 1 40 W +1 40 W 

サラウンドバック L/R .140 W + MOW 

•実用最大出力（非同時駆動、 J 曰 TA 、1 kHz 、] 日％ THD 、60) 

フ□ント L/R .185 W + 185 W 

センター .185 W 

サラウンド L/R . 1 85 W +1 85 W 

サラウンドバック L/R .185 W + 185 W 

• ダンピングファクター 

フ□ント L/R ( IkHz 、80) . ]5日似上 

• 入力感度/入カインピーダンス 

PHONO ( MM ).3.5 mV /47 kO 

AUDI 02 他 . 200 mV /47 kO 

MULTI CH INPUT . 200 mV /47 kO 

• 最大許容入力 

PHONO ( MM ) り kHz 、0.1% THD ).60 mV 似上 

AUDI 日 2 他 （ IkHz 、 日.己％ THD ).2.4 V 必上 

• 出力電圧/出カインピーダンス 

AV OUT . 2日日 mV /1.2 kO 

PHONES .] 已 OmV /] 000 

PRE OUT .1 .日 V /1.2 kO 

Z 0 NE 2 OUT .1 .日 V /1.2 kO 

Z 0 NE 3/ R.PRESENCE OUT .1. OV /1.2 kO 

• 周波数特性 

AUDI 日 2 他（ピュアダイレクト）ーフ□ント L / R ........10 Hz 〜100 kHz 、 +日/- 3 d 目 

• 全高調波歪率 

PHONO ( MM ) - AV OUT (2 日 Hz 〜 2 日 kHz 、 IV ) . 日.日2% 似下 

AV ] 他ーフ□ント L / R に日 Hz 〜2日 kHz 、 7日 W /80). 日.日4%似下 

• S / Nj : ヒ （ IHF - A ネットワーク） 

PHONO ( MM ) (入カショート、2.己 mV ) - AV OUT . 8日服似上 

AUDI 日2他（入カショート、25日 mV ) ーフ□ント L/R .] 日日 d 目似上 

•残留ノイズ （ IHF - A ネットワーク） 

フ□ント L/R .] 己日心 ViU 下 


• チヤンネルセパレーション 

PHONO (人カシ3 — h 、 ] kHz /]0 kHz ).60 d 巨/已己 d 巨 iU 上 

AV ] 他（人力已 . IkO ショート、 1 kHz /] 日 kHz ). 6日 d 巨/4已 d 巨 iU 上 

• 音量調整 

メインゾーン . MUTE /-8 日〜+ 16.5 dB 

ゾーン2、ゾーン3 . MUTE /- 8日〜+1目. 5 cl 巨 

• I -ーンコント□ール特性 

メインゾーン（フ□ント、センター、サブウーファー） 

-巨 ass 可変巾畐 . + 6 d 巨/己 OHz 

-目 ass ターンオーバー周波数 . 3日日 Hz 

- Treble 可変幅 . + 6 dB /20 kHz 

- Treble ターンオーバー周波数 .3.5 kHz 

ゾーン2、ゾーン3 

-巨 ass 可変幅 . + lOdB/lOOHz 

-目 ass ターンオーバー周波数 . 3日日 Hz 

- Treble 可変幅 . + lOdB/lOkHz 

- Treble ターンオーバー周波数 .3.5 kHz 

• フィルター特性 （ fc 二4日/6日/8日/9日/] 00/110/120/1目日/2日日 Hz ) 

八イパスフィルター（フ□ント、センター、サラウンド、サラウンドバック：ル） 

.12 dB / oct . 

□-パスフィルター(サブウーファー) .24 dB / oct . 

• ビデオ部 

• ビデオ信号方式 

モニター出力/ゾーン出力（壁紙/オンスク U - ンディスプレイ） . NTSC/PAL 

ビデオコンバージョン . NTSC/PAL 

• コンポジットビデオ信号レベル .] Vp - p /7 己0 

• S ビデオ信号レベル 

Y . ] Vp - p /7 已〇 

C . 0.286 Vp - p /7 己0 

• コンポーネントビデオ/ D 4 ビデオ信号レベル 

Y . ] Vp - p /7 已〇 

Pb / Pr . 0.7 Vp - p /7 己0 

• ビデオ最大許容入力（ビデオコンバージョン；オフ） .].5 Vp - p 似上 

• S / N 比（ビデオコンバージョン：オフ） . 目日 d 目似上 

•周波数帯域 (MONITOR OUT/ZONE OUT . ビデオコンパ'-ジョン；オフ） 

コンポーネントビデオ / D 4 ビデオ . 已 Hz 〜 ] 日日 MHz 、 + 3 dB 
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主な仕様 


• FM チューナー部 

• 受信周波数範囲 . 76.日 MHz 〜 90.0 MHz 

• 己 Od 巨 SN 感度 ( IHF ) 

モノラル . 3.日心 V に日. SdBf ) 

• S/N 比 ( IHF ) 

モノラル .74 d 目 

ステレオ . 70服 

•歪率 （ IkHz ) 

モノラル . 0.3% 

ステレオ . 0.3% 

•アンテナ入力 . 750 (アンバランス） 

• AM チューナー部 

• 受信周波数範囲 . 531 kHz 〜1611 kHz 

•総合 

•電源電圧 . AC ]00 V 、 己 0/60 HZ 

•消費電力 . 280 W 

-待機電力（参考値） 

HDMI コント□-ル：オフ/スタンバイスルー:オフ . 日. 3 W 似下 

HDMI コント□-ル；オン/スタンバイスルー;オン 

(入力； AV 1、 HDMI 無信号時） .2.7 W 

ネットワークスタンバイ：オン .4.5 W 

• 寸法（幅 X 高さ X 奥行き) . 43己 X 182 X 430 mm 

• 質量 .18.5 kg 


※仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することびあります。 
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再生画面 . 60 

再生レベル補正、オプションメニュー . 59 

サウンドプ□グラム . 49 

ヴウンドプ□グラムメニュー . 83 

サブウーファー . 17 

サラウンドスピーカー . 17 

サラウンドバックスピーカー . 17 
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シーン連動機能 . 36 

シネマ DSP 3 D モード . 51 

シネマ DSP 3 D モード、 

オプションメニュー . 己8 

シネマ DSpS モード . 51 
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周波数選局 . 61 
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シンプル再生モード . 72 
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ストレートデコードモード . 50 

スピーカーインジケーター . 13 
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接続 . 17 

設定データコピー、スピーカー設定 . 87 

設定パターン選択、スピーカー設定 . 87 

設定保護、ファンクション設定 . 102 
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マニュアルプリセット . 
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マルチゾーン設定、設定メニュー . 
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CINEMA DSP (シネマ DSP ) 
インジケーター . 


Connect 、 オプションメニュー 
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□端 f .26 

Disconnect 、 オプションメニュー .75 

□ MC からの操作 . 80 


DVD プレーヤーの接続 . 32、簡易ガイド 
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HDMI 設定、設定メニュー . 96 
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HDMI コント□-ル機能 . 29、簡易ガイド' 
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INITIALIZE 、 
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日 N SCREEN メニユー .54. 78 


315 

117 



V 

VERSION 、 

アドバンスドセットアップメニュー . 115 
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Information about software 


This product uses the following free software. 

For information (copyright, etc) about each software, read the original sentences stated below. 


I About The Independent JPEG Group’s JPEG 
software 

The Independent JPEG Group’s JPEG software 

README for release 8b of 16-May-2010 

This distribution contains the eighth public release of the Independent 
JPEG Group’s free JPEG software. You are welcome to redistribute 
出 is software and to use it for any purpose, subject to the conditions 
under LEGAL ISSUES, below. 

This software is the work of Tom Lane, Guido Vollbeding, Philip 
Gladstone, Bill Allombert, Jim Boucher, Lee Crocker, Bob 
Fnesenhahn, Ben Jackson, Julian Minguillon, Luis Ortiz, George 
Phillips, Davide Rossi, Ge’ Weijers, and other members of the 
Independent JPEG Group. 

IJG is not affiliated with the ofticial ISO JPEG standards committee. 


DOCUMENTATION ROADMAP 

This file contains the following sections: 


OVERVIEW 

General description of JPEG and the IJG 
software. 

LEGAL ISSUES 

Copyright, lack of warranty, terms of 
distribution. 

REFERENCES 

Where to learn more abo 山 JPEG. 

ARCHIVE LOCATIONS 

Where to find newer versions of this software. 

ACKNOWLEDGMENTS 

Special thanks. 

FILE FORMAT WARS 

Software *not* to get. 

TO DO 

Plans for future IJG releases. 


Other documentation files in the distribution are: 


User documentation: 

install.txt 

How to configure and install the IJG software. 

usage.txt 

Usage instructions for cjpeg, djpeg, jpegtran, 
rdjpgcom, and wrjpgcom. 

M 

Unix-style man pages for programs (same info 
as usage.txt). 

wizard.txt 

Advanced usage instructions for JPEG wizards 
only. 

change.log 

Version-to-version change highlights. 


Programmer and internal documentation: 


Iibjpeg.txt 

How to use the JPEu library in your own 
programs. 

example.c 

Sample code for calling the JPEG library. 

structure.txt 

Overview of the JPEG library’s internal 


structure. 

filelist.txt 

Road map of IJG files. 

coderules.txt 

uoding style rules --- please read if you 
contribute code. 


Please read at least the files install.txt and usage.txt. Some 
information can also be found in the JPEG FAQ (Frequently Asked 
Questions) article. See ARCHIVE LOCATIONS below to find out 
where to obtain the FAQ article. 

If you want to understand how the JPEG code works, we suggest 
reading one or more of the REFERENCES, then looking at the 
documentation files (in rougnly the order listed) before diving into the 
code. 


OVERVIEW 

This package contains C software to implement JPEG image 
encoding, decoding, and transcoding. JPEG (pronounced "jay-peg") is 
a standardized compression method tor full-color and gray-scale 
images. 

This software implements JPEG baseline, extended-sequential, and 
progressive compression processes. Provision is made for supporting 
all variants of these processes, although some uncommon parameter 
settings aren’t implemented yet. 

We have made no provision for supporting the hierarchical or lossless 
processes defined in the standard. 

We provide a set of library routines for reading and writing JPEG 
image files, plus two sample applications "cjpeg" and "djpeg", wnich 
use the library to perform conversion between JPEG and some other 
popular image file formats. 

The library is intended to be reused in other applications. 

In order to support file conversion and viewing software, we have 
included considerable functionality beyond the bare JPEG coding/ 
decoding capability; for example, the color quantization modules are 
not strictly part of JPEG decoding, but they are essential for output to 
colormapped file formats or colormapped displays. These extra 
functions can be compiled out of the library if not required tor a 
particular application. 

We have also included "jpegtran", a utility for lossless transcoding 
between different JPEG processes, and "rdjpgcom" and "wrjpgcom", 
two simple applications for inserting and extracting textual comments 
in JFIF files. 
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The emphasis in designing this software has been on achieving 
portability and flexibility, while also making it fast enough to be 
useful. In particular, the software is not intended to be read as a 
tutorial on JPEG. (See the REFERENCES section for introductory 
material.) Rather, it is intended to be reliable, portable, industrial- 
strength code. We do not claim to have achieved that goal in every 
aspect of the software, but we strive for it. 

We welcome the use of this software as a component of commercial 
products. 

No royalty is required, but we do ask for an acknowledgement in 
product documentation, as described under LEGAL ISSUES. 

LEGAL ISSUES 

In plain English: 

1. We don’t promise that this software works. (But if you find any bugs, 
please let us know!) 

2. You can use this software for whatever you want. You don’t have to pay 
us. 

3. You may not pretend that you wrote this software. If you use it in a 
program, you must acknowledge somewhere in your documentation 
that you’ve used the IJG code. 

In legalese: 

The authors make NO WARRANTY or representation, either express 
or implied, with respect to this software, its quality, accuracy, 
merchantability, or fitness for a particular purpose. This software is 
provided "AS IS", and you, its user, assume the entire risk as to its 
quality and accuracy. 

This software is copyright © 1991-2010, Thomas G. Lane, Guido 
Vollbeding. 

All Rights Reserved except as specified below. 

Permission is hereby granted to use, copy, modify, and distribute this 
software (or portions thereof) for any purpose, without fee, subject to 
these conditions: 

(1)If any part of the source code for this software is distributed, then 
this README tile must be included, with this copyright and no¬ 
warranty notice unaltered; and any additions, deletions, or changes to 
the original tiles must be clearly indicated in accompanying 
documentation. 


(2) If only executable code is distributed, then the accompanying 
documentation must state that "this software is based in part on the 
work of the Independent JPEG Group". 

(3) Permission for use of this software is granted only if the user 
accepts full responsibility for any undesirable consequences; the 
authors accept NO LIABILITY for damages of any kind. 

These conditions apply to any software derived from or based on the 
IJG code, not just to the unmodified library. If you use our work, you 
ought to acknowledge us. 

Permission is NOT granted for the use of any IJG author’s name or 
company name in advertising or publicity relating to this software or 
products derived from it. This software maybe referred to only as "the 
Independent JPEG Group’s software". 

We specifically permit and encourage the use of this software as the 
basis of commercial products, provided that all warranty or liability 
claims are assumed by the product vendor. 


ansi2knr.c is included in this distribution by permission of し Peter 
Deutsch, sole proprietor of its copyright holder, Aladdin Enterprises 
of Menlo Park, CA. 

ansi2knr.c is NOT covered by the above copyright and conditions, but 
instead by the usual distribution terms of the Free Software 
Foundation; principally, that you must include source code if you 
redistribute it. (See the file ansi2knr.c for full details.) However, since 
ansi2knr.c is not needed as part of any program generated irom the 
IJG code, tnis does not limit you more than the foregoing paragraphs 
do. 

The Unix configuration script "configure" was produced with GNU 
Autoconf. It is copyright by the Free Software Foundation but is freely 
distributable. The same holds for its supporting scripts (config.guess, 
config.sub, Itmain.sh). Another support script, install-sh, is copyright 
by X Consortium but is also freely distributable. 


The IJG distribution formerly included code to read and write GIF 
files. To avoid entanglement with the Linisys LZW patent, GIF 
reading support has been removed altogether, and the GIF writer has 
been simplified to produce "uncompressed GIFs". This technique 
does not use the LZW algorithm; the resulting GIF files are larger than 
usual, but are readable by all standard GIF decoders. 

We are required to state that 

"The Graphics Interchange Format© is the Copyright property 
of CompuServe Incorporated. GIF(sm) is a Service Mark 
property of CompuServe Incorporated." 

REFERENCES 

We recommend reading one or more of these references before trying 
to understand the innards of the JPEG software. 

The best short technical introduction to the JPEG compression 
algorithm is 

Wallace, Gregory に "The JPEG Still Picture Compression 
Standard", Communications of the ACM, April 1991 (vol. 34 no. 
4), pp. 30-44. 

(Adjacent articles in that issue discuss MPEG motion picture 
compression, applications of JPEG, and related topics.) If you don’t 
have the CACM issue handy, a PostScript file containing a revised 
version of Wallace’s article is available at 
http: //www.ijg. org/file s/wallace.ps. gz. 

The file (actually a preprint for an article that appeared in IEEE Trans. 
Consumer Electronics) omits the sample images that appeared in 
CACM, but It includes corrections and some added material. Note: the 
Wallace article is copyright ACM and IEEE, and it may not be used 
for commercial purposes. 
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A somewhat less technical, more leisurely introduction to JPEG can 
be found in "The Data Compression Book" by Mark Nelson and Jean- 
loup Gailly, published by M&T Books (New York), 2nd ed.1996, 
ISBN 1-55851-434-1. This book provides good explanations and 
example C code for a multitude of compression methods including 
JPEG. It is an excellent source if you are comfortable reading C code 
but don’t know much about data compression in general. The book’s 
JPEG sample code is far from industrial-strength, but when you are 
ready to look at a full implementation, you’ve got one here... 

The best currently available description of JPEG is the textbook 
"JPEG Still Image Data Compression Standard" by William B. 
Pennebaker and Joan L. Mitchell, published by Van No strand 
Reinhold, 1993, ISBN 0-442-01272-1. 

Price US$59.95, 6；38 pp. The book includes the complete text of the 
ISO JPEG standards (DIS 10918 -1 and draft DIS 10918 -2). 

Although this is by far the most detailed and comprehensive 
exposition of JPEG publicly available, we point out that it is still 
missing an explanation of the most essential properties and algorithms 
of the underlying DCT technology. 

If you think that you know about DG 了 -based JPEG after reading this 
book, then you are in delusion. The real fundamentals and 
corresponding potential of DCT-based JPEG are not publicly known 
so far, and that is the reason for all the mistaken developments taKing 
place in the image coding domain. 

The original JPEG standard is divided into two parts, Part 1 Deing the 
actual specification, while Part 2 covers compliance testing methods. 
Part 1 is titled "Digital Compression and Coding of Continuous-tone 
Still Images, Part 1:Requirements and guidelines" and has document 
numbers ISO/IEC IS 10918-1 ， ITU-T T.81. Part 2 is titled "Digital 
Compression and Coding of Continuous-tone Still Images, Part 2: 
Compliance testing" and has document numbers ISO/IEC IS 10918 -2, 
ITU-T T.83. 

Uu JPEG 8 introduces an implementation of the JPEG SmartScale 
extension which is specified in a contributed document at ITU and 
ISO with title "ITU-T JPEG-Plus Proposal for Extending ITU-T T.81 
for Advanced Image Coding", April 200 6, Geneva, Switzerland. The 
latest version of the document is Revision 3. 


The JPEG standard does not specify all details of an interchangeable 
file format. For the omitted details we follow the "JFIF" conventions, 
revision 1.02. JFIF 1.02 has been adopted as an Ecma International 
Technical Report and thus received a formal publication status. It is 
available as a free download in PDF format from http://www.ecma- 
mternational.org/publications/techreports/E-TR-098.htm. 

A PostScript version of the JFIF document is available at 
http://www.ijg.org/files/jfif.ps.gz. 

There is also a plain text version at 

http://www.ijg.org/nles/jfif.txt.gz，but it is missing the figures. 

The TIFF 6.0 file format specification can be obtained by FTP from 
ftp://ftp.sgi.com/graphics/tiff/TIFF6.ps.gz. 

The JPEG incorporation scheme found in the TIFF 6.0 spec or 3-June- 
92 has a number of serious problems. 

IJG does not recommend use of the TIFF 6.0 design (TIFF 
Compression tag 6). 

Instead, we recommend the JPEG design proposed by TIFF Tecnmcal 
Note #2 (Compression tag 7). Copies of this Note can be obtained 
from http://www.ijg.org/files/. 

It is expected that the next revision of the TIFF spec will replace the 
6.0 JPEG design with the Note’s design. 

Although IJG’s own code does not support TIFF/JPEG, the free libtiff 
library uses our library to implement TIFF/JPEG per the Note. 

ARCHIVE LOCATIONS 

The "ofncial" archive site for this software is www.ijg.org. 

The most recent released version can always be found there in 

directory "files". This particular version will be archived as 

http : //www.ijg. org/file s/j pegsrc. v8b. tar. gz ， 

and in Windows-compatible "zip" arcnive format as 

http://www.ijg.org/files/jpegsr8b.zip. 

The JPEG FAQ (Frequently Asked Questions) article is a source of 
some general information about JPEG. 


If you don’t have Web or FTP access, send e-mail to 
mail-server @ rtfm. mit. edu 
with body 

send usenet/news.answers/jpeg-faq/partl 
send usenet/news.answers/jpeg-faq/part2 
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FILE FORMAT WARS 

The ISO JP じ U standards committee actually promotes different 
formats like "JPEG 2000，’ or "JPEG XR" which are incompatible 
with original DCT-based JPEG and which are based on faulty 
technologies. IJG therefore does not and will not support such 
momentary mistakes (see REFERENCES). 

We have little or no sympathy for the promotion of these formats. 
Indeed, one of the original reasons for developing this free software 
was to help force convergence on common, interoperable format 
standards for JPEG files. 

Don’t use an incompatible file format! 

(In any case, our decoder will remain capable of reading existing 
JPEG image files indefinitely.) 

TO DO 

Version 8 is the first release of a new generation JPEG standard to 
overcome the limitations of the original JP じ U specification. 

More features are being prepared tor coming releases... 

Please send bug reports, offers of help, etc. to jpeg-info @uc.ag. 

I About PNG Reference Library 

libpng versions 1.2.6, August 15, 2004, through 1.4.2, May 6, 2010, 
are Copyright ©2004, 2006 -2007 Glenn Randers-Pehrson, and are 
distributed according to the same disclaimer and license as libpng- 
1.2.5 with the following individual added to the list of Contributing 
Authors 

Cosmin Truta 

libpng versions 1.0.7, July 1, 2000, through 1.2.5 - October 3, 2002, 
are Copyright ©2000-2002 Glenn Randers-Pehrson, and are 
distributed according to the same disclaimer and license as libpng- 
1.0 .6 with the following individuals added to the list of Contributing 
Authors 

Simon-Pierre Cadieux 
uric S. Raymond 
Gilles Vollant 


and with the following additions to the disclaimer: 

There is no warranty against interference with your enjoyment 
of the library or against infringement. There is no warranty that 
our efforts or the library will fulfill any of your particular 
purposes or needs. This library is provided with all faults, and 
the entire risk of satisfactory quality, performance, accuracy, and 
effort is with the user. 

libpng versions 0.97, January 1998, through 1.0.6, March 20, 2000, 
are Copyright ©1998, 1999 Glenn Randers-Pehrson, and are 
distributed according to the same disclaimer and license as libpng- 
0.96, with the following individuals added to the list of Contributing 
Authors: 

Tom Lane 

Glenn Randers-Pehrson 
Willem van Scnaik 

libpng versions 0.89, June 1996, through 0.96, May 1997, are 
Copyright ◎1996, 1997 Andreas Dilger 

Distributed according to the same disclaimer and license as libpng- 
0.88, with the following individuals added to the list of Contributing 
Authors: 

John Bowler 
Kevin Bracey 
Sam Bushell 
Magnus Holmgren 
Greg Roelofs 
Tom Tanner 

libpng versions 0.5, May 1995, through 0.88, January 1996, are 
Copyright ©1995, 1996 Guy Eric Schalnat, Group 42, Inc. 


The PNG Reference Library is supplied "AS IS". The Contributing 
Authors and Group 42, Inc. disclaim all warranties, expressed or 
implied, including, without limitation, the warranties of 
merchantability and of fitness for any purpose. The Contributing 
Authors and Group 42, Inc. assume no liability for direct, indirect, 
incidental, special, exemplary, or consequential damages, which may 
result from the use of the PNG Reference Library, even if advised of 
the possibility of such damage. 

Permission is hereby granted to use, copy, modify, and distribute tnis 
source code, or portions hereof for any purpose, without fee, subject 
to the following restrictions: 

1. The origin of this source code must not be misrepresented. 

2. Altered versions must be plainly marked as such and must not be 
misrepresented as being the original source. 

3. This Copyright notice may not be removed or altered from any 
source or altered source distribution. 

The Contributing Authors and Group 42, me. specifically permit, 
without fee, and encourage the use of this source code as a component 
to supporting the PNG file format in commercial products. If you use 
this source code in a product, acknowledgment is not required but 
would be appreciated. 


For the purposes of this copyright and license, "Contributing Authors" 
is defined as the following set or individuals: 

Andreas Dilger 
Dave Martindale 
Guy Eric Schalnat 
Paul Schmidt 
Tim Wegner 
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I About zlib Library 
Copyright notice: 

◎1995-2010 Jean-loup Gailly and Mark Adler 
This software is provided 'as-is’，without any express or implied 
warranty. In no event will the authors be held liable for any damages 
arising from the use of this software. 

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, 
including commercial applications, and to alter it and redistribute it 
freely, subject to the following restrictions: 

1. The origin of this software must not be misrepresented; you 
must not claim that you wrote the original software. If you 
use this software in a product, an acknowledgment in the 
product documentation would be appreciated but is not 
required. 

2. Altered source versions must be plainly marked as such, and 
must not be misrepresented as being the original software. 

3. This notice may not be removed or altered from any source 
distribution. 

Jean-loup Gailly Mark Adler 

jloup@ gzip.org madler® alumni.caltech.edu 

If you use the zlib library in a product, we would appreciate *not* 
receiving lengthy legal documents to sign. The sources are provided 
for free but without warranty of any kind. The library has been 
entirely written by Jean-loup Gailly and Mark Adler; it does not 
include third-party code. 

If you redistribute modified sources, we would appreciate that you 
include in the file ChangeLog history information documenting your 
changes. Please read the FAQ for more information on the distribution 
of modified source versions. 


I About FLAG codec Library 

Copyright© 2000,2001 ， 2002,2003,2004,2005,2006,2007,2008,2009 
Josh Coalson 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions are 
met: 

- Redistributions of source code must retain the above copyright 
notice, tnis list of conditions and the following disclaimer. 

- Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 
notice, tnis list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

- Neither the name of the Xiph.org Foundation nor the names of its 
contributors maybe used to endorse or promote products derived trom 
this software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT 
HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE FOUNDATION OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY 
OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 
OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, 
EVEN IF ADVISED OF THE POSS 抵 ILITY OF SUCH DAMAGE. 


I Notice for Windows Media DRM 

This product is protected by certain intellectual property rights of 
Microsoft. Use or distribution of such technology outside of tnis 
product is prohibited without a license from Microsoft. 

Content owners use Windows Media digital rights management 
technology (WMDRM) to protect their intellectual property, 
including copyrights. Tnis device uses WMDRM software to 
access WMDRM protected content. If the WMDRM software fails 
to protect the content, content owners may ask Microsoft to revoke 
the software’s ability to use WMDRM to play or copy protected 
content. Revocation does not affect unprotected content. When 
you download licenses for protected content, you agree that 
Microsoft may include a revocation list with the licenses. Content 
owners may require you to upgrade WMDRM to access their 
content. If you decline an upgrade, you will not be able to access 
content that requires the upgrade. 
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AVI 001 B 


お巧い合わせお □ 

ヤマ AAV 製品の機能や取り扱いに関するお fig い合わせ 

■ヤマ八お客様コミュニケーシヨンセンター 
才ーディオ- ビジュアル機器ご相談窓 □ 

譜巡レ顯 0570-01 1-808 

全国どこからでち市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053) 4 己 0-3409 

干 430-8 巨 50静岡県ミ兵松 市中 区 中 ミ尺 町 1 0-1 

受付：月〜金曜曰] 0:00〜18:00 ±曜日] 0:00〜17:00 
(日曜、祝曰およびセンター指定の休日を除く） 

■ ホームシアター • オーディオヴポートメニュー 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参 
考にしてください。 

http://jp.yamaha.com/support/audio-visual/ 


ヤマ八 AV 製品の修理、ヴービスパーツに関する 
お Ba い合わせ 

■ ヤマ八修理ご相談センター 

茜国等!)ル^: 0己 70-012-80 S 

全国どこからでち市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053) 4巨 0-4830 

FAX (053) 463-1127 

受付：月〜金曜日9;00〜18:00 ±曜日 9:00-17:00 
(日曜、祝曰およびセンター指定の休日を除く） 


修理品お持ち込み窓口 

受付：月〜金曜日9;00〜17:4已 

(±曜、日曜、祝曰およびセンター指定の休日を除く） 

化海道〒日日 4-8 己 43 札幌市中央区南 1 〇条西 ]T 目]-己 0 
ヤマ八センター内 
FAX (011)512-6109 

首都圍 〒] 43-0006 東京都大田区平和島 2T 目 1 - 1 
京浜トラックターミナル内 14 号棟 A- 已 F 
FAX (03) 己 762-2] 2 已 

名古屋〒 454-0058 名ち屋市中 j 11 区玉 j 11 町 2T 目 1 -2 
ヤマ八 ( 株)名ち屋倉庫 3F 
FAX (0 已 2)6 已 2-0043 

大阪 干己 64-0 日日 2 吹田市広芝町 1 0-28 

オーク江坂ビルディング 2F 
FAX (06)6330 -已已 3 已 

九州 干 81 2-8508 福岡市博多区博多駅前 2T 目 ]1 -4 

FAX (092)472-2137 

* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


保証とアフターサービス 

サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはヤマ八 
修理ご相談センターにご連絡ください。 

• 保証期間 

お買い上げ曰から]年間です。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは 
保証書をご覧ください。 

• 保証期間が過ざているとを 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望により有料 
にて修理いたします。 

参修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合ちあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 

別途、駐車料金をいただく場合びあります。 


参補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年です。 
浦修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
PP じ'— 9 。 

• 製品のが態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品の状態をでさるだけ詳しくお 
知らせください。また製品の品番、製造番号などをあわせてお知 
らせ < ださい。 

《品番、製造番号は製品の背面ちしくは底面に表示してあります。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカー ユニッ トなど振動系と電 
気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますの 
で、エージングの差による音色の違いび出る場合びあります。 

争摩耗部品の交換について 

本機には使用年月ととちに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時 
間等によって大さく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部 
品を交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ U 度理ご相談セ 
ンターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボリュームコントロール、スイッチ- U レー類、接続端テ、ランプ、ベルト、 
ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般について記載して 
おります。 

7 を年ご使用の製品の点検を！ 


こんな症状はありませんか？ 

I J • 電源コード-プラグび異常に熱い。 

\ゾ • ]ゲくさい臭いびする。 

参電源コードに深いキズか変形びある。 
愛情点検 参製品に触れるとピリピ U と電気を感じる。 

参電源を入れてち正常に作動しない。 

• その他の異常-故障びある。 



すぐに使用を中止してください。 


事故防止のため電源プラグをコンセントから抜さ、 

必ず販売店に点検をご依頼<ださい。 

なお、点検-修理に要する費用は販売店にご相談ください。 
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